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　　　プロローグ　つつがなき巡た礼びの始まり




　荒こう野やに倒たおれた少年の顔に、ぽてぽてと砂シメジが降り注いでいる。

「僕ぼくは、こんなところで死ぬのか……」

　降りかかるキノコを払はらい、少年──アッシュは仰あお向むけのまま空を見上げた。

　抜ぬけるような青を背景に、自分を振ふり落おとした吊つり橋ばしがゆらゆら揺ゆれている。橋はし桁げたの中央には担かつぎ籠かごが一つ転がっていて、中から傘かさの開いた砂シメジたちが落らっ下か傘さんよろしく無む邪じゃ気きに降下していた。

「僕ぼくは、こんなところでキノコにまみれて死ぬのか……」

　あの高さから落ちて無事だったのは、エイル神の加護のおかげだろう。しかし命拾いこそしたものの、現状アッシュの生せいは風ふう前ぜんの灯ともしびだ。

　まずもって体がまったく動かせない。まるで石像に跨またがられたように胸が重く、ちょっと息を吸うだけで痛みが全身を走り回る。

　おまけに落下地点は荒こう野やの涸かれ川だ。聞こえてくるのは砂すな粒つぶを舞まい上げる風の音だけで、周囲に人の気配はまったくない。こんな辺へん鄙ぴな場所に通りかかるのは、アッシュのように害がい獣じゅう退治に来た角つの守もりか、人から後ろ指を差されるお尋たずね者ものくらいだろう。

　ささいな不幸が重なって、アッシュは吊つり橋ばしから落ちた。

　ささやかな幸運に恵めぐまれて、なんとか一命を取り留めた。

　しかし体を動かせない以上、アッシュは無人の荒こう野やでゆるやかな死を待つ他ない──。

　ひゅるりと冷たい風が吹ふき、枯かれ草くさの塊かたまりが右から左へ転がっていく。

「まだ何もしていないのに、僕ぼくはこんなところでキノコにまみれて死ぬのか……」

　十六になると同時に村を出て、アッシュは一年がかりで念願の角つの守もりになった。

　角つの守もりはエイル教会所属の巡じゅん礼れい戦士だ。これからは世界をあちこち旅して回り、人に害なす幻げん獣じゅう──「害がい獣じゅう」を討うち倒たおし、教会に背そむく「異い端たん者」たちを引っ捕とらえるのがアッシュの仕事になるはずだった。

　アッシュには夢があった。

　角つの守もりとして治安の維い持じに貢こう献けんし、地道に布教を続けてゆけば、やがては王都の中央教会で「角笛の騎き士し団」に召めし上あげられる可能性がある。

　角ク笛ラのリ騎オ士ンは平たく言えば角つの守もりの上級職だ。危険と責任が増える分、その待たい遇ぐうも飛ひ躍やく的によくなる。もしも角ク笛ラのリ騎オ士ンになれたなら、王都に月げっ賦ぷで中古住宅を買い、故郷に残してきた母と妹を迎むかえ入いれる、なんてこともできるようになる。

　そんな実現の可能性が三、四割程度の、ぼちぼち現実的な夢をアッシュは見ていた。

　身みの丈たけにあった理想を持った少年は、初うい陣じんの相手にカクタスリザードを選んだ。

　背中にウチワサボテンを背負ったようなこのトカゲは、教会が定めた害がい獣じゅうの中でも危険度が低い。駆かけ出だしの新人が狩かるにはちょうどよい相手だと、角守の手引きたる【ラズの書】に書いてあった。

　ならばとアッシュは丸二日かけ、涸かれた渓けい谷こくから「砂シメジ」を掘ほり出だした。カクタスリザードは普ふ段だんは砂の中に隠かくれているため、突つき出でた背びれが本物のサボテンと見分けがつかない。ゆえに好物のキノコで誘さそい出だし、一匹ぴきずつ堅けん実じつに倒たおそうという魂こん胆たんだ。

　背負った籠かごに砂シメジを満まん載さいし、トカゲのねぐらを目指して意い気き揚よう々ようと吊つり橋ばしを渡わたる。

　すると、橋の向こうからまさに目当てのカクタスリザードが腹ばいでやってきた。

　しかし好機と思ったのも束つかの間ま、万一を考えて退路を確かく認にんすると、これまたサボテンを背負ったトカゲがじりじりにじり寄ってきている。その数はみるみるうちにみるみる増え、気づけばアッシュは橋の中央で七匹ひきの害がい獣じゅうに囲まれていた。

　なぜいきなり、と考えるまでもない。トカゲをおびき出すエサとしてキノコを用意してきたけれど、籠かご一杯ぱいはさすがに多かった。量があれば当然、風が運ぶ匂においも強くなる。

　だが、今は悔くいている場合ではない。

　こうなったら先手必勝と、アッシュは剣けんを抜ぬいて手前のカクタスリザードに斬きりかかった。

　が、トカゲはもたげた首をひょいとすくめ、あっさりと必勝の斬ざん撃げきをかわす。

　アッシュの剣けんは「グラディウス」と呼ばれるもので、一いっ般ぱん的な長ちょう剣けんに比べると刀身がやや短い。どちらかと言えば対人を想定した武器で、長く人と悪魔エルフの戦争が続いたこの大陸で一番普ふ及きゅうしている安物だ。長さがない分、トカゲのような距きょ離り感をつかみにくい相手にかわされるのは仕方がない。

　見るからに怒おこったカクタスリザードが、横を向いてぶんと大きく尻しっ尾ぽを振ふった。

　しかし相手はたかがトカゲ。アッシュは余よ裕ゆうを持ってその攻こう撃げきを──食らった。

　これも仕方がない。訓練において初しょ撃げきに足払ばらいをしてくる教官などいなかった。これが初めての実戦であるアッシュは、腹部や頭への攻こう撃げき以外まったく想定していなかった。

　まんまと足あし下もとをすくわれて、吊つり橋ばしの上で大きく体制を崩くずす。うわ落ちると、空中で伸のばした手がつかんだのは、トカゲの背に生えたサボテン型のひれだった。

　結果、小さなサボテンはぶちっとちぎれ、アッシュは遥はるか下方の涸かれ川へと落下したのだった──。




「ロッテ、キノコまみれで死にゆくお兄ちゃんを許しておくれ」

　いよいよ死を意識し始めたからか、故郷に残した妹の顔が浮うかんでくる。

　仕事のない村を出て騎き士しを目指すという兄を、妹シャーロットは何度も止めてくれた。貧しくたっていい。母と兄と三人で慎つつましく暮らせれば、それでわたしは幸せなのよと、できた妹は言ってくれたのだ。

『っていうか、お兄ちゃん向いてないから。角守なんて実力は二の次で、基本は政治とコネの世界だよ？　慎しん重ちょうに橋を叩たたき過ぎて、自分で大きなヒビを入れちゃう。勉強努力が大好きだけれど、未知の出来事には対応不可。そんな生き真ま面じ目めバカのお兄ちゃんじゃ、身を粉にして働いたって角守の長がいいところ。そのくせ無む駄だに忠誠心発揮しちゃって、しょーもない仕事であっさり命を散らすのがオチだね。ま、お兄ちゃんが任務中に死亡した場合、遺族は結構お金貰もらえるからいいけどー』

　少々口さがなく、いくらか拝金主義ではあるけれど、言葉の裏側で妹ロッテは兄を心配してくれたのだ……たぶん。

「──あれ？」

　そんな回想をしていたからか、小さく揺ゆれる吊つり橋ばしの上になぜか妹の姿を認めた。

　アッシュの置き土産みやげたるシメジに群がるトカゲを避さけ、ロッテがすたすた吊つり橋ばしを渡わたっている。なぜこんなところに妹が──。

「ろっ……て……うう……」

　急いで名を呼ぼうとしたけれど、増してきた痛みのせいか大きな声が出せなかった。

　しかしかすかな呻うめきが聞こえたようで、吊つり橋ばしの上のロッテがくるりと振ふり返かえる。

「あ……」

　当たり前だが、その人物は妹ではなかった。背せ丈たけはロッテと同じくらいだけれど、ふわりとした銀色の髪かみや、その下の青い瞳ひとみはまったくの別人だ。少女が羽織った白いローブにも、手にした仰ぎょう々ぎょうしい歩き杖つえにも見覚えはない。

　──でも、あの子どこかで見た気がする……誰だれだっけ？

　記き憶おくを探さぐってみたけれど、知人に該がい当とうする人物はいなかった。しかし今そんなことはどうだっていい。こんな辺へん鄙ぴなところに人が通った奇き跡せきを見み逃のがすわけにはいかない。

「た……す……け……て」

　顔をしかめて痛みを堪こらえ、アッシュはかすれた声で助けを求めた。

　瞳ひとみに精せい一いっ杯ぱいの誠意を浮うかべ、懇こん願がんするように少女を見上げる。

　吊つり橋ばしの上の少女も、怪け訝げんな目つきでアッシュをじいっと見下ろしている。

　しばらくして、少女は何事もなかったように再び橋を渡わたり始めた。

　──無視したっ!?

　いや違ちがう。少女は自身を疑っているのだ。こんなところに生きた人間などいるわけないと思おもい込こんでいるのだろう。

　まずはこちらの生存を伝えねばと、アッシュは再び声を振ふり絞しぼった。

「い……き……て……ま……す」

　少女がぴたりと立ち止まった。

　が、気のせいだと自分に言い聞かせるようにうなずくと、少女は再び歩き出す。

　──いま明らかに気づいたのに無視した！

　なんと薄はく情じょうな娘むすめだろう。死にかけている人間を黙もく殺さつするなど、夏の道みち端ばたで仰あお向むけになったセミをひっくり返して回るアッシュにはとても信じられない。

　などと憤ふん慨がいしている合間にも、薄はく情じょう娘むすめはとことこ先へ行ってしまう。このまま少女に立ち去られたら、アッシュは数日間痛みに悶もだえ苦しみながら、誰だれにも看み取とられずひっそり死んでいくだろう。キノコまみれの謎なぞを残して──。

　変死の未来を悟さとった瞬しゅん間かん、アッシュは持てる力をすべて振ふり絞しぼって叫さけんだ。

「お、お金あります！」

　よりにもよってそんな言葉を選んだのは、少女に妹の面おも影かげを見たからもしれない。

　しかし効果はてきめんだった。少女はくるりと踵きびすを返かえすと、吊つり橋ばし脇わきの崖がけを器用に飛び降り、えらい速さでこちらにやってきた。

「……ふん」

　倒たおれたアッシュを値ね踏ぶみするよう、じろじろと観察を始める少女。

　年とし頃ごろはやはり妹と同じ十三、四歳さい程度だ。顔立ちこそはあどけないけれど、きりと吊つり上あがった眉まゆと、涼すずしげを通とおり越こして冷ややかな目元は、したたかな老女を連想させる。

　だが、自身の危機に現れたという状じょう況きょう、そして少女がまとった白いローブも相まって、アッシュにはまるで救いの天使がやってきたように思われた。

「キミ、このままだともうすぐ死ぬよ」

　出だし抜ぬけに天使に余命を宣告され、アッシュは妙みょうな息苦しさを覚えた。どうもこの天使様は優やさしくない。しかし自分が死に体なのは事実だと思い直し、力なく笑う。

「……そう、だね。だから、悪いけど、君が近くの教会へ行って、薬くす師しを呼んできて、くれないかな？　お金なら、ここに、あっ……いたた、あるから……」

　急に乱れ始めた呼吸を抑おさえつつ、アッシュは懐ふところから金の入った巾きん着ちゃくを取り出した。

『薬師』は医い療りょう従事者全ぜん般ぱんを意味する言葉だ。しかし基本的にはエイル教会の修道士たちのことを指す。彼かれらは豊富な薬の知識を持ち、併あわせて「手当て」の奇き跡せきで市井しせいの人々を癒いやす存在だ。角守のアッシュにとっては同僚ともいえる。

「無む駄だだよ」

　少女が巾きん着ちゃくを一いち瞥べつし、興味を失ったように鼻を鳴らした。

「無む駄だって……どういう意味だい？」

「キミの呼吸の乱れ具合は外傷性気き胸きょうの症しょう状じょう。指先にもチアノーゼが出てる。たぶん折れた肋ろっ骨こつが肺に刺ささってるんだろうね。教会の薬師が使う『手当て』で治るのは打ち身と擦さっ過か傷しょう程度。投薬じゃ縮んだ肺は戻もどせない。そもそも薬師を呼んでくる前に、キミは『かはっ』とか無様に血を吐はいて絶命しちゃう。だから『無む駄だ』って言ったんだよ」

　少女は意味不明な言葉を並べてアッシュの死を予言した。奇き妙みょうな死に様を聞いて一いっ瞬しゅん息が止まったが、すぐに子供の戯ざれ言ごとと持ち直す。

「そんなバカなこと、あるわけ、ないだろ……。いいから、薬師を呼んで──かはっ」

　吐はき気けに似た感覚が内からせり上がり、咳せきと同時に胸むな元もとが赤く染まった。指先が鬱うっ血けつしたように紫むらさき色いろに染まっている。急に周囲の空気が減ったかのように息、苦しい。

「ほらね。なんの罪もない『あの子』たちを殺そうとした報むくいだよ」

　まさに血の気を失ったアッシュに対し、少女が冷たく言い放った。

　その視線は横たわるアッシュの右手に向いている。そこには千切れたトカゲのひれと一いっ緒しょに、【ラズの書】が無造作に転がっていた。

「じゃ、天あまつ国くにでもつつがなく」

「ま、待って！　君は、何者、なの？」

　少女が平然と立ち去ろうとしたため慌あわてて引き止める。彼女をこのまま行かせてはいけないと、頭の中で直感が叫さけんでいた。

「さあ？　悪者なんじゃない。キミたちに言わせればね」

「『キミたち』って……あ、待って！　行かないで！　くはっ……」

　口と鼻から血が噴ふき出だした。それでもアッシュは去り行く背中に訴うったえる。

「君は、僕ぼくを、見た時……『このままだともうすぐ死ぬ』と、言った。逆に言えば、君は僕ぼくが助かる方法を──」

「知ってるよ。私なら治せるから」

　立ち止まった少女が背を向けたまま言った。

　──ああ、やはりこの子はエイル様が遣つかわした天使だ。

　アッシュが表情を和やわらげた途と端たん、振り向いた少女が非情な現実を告げる。

「治してほしければ金貨一万枚。それっぽっちの小こ銭ぜにじゃ私は人を診みないから。一いっ生しょう懸けん命めい働いて、お金ができたら会いに来て。じゃ」

「金貨、一万、枚……？」

　それは角守の給金に換かん算さんすれば、定年まで勤める人生を七度繰くり返かえしてもなお届かない金額だ。少女はアッシュを治ち療りょうする気などかけらもないと言っているに等しい。

「そんな……。人を救う術すべを持っているのに、なぜ助けて、くれないんだ……。金で命を見限るなんて、君はまるで──」

　はっと気づいて手を伸のばし、傍かたわらに転がった【ラズの書】を拾う。

「……やっぱりそうだ。フィジカ・クロロッカ……女性。推定、十四歳さい。白いローブを着用し、蛇へびの彫ちょう刻こくがなされた、歩き杖つえを、所持──」

　その後にはこう続いていた。

『薬師の技能を持ち、患かん者じゃに怪あやしげな処置を行う異い端たん者。各地を遍へん歴れきし、治ち療りょう代として法外な料金を請せい求きゅうする。相手が子供であろうと金がなければ診しん療りょうしない。通つう称しょう《悪い薬師》、《白衣のペテン師》、《銀ぎん髪ぱつの小悪魔》、《魔ま王おうの手先》──』

　薬草魔ま女じょや錬れん金きん術じゅつ士といった、「薬師のフリをして悪事を行う輩やから」を、教会は異い端たん者と認にん定ていしている。カクタスリザードのような害がい獣じゅうを討とう伐ばつするのと同じく、彼かれらを捕つかまえるのも角守の仕事だ。ゆえに【ラズの書】には似顔絵とともに、異い端たん者の特とく徴ちょうが掲けい載さいされている。

　日ひ頃ごろ用意を怠おこたらないアッシュは、もう何度も【ラズの書】を読み返していた。それゆえ少女を「どこかで見た」気がしていたのだ。

「すべての、特とく徴ちょうが、一いっ致ちする。君は、異い端たん者、フィジカ……だね？」

　少女が一人でこんな人ひと気けのない場所を歩いていたのも、お尋たずね者ものと知れば合点がいく。『キミたちに言わせれば悪者』発言もそうだ。少女は転がった【ラズの書】を見て、アッシュが教会の人間と見み抜ぬいたのだろう。

「だったら何？　私はキミに用ないけど」

　邪じゃ険けんに突つき放はなすこの少女は、救済の天使ではなかった。しかし命の散り際で《悪い薬師》に出会ったことに、アッシュは少なからず運命を見み出いだす。

「異い端たん者フィジカ、後生だ。僕ぼくを治ち療りょうし──」

「嫌いや」

　フィジカは即そく座ざに断った。その目は誘ゆう蛾が灯とうの油あぶら溜だまりでのたうつ虫を見るように冷たい。
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「お願いだ。僕ぼくにはまだ、やるべきことが、あるんだ。もしも、僕ぼくを治してくれるなら、君を、悪いようには、しない」

　震ふるえる手で剣けんを握にぎり、柄つかを支えにして無理やり体を起こす。

　激痛が胸を迸ほとばしり、一いっ瞬しゅん完全に呼吸が止まった。額から油のように重い汗あせが滴したたり落おちる。

　それでも奥おく歯ばを嚙かみしめて、アッシュは膝ひざ立ちのまま剣けん先さきを前方に向けた。

「それは何の真ま似ね？　私を見み逃のがす代わりに取り引きしようって脅きょう迫はくのつもり？　今にも死にそうなキミが？」

　さも愉ゆ快かいそうに口くちの端はを吊つり上あげ、フィジカがふふんとせせら笑う。

「そんな、ことは、しない。僕ぼくはただ、お願い、してる、だけだ」

「ならくっきり言ってあげる。私はキミを助けない。これで満足？」

　玻は璃りのような青い目が、アッシュを鋭するどく射すくめた。

「……ああ。満足、だよ……。最後に、君と出会えて、よかった……」

　言い終えて、アッシュは自らの脚あしに剣けんを軽く突つき立たてた。

　そのままビリビリと下か衣いを切きり裂さいて、大だい腿たい部を露ろ出しゅつさせる。

「……何してるの？」

　眉まゆをひそめた少女の前で、アッシュは息を大きく吸すい込こんだ。

　そして──。

「ぐぁっ……！」

　あらわになった太ももに、ずぶりと剣けん先さきを埋うずめた。

「はぁ……はぁっ……くぁっ……！」

　荒あらい息を吐はいて痛みに耐たえ、自らの肉体に「フィジカ」の綴つづりを彫ほり込こんでいく。

「……僕ぼくはまだ、角守として、何一つ、成し得てないんだ。なのに、ぐっ……この命は、もうすぐ尽つきてしまう……」

　フィジカは動どう揺ようする気配も見せず、睥へい睨げいの眼まな差ざしのままアッシュを見下ろしている。

「それならせめて、エイル様のお役に立って殉じゅん教きょうするのが、角守の努め……。こうして名を刻んでおけば、僕ぼくを見つけた仲間が、君を追って──」

　アッシュの意識は、そこで途と切ぎれた。




　目覚めると同時に、強きょう烈れつな「白」に目がくらむ。

　右手で光を遮さえぎって瞬まばたきを繰くり返かえすと、やがて青空と太陽が見えてきた。

「ここは……？」

　体を起こして辺りを見回す。岩に囲まれた場所に移動しているけれど、どうやら以前と同じく砂さ塵じん舞まう荒こう野やにいるらしい。

「僕ぼくは、生きてるのか……？」

　信じられない思いで我わが身みを見ると、胸から腹にかけ幾いく重えにも包帯が巻かれていた。少しめくって中を覗のぞくと、胸の中心にうっすら一本線が走っているのに気づく。

「傷……？　なんでこんなところに……？」

　見知らぬ傷は気になったが、ひとまず何者かに手当てされたことは間ま違ちがいないようだ。

　ふっと脳のう裏りにあの少女──《悪い薬師》の顔が浮うかぶ。さすがにそれはないだろう。異い端たん者が敵である角守を助ける理由などない。

　では一体誰だれがと考えた時、背後の岩のそのまた裏で、布が落ちたような柔やわらかい音がした。

「──っ！」

　反射的に剣けんの握にぎりに手をかける。ここは荒こう野やの片かた隅すみだ。こんな場所で息を潜ひそめているのはカクタスリザードのような害がい獣じゅうか、お尋たずね者ものの異い端たん者しかいない。仮に相手がアッシュを手当てしてくれた人物でも、油断できないことに変わりはない。

　周囲を警けい戒かいしつつ立ち上がり、大きな一枚岩に忍しのび足あしで近づく。

　そうしてそっと首だけ伸のばし、裏の様子をうかがった。

「あ」

　そこにいたのは、やはりお尋たずね者ものの異い端たん者だった。

　それも《悪い薬師》の他、多くの二つ名を持つあの少女だった。

　もっとはっきり言えば、年に似合わぬ大人っぽい黒の下着をつけた、着き替がえ途と中ちゅうのフィジカだった。

　フィジカはほんのわずかに頰ほおを赤らめ、けれども慌あわてる素そ振ぶりもなく、無言でアッシュを見返している。

　しばらくぽかんと口を開けたまま見つめていると、半はん裸らの少女が口を開いた。

「見過ぎ」

「えっ……？　あっ！　ごごご、ごめん！」

　あまりに冷静な反応をされ、一いっ瞬しゅん何を言われているのかわからなかった。

　──なんで？　なんで《悪い薬師》がここにいるんだ？

　頭が混乱している。自分が倒たおれてどれくらい経たったかは定さだかでない。しかしフィジカが逃とう走そうする時間は十分にあったはずだ。なのに少女はここにいて、「敵」である角守を見ても平然としている。

　フィジカがあまりにも堂々としているので、アッシュは異い端たん者拘こう束そくという角守の本分まで忘れてしまった。謝罪した上に岩から離はなれ、律りち儀ぎに背まで向けてしまった。

「今まで色々最低な人間を見てきたけれど、その中でもキミはとびきりのクズだね。命の恩人の着き替がえを覗のぞくとか、下げ衆すの外げ道どうの最底辺。聖職者が聞いて呆あきれるよ」

　振ふり向むくと、白いローブ姿に戻もどったフィジカが冷たい目をして立っている。

「命の恩人って……じゃあ、君が僕ぼくを助けてくれたの？」

「この状じょう況きょうで他に何が考えられるわけ？　ああ、キミはバカなんだ。あの無能集団──エイル教会所属の人間だもんね。胸きょう腔くう切開じゃなくて開頭すべきだった」

「きょう……くう……？　なんだって？」

「キミの胸を切り開いて、肺に刺ささった骨こっ片ぺんを除去したんだよ。だからキミはここにアホ面して立ってられるわけ」

　アッシュは思わず笑ってしまった。

「胸なんて切り開いたら、血がたくさん出て死んじゃうよ」

　フィジカが、はぁと大きなため息をつく。

「いまだに『手当て』なんてしてる、教会関係者に説明するだけ無む駄だだったね」

　よくわからないけれど、この異い端たん者が自分を治ち療りょうしてくれたことは確かだろう。

「フィジカ。改めてお礼を言うよ。僕ぼくを助けてくれてありが──」

「服脱ぬいで」

「え」

　アッシュは唐とう突とつな言葉の意味を測りかねた。挙句にさっきの着き替がえを連想し、もじもじと頰ほおを赤らめた。次し第だいにフィジカの視線が冷たさを増してきてようやく気づく。

「き、傷の具合を診みてくれるんだよね。すぐ脱ぬぐよ」

　大わらわでチュニックと肌はだ着ぎをばさばさ脱ぬぐと、視線同様にひんやりしたフィジカの手が腹に触ふれてきた。胸にできた傷口をまさぐる指先に、ぐっと力がこもる。

「ここ、痛いでしょう？　キミはスケベニンゲンだから」

「い、いや、大だい丈じょう夫ぶ。全然平気」

　フィジカの手が、ぎゅうぎゅうと執しつ拗ように胸を押おしてきた。

「痛い痛い！　ちょっ、ほんとに痛い！　やめて！」

「やせ我が慢まんで手間かけさせないで。患かん畜ちくは黙だまってフィジカの言うこと聞けばいいの。はい次。下脱ぬいで。お尻しり出して」

「なんでっ？　……痛っ！　脱ぬぐから！　脱ぬぐから傷口押おさないで！」

　別に尻しりなど怪け我がしていないと思ったけれど、嫌いや々いや脱ぬいでフィジカに触ふれられると、なぜかぴりぴりと刺さすような痛みがあった。はてと体を捻ひねって驚きょう愕がくする。

「ひ、皮ひ膚ふがなくなってる！」

「大だい腿たい部に移植したからね。キミがバカなことしたせいで二度手間だよ」

　白い指が差した太ももを見ると、アッシュが命がけで彫ほりつけた「フィジカ」の文字がきれいさっぱり消えていた。代わりに布にこぼした茶のように、皮ひ膚ふが赤黒く変色している。

「皮ひ膚ふの移植って、そんな服に継つぎ当あてするようなマネが──」

「部位にもよるけど、同一人物の植しよく皮ひはそんなに難しいことじゃない。でも生着にはしばらくかかるから、あんまり調子に乗らないように」

　アッシュにはまるで理解できない言葉を使い、フィジカがぺちんと尻しりを叩たたいた。

　これは一体どういうことか。【ラズの書】によればフィジカは薬師の技わざを持つというが、どうやら『手当て』の奇き跡せきを使ったわけではないらしい。けれども剣けんを支えにせねば立ち上がれなかった体が、今は自由に歩き回れる。

「じゃ、私は行くから。残りの治ち療りょう代はお早めに」

　手の上でちゃりんと巾きん着ちゃく袋ぶくろを浮うかし、フィジカが無情に去っていく。

「あっ、ちょっと待って！　それ僕ぼくの全財産だよ！」

「人間は、助かった後みんなそう言うね」

　振ふり返かえった青い瞳ひとみに、パンにたかるハエを見るような小さめの殺意が宿っていた。

「キミは自分の治ち療りょうにいくらかかったか正確にわかるわけ？　こんな時代に器具や薬品を揃そろえる苦労、それを消毒して清潔に保つ費用がキミに算出できる？　この薬と時間で私が他の命を救えたかもって考えないの？　ならいいよ。こんなはした金いらないから、私が救った命を今すぐ返して！」

　言われてみれば傲ごう慢まんな発言だった。フィジカが助けてくれなければ、アッシュは金を惜おしむことすらできなかったのだ。恩人に対してこれほど無礼な言葉もない。

「……ごめん。利己的な物言いでした。そのお金は君のものだよ」

　当たり前でしょと、フィジカが大きく鼻を鳴らす。

「一つ聞かせてほしい。なんで異い端たん者の君が僕ぼくを助けてくれたの？」

「別に助けてなんてない。キミの体にいつまでも呼び名が残るのが嫌いやだっただけ」

「それは……おかしいよ。あの時、僕ぼくの行動は一か八かの賭かけだった。皮ひ膚ふに名前を彫ほりつけたところで、死んで朽くちれば綴つづった文字は消えてしまう。屍し肉にくを害がい獣じゅうに漁あさられることも考えれば、『フィジカ』の名が残るのはせいぜい二日だ。こんな荒こう野やで二日以内に人が通りかかる可能性は皆かい無むだよ」

　何もせず立ち去ったところで、フィジカは追っ手を警けい戒かいする必要などないのだ。何よりこの鼻っ柱の強い少女が、それを恐おそれるとも思えない。

「なのに君は居残って看病までしてくれた。それに今自分で言ったじゃないか。『私が救った命を返してよ』って。君は自分の意思で僕ぼくを助けてくれた。だから──」

　少女の青い瞳ひとみを見み据すえ、アッシュは毅き然ぜんと宣言する。

「フィジカ・クロロッカ。異い端たん容疑で君を拘こう束そくする」

「は？　ここまでしてあげたのに、キミは私を捕つかまえるの？」

「うん。その代わり、君の情状酌しゃく量りょうには精せい一いっ杯ぱい尽じん力りょくするよ。何せ命の恩人だし」

「バカじゃないの!?　キミはどんだけ頭が固いの？　どこまで教会に従順な犬なの？」

　フィジカは烈れっ火かの如ごとく怒おこったが、観念したのかその顔からふっと苛いら立だちが消えた。

「……わかった。じゃあせめて最後にお願いを聞いて」

「もちろん。僕ぼくにできることならなんでもするよ」

「教会に連行されるなら、その前にきちんと身を清めておきたいの。さっきの岩のそばに水場があるから──少し、時間をください」

　アッシュは笑え顔がおでうなずいた。教会に赴おもむく前に穢けがれを落とすのは当然の行こう為いだ。

　フィジカがそそくさと岩いわ陰かげに隠かくれる。ふぁさり、ふぁさりと衣きぬ擦ずれの音がした。

「角守様。もう覗のぞかないでくださいましね」

　やけにしおらしい牽けん制せいに「覗のぞかないよ！」と返しつつ、腹立ちまぎれに太陽を睨にらむ。

　荒こう野やの空気は乾かん燥そうしていた。起きてから何も口にしていないため、喉のどがカラカラに乾かわいている。フィジカの沐もく浴よくが終わったら自分も乾かわきを潤うるおそう──。

　思った瞬しゅん間かん、はっと気づく。

「この荒こう涼りょうとした砂の荒あれ地ちに、水場……？」

　スケベニンゲンの謗そしりを覚かく悟ごし、急いで岩の裏に回る。

　が遅おそかった。そこにはフィジカの姿はおろか、少女の荷物も水場もない。

「やられた……！　どこだ？　どこへ逃にげた？」

　首を回して辺りを探すと、吊つり橋ばしをすたこら渡わたる白いローブの後ろ姿を見つける。

「あんなところに……！　待て！　おい！　こら！　ちょっと！　ほんとに待って！」

　アッシュはあたふた荷物をまとめ、いよいよ全力で逃げ始めた《悪い薬師》を追いかけた。
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　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　自分の命を救ってくれた恩人とはいえ、アッシュの前を歩く少女は間違いなくお尋たずね者の異い端たん者なのだ。アッシュが角つの守もりである以上、逃げれば当然追わねばならない。

『ついてこないでよ！』

『異い端たん者を見過ごすわけにはいかない』

『少しは恩を感じたらどうなの？』

『感じてるよ。でもそれとこれとは別』

　始めのうちはそんな風にやり合っていたけれど、かれこれ数時間経たった今では、アッシュはすっかり無視されていた。話しかけても返事がもらえないどころか、こちらが疲つかれて立ち止まると、フィジカはここぞとばかりにほいほい先へ進んでいく。

　角守と異い端たん者という関係を考えれば当たり前ではある。アッシュは会話を諦あきらめて、しばらく様子を見ることにした。

　白いローブをまとったフィジカは、杖つえを片手に山路を進んでいる。そうして時折立ち止まっては、植物の葉をもいだり、動物の糞ふんを拾って臭においを嗅かいだりしている。

　その行こう為いの意味は不明だけれど、まるで「森の人」──悪魔エルフたちの別名のようだとアッシュは不快に眉まゆ根ねを寄せた。

　──それにしても、平地のうちに追いつけてよかったよ。

　この小さな体のどこにそんな体力がというほど、フィジカは軽快に山道を登っていく。きっとこの少女が本気を出せば、アッシュはいとも簡単に置き去りにされてしまうだろう。

　フィジカがそれを実行しないのは、たぶんアッシュが今すぐ《悪い薬師》の身み柄がらを拘こう束そくしないのと同じ理由だ。

　これ以上は、お互たがい本気にならざるをえない。

　場所はフィジカに有利だけれど、逃にげる者と追う者では後者の方が心理的に有利だ。死に瀕ひんして自分の体に剣けんを突つき立たてたアッシュは、フィジカからすれば相当得体の知れない相手になる。逃にげようとしてまた面めん倒どうになるのは極力避さけたいはずだ。

　アッシュだって本音を言えば命の恩人を捕つかまえたくなどない。けれどフィジカが逃にげれば追わざるを得なくなる。

　逆に言えば、フィジカが本気で逃とう走そうしない限り、アッシュはいつまでも追いかけている状態ということだ。

　そんな互たがいの疑心が互たがいを縛しばり、今の微び妙みょうな関係を作っているのだった。

　──ともあれ、今は休みたいよ……。

　棒になった足を止め、アッシュは秋晴れの空を見上げた。鮮あざやかに紅葉した木々の切れ間に、少し西に傾かたむいた太陽が見える。そろそろ胃が空腹を訴うったえてきそうだけれど、休きゅう憩けいの要望はきっと聞き入れてもらえないだろう。

　ふうとため息をついて再び足を動かした時、どこからか奇き妙みょうな音が聞こえてきた。




　くきゅる、くきゅるる、くきゅん……。




「なんだ、今の音……？」

　音というより声に近い。不気味な、それでいてしんみりと切なさを訴うったえるようなその音色は、前を行くフィジカの足をも止めていた。

「ど、ドラゴンの子供だね。きっとこの近くにいるよ」

　久方ぶりに聞いたフィジカの声は、なぜか微び妙みょうにうわずっている。

　しかし少女の不ふ審しんな言動よりも、アッシュの意識は『ドラゴン』に奪うばわれていた。

「フィジカ！　ドラゴンはどこにいる？　探し出して早く退治しないと！」

　ドラゴンと言えば害がい獣じゅうの王だ。子供とはいえ、そんな物ぶっ騒そうな生き物を野放しにするわけにはいかない。教会の戦士である角守として、アッシュがすべきことは一つだ。

「い、今のはアースドラゴンの声だから。あの子たちは地面の奥おくから一生出てこない種で、人に害を及およぼす危険はないよ。うん」

　なぜか下腹に手を添そえながら、微び妙みょうにアッシュから目をそらすフィジカ。

「『アースドラゴン』？　そんな種がいるなんて聞いたことないよ。【ラズの書】にだって載のってない」

「そんなの教会が勝手に決めてるだけでしょ。アースドラゴンは実際にいる。危険がないのも本当。信じられないなら穴を掘ほって確かめてみれば？　キミの身みの丈たけくらいの」

「それ、僕ぼくを突つき飛とばして埋うめる気満々だよね？」

　チッと舌打ちを一つして、フィジカは不ふ機き嫌げんに山歩きを再開した。

　再び沈ちん黙もくの時間が訪おとずれる。くきゅる、くきゅると悲しげな『アースドラゴン』のさえずりを聞きつつ、アッシュは黙もく々もくときつい勾こう配ばいを登った。

　無言の連れ合いと行く目的地のわからない旅は、身も心もひどく消しょう耗もうする。アッシュは時々自分がなぜこんなことをしているのかわからなくなった。

　すぐ目の前を異い端たん者が歩いている。自分は異い端たん者を捕つかまえる角守だ。ほんの少し手を伸のばせば、教会から相応の報ほう酬しゅうが得られる。王都の中古住宅が近づく。

　けれど、アッシュの中の何かがそうすることをためらわせた。それが恩人に対する遠えん慮りょなのか、もっと深い意味があるのかは判然としない──。

　迷いの中に落おち込こんでいたアッシュは、ふと光を感じて顔を上げた。

「集落だ」

　緑で塞ふさがれた視界が大きく開け、山の斜しゃ面めんに段々畑が広がっていた。

　畑を越こえた先には、茅かや葺ぶき屋根の家屋が数軒けん建っている。家々の中央には柵さくで囲われた空間があり、中でのんびり飼葉を食はむ山や羊ぎの姿が見えた。

　おそらく暮らしているのは十数家族といったところだろう。アッシュに故郷を思い起こさせる、素そ朴ぼくな雰ふん囲い気きの山村だった。

　物言わぬフィジカの後に続き、アッシュも細い畑道を上っていく。

　村の入り口に到とう達たつすると、作物の選別をしていた農夫に声をかけられた。

「あんたら、何者だ？」

　縁ふちなし帽ぼうを被かぶった男は、アッシュの父と同年代くらいだろう。山やま奥おくの村に客は珍めずらしいのか、実に胡う散さん臭くさげな顔でこちらをじろじろ品定めしている。

「若く見えるが……旅の夫ふう婦ふか？」

「うん、そんなところ」

「違ちがう！」

　フィジカがそしらぬ顔で『夫ふう婦ふ』を認めたので、アッシュは即そく座ざに否定した。

　すると、農夫の目が不ふ審しんそうに動き、アッシュが腰こしに巻いていた剣けん帯たいの上で止まる。

「安心してください。あやしい者ではありません。こう見えて僕ぼくは──」

　巡じゅん礼れい中の角守ですと答えかけ、とっさに言葉を飲のみ込こんだ。

　アッシュが身みの証あかしを立てるのはたやすい。しかしその場合、フィジカとの関係が説明できなくなる。少女は異い端たん者だと正直に言えば村を混乱させるし、噓うそで言い繕つくろえばバレた時に角守という立場上よろしくない。

　ならばと別の身分を答えれば、今度は剣けんなどぶら下げている理由を追求されるだろう。場合によっては盗賊と疑われる可能性もある。

　──まいったな……。面めん倒どうなことになっちゃったぞ。

　生き真ま面じ目めに夫ふう婦ふを否定したせいで、余計な問題を背せ負おい込こんでしまった。『お兄ちゃんは頭が固いっていうか、頭がしちめんどくさい』と妹に罵ののしられた日々の記き憶おくがよみがえる。

「どうした？　『こう見えて僕ぼくは』何者だ？　なぜ剣けんなど佩はいている？」

「え、ええとですね、こう見えて僕ぼくは……」

　困り果ててフィジカの様子をうかがうと、少女の口元はニタァと楽しげに歪ゆがんでいた。アッシュがしどろもどろになる様が愉ゆ快かいであるらしい。この連れ合いは決して味方ではないと思い知る。

「こ、こう見えて僕ぼくは、エイル教会とはまったく関係なく個人的にこの女の子をつけ回している、剣けんを持っているけど全然怪あやしくないものです」

「めちゃめちゃ怪あやしいじゃねーか！　むしろ怪あやしい以外の要素がねーぞ！」

　農夫の目にいよいよ疑念の色が濃こくなったその時──。

「すごーい！」

　アッシュの隣で黄色い声が上がった。

「こんな山の中でカボチャなんて珍めずらしい。すごくおいしそう！」

　荷車に積まれた鬼灯ほおずき色の作物を眺ながめ、フィジカが歳とし相応の少女らしくはしゃいでいる。

「おお……おお！　わかるかねお嬢じょうちゃん。ここらの土で育てるとカボチャも随ずい分ぶん甘あまくなるんだよ。馬車が山を登れないから行商は来ないがぁ、自分たちで街へ卸おろせば、こんな小さな村でもなんとかやっていける。元々この村は俺おれの爺じいさんのそのまた爺じいさんの──」

　農夫の親おや父じさんが興奮気味にカボチャ伝説を語り始めた。

　どうにか話題が変わってくれてアッシュは胸を撫なで下おろす。しかしフィジカに助たすけ舟ぶねを出されたようで少々きまりが悪い。

「でも、動物に食べられたりしないの？　カカシも網あみもないみたいだけど」

　ふもとの畑を見下ろして、フィジカが小さく首を傾かしげる。

　すると、よくぞ聞いてくれたとばかり、農夫が足あし下もとに除よけてあった割れてかじられしたカボチャを掲かかげた。

「最近じゃこのありさまでよぉ。いつの時代も獣けものの害は百ひゃく姓しょうの悩なやみの種さね」

「最近？　今までは平気だったってこと？」

「ああ。昔から山に動物はいるが、エサが十分足りてるからか、わざわざ村にまでは来なかった。ところが今年はどういうわけか、やたらと人里に降りてきて作物をつまみ食いしていきやがる。おかげでうちは毎晩カボチャ尽づくしだよ」

　実際は深刻な悩なやみのはずだけれど、割れたカボチャを掲かかげる親おや父じさんの顔は満まん更ざらでもなさそうに見えた。きっとよっぽどうまいカボチャなのだろう。ぜひとも相しょう伴ばんに与あずかりたい。

　そんなアッシュの願いが通じたのか、フィジカが農夫相手に民宿の交こう渉しょうを始めた。

　──なんか、すごいなこの子……。

　フィジカはアッシュよりも年若いはずなのに、明らかに世慣れ旅慣れしている。年配者と話す口調はくだけ過ぎているけれど、それがかえって少女らしく、先ほどまでを警けい戒かいしていた親おや父じさんが、今やこちらを家に招きたがっている有様だ。

　この子は本当に異い端たん者なのだろうか──そんな疑念がアッシュの頭に浮うかんだ時、突とつ然ぜんガァン、ガァンと、金属を叩たたくような音が村に響ひびき渡わたった。

「な、何事っ!?」

　動どう揺ようしつつ辺りを見回すと、たくましい二にの腕うでをした中年女性がおたまで鍋なべを激しく打ち鳴らしている。

「またあいつが出たよ！　みんな早く家に入んな！」

　女性の一声で、のどかな農村がいきなり騒そう然ぜんとなった。あちこちで悲鳴が飛とび交かい、みなが我先にと、家屋を目指して逃にげ惑まどっている。

「何があったんですか！　『あいつ』って誰だれですか！」

「化け物が出たんだ！　あんたたちも早く家の中へ入れ！　あいつに見つかったら『石』にされちまうぞ──って、どこ行くんだ！　俺ん家ちはここだ！」

『化け物』と聞くやいなや、アッシュは駆かけ出だしていた。

　角守は教会所属の巡じゅん礼れい戦士だ。この大陸を旅して回り、害がい獣じゅう──つまりは『化け物』たちを退治して、エイル正教の名を広めるのがアッシュの仕事だ。

　家屋が並んだ村の中心で、ぐるりと辺りを見回す。

　村人はすでに避ひ難なんしたようで、静まり返った通りにはアッシュがぽつんといるだけだ。『化け物』と思おぼしき存在も見当たらない。

　ならば村のはずれまで見てこようと、再び走り始めた時、耳が痛切な叫さけびを拾った。

「誰だれか！　うちの子がいないの！　ねえ、コニーがいないのよ！」

　村の中央のこじんまりした牧場で、鋤すきを持った女性が三月ウサギのように喚わめいている。

　急いで女性に駆かけ寄よって、その両りょう肩かたをしっかりと摑つかんだ。

「落ち着いてください。いなくなったのはどんな子ですか？」

「あっ、あっ、コニーはわがままで、親の言うことを全然聞かなくって、この間も、好すき嫌きらいが多いからそんなに線が細いのよって叱しかったら、野菜を食べたって太れないなんて──」

「わかりました。コニーは僕ぼくが必ず探し出します。あなたも早く家の中へ！」

　取り乱す母親を正気に返すよう、ドンと背中を強く押おす。

　再び村を駆かけ回まわり、コニーの名を呼びながら人ひと影かげを探した。

　しかし瘦やせた子供は見当たらない。もうどこかの家に避ひ難なんした可能性が高いだろう。

　それでも性しょう分ぶんゆえに念を入れ、アッシュは村のはずれまで走った。

「これは……！」

　突とつ然ぜん目の前に広がった一面の「黄色」に、思わず息を吞のむ。

　それはヘンルーダの花畑だった。一つ一つの花弁こそ小さいが、その数は実におびただしく、こんな時でも足が勝手に止まるほど、黄花の海は鮮あざやかで美しい。

「くっ！　なんだこれ！」

　急に視野を塞ふさいだ原色のせいか、はたまたむせ返る柑かん橘きつに似た香かおりのせいか、いきなり目の焦しょう点てんが合わなくなった。

　しょぼつく目を瞬しばたたき、頭を激しく左右に振ふる。

　次し第だいに視力が戻もどってくると、花畑の中にへたり込んだ少女の姿が目に入った。

「コニー！」

　小枝のように細い手足をした女の子は、アッシュの呼びかけにまったく反応しない。

「まさか……」

　親おや父じさんが『石にされちまうぞ』と言っていたのを思い出し戦せん慄りつが走る。

　しかし注意深く見てみると、女の子の細い体はわずかに震ふるえていた。

　よかったと人心地ついた時、アッシュはコニーが固まってしまった原因──視界の隅すみに入った異様な存在に気づく。

　頭には毒々しい赤い鶏冠とさか。

　体を覆おおう、白いふさふさの羽う毛もう。

「それ」は、一見するとただの鶏にわとりのようだった。

　しかしその大きさが明らかにおかしい。アッシュの位置から遠く離はなれているのに、「それ」はコニーより数倍大きく見えている。あれが鶏にわとりであるならば、触ふれられる距きょ離りにいなければ辻つじ褄つまが合わない。馬より巨きょ大だいな鶏などいるわけがない。

　まだ自分の目がおかしいのかと、両手でまぶたをこすってもう一度凝ぎょう視しする。

　すると、「それ」が鶏にわとりのような姿をしているのは上半身までだとわかった。腹から下には蛇へびを思わせる銀の鱗うろこがびっしり並び、足こそ細い鳥のものだが、尻しりの先にはトカゲに似た長い尻しっ尾ぽがうねっている。

「そんな……あいつは……」

　全身の肌はだが粟あわ立だった。冷たい汗あせが体中に滴したたり、肌はだ着ぎがじとりと重く貼はりつく。

　信じたくはなかったが、「それ」は間ま違ちがいなく化け物だ。アッシュはその半はん鳥ちょう半はん蛇じゃの怪かい物ぶつを知っている。

　それでもやはり慎しん重ちょうを期し、わななく右手で【ラズの書】をめくった。









　名めい称しょう：コカトリス（別名コッカトライス）　危険度：高　等級：三

　悪魔エルフの尖せん兵ぺいたちが跨またがる半はん鳥ちよう半はん蛇じやの害がい獣じゅう。特とく徴ちょうは以下の通りである。邪じゃ悪あくなる視線で対象を石化させる。性格は極きわめて獰どう猛もうで、村を襲おそって人や家か畜ちくを丸まる吞のみにする。

　また、その吐と息いきには毒性が含ふくまれているため注意が必要である。











「危険度『高』……三級害がい獣じゅう……！」

　かつてアッシュが死し闘とうを繰くり広ひろげた相手、カクタスリザードは等級で言えば「十」に満たない害がい獣じゅうもどきだ。コカトリスは桁けたが違ちがうどころではない。《竜殺しドラゴンスレイヤー》や《甲羅砕きシェルバスター》の異名を持つ角ク笛ラのリ騎オ士ンたちですら、三級以上の害がい獣じゅうを単独で相手にすることはないのだ。

　膝ひざが、かくかくと笑い始めた。

　フィジカがドラゴンの名を口にした際は、『害がい獣じゅうを倒たおさなければ』と息巻いた。しかし実際に危険度「高」の本物を目のあたりにして、アッシュは完全に──戦意を失っていた。

　そんなひよっこをあざ笑うように、化け物は黄色い花畑を悠ゆう然ぜんと闊かっ歩ぽしている。不気味な尾おの下でヘンルーダは黒く変色し、まるで化石になったようだった。柵さくから飛び出し逃にげた仔こ山や羊ぎが、コカトリスの背後で石像の如ごとくに硬こう直ちょくしたまま倒たおれている。

「僕ぼくは……角守だ……」

　アッシュは正しい物が好きだ。笑っている人が好きだ。だから世の中を正しい方向に導くエイル正教を信しん仰こうし、平和と秩ちつ序じょを守る角守になった。

　小さな山村に害がい獣じゅうが現れた。そこに新人とはいえ角守が居合わせた。ならばアッシュのやるべきことは決まっている。

　けれど、それができないことも決まっている。

　アッシュは十七歳さいの少年だ。成人として扱あつかわれる年ねん齢れいでも、理想と現実の隔へだたりを苦い経験で埋うめた大人ではない。「やるべきこと」ができないとわかった時、機転を利きかせる判断力をこれから養っていく若者だ。

「僕ぼくは……角守……だ……」

　それゆえ危険度「高」の害がい獣じゅうを前にして、アッシュはコニーと同じく震ふるえながら固まってしまった。

「……おかしい。コカトリスがヘンルーダを避さけないなんて」

　ふいに傍かたわらで聞こえた声はフィジカのものだった。

　コニー探しに夢中なあまり、アッシュは隣となりで腕うで組ぐみしてぶつぶつつぶやいているこの異い端たん者の存在をすっかり忘れていた。

「新種？　でもバジリスクのことを考えると……」

　そしてフィジカの姿を見た途と端たん、アッシュは今の自分が「やるべきこと」で「できること」があることに気づく。

「フィジカ！　早く家の中に入って！　あいつは人を石にする害がい獣じゅうだ！」

　こちらの忠告が聞こえていないのか、フィジカは細めた両目でコカトリスを見ながら、「ははーん」などと訳知り顔をしている。

「頼たのむから人の話を聞いてくれ！　ここにいると危ないんだよ！」

「きゃんきゃんうるさい！　こっちは忙いそがしいんだからほっといて」

「なっ……何バカなこと言ってるんだ！　僕ぼくは今からあの子を助けなきゃならない！　君はどこでもいいから早く建物の中へ入ってくれ！」

　怒ど鳴なりながら花畑の中央を指さす。

　怯おびえて固まったコニーとコカトリスの距きょ離りは、先ほどよりも縮ちぢまっていた。アッシュの位置からちょうど正三角形のように離はなれた三点は、それぞれが畑一枚分ほど離はなれている。

　だが安心はできない。あの害がい獣じゅうは少女に爪つめを立てるまでもなく、わずかに「目」を動かすだけでその息の根を止めてしまうのだ。早さっ急きゅうに救出しなければならない。

　──コニーのお母さんとした約束が、まずなすべきことだ。

　角守として害がい獣じゅうと戦う──殺される──のはその後でいい。アッシュは自分にできることをそう判断した。

「あー、そっちね」

　今ようやくコニーに気づいたという顔で、フィジカがぽんと手を叩たたく。

「それなら一人が囮おとりになって、その間にもう一人が女の子を助ければいいよ」

「囮おとり……そうか！　じゃあ僕ぼくがコカトリスの注意を惹ひきつけるから、その間にフィジカは女の子を助けられる？」

　やるべきことが明確になり、体に血が巡めぐったような感覚だった。それがどれほど危険な行こう為いでも、そうすることが「正しい」ならば自おのずと勇気が湧わいてくる。

　しかし、使命に燃えるアッシュに対し、フィジカは予想外の答えを返してきた。

「逆。私が囮おとりになって、キミが女の子を助ける。把は握あくした？」

「なっ……！　待てフィジカ！　あいつは『見る』だけで人を石にする害がい獣じゅうなんだぞ！　僕ぼくが行く！」

「そんなに震ふるえてるのに無理しないで。下着の替かえ、持ってるの？」

　ニヤリと笑ったフィジカの視線は、アッシュの股こ間かんに向いていた。

　はっとなって確かく認にんしたが、別に下か衣いが濡ぬれたりはしていない。

　また騙だまされたと気づいた時にはもう、フィジカの姿は花畑の中にあった。

「くそっ！　何を考えてるんだ《悪い薬師》！」

　コカトリスへ向かって進む背中へ悪態をつくと、アッシュは身を低くしてヘンルーダ畑を走り出した。こうなってしまった以上、害がい獣じゅうが気づいて暴れ出す前に、なんとか女の子だけでも助けなければならない。

　駆かけながら横目でフィジカを見る。白いローブの後ろ姿は、コカトリスの真正面を歩いていた。しかし巨きょ大だいな害がい獣じゅうはくけくけと奇き声せいを上げて首を動かすだけで、いまだ前方のフィジカに気づいていない。

　日が落ち始めているため辺りは既すでに薄うす暗ぐらかった。夜目の効かないことを「鳥目」などと言うけれど、コカトリスもその手合いかもしれない。

　あるいは単に、フィジカが小さすぎて視界に入っていないという可能性もある。

　いずれにせよ今のうちだと全力で駆かけ、アッシュはコニーの下もとへ辿たどり着ついた。

「怖こわかったろう。もう大だい丈じょう夫ぶだよ」

　腰こしを屈かがめて目線を合わせ、安心させるように微ほほ笑えむ。

　しかしコニーからの返事はない。既すでに石になったというわけでもなく、頰ほおが涙なみだで濡ぬれている程度で特に異常は見受けられない。おそらく恐きょう怖ふのあまり声も出ないのだろう。

　早く母親の下もとに連れ帰らねばと、アッシュは小さなコニーを抱きかかえた。

　少女の無事を伝えるべく、中腰のままフィジカを探して花畑を見回す。

　そこで目に飛とび込こんできた光景に、アッシュの肝きもがひゅっと縮んだ。

　──近づきすぎだ！

　フィジカの姿はコカトリスの真下、害がい獣じゅうが首を下げればほとんどつつける距きょ離りにあった。

　もし本当にコカトリスが「鳥目」だったとしても、あそこまで接近すればいくらなんでも気づかれる。たとえ『石』にされる恐おそれがなくとも、あの鋭するどい嘴くちばしや尾おで攻こう撃げきされたら小こ娘むすめの命などひとたまりもない。
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　──どうする？　どうすればいい？

　アッシュは必死に考えた。撤てっ退たいを促うながそうにも、声を上げればかえってコカトリスを刺し激げきする。害がい獣じゅうに気づかれずにフィジカを呼よび戻もどすには、もはや自分が直接向かうしかない。

　となればまずはコニーの避ひ難なんだと、その場で立ち上がった時だった。




「わっ！」




　フィジカが両手を口にあてがい、コカトリスを見上げて脅かすおどように大声を上げた。

　アッシュの腕うでの中で、コニーの体がビクリと震ふるえる。

　フィジカの目の前で、コカトリスもぶるりと震ふるえた。

　半はん鳥ちょう半はん蛇じゃの害がい獣じゅうは、くわと嘴くちばしを大きく開け、見てすぐに「毒」とわかる紫むらさき色の息を吐はいた。

「なんてことをっ！」

　距きょ離りは離はなれていたけれど、風に乗った毒がどこまで届くかわからない。

　アッシュはコカトリスに背を向け、コニーを全身で覆おおうように抱だきしめた。

　自身もきつく目を閉じて、来きたる衝しょう撃げきに備える──。

　が、いくら待っても背中にひりつきや痛みがない。異い臭しゅうの類たぐいも感じない。

　恐おそる恐おそる目を開け振ふり向むくと、前方に異様な物を掲かかげたフィジカの背中が見えた。

「あれは……傘かさ、なのか……？」

　都市に住む洒しゃ落れ者が好むという携けい帯たい可能な雨あま除よけ。フィジカの前で正八角形の形に広がった薄うす布ぬのが、アッシュの視界からコカトリスの姿を隠かくしていた。

　やがて傘かさがしゅるりと縮ちぢまると、フィジカの手元に歩き杖つえだけが残る。

　その向こうにいたはずのコカトリスは、まるで手品のように消えてしまっていた。

「何が……何が起こったんだ？」

　コカトリスは一体どこへ行ったのか。なぜフィジカはコカトリスを脅かすおどような真ま似ねをしたのか。コカトリスの目の前にいたのに、どうしてフィジカは石にならなかったのか──。

　状じょう況きょうがまったく飲のみ込こめず、アッシュはコニーを抱だいたまま呆ぼう然ぜんとローブの後ろ姿を見つめる。

「【アンチドーテ】」

　フィジカが手にした杖つえに向かって耳慣れない言葉をつぶやいた。そうして何事もなかったような顔のまま、アッシュたちの方へやってくる。

「どいて」

　アッシュをぐいと肘で押しのけ、フィジカは花畑にうずくまるコニーの手を取った。

　先ほどは気づかなかったが、よく見れば少女の骨ばった手の甲は赤くかぶれている。

「まさか……既すでにコカトリスの毒を！」

　背筋が凍こおった。頭からも血の気が引いたのか、立っていられずその場でよろめく。

　そんなアッシュを気に留とめることもなく、フィジカは怯おびえたコニーを淡たん々たんと触しょく診しんし、最後に冷然とした声でこう告げた。

「キミ、ヘンルーダを直じかに触さわると肌はだがかぶれるって教わらなかったの？　治してほしかったら金貨百枚って親に言っときなさい」
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「なんであんな危険な真ま似ねをしたんだ！」

　アッシュが怒いかりに任せてテーブルを叩たたくと、卓たく上じょうに並んだ粥かゆや煮に物ものの皿が踊おどった。

　コカトリスが消えた後、アッシュたちは農夫の自宅に招かれていた。先ほど鍋なべを打ち鳴らして害がい獣じゅう襲しゅう来らいを報しらせた女性が、親おや父じさんいわく「うちのカミさん」らしい。

　そんなおかみさんのもてなしがテーブルに並べられていく中、アッシュはずっとガミガミフィジカを糾きゅう弾だんしている。

「しつこいなあ。霧きり状毒液のことを言ってるの？　それならキミたちのいた方は風上。威い力りょくもアスクレピオスで殺したから、あの子に害が及およぶ心配はないよ。消毒だってしたし」

　湯気の立つ料理をはふはふと頰ほお張ばりつつ、フィジカがうるさそうに答えた。

『アスクレピオス』というのが、あの傘かさだか杖つえだかの名前なのだろう。確かにフィジカはあの傘かさで毒を防いだ。コニーを始め、その場の誰だれにも被ひ害がいはなかった。

　けれど、安全が担保されていれば何をしてもいいわけではない。

「違ちがう！　僕ぼくはあの状じょう況きょうでわざわざコカトリスを挑ちょう発はつしたことを言っているんだ！」

　あれは明らかに不要な行こう為いだった。フィジカ自身も危険に晒さらすし、ただでさえ怯おびえていたコニーはあれですっかり震ふるえ上あがり、両親と再会した後も一言も口を利きけていない。

「ねえ、おじさん。コカトリスなんて最近までほとんど見かけなかったでしょ？」

　うんざりした顔のまま、フィジカが向かいに座すわる親おや父じさんに話しかけた。

「ん？　ああ。山の中で見かけることはあっても、村に来たことはなかったな」

「でしょ。コカトリスって本来すごく臆おく病びょうな生き物だからね」

「噓うそをつくな《悪い薬師》！」

　アッシュは【ラズの書】をめくって、コカトリスの項こうをフィジカに突つきつけた。

「ここに書いてある。『性格は極きわめて獰どう猛もうで、村を襲おそって人や家か畜ちくを丸まる吞のみにする』って。だからこそコカトリスは害がい獣じゅう指定されているんだ」

「そんなの教会が勝手に決めてるだけでしょ」

　フィジカは以前と同じ言葉で切り捨て、今度は厨ちゅう房ぼうにいるおかみさんの方を向く。

「だからね、おばさん。山の中で聞かないような音を立ててあげれば、コカトリスは驚おどろいてあっちから逃にげていくよ。閉じこもってしんとしているより、おばさんみたいに鍋なべ釜かまを叩たたいた方がかえって安全」

　できたての料理を運んでいたおかみさんが、「あらそうなの」とカラカラ笑う。

　勝ち誇るように胸を反らし、フィジカがアッシュを見下す視線を送ってきた。

　あの場ではコカトリスを驚おどろかすのが最善の手段だったと言いたいのだろう。結果を見ればその行いは正しかった。フィジカのおかげで村は救われた。

　それでも、アッシュはこの異い端たん者を感情で受け入れることができない。

「フィジカ。君はどうしてコニーの手を治ち療りょうしなかった？」

　かわいそうに、手肌はだを赤く荒あれさせた女の子に対し、この《悪い薬師》は『治してほしければ金貨百枚』などと言ったのだ。

　自分の時もそうだった。フィジカは人を救う術すべを持ちながら、守しゅ銭せん奴どの如ごとくに困っている人間の足あし下もとを見る。コニーの母親は泣くほどフィジカに感謝しているのに、娘むすめの恩人に対して礼をすることもできない。

　そういうフィジカの情の薄うすさが、アッシュの信条に著いちじるしく反するのだ。

「おじさん、あのヘンルーダ──黄色い花はいつから植えてるの？」

　フィジカがまたぞろアッシュを無視し、親おや父じさんに声をかける。

「そうだなぁ……俺おれのじいさんよりずっと前の代からだぁ。門柱にヒイラギを飾かざったり、台所にヨモギやセリを吊つるすのと同じで、魔ま除よけになると教わってきただぁよ」

　昔を想起するからか、親おや父じさんはきついファギー訛なまりで答えた。アッシュの出身であるモイズ地方でもよく話されていた言葉なので、少し懐なつかしい。

「うん。今回は例外だけど、基本的におじさんの祖先は正しいよ。コカトリスは本来ヘンルーダを嫌きらう生き物。薬効の知識も含ふくめて、次の代まできちんと伝えてあげて」

　この話はこれでおしまいとばかりに、フィジカがふんと鼻を鳴らして視線を寄よ越こす。

　しかしその意味がまるでわからないアッシュは、当然のように話を蒸むし返かえした。

「フィジカ、僕ぼくの質問に答えてくれ」

「……キミさ、せっかくおばさんが作ってくれたんだから料理を食べたら？　すっごくおいしいよ、このカボチャのミルク粥がゆ」

　アッシュの向かいではおかみさんが、右手では親おや父じさんが、ニコニコと会話の成り行きを見守っている。おそらく夫妻も事の仔し細さいはわかっていないが、単純に村とコニーを救った二人に礼をしたいのだろう。

　これではまるきりフィジカと同じだ。今のアッシュも夫妻の感謝を踏ふみにじっている。

「い、いただきますっ」

　バツの悪さをごまかすよう、アッシュは慌あわてて木匙さじを取った。

　いそいそと粥かゆをかっこむと、その温かさに「ほふ」と嬉うれしい悲鳴が出る。

　粥かゆといっても麦や固かんパンのそれとは違ちがい、ミルク粥がゆはスープにほど近い料理だ。薄うすめた乳でカボチャを煮にたものと言った方がいいかもしれない。

「本当だ……これはうまい」

　柔やわらかな山や羊ぎのミルクにゆるくほどけたカボチャの味。それは蜂はち蜜みつのような強きょう烈れつさはないけれど、舌に染しみこむ素そ朴ぼくな甘あまみで、毎日食べても飽あきない趣おもむきがあった。

「こうやって食べてもおいしいよ」

　フィジカが皿に盛られた堅かた焼やきのクランペットを手に取り、表面に薄うすくミルク粥がゆを伸のばしてみせる。

　アッシュも真ま似ねしてかじってみると、クランペットのほのかな塩味と香こうばしさ、そしてミルク粥がゆの甘あまみが口の中で絶ぜつ妙みょうに混ざり合い、思わず「うまっ！」と叫さけんでしまった。

「カボチャは体を温めて免めん疫えき力を高めてくれる食べ物。こうやって毎日おいしくいただいてれば、肌はだ荒あれなんかしないんだよ」

　それを『薬食同源』というらしい。そういえば、ヘンルーダで肌はだをかぶれさせたコニーは好すき嫌きらいが多いと母親が言っていた気がする。

「さあさあ、遠えん慮りょしないでたくさん飲んで暖まっておくれ。今年は十年に一度の『逆さか颪おろし』が吹ふく年だからね。いつも以上に夜が冷えるよ」

　おかみさんが口にした『逆さか颪おろし』の意味を尋たずねると、この山では十年周期で風がふもとから頂上へ逆に吹ふく現象が起こるのだと教えてくれた。強風が背中を押おしてくれるため、山やま越ごえは比ひ較かく的てき楽だという。昼間の登山でへとへとになったアッシュには朗報だった。

　その後は和なごやかな団だん欒らんとなり、フィジカと親おや父じさんが獣じゅう害がい対策について議論するのを聞きながら、アッシュは粥かゆを三杯ばいもおかわりした。




「いやあ、実に素す晴ばらしい夕食だったね」

　重ねた板切れと毛布だけの質素なベッドに腰こし掛かけ、アッシュはうんと大きく伸のびをする。

　客人にこんなところで申し訳ないけがと、アッシュたちは親おや父じさんに屋根裏部屋へ案内されていた。おかみさんが身重であるため屋根裏へのハシゴを登れないのだという。

　十分ありがたいですと感謝を伝え、目下は食後のくつろぎ中だ。

「何もしてないくせに偉えらそうに」

　フィジカはランプを置いた床ゆかの上にあぐらをかき、乳にゅう鉢ばちと乳棒で何やらごりごり砕くだいていた。言葉は相変わらず無愛想だけれど、夕ゆう餉げのカボチャを思い出すのか、顔は時々にへぇと幸せそうにとろけている。

　アッシュも昂たかぶった感情は落ち着いていた。今なら話ができるかもしれない。

「フィジカ、君はひょっとしてお金が必要なの？」

　こんな小さな女の子が大陸を遍へん歴れきし、薬師として高額な治ち療りょう費を請せい求きゅうしているのは、何か大きな借金を抱かかえているせいかもしれない。もしもそうなら、フィジカには情状酌しゃく量りょうの余地が十分にある。

「よければ相談に乗るよ。僕ぼくは君の力になりたいんだ」

　フィジカからの返事はない。小さな薬師は無心で何かを調合している。

「僕ぼくには君と同い年くらいの妹がいてね。だから安心して頼たよって──」

　突とつ然ぜんフィジカが立ち上がり、ずんずんと歩み寄ってきた。

　ベッドに座すわったアッシュに接近した顔が、ほとんど鼻を突つき合あわせた状態になる。

「なんで、キミはここにいるわけ？」

「な、なんでって、僕ぼくは角守で、君は異い端たん者だから」

「だから？」

　フィジカが片方の眉まゆだけを上げ、ずいとアッシュを威い嚇かくする。

「だ、だから、フィジカを監かん視ししているというか、それが僕ぼくの恩返しというか」

　異い端たん者を見過ごすことはできないけれど、命の恩人を捕つかまえるわけにもいかない。アッシュを角守と知りながら治ち療りょうしてくれたフィジカと、同じことをしているつもりだ。

「恩なんてちっとも返ってこないんですけど。むしろ面めん倒どうが増えて大迷めい惑わくなんですけど」

「でも、僕ぼくには金貨一万枚なんて払はらえないし、こうする以外に方法がないし……」

　途と端たん、フィジカの口元が蠱こ惑わく的に歪ゆがんだ。その手がアッシュの肩かたにかけられる。

「じゃ、体で返して」

「えっ」

　脳が猛もう烈れつな勢いで回転し始めた。

　ベッドの上、一組の若い男女、肩かたに添そえられた手、『体で返して』──。

　そこから導き出される答えはそう多くない。

　頰ほおがみるみる熱を持った。肩かたにぐいと力が込こめられる。「ひゃっ」と情けない声が出た。

　この先に起こることを予想して、アッシュはきつく目を閉じる──。

　が、乙女おとめじみた胸むな算ざん用ようとは裏腹に、体はベッドではなく床ゆかの方へと傾かたむいた。

「何期待してんのバカ。私の役に立ちたいと思うなら、普ふ通つうは床ゆかで寝ねるもんでしょ。エイル教会は犬のしつけもろくにできないの？」

　フィジカにぐいと肩を引かれた結果、アッシュは無様に床ゆかに転がっていた。

　一いっ瞬しゅんとはいえ、よからぬ想像をした自分が情けない。しかしそう考えてしまうように仕向けられたとも言える。何しろフィジカには《銀ぎん髪ぱつの小悪魔》という二つ名もあるのだ。

「それからキミ。私の寝ね顔がおとか着き替がえを覗のぞいたら毒殺するからね。確実を期して即そっ効こう性と遅ち効こう性の両方盛るから」

　さっき調ちょう剤ざいしていたのはその毒なのだろうか。不本意ながら前科のあるアッシュは、床ゆかからフィジカを見上げてこくこくとうなずいた。

「わかったらランプを消してさっさと寝ねて。キミも明日は早いんだから」

「えっ、なんで……？」

　まるで同行を許可するような物言いに驚おどろく。道中ではアッシュを歯し牙がにもかけなかったくせに、いったいどういう風の吹ふき回しか。

「『体で返して』って言ったでしょ。少しは自分の頭で考えたら？」

　フィジカがふんと鼻を鳴らして毛布をかぶった。何をするかは定さだかでないが、どうやら明日は肉体労働を強しいられることになりそうだ。

　それはともかく、フィジカがおやすみを言う前に聞いておきたいことが一つある。

「フィジカ、あのコカトリスはどうなった？」

　夕食時に聞いた話からすると、あの化け物はおそらく逃にげただけだ。それならまた村を襲おそいに来る可能性がある。恩返しも大事だけれど、アッシュの本分は害がい獣じゅうの駆く逐ちくだ。

　何か情報を引き出せないかと尋たずねてみたけれど、フィジカからの返事はない。

　それもそのはずで、少女は既すでにベッドですうすう寝ね息いきを立てていた。なぜかローブも脱ぬがずにフードをかぶり、猫ねこのように丸くなって。

「……寝ねるの早いよ。寝ね顔がお見ちゃったじゃないか」

　あれほど見るなと言っていたのに、まるで無警けい戒かいな寝ね姿すがたに拍ひょう子し抜ぬけした。偉えらそうなことばかり言っているけれど、所しょ詮せんは眠ねむ気けに抗あらがえないお子様なのだ。

　アッシュはやれやれと部屋の隅すみへ移動し、毛け羽ば立だった毛布を広げて寝ね支じ度たくを整える。

　そうして積もる話はまた明日と、ランプを消そうとした時だった。

「……ん？」

　ふと、やけに香こうばしく食欲をそそる匂においを嗅かいだ。

　はてと屋根裏部屋を見回してみる。古びた木と漆しっ喰くいの空間に、香かおりが立つような物は見当たらない。しいていえば先ほどフィジカが調ちょう剤ざいしていた乳にゅう鉢ばちの中身くらいだ。

　ごくりと重い唾つばを吞のみ、おっかなびっくりランプを近づけてみる。

　すると、鉢はちの中身はアッシュ殺害用の毒ではなく、刻んだ干し棗なつめとクルミを砕くだいたものだった。少量で腹持ちがいいため、子供の頃ころによくおやつとして与あたえられた記き憶おくがある。

「なんで、夜中にこんなもの作ってたんだ……？」

　さっき面めん倒どうが増えたと言っていた気がするけど、これのことだろうか。コカトリスを驚おどろかしたり、敵である角守の命を救ったり、《悪い薬師》のすることはさっぱりわからない。

　もう考えるだけ無む駄だだと諦あきらめ、アッシュは冷たい毛布にくるまって眠ねむった。
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「どういう意味だ！　コカトリスを治しに行くって！」

　アッシュは今日も吠ほえていた。

　朝早くに村を出発し、山路を歩き始めてしばらく。

　野草でも採取するのか、フィジカが道を外れて山に分け入り始めた。そこで昨夜聞きそびれたコカトリスの行ゆく方えをと尋たずねてみると、こんな答えが返ってきた。

『お腹なかをすかせて山の中をうろついてるよ。早く探して怪け我がを治ち療りょうしてあげないと』

　昨日村を襲おそったあの化け物を、フィジカは『治ち療りょうする』と言ったのだ。『退治する』の間ま違ちがいではないかと問うと、話にならないとばかりに鼻で笑われる。

　そもそもコカトリスが怪け我がをしていることにアッシュは気づいていなかったが、今そんなことは問題ではない。

「聞いているのかフィジカ！　害がい獣じゅうを治ち療りょうするのは異い端たん行こう為いなんだぞ！」

「うるさいなあ。キミはどこまで教会の犬なの？　教皇が『マンドラゴラを持て』って言ったら、尻しっ尾ぽ振ふりながら走って死ぬの？」

「わけのわからないことでごまかすな！　僕ぼくは角守だ！　害がい獣じゆうを治療するなんて見み逃のがせるわけないだろ！」

　がるがる唸うなるアッシュに対し、フィジカが煩わずらわしげに口を開く。

「キミさ、昨日おじさんの話ちゃんと聞いてた？　先祖が代々植えていたヘンルーダは、魔ま除よけの意味があったって言ってたでしょ」

　確か、ヨモギやヒイラギを出入り口に吊つるすのと同じ意味だと言っていた。しかしそれがなんだというのか。

「ヘンルーダがコカトリス避よけに効果があるのは事実だよ。なのにあの子は花畑の中に入ってきた。野生の生き物は毎日同じ獣けもの道みちを通るくらいで、普ふ通つうは変化を嫌きらうもの。あの子たちの行動が変化するのは、どこか体に異常がある時だけだよ」

「体に、異常……？」

　ぽつりと口の中でつぶやいて、アッシュは思う。

　──だったら、僕ぼくでもあの危険度「高」の害がい獣じゅうを討うち取とれるんじゃないか……？

　思いが顔に出ていたのか、フィジカがニヤリと笑った。

「手負いの幻げん獣じゅうを襲おそって角ク笛ラのリ騎オ士ンにでもなるつもり？　さっすが示じ威い好きな教会の犬。騎き士し道精神のかけらもないね」

　恥はずかしさで思わず頰ほおが熱くなったが、アッシュにだって言い分はある。

「現実にコカトリスの害を被こうむっている人たちがいるんだ。誇ほこりだけでは村を救えない」

「同じだよ。コカトリスを殺したって村は救えない。どころか確実に滅ほろびるね」

「どういう……意味だ？」

「『害がい獣じゅう』なんて生き物はいない。全部教会が勝手に決めているだけ」

　含ふくみのある言い方に、なぜだかアッシュはドキリとさせられた。

「ま、キミには何を言っても無む駄だだろうけどね。ばうばう」

　犬の鳴なき真ま似ねでアッシュを揶や揄ゆし、フィジカが草木の茂しげる獣けもの道みちへ入っていく。

　待てと詰つめ寄よると「追跡トラッキングに集中するから話しかけないで」と恐おそろしい剣けん幕まくで睨にらまれた。

　いったいなんなんだとひとりごちつつ、アッシュは主人に叱しかられた犬のようにすごすごとフィジカの後をついて歩く。けれども心の中には、ささやかな野心があった。

　──僕ぼくは、コカトリスを討うてるかもしれない。

　普ふ段だんのアッシュなら直ただちに近場の教会へ応おう援えんを頼たのむだろう。しかし今はフィジカという異い端たん者と行動を共にしているためにそれができない。

　そしてフィジカの言葉を信じるならば、かの害がい獣じゅうは手負いなのだ。もしも単独で討うつことができたなら、これまたフィジカが言ったように角ク笛ラのリ騎オ士ンへの道が一歩近づく──。

　そんな二心を抱だきながら、青あお臭くさい山の斜しゃ面めんを慎しん重ちょうに歩いていく。

　前を行くフィジカは地面に屈かがみ込こんで何かを探していた。後ろから見ていると、それは四本指の足あし跡あとだったり、体から抜ぬけ落おちた羽だったり、時には糞ふん便べんなどといったコカトリスの痕こん跡せきを辿たどっているのだとわかる。

　しかしてその追つい跡せきは難航しているようだった。フィジカは『野生の生き物は毎日同じ道を通る』と言ったけれど、件くだんのコカトリスは一定経路を移動しているようには見えない。あちこち変則的に歩き回っているのが素人しろうとのアッシュにでもわかる。見つかる足あし跡あともキツネやウサギのものばかりで、コカトリスのそれがすっかり覆おおい隠かくされてしまっていた。

　少ない手がかりに追いすがり、フィジカと二人、無言で山中をさまよう。

　今日はアースドラゴンの唸うなりも聞こえなかった。山に響ひびくのは虫の音ねと鳥の声、それと時折フィジカがクルミの砕くだき菓が子しをぽりぽりかじる音くらいだ。

「これはスケベニンゲンだけに利きく毒だから、キミが食べると頭がおかしくなって死ぬ」

　別にほしくないよと返しつつ、いつかつまみ食いしてやると心に誓ちかう。

　やがて暗がりがさざ波のように山を覆おおい始めた頃ころ、アッシュは足あし下もとに妙みょうなものを見つけた。

　──これは……花なのか？

　ほとんど山頂に近い辺りに、草花が妙みょうに黒ずんだ一帯があった。屈かがみ込こんでその一輪に触ふれてみようとしたところ、フィジカに杖つえで小こ突づかれる。

「石いし枯がれした植物からでも、コカトリスの毒は浸しん透とうするよ」

　毒と聞いて、伸のばしかけた手を慌あわてて引ひっ込こめた。

「そういえば、花畑のヘンルーダもこんな風に黒く乾かわいていたっけ……」

「その花もヘンルーダだよ。伝承ではヘンルーダは石枯かれしない植物になってるけど、実際はこうしてぼろぼろに枯かれちゃう。でもコカトリスがヘンルーダを嫌きらうのは本当だから、魔ま除よけになる植物だって伝わってきたんだよ。遭そう遇ぐうの時は近いね」

　フィジカが目つきを鋭するどくし、杖つえで背の低い草をどけながら獣けものの轍わだちを進み始めた。

　アッシュもいつでも戦えるよう、剣けんの握にぎりに手をかけて白いローブの後に続く。

　緊きん張ちょうを伴ともなう夕ゆう闇やみの探たん索さくは、フィジカの声で終わりを告げた。

「あったよ。あれがコカトリスの巣」

　蛇へびの絡からんだ杖つえが指した前方、山頂に至る道の脇わきに一面の絶ぜっ壁ぺきがあった。しかしその裾すそ野のには大きな岩がごろごろ転がっているだけで、巨きょ大だいな害がい獣じゅうの姿はどこにも見当たらない。

「卵を産んだばかりなら、普ふ通つうは遠くまで出歩かない。なのにこんな時間まで留守にしてるってことは……」

　フィジカがぶつぶつつぶやく傍かたわらで、アッシュは薄うす闇やみにじっと目を凝こらした。

　転がる岩と岩の間に、平たい白パンのようなものがいくつも積み重なっている。その白い何かの上では数匹ひきの蛇へびがとぐろを巻いていた。

「あれって……あの蛇へびの巣じゃないの？」

　見たままを述べると、「キミは本当にバカなの？」と呆あきれ声が返ってくる。

「自分より大きい卵を産む動物がいるわけないでしょ。あの大きくて平べったい卵の隙すき間まに見える小さい球形のが蛇へびの卵。コカトリスはカッコウと同じで托たく卵らんするんだよ。あの子たちの図ずう体たいじゃ、自分で抱ほう卵らんできないからね」

　言葉がわからずぽけーとしていると、『托たく卵らん』は卵を他の動物に預けることで、『抱ほう卵らん』は体温で卵を温めることだと、フィジカが面めん倒どうそうに補足してくれた。

「ひょっとしてキミ、ネズミの子供は台所の隅すみに汚よごれた雑ぞう巾きんとチーズを置いておくと生まれるとか思ってない？」

　そんな風に聞かされて育つ子供は多いが、アッシュもそこまで無知ではない。フィジカほどではないにせよ、角守の試験に合格するためにはそれなりに生物の知識も必要になる。

　そう返すと、「じゃあネズミの子供はどうやって生まれるの？」と再び問われた。

「そりゃあもちろん……」

　はたして子供相手に教えたものかとためらうと、フィジカが「もちろん何？」とニヤニヤしながらアッシュの答えを待っている。

　考えてみればフィジカは薬師だ。その方面に通じているどころではない。それでなおこちらの口から言わせようとしているのだから、そこらのマセた子供よりたちが悪い。

「おっ、大人をからかうなっ！」

「はいはい。じゃ、あの子が戻もどってくるまでここで野宿ね。真っ赤な顔した大人のキミは、がんばって薪たきぎでも集めてきて」

　完全に子こ供ども扱あつかいされている。自分の方が夜よ更ふかしできない子供のくせにと愚ぐ痴ちりつつ、アッシュは渋しぶ々しぶ枯かれ木きを拾い集めた。

　しばらくして野営場所に戻もどってみると、なぜかフィジカがカンカンに腹を立てている。

　わけを聞いてみると、目を離はなした隙すきに持参した干し肉をキツネに奪うばわれたらしい。随ずい分ぶん大だい胆たんな行動だと思う。この辺りのキツネは人間を怖こわがらないのだろうか？

「あいつら絶対許さない……！　見つけたら狼おおかみの毛皮を着せて、群れに戻もどれなくして孤こ独どく死させてやる」

　なんて捻ひねくれた復ふく讐しゅうだろう。食べ物の恨うらみは恐おそろしい。しかしこれはこれで恩返しのよい機会だと、アッシュは大きく胸を叩たたいた。

「大だい丈じょう夫ぶだよ、フィジカ。食事は僕ぼくが用意するから」

　返事を待たずに火ひ打うち金がねで火を熾おこし、そこらに生えているスベリヒユや、鈴すずなりの黒インゲンを採取する。後は煮に立たった鍋なべにそれらを入れ、適当に味を整えたら「薬草汁じる」のできあがりだ。これにオート麦の固かんパンと乾かんチーズの一切れ、つまりは聖せい餐さんを模した献こん立だてが、野営における角守の標準的な食事になる。

「さあ、召めし上あがれ」

　たっぷり薬草汁じるを注いだ椀わんを渡わたすと、フィジカが警けい戒かいしながら一口すすった。

「昨日のカボチャのミルク粥がゆ、すごくおいしかったね……」

　しかめ面つらをした少女が、自分から遠ざけるように椀わんをことりと地面に置く。

「味を期待されても困るよ。スベリヒユは腸を整える『食べる薬草』で、体を内から温めてくれる。黒インゲンも十分加熱すれば低脂し肪ぼう高タンパクの優ゆう秀しゅうな食品だって、【ラズの書】に書いてあったよ。夜は冷えるって聞いたからそうしたんだけど、何か間ま違ちがってる？」

　黒インゲンと聞いてフィジカはなぜかぎょっとした様子を見せた。しかしすぐに首を振ふって再び顔をしかめる。

「間ま違ちがってないけど……苦いし」

「散々人を子こ供ども扱あつかいしておいて、『苦いの嫌きらい』って……くくっ」

　まさに子供の言い草に、アッシュは思わず笑ってしまった。

「別に苦いの平気だから大人ってわけじゃないし！」

「はいはい。でも飲んでおいた方がいいと思うよ。寒くなるのはこれからだしね」

　先さきほどの子こ供ども扱あつかいをやり返し、すっかり溜りゅう飲いんが下がった。しばらくの間はなんでも笑って受け流せるだろう。

「……ふん。このパン固かたい。キミの頭みたい」

「訓練場の教官にもよく言われたよ。おまえの頭は竜りゅうの鱗うろこみたいだって」

　そんな他愛ない会話とともに、山の夜がしとりと更ふけていく。

　やがて薬草汁じる以外の食べ物があらかた片づいた頃ころ──。

　巣の主あるじは、唐とう突とつに帰ってきた。

「伏ふせて」

　フィジカが小声で警告し、薬草汁じるの残りを焚たき火びにぶちまける。

　白はく煙えんが流れる逆方向、ニレの木こ陰かげのすぐ向こうを、ずん、ずんと、足音を響ひびかせ巨きょ大だいな影かげが近づいてきた。

　──この化け物が、コカトリス……。

　木立に身を潜ひそめたアッシュの真横を、怪かい鳥ちょうがケェケェと鳴きながら通過していく。

　間近に見た害がい獣じゅうの大きさに、地につけた手が震ふるえていた。この化け物が首をまっすぐ伸のばせば、おそらく身みの丈たけはアッシュ二人分を優に超こえるだろう。

　巣へ向かって歩くコカトリスは、昨日より幾いくらか腿ももがほっそりして見えた。しかし怪け我がをしているようには見受けられない。

「あの子が眠ねむるまで、しばらく様子を見るから」

　遠ざかる害がい獣じゅうを見つめながらフィジカが言う。

　その真しん剣けんな顔を横目に見ながら、アッシュは角守として自分が何をすべきか考え始めた。




　夜空にぽっかり上った月は、まるで病やんでいるかのように青白い。

　アッシュたちが木こ陰かげに隠かくれて動向をうかがっていたコカトリスは、巨きょ大だいな卵の横でふわりと丸くなっている。しかし片方の目を閉じただけで、いまだ眠ねむった様子はない。

　早く眠ねむれと焦じれていると、「あの子はもう寝ねてるよ」とフィジカが言った。なんでも自然界には両目を閉じて眠ねむる動物の方が少ないらしい。

「じゃあ……今なら僕ぼくでもあいつを倒たおせる」

　勇んで立ち上がったアッシュを、フィジカが鼻で笑った。

「昔、クロカに言われたんだ」

「クロカ？　誰だれ？」

「私の耳は甘あまいんだって」

「甘あまい？　耳が？」

　コカトリスの巣を見つめるフィジカの横顔に目をやる。ふわりとした銀色の髪かみがあごまで覆おおっているため、肝かん心じんの甘あまい耳とやらは見えない。そういえば今け朝さも熱心に髪かみを整えていたなと、ぼんやり思い出す。

「言葉を聞き間ま違ちがえるってこと。黒インゲンをクモ人間とか、エイル教会を無能集団とかね」

　夕食時を思い返して前半は納なっ得とくしたけれど、後半は明らかに言いたいだけだ。

「だから私には、さっきキミが言った言葉が『今なら僕ぼくでもあいつを倒たおせる』って聞こえたんだよ。カクタスリザードを相手に死にかけるキミが、そんな無む謀ぼうなことを言うわけないのにね。あー、おっかしー」

　フィジカの目はまったく笑っていなかった。皮肉に至るまでの迂う遠えんな話しぶりが妹によく似ている。

　少々懐なつかしい気持ちになりつつも、アッシュはやはりムッとなった。

「だったらあの害がい獣じゅうをどうすればいい。放っておけばあいつはまた村を襲おそう」

　返事を待つ間、かじかむ両手に息を吹ふきかけた。噂うわさ通り山の夜は恐おそろしく寒い。男の身でこれだけ堪こたえるのだから、手足の冷えやすい少女はさぞ辛つらいだろう。

「言ったでしょ。わわわ、私はあの子の治ち療りょうに来たの」

　案の定、吹ふきすさぶ逆さか颪おろしの中でフィジカは震ふるえていた。寒さでろれつも回っていない。コカトリスを見つめる横顔も、血の気が感じられないほど真っ白だ。

「君は……なんでこんな寒さに耐たえてまで害がい獣じゅうを治ち療りょうしようとするんだ」

「キミは……なんで『害がい獣じゅう』なんて生き物はいないって理解できないんだ」

「ふざけないでくれ。僕ぼくは真ま面じ目めな話を──」

「キミたち角守の象しょう徴ちょうユニコーンも、あの子たちコカトリスも、どっちも同じ『幻げん獣じゅう』」

　ぴしゃりと言われてしまい、アッシュはいったん口をつぐむ。

『幻げん獣じゆう』は平たく言えば家畜化されていない動物だ。しかしその線引きは曖あい昧まいで、犬のような家畜でも、凶暴な種は幻げん獣じゆうと見ることもある。その定義は戦時中に「異邦人ビジター」たちが定めたらしいが、『害がい獣じゆう』か『聖せい獣じゆう』でしか判別しないエイル教徒にはあまり関係がない。

　フィジカが『あの子』と親しみを込こめて呼ぶ生き物は、アッシュたちが隠かくれた木こ陰かげの百歩ほど先にいた。その頭部には毒々しい鶏冠とさかが戴いただかれ、下半身には鱗うろこで鎧よろった気味の悪い尾おが生えている。コカトリスはどこからどう見ても化け物だ。『聖せい獣じゅう』であるユニコーンと同列に扱あつかうなど、おこがましいにもほどがある。

「あの村の被ひ害がいを見ておいて、フィジカはよくそんなことが言えるね」

「あの村の被ひ害がいを見ておいて、キミこそよくそんなことが言えるね」

　子供じみた応おう酬しゅうに疲つかれ、アッシュは首を横に振ふった。

「僕ぼくにはフィジカの言っていることが理解できないよ。コカトリスが怪け我がをしているなら放っておけばいいじゃないか。傷が癒いえたらそれこそまた村を襲おそうに決まってる」

　そもそも害がい獣じゅうを治ち療りょうする意味が理解できない。人に害なす存在として教会が認にん定ていした害がい獣じゅうは、アッシュにとっては討うつべき悪あしき存在だ。それを救おうとする輩やからなどこの世に存在しない。なぜなら存在そのものが許されない──そう書いてある。

「『教会則三章第二項こう。前ぜん項こうにて定めた害がい獣じゅうを故意に延命させる行こう為いはこれを禁じ、行こう為い者は異い端たんとして認にん定ていされるものとする』」

　取り出した【ラズの書】を読み上げると、フィジカが「出た」と嫌いやな顔をした。

「フィジカ──いや、《悪い薬師》フィジカ・クロロッカ。君があの害がい獣じゅうを治ち療りょうするというのなら、僕ぼくは全力でそれを阻そ止しする」

　アッシュは剣けんに手をかけて、鞘さやから刀身を引ひき抜ぬいた。

「とか言って、その剣けんで無む抵てい抗こうな女の子を脅おどして縛しばって楽しむだけでしょ。キミは本当にスケベニンゲンだね」

「そんなことはしない！」

「でも教会には引ひき渡わたす。だったら結果は同じだよ」

　続けて唾つばを吐はきそうなほど、フィジカは不快を顔に出した。

「キミ、異い端たん者が逮たい捕ほされるとどうなるか知ってる？　教会はこんなにかわいい女の子でも問答無用で死し刑けいにするよ。私は内側に棘とげのついた鉄の樽たるに閉とじ込こめられて、教会前の広場を馬で引き回される。市民は私の悲鳴を聞きながら、安全地帯で哄こう笑しょうする。よく知らないけど悪いやつが苦しんでる。よく知らないけどいい気味だ、ってね」

　言いたいことはわかる。異い端たん者に対する教会の弾だん圧あつは、一方的すぎると批判されることも多い。実際過去に冤えん罪ざいがなかったわけでもない。

　けれど、教会の活動で現実に世の中はよくなっているのだ。

　世をたぶらかす魔ま女じょや錬れん金きん術じゅつ士、人々を襲おそう害がい獣じゅうを、角守や角ク笛ラのリ騎オ士ンが力で屈くっ服ぷくさせることで、今こん日にちの平和は築かれている。『すべては救えない』という聖ヒルダの教えこそが、現実的な秩ちつ序じょなのだ。

『エイル教会は最悪よりマシな必要悪』

　そう非難される度たび、アッシュは言い得て妙みょうの褒ほめ言葉だと傷つきながら誇ほこっている。

「つまり、キミは私を殺そうとしているんだよ。だったらそんなまどろっこしいことしないで、この場でその剣けんを私に突つき刺させば？」

　強気な物言いに思われたけれど、フィジカの目には涙なみだが溜たまっていた。

　誰だれだって志半ばで死にたくなどない。互たがいの立場は違ちがえども、アッシュにはフィジカの気持ちが痛いほどわかる。異い端たん者には異い端たん者で、果たさねばならない責務があるのだ。

　だから、アッシュはこう答えた。

「フィジカ、僕ぼくは村を救うよ」

　うつむいた少女の目が見開き、溢あふれた涙なみだが頰ほおを伝ってぽたぽたと大地に落ちた。

「……そう。私、死んじゃうんだ」

「フィジカ、僕ぼくは君も傷つけない」

　えっと驚いてフィジカが顔を上げる。

　村を救うにはフィジカを捕とらえなければならない。フィジカに協力すれば村は再びコカトリスに襲おそわれる。背反する二律を実現する方法は、一つしかない。

「『すべては救えない』なら、僕ぼくは──コカトリスを討うつ！」

　アッシュはカクタスリザードと戦って死にかけた過去と向き合い、村とフィジカを救うために命を賭とす覚かく悟ごを決めた。

「本気……なの？」

　何も言わず、フィジカの目を見て一度うなずく。

「……わかった。そこまで言うなら教えてあげる。あの子の弱点は細い首。視線を合わされる前に一太た刀ちで首を断たち切きれば、キミの第二の人生がパン焼き竈かまどになることはないよ」

「フィジカ、どうして僕ぼくにコカトリスの弱点を……？」

「ただの、気まぐれだよ」

　再びうつむいたフィジカの肩かたが、ふるふると小刻みに揺ゆれている。

　アッシュはその想おもいを理解した。『すべては救えない』からこそ、フィジカは自分を救おうとするアッシュに応えてくれたのだ。自身の信念を曲げてまで──。

「フィジカ。すべて片がついたら、二人で村へ戻もどってカボチャのミルク粥がゆを食べよう」

　儚はかなげな肩かたに手を置いて言い、アッシュは木こ陰かげから歩み出た。

　遥はるか前方で眠ねむるコカトリスは、アッシュの倍も体高がある。

　その口からは毒を吐はき、見つめられれば途と端たんに体は石になる。

　コカトリスは角ク笛ラのリ騎オ士ンですら束になってかかる害がい獣じゅうだ。そんな化け物を相手に新人の角守が単独で立ち向かうなど、猫ねこにまみえたネズミよりも分が悪い。

　膝ひざはさっきから震ふるえっぱなしだ。コカトリスの姿がずっと大きく見える。全身に力を入れていなければ、恐きょう怖ふですぐに目をそらしてしまいたくなる。

　けれど、あの化け物は必ずアッシュが倒たおさなければならないのだ。他の誰だれにもそれはできない。村とフィジカ、「すべてを救う」ことができる人間は、アッシュしかいない。

　両手で握にぎったグラディウスを下段の脇わきに構えた。

　目を閉じ息を深く吸い、覚かく悟ごを決める。

　──僕ぼくは角守だ。人々の笑え顔がおを守るのが、僕ぼくの責務だ！

　アッシュは夜の森を駆かけ出だした。

　早くも気配を察知したのか、前方でコカトリスがむくりと起き上がる。

　しかしアッシュは止まらない。

　おそらくまだ目が闇やみ慣れしていないのだろう。コカトリスは自分に迫せまる気配を探して、激しく首を回している。

　あと七歩。気づくな。

　あと五歩。間に合え。

　あと三歩──飛べ！

「うわあああッ！」

　大きく雄お叫たけびを上げながら、アッシュは月下に跳ちょう躍やくした。

　──一いち撃げきで、首を！

　剣けんを頭上に振ふりかぶり、図ずう体たいに比して細い害がい獣じゅうの首へと斜ななめに打ち下ろす。

[image: ]

　もぞりとした肉断だちの不快感。

　びしゃりと迸ほとばしる鮮せん血けつ。

　ずるりと首が横よこ滑すべりして、コカトリスの頭部がゆっくり地面へ落下していく。

「けっこう」

　人々を恐きょう怖ふに陥おとしいれた害がい獣じゅうの首は、べちゃりと落ちた地面の上で、そんな断だん末まつ魔まを発した。

「……やった！　やったぞ！」

　アッシュは見事に害がい獣じゅうを討うち取とった。それもただの害がい獣じゅうではない。危険度「高」に分類される、三等級のコカトリスだ。教会がこの討とう伐ばつの裏付けを取れば、アッシュは一足飛びに角ク笛ラのリ騎オ士ンへ召めし上あげられる可能性が高い。

「やった……！　僕ぼくはやったんだ……！」

　アッシュは歓かん喜きに打ち震ふるえた。村の人々を害がい獣じゅうから守れたこと。フィジカを異い端たん者にさせなかったこと。そして角守として初めて仕事を成じょう就じゅさせた喜びで、放心したように青い月を見上げる。

　その時、視界の隅すみで首のないコカトリスが動いた。

　頭部を失ってなお屹きつ立りつしていた化け物がようやく地に伏ふす──アッシュはそう思った。

　だが、自分の首を足あし下もとに転がしたコカトリスは、まるでそれとは感じさせない機き敏びんさで、ぶんと大きく尻しっ尾ぽを振ふった。

「え」

　夜の空気を切きり裂さいて、鱗うろこの並んだ尾おがアッシュの眼前に迫せまる。

「なんで……？　死んだはずじゃ……」

　アッシュは口をぽかんと開けて立たち尽つくしていた。まるで予期せぬ出来事に、自分が危機に瀕ひんしていると感じることすらできずにいた。

　その刹せつ那な、呆ほうけて佇たたずむアッシュの横を、白いローブが駆かけ抜ぬける。

「【モーニングスター】」

　握にぎった杖つえに向かってつぶやくと、フィジカは地面すれすれを思い切り薙ないだ。

　いかにも軽そうだった歩き杖つえが、コカトリスの足首に当たる瞬しゅん間かん、先せん端たんの球形が無数にトゲの生えた鉄球に変化する。

「おはよう！」

　ガキンと金属音が鳴った。

　細い鶏にわとりの足が宙に浮うく。

　アッシュの目前、まさに間かん一いっ髪ぱつの距きょ離りで、尻しっ尾ぽの一いち撃げきが空を切る。

　足あし下もとをすくわれたコカトリスは、どうと地じ響ひびきを立てて静かな山の地に倒たおれた。

　すべてが、一いっ瞬しゅんの出来事だった──。

「キミ、私に恩返しがしたいんでしょ。だったらこれでこの子の脚あしを縛しばって」

　いまだぼんやりしたままのアッシュに向け、フィジカがぽいと何かを放る。

「え？　あいたっ」

　顔にぺしんと当たったのは、吊つり橋ばしを繫つなぐような麻あさの撚より縄なわだった。

「ほら、早くしないとこの子はまた村に行って暴れるよ」

「ま、待ってフィジカ。君は何をする気なの？」

「キミはどんだけ鳥頭なの？　私はこの子を治ち療りょうに来たって何度も言ってるでしょ」

「治ち療りょうって……だって首を落としたんだからコカトリスはもう死んでるはず──ひっ」

　嫌いやな予感がして見てみると、アッシュが首を切断したコカトリスは、まるで悪魔エルフにでも取り憑つかれたようにじたばたと地面でもがいていた。

「今はまだ生きてるよ。だから急いで手術しないと──【アイスロッド】」

　フィジカが謎なぞの言葉をつぶやいて、転がったコカトリスの首に杖つえを押おし当あてる。

　歩き杖つえの先せん端たんから白い気体が漂ただよい始めた。そうでなくても寒い夜の山が、一ひと際きわ冷ひえ込こんだように感じられる。

「やっぱり免めん疫えき過か剰じょう反応の結けつ膜まく炎えんだね。ごはんを食べるのも一苦労だったでしょ」

　転がる巨きょ大だいな首に話しかけつつ、フィジカが手にした小こ瓶びんの栓せんを抜ぬいた。そうして中の液体を、白はく濁だくしたコカトリスの目にぽとりと垂らす。

「これで主患かん部ぶの治ち療りょうはおしまい。あとは頭を戻もどせば術式完かん了りょう……キミさ、魚みたいに口ぱくぱくさせてないで早く仕事してくれない？」

「こっ、こけ、こか、コカトリスは、首を切っても、死なない……の？」

「腕うで一本切り落としたくらいで人間は死なないでしょ。でもちゃんと処置しないと死んじゃうでしょ。この子もおんなじだよ」

　コカトリスは首を切断されてもなお生きている。フィジカは治ち療りょうを終えたらしい。アッシュには何が何やらさっぱりだが、一つだけはっきりしていることがある。

「……噓うそだったのか！　僕ぼくにコカトリスの『首が弱点』と言ったのは！」

「噓うそじゃないよ。どんな生き物だってごはんが食べられなかったら死んじゃうし」

「そんなの屁へ理り屈くつだ！　フィジカは最初から僕ぼくにコカトリスの首を落とさせて治ち療りょうする気だったんだろう！　治ち療りょう自体は簡単だけど、ちっちゃくて背が届かないから！」

　つまり、アッシュはまた騙だまされたのだ。この《白衣のペテン師》に。

「すごーい。まさかバレるとは思わなかった」

「くっ……バカにしてるのか！　泣き真ま似ねまでしてこの恥はじ知しらず！」

　思い返せば、あの時うつむいて肩かたを震ふるわせていたフィジカは、悲しみに耐たえていたのではなく、くつくつ笑いを押おさえていたのではないかという気がする。

「当たり前でしょ。命を一つ救おうと思ったら、なりふりなんて構っていられない。フィジカはいつだって患かん畜ちくのために体を張ってるんだよ」

　その言葉を聞いてはっとなる。

　アッシュがフィジカを利用してコカトリスを討うとうとしたように、フィジカもまたアッシュを利用してコカトリスを救おうとしていたのだ。

　憎にくき角守を率いてまで、フィジカは命がけで命を守りたかったのだ。

「とにかく、さっさとこの子の足を縛しばって保定して。じゃないと首を元に戻もどせないでしょ」

「ちょっ、ちょっと待って。首を戻もどすって、そんなことできるの？」

「できるよ。フィジカならすべてを元に戻もどせる」

　銀色の髪かみで月の光を反射し、《悪い薬師》が不敵に笑った。




　　　　　４




『消毒及および挫ざ滅めつ組織の切除……ごめんね。首がちょっと短くなっちゃうけど我が慢まんして』

『血管を結けっ紮さつして……頚けい椎ついの固定接合おっけー。次、自切筋の縫ほう合ごう』

『首息してる？　ならバイタル問題なし。静じょう脈みゃく吻ふん合ごうして血流再開っと』

『真皮縫ほう合ごうおしまい。骨ほね接つぎコルセットも人間用三つでよさそうだね。じゃ、術式終しゅう了りょう』

　コカトリスの体を押おさえつけるアッシュの前で、フィジカはバターナイフやハサミのような器具を使って害がい獣じゅうの首を繫つないだ。

　薬師の治ち療りょうといえば『手当て』と投薬しか知らないアッシュは、ただただ驚おどろくばかりだった。そもそも生体に刃は物ものを当てる職業など、瀉しゃ血けつと散さん髪ぱつを行う理容師しかいない。それにしたって体内の悪い血を出すのと、壊え疽そした患かん部ぶを切除するに限られる。こんな風に千切れた体が繫つながるなど、アッシュは思いもよらなかった。

　その術式の開始に至るまで、アッシュには葛かっ藤とうがあった。

　害がい獣じゅうの命を救う手伝いをすれば、アッシュはフィジカと同じ異い端たん者になってしまう。コカトリスを救命すれば、また村を襲おそうに決まっている。

　しかし悩なやんだ挙句、アッシュは腹をくくった。今まで散々騙だまされてきたけれど、フィジカの言った、『すべてを元に戻もどす』という言葉だけは信じられる。命を救われた時と同じ直感がそう言っていた。

　とはいえ覚かく悟ごを決めたところで、暴れるコカトリスを拘こう束そくするのは簡単ではない。

　頭部を失った害がい獣じゅうの首からは、ごぽっ、ごぽっと、塊かたまりのような血が噴ふき出だしていた。錆さび臭くささと混じった獣けものの臭においに、思わず吐はき気けを催もよおす。

『気持ち悪いならさっさと吐はく！　吐はいたらすぐに水を飲む！　考えないで手を動かす！』

『は、はいっ』

　抗あらがえない迫はく力りょくで叱しっ責せきが飛んできたため、アッシュは血と水と吐と瀉しゃ物にまみれながら、半泣きで蠢うごめくコカトリスの足を縛しばった。

　そうして顔を背そむけながらひーひーと害がい獣じゅうの胴どう体たいを保定、つまり組くみ敷しいて、どうにか首の再接着手術が完かん了りょうした頃ころにはすっかり夜が開けていた──。




「お疲つかれ様さま。私は三時間寝ねるから、この子の容態に変化があったらすぐ起こして」

　アッシュにそうことづけて、フィジカがローブのフードをすっぽりとかぶる。

「フィジカ……君は結局コカトリスを治ち療りょうしてしまったね。『すべてを元に戻もどせる』なんて言ってたけれど、結局何も変わってない。きっとコカトリスはまた村を襲おそうよ」

「……疲つかれてるから後にして」

「僕ぼくは、君を拘こう束そくしなければならない」

「……キミも立派な共犯だよ」

「罪は甘あまんじて受けるよ。僕ぼくもフィジカと一いっ緒しょに教会へ出頭する」

「……罪って何？」

「教会が定めた害がい獣じゅうを治ち療りょうする行こう為いだ」

「……害がい獣じゅうって何？」

「人に害を及およぼす悪あしき幻げん獣じゅうたちだ」

　フィジカがフードを脱いで起き上がった。

「少し、歩こうか」




　白いローブの背中に続き、しゃりしゃりと落ち葉を踏ふみしめて歩く。

　コカトリスの巣の脇わきを通って山頂に着くと、フィジカが「おー！」と歓かん声せいを上げた。

「見てごらん。この季節の一番美しい景色は、尾お根ねから見下ろす紅葉だよ」

　はしゃぐ少女の隣となりに並び、アッシュも眼下に広がる風景を眺ながめる。

　赤と黄色、そしてところどころに緑の萌もえる山さん稜りょうは確かに美しい。この景観は自分の足で登った登山者たちへの最高のご褒ほう美びだろう。しかしどうにも気になることが多すぎて、アッシュの頭には景色などまるで入ってこない。

　あからさまにそぞろなアッシュを見て、フィジカがやれやれと肩かたをすくめた。

「あの子は目を病やんでいて、もう何も見えない状態だったんだよ。アレルギーのせいでね」

「あれ……るぎい？」

「体の持つ免めん疫えきが、ある物質に対して過か剰じょうに反応すること。あの女の子──コニーがヘンルーダに触さわって手がかぶれてたでしょ。花の持つ抗こう原げんが細さい胞ぼうと融ゆう合ごうすると、ああいう痒かゆみや発ほっ疹しんみたいな症しょう状じょうが現れるわけ。コカトリスの場合はそれが目に出ちゃう。村のご先祖様がコカトリス避よけにヘンルーダを植えていたのは、ちゃんと根こん拠きょがあったんだよ」

　苦手な花畑に平然と入ってきた様子を見て、フィジカはすぐにコカトリスが『目を病やんでいる』と気づいたという。

「逆に言えば、目が見えてたらあの子はわざわざ村に来なかったってこと。コカトリスは人を怖こわがるからね」

「そんなことは関係ない。目が見えていようといまいと、コカトリスが村を襲おそったのは事実だ。それが害がい獣じゅうを治ち療りょうしていい理由にはならないし、何より辻つじ褄つまが合ってない」

　フィジカがふふんとせせら笑い、目線で続きを促うながしてきた。

「だってそうじゃないか。コカトリスがヘンルーダで目を悪くしたというのなら、あいつは目が見えている時に村を襲おそおうとしたってことだ」

　ヘンルーダの花畑は村のはずれにしかない。村を襲おそおうとしたからこそ、あの害がい獣じゅうは目を悪くしたと考えるべきなのだ。

「あの村のご先祖様は、どうしてヘンルーダを植えたんだろうね」

「それは今フィジカが言っただろう。コカトリス避よけのためだって。昔からあいつが害を及およぼしていたことの証左だ」

「だったら、どうして村のはずれだけにヘンルーダを植えたの？　コカトリスが嫌いやならもっと山全体に植えればいいのに」

　言われてみればその通りだと思う。あれだけ一面に植えても育つ花なら、山のあちこちに植えることは造作もないだろう。

　なぜそれをしなかったのかと考え、フィジカの意図に気づいた。

「村の先祖はコカトリスを排はい除じょしたいわけではなかった──君はそう言いたいんだね？」

「もう一歩かな。正解は、『あの村にはコカトリスの存在が必要だった』ってこと。村には来てほしくないけれど、絶ぜつ滅めつされるのも困る。だからご先祖様たちは、村はずれにだけヘンルーダを植えたんだよ。お城を守る城じょう壁へきみたいにね」

「バカな！　草花を腐くさらせ家か畜ちくを丸まる吞のみにする生き物を、人が必要とする理由なんてあるわけない！」

「キミは頭が固いっていうか、頭がしちめんどくさいよ。おじさんが言ってたこと覚えてないの？　カボチャを動物にかじられるって話」

　もちろん覚えている。親父おやじさんはこう言っていた。

『──昔から山に動物はいるが、エサが十分足りてるからか、わざわざ村にまでは来なかった。ところが今年はどういうわけか、やたらと人里まで降りてきて──』と。

　思い出すと、何か引っかかるものがあった。

「そういえば、なんで今年だけ動物の害が増えたんだろう……」

　自ら口にした『今年』という単語で、今度はおかみさんの声が記き憶おくからよみがえる。

『──今年は十年に一度の逆さか颪おろしが吹ふく年だからね』

「まさか、あの風が……」

　普ふ通つうとは逆で麓ふもとから山頂へと吹ふき上あげる逆さか颪おろし。その風は山やま越ごえする旅人の背中を押おすだけでなく、麓ふもとにあるものを山頂へ──コカトリスの巣の方へと運ぶだろう。

「キミがいくらバカでももうわかったでしょ。逆さか颪おろしが村のヘンルーダの種をコカトリスの巣のそばまで運んだ。おかげでコカトリスは村に来てもいないのに目が悪くなった。そのせいでごはん──つまり野山に住むキツネやウサギたちを食べられなくなった」

　まさしく、巣の付近にも石枯がれしたヘンルーダが一輪だけあった。

　コカトリスという天敵がいなくなれば、山の動物たちは大繁はん殖しょくするだろう。すると現在の縄なわ張ばりだけではエサが足りなくなり、やむを得ず人里に降りて畑に手を出すようになる。やがて人を怖こわがらなくなった動物たちは、大だい胆たんに旅人の干し肉を奪うばうまでに至り──。

「だから私は最初におじさんに聞いたんだよ。山の中でカボチャなんて珍めずらしいねって。だって動物を間引いてくれる人間嫌いの幻獣でもいない限り、普ふ通つうはあっという間に食べ尽つくされちゃうからね」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。




『あの村の被ひ害がいを見ておいて、フィジカはよくそんなことが言えるね』

『あの村の被ひ害がいを見ておいて、キミこそよくそんなことが言えるね』




　あの時二人が口にした『被ひ害がい』は、それぞれ別のことを指していたのだ。

　たった一日村に立ち寄っただけのアッシュには、コカトリスの存在こそが害に思えた。

　けれど、村はヘンルーダを植えよといった先祖の代からずっと続いているのだ。アッシュが去った後も、コニーが大人になった後も、村はずっとずっと続いていく。

　だからこそ、フィジカは畑の害が村の最大の損失と考え、コカトリスを治ち療りょうして『すべてを元に戻もどせる』と言ったのだ。

「わかった？　何度も言ってるように、害がい獣じゅうなんて生き物はいないわけ。コカトリスもユニコーンもただの幻げん獣じゅう。人間と同じただの生き物」

「それは……それだけは、絶対に違ちがう！」

　アッシュは【ラズの書】をめくって食い下がった。

「コカトリスは害がい獣じゅうなんだ！　あの村ではたまたまうまく共存していたに過ぎない。他の地域では絶対に人々に害を与あたえているはずだ。【ラズの書】にもそう書いてある！」

　コカトリスは害がい獣じゅうでなければならない。そうでなければアッシュは自身の信しん仰こう──ひいては自分自身を見失ってしまう。

「じゃ、キミの大好きなその本で、『バジリスク』を調べてみれば」

　なぜバジリスクと疑問を浮うかべる前に、アッシュの指は勝手にページをめくっていた。









　名めい称しょう：バジリスク（別名バジリコック）　危険度：高　等級：三

　口から毒を吐はき、視線で対象を石化させる蜥蜴とかげに似た中型害がい獣じゅう。その毒は強力で、馬上から槍やりでバジリスクを突ついた兵士が、槍やりを伝って馬ごと石になった事例も報告されている。

　ただし、現在バジリスクのは生息は確かく認にんされていない。勇ゆう敢かんなる信徒、角ク笛ラのリ騎オ士ンたちが地上のバジリスクをすべて滅ほろぼしたためである。











「それを読んで、キミはどう思った？」

「どうって、英えい雄ゆうたちの偉い業ぎょうを尊敬するけど」

「……私の聞き方が悪かったよ。バジリスクって、コカトリスに似てると思わない？」

　確かに似ている。両者とも人を石化させる、紛まごうことなき害がい獣じゅうだ。

「バジリスクとコカトリスはね、元々同一の幻げん獣じゅうだったんだよ」

「同一……？　でも外見が明らかに違ちがうじゃないか。【ラズの書】にはバジリスクはトカゲの怪かい物ぶつって書いてあるし、コカトリスはどう見ても鶏にわとりの化け物だった」

「でもあの子の下半身はほとんどトカゲだったでしょ。昔の人が解かい剖ぼうした結果、コカトリスは鳥じゃなくてトカゲの仲間だとわかったんだよ。上半身の鶏にわとりの部分は『擬ぎ態たい』」

「擬ぎ態たいって……カクタスリザードがサボテンを背負ってるように見えるあれのこと？」

　あのウチワサボテンのような背びれは、元々体温調節をするためのものだったらしい。カクタスリザードは好物の砂シメジを掘ほる際、顔を地面の穴に突つっ込こむ。するとどうしても体が無防備になる。その間に巨きょ大だいなロック鳥にひょいと食べられないよう、彼かれらは自分をサボテンに見せるべく体を変化させた──角守の訓練場でそんな風に教わった。

「植物に擬ぎ態たいする生き物は多いね。肉食だった動物が、餌えさが足りずにキノコや木の実を食べて雑食化すると、そういう形質を獲かく得とくすることがある。でもどっちかっていうと、バジリスクの擬ぎ態たいは旅人が面めん倒どうを避さけて身分を偽いつわるのに近いかな。トカゲの怪かい物ぶつとして名を馳はせたバジリスクは、もう生息が確かく認にんされていない。その本には勇ゆう敢かんなる信徒が滅ほろぼしたって書いてあるみたいだけど、実際はバジリスクの方からいなくなったんだよ」

「いなくなるって……泳いで大陸の外にでも出たの？」

「どうしてこの流れでそう思えるわけ？　バジリスクは野や蛮ばんな人間から逃のがれるために、上半身を鶏にわとりに見える形質で覆おおったんだよ。平たく言えば、擬ぎ態たいの能力を獲かく得とくしてコカトリスに進化したってこと。だからカクタスリザードの背びれと同じで、首を切きり離はなしても死なないわけ。進化途と中ちゅうの体なんていいかげんなものだからね」

「そ、そんな荒こう唐とう無む稽けいな話──」

「さすがのキミも、鳥がトカゲから進化した生き物ってのは知ってるでしょ。もっとずっと未来には、私たちは鶏にわとりくらいの大きさになったコカトリスを飼って、毎朝その卵を食べてるかもしれない。それがあの子たちにとって最適の生存手段ならね」

　もはや何も言えなかった。実際に首を失っても動くコカトリスを見てしまった以上、アッシュにはフィジカの論理を否定できる根こん拠きょがない。

「で、そんな風に人間を怖こわがって自分を『進化』させちゃう臆おく病びょうな生き物が、わざわざ自分から村や街を襲おそったりすると思う？」

　思わない。自分がコカトリスなら山やま奥おくにでも引きこもって暮らすだろう。

　それでも、コカトリスが剣けん吞のんな生き物であることに変わりはない。あの害がい獣じゅうは人を見ただけで石にする──そう考えた時、アッシュはふと気づいた。

「フィジカ、君はそのへんてこな杖つえで、石になった生き物を元に戻もどせたりするの？」

「戻もどせるわけないでしょ。魔ま女じょじゃあるまいし」

「じゃあ、僕ぼくが失敗してコカトリスに石にされたら、どうするつもりだったのさ」

「もちろん、文字通りの『捨て石』に」

　ぶるりと身を震わせたアッシュを見て、フィジカがニタァと《悪い薬師》の顔で笑う。

「ま、冗じょう談だんだけどね。コカトリスが人を石にするって言われているのは、あの子の瞳どう孔こうに浮うかぶ紋もん様ようを見ると人間の脳が活動を放ほう棄き、つまりは麻ま痺ひしちゃうから。その後に霧きり状毒液を散布された結果、肉体が壊え死しして変色して、最終的に石になったように見えるわけ。あの子の網もう膜まくはぼろぼろだったから、キミが麻ま痺ひさせられることはない。それにキミと違ちがってすぐそばに代理親がいるのを忘れて毒を吐はくほど、コカトリスは鳥頭でもないよ」

　平べったい卵の上でとぐろを巻いていた蛇へびたちを思い出す。鳥が蛇へびに托たく卵らんするというのが不思議だったけれど、コカトリスがバジリスクだったと聞いた今なら納なっ得とくできた。

　そして、打ちひしがれた。

「【ラズの書】に書いてあることと全然違ちがう。僕ぼくは何を信じればいいんだ……」

　もしもフィジカがいなかったら、アッシュは勇んでコカトリスを打うち倒たおし、ゆっくりと村を殺してしまったかもしれないのだ。よかれと思って最悪の事態を招いた未来を思うと、どうにもやりきれない気持ちになる。

「『真実は噓うその反対じゃない。公表された事実に噓うそがなくても、それだけが真実というわけじゃない』ってね。キミが自分の目で見て考えたことが、キミの真実だよ」

　誰だれかの言葉を引用するように、フィジカが遠い山やまの端はを見て諳そらんじた。

「ま、キミはバカな教会の犬だけど、そんなに落おち込こまなくてもいいよ。村にコカトリスが現れた時、キミは『害がい獣じゅう』を倒たおすことに拘こだわらず女の子を助けることを優先した。キミはバカだけど、治るバカの可能性が砂一粒つぶくらいはなきにしもあらずしも」

「どっちなの！　あとバカバカ言い過ぎだ！」

　文句を言いながらもアッシュは思う。ずっと自分に無関心だったフィジカが急に同行を許可したのは、それがきっかけだったのかもしれない──。

　いや違ちがう。たぶんコカトリスを見上げて背が届かないと感じた時だ。

　自分はまさに踏ふみ台だいにされたのだと、アッシュは山の頂いただきで大きく嘆たん息そくした。
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　その後、術後の経過を見るということで、しばらくを山中で過ごした。

　始めのうち、アッシュは目め隠かくしをしたコカトリスの看病をおっかなびっくり手伝っていたけれど、慣れてくるとなかなか愛あい嬌きょうのある生き物だとわかった。

　ふわふわの毛を撫なでれば気持ちがいいし、自分の手からエサを食べてくれると親心のようなものが芽生えてくる。いよいよ別れの際になると、フィジカに気づかれぬようそっと涙なみだを流したほどだ。

「やっぱり、君は僕ぼくの天使だった」

　コカトリスに別れを告げた早朝。山路を下りながら、隣となりを歩くフィジカに言った。

「……朝っぱらから反へ吐どが出そうなこと言わないでくれる？」

「だって、教会が追っている《悪い薬師》は人を助けたりなんてしないよ」

「助けたのはキミでしょ。私は来年もあのカボチャのミルク粥がゆを食べたかっただけ」

「それが事実かどうかを見届けるのが僕の仕事だ」

「まさかキミ……まだ私についてくる気？」

　フィジカの表情をなんと言えばいいのだろう。牛舎で糞ふん便べんにまみれて遊んでいた犬が駆かけ寄よってきた時、妹がこんな顔をしていたなと思う。

「君が異い端たん者だという嫌けん疑ぎは晴れていないし、それに僕ぼくは恩返しもしなくちゃいけない。今回の手伝いを差し引いても、金貨一万枚にはまだまだ足りないからね」

「困るんだけど。『知らないスケベニンゲンについていっちゃダメ。ついてこられるのはもっとダメ』って、小さい頃ころクロカに言われたし」

「昨日も言ってたけどクロカって誰だれ？　あと知らないニンゲンってあんまりじゃ──」

　言いかけて、大変なことに気づく。

「あの、フィジカさん。もしかして、僕ぼくまだ名乗ってませんでしたっけ……？」

「そうだね。お尻しりも前も見たけど名前は知らない」

「前もっ!?」

　次から次へと現れる驚きょう愕がくの事実に、目の前の景色がぐんにゃりと歪ゆがんだ。

「……アッシュ。アッシュ・アルバーンです。ずっと名乗らずにすみませんでした」

「灰アッシュ？　変な名前」

「フィジカもどっこいだと思うよ」

「……じゃないし」

「え？」

　なんでもないと言っていつもの仏ぶっ頂ちょう面づらに戻もどり、フィジカが山路を歩き出す。

「ねえ、フィジカはどこを目指してるの？」

「キミに言う必要ないでしょ──[image: に゛]ゃっ」

　突とつ然ぜんフィジカの手から歩き杖つえが滑すべり落おち、持ち主の向こうずねをすこんと叩たたいた。

　あまりにその間がよかったので、アッシュは心配するより先に笑ってしまう。

「くっくく……。昔から杖つえには神が宿るって言われてるよね。これはきっとエイル様のお導きだよ。ほら、早く目的地を言わないとまた天てん罰ばつが下るよ」

「くっ……！　トラパットだよ。昔の約束を果たしに行くの！」

　フィジカは涙なみだ目めで杖つえを睨にらみつつ、忌いま々いましげに白状した。

「トラパット地方……結構遠いね。じゃあ着くまでには何匹びきか害がい獣じゅうを倒たおせるかも……」

　必死ですねをこするフィジカをよそに、アッシュは王都の中古住宅に思いを馳はせた。

「キミ、カクタスリザード相手に死にかけたくせに、まだ角ク笛ラのリ騎オ士ンを目指そうとか思ってるわけ？」

「もちろん。僕ぼくの頭は竜りゅうの鱗うろこみたいに固くて、おまけにしちめんどくさいからね」

　そんな軽口を叩たたきつつ、旅の道連れと山を降る。

　茂しげった森の中を抜ぬけると、澄すみ切きった秋晴れの空が広がっていた。

　風が運ぶ匂においの中に、ほんの少し硫い黄おうの香りが混ざっている気がする。

　次の宿は、そう遠くなさそうだ。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しょう：コカトリス（別名コッカトライス）　危険度：高

　バジリスクが進化した幻げん獣じゅう。吐と息いきには毒性が含ふくまれ、網もう膜まくには脳の行動を停止させる紋もん様ようが浮うかんでいる。接近するのは危険だが、性格は極きわめて臆おく病びょうで、大きな音を立てれば驚おどろいて向こうから逃にげていく。ヘンルーダに対してアレルギーを持っているため、居住域周辺に花を植えることで人間との棲すみ分わけが可能かもしれない。
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　山を降りてしばらくすると、雨を凌しのげそうな木こり小屋を見つけた。

　疲ひ労ろうが溜たまっていたのか、アッシュと名乗った少年はすぐに藁わら布ぶ団とんで寝ねてしまう。偉えらそうに正義の使徒など演じているが、寝ね顔がおはまだまだ子供のそれだ。

　フィジカがベッドに腰こし掛かけ苦く笑しょうしていると、隣となりの空間にいきなり人の姿が現れた。

「ふぃ～じかちゃ～ん」

　薄うす布一枚を体に巻きつけた女性に抱だきつかれ、されるがままに押おし倒たおされる。

「うふふ。早くアッシュくんがこんな風に襲おそってくるといいね～」

「……教会の犬にそんな勇気あるわけないでしょ」

「今ちょっと間があった。あれれー？　もしかしてフィジカちゃん意識しちゃってるぅ？」

「してない。もう寝ねる」

　女性を押おしのけてローブのフードをすっぽりかぶる。

「えー？　愛の抱ほう擁ようはー？　パナキアちゃんの豊かなる母性に顔を埋うずめてはー？」

　無視すると、パナキアと名乗った女性はしょんぼりしつつ同どう衾きんしてきた。

「ねえねえフィジカちゃん。コカトリスを治したのっていつ以来？」

「……まだ視線を避さけるのにガラスの壺つぼをかぶってた頃ころ」

「なんの意味もなかったあれ？　よくあの頃ころ石枯がれしなかったねぇ」

「昔クロカにも同じこと聞いた。『なんでクロカは石にならなかったの？』って」

「そしたら？」

「『私が既すでに医師だから』……だって」

「クロカちゃんダジャレ好きだからねぇ」

　パナキアがくすくす笑いながら髪かみを優やさしく撫なでてくる。クロカの話をするとパナキアはいつもこうしてくれた。つまり、いつもだ。

「パナキア、なんであの子を助けろなんて言ったの？」

「おおぅ、急に話題を変えるね」

「答えて。人間を直接助けるなんて摂理に反する──」

　問とい詰つめようとした途と端たん、パナキアの大きな胸に抱だき寄せられた。都合が悪くなるとパナキアはいつもこうして『愛の抱ほう擁よう』でごまかす。つまり、いつもだ。

「フィジカちゃんは～、きっとわたしが言わなくてもアッシュくんを助けたよ」

　フィジカの都合が悪くなった時、パナキアはいつも『愛の抱ほう擁よう』でごまかしてくれるのだ。







[image: 第二話　サラマンダーのパラドックス]
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「サラマンダーの皮がほしい！」

「サラマンダーの皮がほしい？」

「妖よう精せい王が落っこちたから」

「火か口こうへざぶんと飛とび込こんだから」

「ああ、かわいそうな妖よう精せい王！」

「わたしたちのパパ妖よう精せい王！」

「でね、システィ。サラマンダーの皮で手て袋ぶくろを作れば、どんなに熱い溶よう岩がんに触さわってもへっちゃらなんだって」

「すごいねシェリーナ！　それならサラマンダーを捕つかまえて間ま抜ぬけなパパを助けよう！」

「でもサラマンダーのいる場所は？」

「火山の穴のどまんなか！」

「じゃあ、サラマンダーを捕つかまえるためにサラマンダーの皮で作った手て袋ぶくろが必要だね」

「じゃあ、サラマンダーを捕つかまえるためにサラマンダーの皮で作った手て袋ぶくろを作るためのサラマンダーを捕つかまえるためにサラマンダーの皮で作った手て袋ぶくろを……パパごめんなさい！」

「諦あきらめちゃダメ、システィ！」

「いたっ！　なんでぶったのシェリーナ？」

「勢い」

「勢い」

「ごめんね？」

「う、うん。いいけど……」

「幻げん獣じゅうのことで困ったら？」

「人の子フィジカに聞いてみよう！」

「でもフィジカは守しゅ銭せん奴どお金の亡もう者じゃ……」

「わたしたちにはお金がない……」

「そうだいいこと考えた！」

「人を騙だましてぼったくろう！」

「わたしはあっちの宿屋の方へ！」

「わたしもあっちの宿屋の方へ！」

「それならわたしがそっちの宿屋へ」

「わたしもそっちの宿屋に行くね！」
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　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　患かん者じゃに目の玉が飛び出るほどの治ち療りょう代を請せい求きゅうするわ、薬師の技術を害がい獣じゅうに用いるわで、エイル教会から異い端たんのお墨すみ付つきをいただいている。

　他にも《白衣のペテン師》やら《銀ぎん髪ぱつの小悪魔》、もひとつおまけに《魔ま王おうの手先》なんて二つ名もある。フィジカという少女はとにもかくにもろくでもない人物だ。

　そんなことを思いながら歩くアッシュは、角つの守もりと呼ばれる教会所属の巡じゅん礼れい戦士。本来ならばフィジカは即刻逮たい捕ほしなければならない相手だけれど──。

「……じゃあ、キミが勝ったら教えてあげるよ」

　もううんざりといった態度で、フィジカが勝負を持ちかけてきた。

　ひょんなことからアッシュの道連れとなったこの少女には、色々と謎なぞが多い。

　歳としはおそらくアッシュより二つ、三つ若い、十四歳さいといったところ。短いくせにふんわり広がった銀色の髪かみと、少し大きめの白いローブ、そして巻きつく蛇へびが彫ほりつけられた奇きっ怪かいな杖つえが見た目の主な特とく徴ちょうになる。

　黙だまっていればそれなりにかわいらしい顔をしているけれど、性格は極きわめて嗜し虐ぎゃく的で、人をたぶらかしては口くちの端はしを吊つり上あげてニタァと笑う。異い端たん者というより破は綻たん者だ。

　それはさておき、薬師でありながら人より害がい獣じゅうを助けて回るこの少女。

　なぜそんな反社会的なことをするのかとしつこく問うと、フィジカは子供をあしらうように、件くだんの「勝負」を提案してきたのだった。

　場所は山を一つ越こえてきた平へい坦たんな街かい道どう。今は東のトラパットを目指す旅の途と中ちゅう。

　時刻は二人が出会って十日目の、夕暮れ時の出来事だった。

「勝負って、僕ぼくが負けた場合は？」

「今すぐ私の前から消えて」

「それはできないよ。フィジカは異い端たん者だ。目を離はなしたら悪事を働くかもしれない」

　かといって今すぐこの《悪い薬師》を拘こう束そくもできない。厄やっ介かいなことにフィジカはアッシュの命の恩人でもあり、金貨にして一万枚という治ち療りょう費の債さい権けん者でもあるのだ。

「じゃ、『今後私に一いっ切さい質問しない』でいいよ。キミは表と裏、どっちに賭かける？」

　フィジカがポケットから金貨を出してピンと弾はじいた。

　これは大きな賭かけだぞと思うも、アッシュが失うものは何もない。勝負を断ったところで《悪い薬師》が質問に答えてくれるわけもなく、のるかそるならのるしかないのだ。

「よし。じゃあ僕ぼくは表で」

　アッシュが選せん択たくを告げると、フィジカが硬こう貨かを空へ弾はじいた。そうしてニヤリと意地悪く笑い、暴君の如ごときに強権を発動する。

「却きゃっ下か。私が表でキミが裏」

「そんな横暴な！」

　しかし強大な債けん権りょくを持つ王に対し、民たみの訴うったえは聞き入れてもらえない。

　フィジカがパシッと左手ての甲こうで硬こう貨かを受け、重ねた右手をゆっくりと開く。

　結果は──。

「あ、裏だ！　やったね。人のものを横取りしようとした報むくいだよ」

　自分で選せん択たくしたくせに、フィジカがぐぬぬと歯は嚙がみして悔くやしがっている。人を惑まどわすことに長たけた《白衣のペテン師》も、素の賭かけ事ごとは案外大したことなかった。

「じゃあ、早速質問に答えてもらおうかな。フィジカはなんで害がい獣じゅう……じゃない、幻げん獣じゅうを救う旅をしているの？」

「キミと同じだよ。体で借金を返してるだけ」

「借金？　やっぱりそうなんだ。いくらくらいあるの？」

「質問にはもう答えたでしょ。他に聞きたいことがあるなら治ち療りょう代を払はらって」

　そう言われると、持たざる債さい務む者は泣なき寝ね入いりするしかない。

「お金、か……」

　黄昏たそがれ時の空を見上げ、アッシュは憂ゆう鬱うつな気分でつぶやいた。

　アッシュの出身であるモイズ地方は、このウィンクルランド大陸において下から数えた方が早い貧しい地域だ。明日のパンに事欠くほどではないけれど、農夫はまともな農具も買えず、守衛も裸はだか同然のいでたちで門を番している。

　流通している貨か幣へいも昔名残なごりのなんの飾かざり気けもない丸い金属で、住民は月に一度の聖人の祝日に、黒インゲンと羊の脂あぶら身みが浮いたスープを飲むのが娯ご楽らくと感じる暮らしぶりだ。

　なぜそんなに貧しいのかといえば、長く続いた「人じん魔ま戦争」の影えい響きょうという他ない。モイズの土地や資源は再生不可能なほど荒あれ果はててしまっている。たとえ豊かな暮らしを望まなくとも、成人すればアッシュのように他所へ出で稼かせぎに行くのが当たり前の地域なのだ。

　そこへいくと、隣となりを歩く債さい権けん者様は身分の桁けたが違ちがうとアッシュは思う。

　フィジカは病気で苦しむ人に高額な治ち療りょう費を請せい求きゅうする悪徳薬師だ。多くの患かん者じゃは払はらえず断るだろうけれど、中には気前よく払はらう富ふ豪ごうもいるかもしれない。

　となるとフィジカは結構な額を持っているのではないだろうか？　女の子の一人旅というだけで危なっかしいのに、その上大金まで持ち歩いているとなれば、香草を背負ったウサギが火に当たっているも同然だ。

　──気をつけて、見てあげないと。

　自身の貧しさから始まった連想なのに、最後はフィジカに対して兄のような気持ちを抱いだいてしまう。そんなアッシュの底抜ぬけなお人ひと好よしぶりを、妹のロッテは『溺おぼれた猫ねこを助ける犬』と評した。意味は推おして知しるべしと言われたが、アッシュにはどうもピンと来ない。

「ああ、やっと街が見えたね」

　故郷と妹を懐なつかしみつつ歩いていると、街かい道どうの突つき当あたり、なだらかな岩山にへばりつくように、ぽつぽつと石造りの切きり妻つま屋根が見えてきた。

　村というほど小さくないけれど、胸を張って「街」と主張できる規模でもない。

　そんなこじんまりした町に到とう着ちゃくすると、入り口には守衛が立っていた。もちろんモイズの門番たちと違ちがい、服だけでなく立派な鎧よろいも着ている。

　アッシュが服の内に下げた銀のアミュレット──盾たての文様に「角」を表す三角形が配された角守の証あかし──を見せると、守衛が「ご苦労様です」と敬礼を返してきた。まだ新米であるとはいえ、エイル正教の角守といえばそれなりに敬意を表される立場になる。

　アッシュは少し誇ほこらしい気分になり、フィジカを「途と中ちゅうで知り合った旅の連れ合い」と紹しょう介かいした。以前の失敗を踏ふまえて余計なことはせず、身分の説明は本人に任せる。

　すると、《白衣のペテン師》は早さっ速そくやってくれた。

「私は旅の羊飼いです。口くち惜おしいことに羊はすべて狼おおかみに食べられてしまいました」

　よよと顔を伏ふせながら、これみよがしに蛇へびの彫ちょう刻こくされた杖つえを掲かかげるフィジカ。

　──そんな禍まが々まがしい杖つえを牧ぼく杖じょうと言うのは無理があるよ……。

　アッシュはそう思ったけれど、意外にも守衛はあっさり信じてしまった。

「そいつは災難だったなお嬢じょうちゃん。放牧中の羊飼いは通行税を免めん除じょされている。たいして大きな町ではないが、ゆっくり心の傷を癒いやしておくれ」

　フィジカは教会のお尋たずね者ものだ。百歩譲ゆずって身分詐さ称しょうは見み逃のがそう。しかし羊飼いに「擬ぎ態たい」したのは許せない。それは明らかな税金逃のがれ──すなわち犯罪行こう為いだ。

　さっさと町に入ったフィジカを追いかけ、アッシュは犯行を問とい詰つめた。

「フィジカ！　なんで税金を払はらわなかった！」

「『なんでベーキングパウダー買った』？　何それ？」

「そんなこと言ってない！　『なんで税金を払はらわなかった』って聞いたんだ！」

　フィジカは本人曰いわく『耳が甘あまい』。不都合なことは老人のように聞きき違たがえる節がある。

「払はらえないからに決まってるでしょ」

「払はらえないって……君はお金をたくさん持ってるんじゃないの？」

「持ってるよ。この町ごと買えるくらい」

「そんなにっ!?　だったら税金くらい安いものじゃないか」

　フィジカがふっと鼻で笑った。

「子供のキミに教えてあげる。お金には二種類あるんだよ。キミたち貧びん乏ぼう人にんが使うお金と、私みたいな富ふ裕ゆう層そうが使うそれは別のもの。私は銅貨や銀貨なんてちっぽけなお金は持ってないから、払はらいたくても払はらえないわけ」

　あまりに超ちょう然ぜんとした理論に、アッシュは開いた口が塞ふさがらない。

「じゃ、私はこの町で一番いい宿に泊とまるから。貧びん乏ぼう人にんのキミは、あそこのしみったれたボロ宿にでも泊とまれば？」

　フィジカが杖つえで指した方を見ると、三階建ての豪ごう奢しゃな白しら壁かべの宿の隣となりに、いかにもあばら屋でございといったボロボロの黒ずんだ平屋があった。きっと両者は宿しゅく泊はく費として支し払はらう貨か幣へいの色も違ちがうだろう。

「……あれ？　フィジカは初めて会った時に僕ぼくから治ち療りょう代を取ってるから、小こ銭ぜにもいくらか持ってるはずじゃ……」

　気づいた時は既すでに遅おそく、《白衣のペテン師》は高級宿に消えた後だった。

「また、騙だまされた……」

　がっくりとうなだれつつ、アッシュは教会を探してとぼとぼと街を歩く。先日フィジカに全財産を献けん上じょうしたため、今のアッシュにはあのボロ宿に泊とまる金すらもない。幸い角守の給金は一週間ごとに各地の教会で受け取れる。受け取れるが──。

「はぁ……行きたくないな……」

　なんの成果も上げていないのに、給金だけ受け取りに行くのはどうにも気が進まない。

　だが、屋根に「角」の三角を戴いただいた建物は、逃にげずにアッシュを待っている。

「『持つべきものは友であり、またその数は少ない方がよい』。本日はエイル教会にどのようなご用ですかな？」

　天使の彫ちょう刻こくが施ほどこされたドアをノックすると、細身の中年説教師が出で迎むかえてくれた。

　礼拝堂で祈いのりを捧ささげてご慈じ恵けいを賜たまわりに来たと伝えると、奥おくの執しつ務む室へと案内される。

「どうぞお掛かけください。お会いするのは初めてでしたな、ブラザー──？」

「あ、アッシュです。今年配属されたばかりの新人です」

　鯱しゃちほこ張ばりつつ、勧すすめられた椅い子すに座すわる。室内にはアーク材の大きな文ふ机づくえがあり、壁かべの棚たなには革かわ張りの本がズラリと並んでいた。高価な調度品に囲まれて気き後おくれすると同時に、アッシュは一いち抹まつの後ろめたさを感じてしまう。

「今年度の角守様は特に優ゆう秀しゅうと聞きき及およんでおります。アッシュ殿どのもさぞかし成果をお上げでしょうな。はたして清せい貧ひんを旨むねとする我々の蓄たくわえで、ご俸ほう給きゅうを支し払はらえるかどうか……失礼」

　説教師が胸を押おさえ、立て続けに咳せきをした。

「すみません。寒期が近いせいか、喉のどの具合が悪いのです。薬を煎せんじても？」

　もちろんですと首しゅ肯こうすると、説教師は机の上にランプを置いた。着火してから石綿を塗と布ふした網あみを乗せ、更さらにその上で茶色い飴あめ状のものを練り始める。

「童どう子じのようで面おも映はゆいのですが、薬師たちに『喉のどの病には飴あめ』と言われましてね。さて、どこまで話しましたかな？」

「ええと、布教の成果なんですが……実はまったくないのです」

「いえいえ、遠えん慮りょせずともよいのですよ。貧しいといっても、角守様のご俸ほう給きゅうは布教に必要なもの。さあ、存分に討とう伐ばつした害がい獣じゅうの等級と数をお知らせください」

「ですから……皆かい無むなのです。僕ぼくは害がい獣じゅうを一匹ぴきも討とう伐ばつしていません」

「そのような冗じょう談だんをエイル様は好みませんよ」

　微ほほ笑えみを浮うかべた説教師の頰ほおが、ひくりと一度引きつった。

「す、すみません。ですが僕ぼくは害がい獣じゅう討とう伐ばつも、異い端たん者逮たい捕ほもできていないのです。努力はしているのですが、今のところ山村の民家に【ラズの書】を二冊渡わたせたくらいで……」

「そんなものは布教ではない！　君の努力は弛たゆんでいる！」

　とうとう怒ど鳴なり始めた説教師に気け圧おされ、面めん目ぼくないですと縮ちぢこまるアッシュ。

　その後は告解部屋に移動させられ、およそ三時間ねちっこい説教を頂ちょう戴だいした。

「──まったく。君の同期には既すでに角ク笛ラのリ騎オ士ンから声をかけられた者もいるというのに」

　説教師の小言は執しつ務む室に戻もどってもまだ続いている。誰だれかは心当たりがないけれど、同期から角ク笛ラのリ騎オ士ンが出るかと思うと単純に嬉うれしい。

「何をへらへらしているのです！」

「す、すみません」

「……もう結構。これが今週分の俸ほう給きゅうです」

　説教師が文ふ机づくえの上に巾きん着ちゃく袋ぶくろをちゃりんと置いた。

「私があなたなら、とてもすべてを受け取ることはできないでしょうね」

　アッシュが袋ふくろに手を伸のばすと、説教師がそれとなく寄付を求めてくる。この状じょう況きょうで断れるわけがない。アッシュは泣く泣く袋ふくろから銀貨を一枚出し、机の上にことりと置いた。

「よい心がけです。『友』の巡じゅん礼れいにエイル様の加護があらんことを」

　にっこり笑った説教師に別れを告げ、アッシュはどんよりした気分で教会を辞去した。
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　長く説教をされたおかげで、件くだんのボロ宿に着いた頃ころにはすっかり夜になっていた。

「うわ……しみったれにもほどがあるよこれ」

　朽くちた壁へき面めんにぶら下がった宿看板は、留め金が千切れてカラカラと風に舞まっていた。ノッカーは既すでに失しっ踪そうしており、扉とびらの持ち手もその後を追おうとしている。

　アッシュは取れないように持ち手を押おさえつつ、ギギィと軋きしむ扉とびらを開けた。

「こんばんはー……うっ」

　割れ窓から差さし込こむ月明かりが、室内全体を青白く照らしている。

　部屋の床ゆかは埃ほこりだらけで、ところどころに穴が開いていた。見上げた天てん井じょうはあちこちに蜘く蛛もの巣すが張り、捕とらわれた蛾がやネズミの死し骸がいが干ひからびている。

　幽ゆう霊れい屋や敷しきもさもありなんといった有り様に、アッシュは回れ右したい衝しょう動どうにかられた。

「でも、なんかいい匂においがする……」

　カビ臭くささの中にふわりと漂ただよう花の香かおり。それは入り口脇わきの天てん井じょうに吊つられた籠かごの中から漏れているようだ。背せ伸のびして球形の籠かごを覗のぞいてみると、中には乾かん燥そうしたオレガノやオトギリソウの花弁が入っている。これも魔ま除よけの一種だろうか。

「いらっしゃいませ、旅人の宿屋にようこそ！」

「一晩金貨七百枚になりますが泊とまれ！」

　いきなり闇やみから声がして、うわっと驚き飛とび退のいた。

　いつの間にか、燭しょく台だいを手にした女の子がアッシュの左右それぞれに立っている。

　一人は赤い色のワンピース、もう一人は青っぽい色のチュニックを着ていた。ボロ宿に似つかわしくない華はなやかな二人は、共によく似た顔立ちをしている。

「ああ、びっくりした……って、宿代高っ！」

　落ち着くと、今度はその豪ごう快かいなぼったくり価格に仰のけ反ぞった。普ふ通つうは宿の相場なんてせいぜい銀貨一、二枚だ。この廃はい屋おくで金貨七百枚など何かの冗じょう談だんとしか思えない。

　アッシュの物言いを受け、女の子たちがひそひそ相談を始めた。合間に「顔が貧ひん相そう」「出世しなそう」といった言葉が漏もれ聞こえてくる。自分のことだとは思いたくない。

　やがて結論が出たのか、二人が再び話し出した。

「じゃあいくらなら払はらう？」

「有り金全部ちょうだい！」

　なんだか変なところに来てしまった。ひとまず馬ば鹿かげた値段のわけを聞いてみると、二人は再び見つめ合って相談し、しばらくしてアッシュに向き直った。

「わたしたちは」

「わたしたちは」

「おかねにこまっています」

「おかねにこまっています」

　急に神しん妙みょうな面おも持もちになり、祠ほこらで大切なものを守る巫み女このような神こう々ごうしさで、やたら生なま臭ぐさい話を始める二人。彼かの女じょたちは自らを「妖よう精せい王に仕えるフェアリーの巫み女こ」だと言った。

「フェアリーってまさか……」

　急いで【ラズの書】をめくると、フェアリーのことはこんな風に書いてあった。









　名めい称しょう：フェアリー（別名：多種）　危険度：低　等級：八

　大きさは手のひらに乗る程度。昆こん虫ちゅうに似た背中の羽で飛び回り、失われた技術である『魔ま法ほう』を使用する亜あ人じん。人語を解し、悪戯いたずらと称しょうして魔ま法ほうで人に火を放つ。子供や老人が死にものぐるいで燃える服を脱ぬごうとする様を見て、「まるで踊おどっているよう」と手を叩たたいて笑う。

　生命力は弱いため、見かけたらそっと手を伸のばして握にぎり潰つぶせばよい。











「えっと……フェアリーって言われても、人間にしか見えないけど」

　見たままの感想を述べると、今の彼かの女じょたちは、「××××（聞き取れなかった）」という魔ま法ほうで人間に変身しているのだと言う。それなら元の姿を見せてと頼たのんだところ、「人間は羽をちぎるから！」「フェアリーをビンに入れるから！」とえらい剣けん幕まくで怒おこられた。
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　魔ま法ほうなど見たことのないアッシュには、二人の話はどうにも信じようがない。

　しかし【ラズの書】にも、そうした技術が存在するとは書かれている。

　そしてエイル正教の方針は『疑わしきは罰ばっせよ』であり、アッシュが信じようと信じまいと、彼かの女じょたちは角守の討とう伐ばつ対象、すなわち「害がい獣じゅう」ということになる。

　──いや、でも、うーん……。

　二人がフェアリーであるという証しょう拠こはない。フィジカのように『異い端たん者だけれども悪人ではない、それでいてやっぱりちょっと悪い薬師』と行動を共にしていると、彼かの女じょたちを即そく害がい獣じゅうと決めつけていいものか迷う。

　優ゆう柔じゅう不ふ断だんに悩なやみつつ、アッシュはそのままずるずる話を聞いてしまった。フェアリーたちが交こう互ごに繰くり出だしたややこしい説明をまとめると、大体こんな感じになる。

　二人が仕える妖よう精せい王は、彼かの女じょたちと血の繫つながった父でもあるらしい。王様は大事な指輪を捨てるだか拾うだかしようとして、火山の火か口こうに落ちてしまったそうだ。そんなかわいそうな王様を助けるには、どんな熱い溶よう岩がんにも耐たえられる『サラマンダーの皮』でできた手て袋ぶくろが必要だという。

　サラマンダーを【ラズの書】で調べてみると、こんなことが書いてあった。









　名めい称しょう：サラマンダー（別名：火蜥蜴とかげ）　危険度：低　等級：七

　錬れん金きん術じゅつ士が四大精せい霊れいと崇あがめる蜥蜴とかげの害がい獣じゅう。大きさは手のひらに乗る程度。火山の溶よう岩がん中に棲せい息そくし、特に人に対して危害を加える事はない。しかし異い端たん者たちの崇すう拝はい対象となっているため、存在そのものが害である。

　また、サラマンダーを捕ほ獲かくするにはサラマンダーの皮でできた手て袋ぶくろが必要である。











　サラマンダーは煮にえたぎる溶よう岩がんの中に住んでいる。そのためサラマンダーを捕つかまえるには高温に耐たえられるサラマンダーの皮でできた手て袋ぶくろが必要だ。ではその手て袋ぶくろを作るためのサラマンダーはどうやって捕つかまればいいのか──。

　そんな矛む盾じゅんの存在が、フェアリーたちを大いに悩なやませているらしい。

「つまり、『鶏にわとりが先か卵が先か』みたいな話なのかな……」

　言いながらどうも鶏にわとりとトカゲに縁えんがあるなと、アッシュは妙みょうな気分だ。

「とりあえずまとめると、君たちは火か口こうに落っこちたお父さんを助けるために、サラマンダーの皮でできた手て袋ぶくろが必要なんだよね？」

　フェアリーたちが二人揃そろって首を縦に振ふる。

「で、そのサラマンダーの革手て袋ぶくろを買うために、二人はお金が必要だってこと？」

　すると二人はふるふる首を振ふり、アッシュもよく知る人物の名を口にした。

「幻げん獣じゅうのことで困ったら？」

「人の子フィジカに聞いてみよう！」

「えっ？　君たち、フィジカを知ってるの？」

「フィジカは欲張り業ごう突つく張ばり！」

「冷れい酷こく無比の便所虫！」

　それはちょっと言いすぎだと思うけれど、的を射た人物評ではあった。

　二人はフィジカに金を払はらってサラマンダーを捕つかまえてもらうため、打ち捨てられた家屋を利用して宿屋を経営していたのだという。拝金主義者の《悪い薬師》に頼たのみ事をすると聞けば、あの強気すぎる価格設定にも納なっ得とくだ。

　にしてもフィジカは随ずい分ぶん顔が広いなと思う。以前にもこの街へ来たことがあるのだろうか？　そもそも我らが暴君はいつから旅をしているのか──。

　謎なぞの多い同行者について推理を巡めぐらせていると、いきなり扉とびらがギギィと開いて、当の本人が蒼そう白はくの顔で現れた。

「どっ、どうしたのフィジカ？　すごく顔色悪いけど」

「アッシュ様、どうか私をお助けください……」

「さ、『様』っ!?」

　アッシュの胸に体を預け、フィジカが上うわ目め遣づかいでぽろりと涙なみだをこぼした。




　　　　　４




　アッシュは激げき怒どした。必ずこの邪じゃ智ち暴ぼう虐ぎゃくの王を更こう生せいさせねばならぬと、フィジカをめちゃくちゃに叱しかりつけた。

「ありえないよ！　町ごと買えるくらいの大金を一晩で使った？　しかも使い道は宿で開かれていた賭と場ばで大負けしただけ？　おまけに宿代が払はらえなくなったから融ゆう通づうしろだって？　君は人生を舐なめてるのか！」

「だって今日は勝てそうな気がしたし！　実際惜おしかったんだよ！　あの時、２、４、６、９じゃなくて、エースが四枚くれば勝てたんだから！」

「なんで四枚換がえに勝機を見み出いだしちゃったの！」

　賭けの結果は勝つか負けるかで、そこに「惜おしい」なんて概がい念ねんはない。なのに賭と博ばく中毒者はみんな口を揃そろえて「惜おしかった」と悔くやしがる。おまけにフィジカの打ち筋は無茶苦茶だ。

「最後の勝負に勝てば負けを一気に回収できて、あいつらの鼻も明かせるはずだった！　なのに勝てなかったのは、きっと夕食の鶏とり肉にくが本物じゃなくて三月ウサギだったんだよ！　あの宿絶対許さない！」

　聞けば聞くほどフィジカは典型的な博ばく徒とだった。お金を持たせちゃいけない子だった。幻げん獣じゅう相手には冷静な診しん断だんができるのに、賭かけ事ごとになると周りがまったく見えなくなる。おまけに負けを人のせいにする、救いようのない破は綻たん者しやだった。

「……フィジカ、お金のことは後でじっくり相談しよう。まずは朝までに二人のお父さんを助けないと」

　目下、アッシュにフィジカ、そして二人のフェアリー（が変身した人間の女の子）を加えた一行は、真夜中の火山を登っている最中だ。

　なぜそんなことをしているかといえば、先ほどフィジカが宿を訪ねてきた際、フェアリーたちとこんなやりとりをしたのだ。




「わたしの知ってるフィジカじゃない！」

「わたしの知ってるフィジカでもない！」

　きゃーきゃー騒さわぐ二人の女の子を一いち瞥べつし、「なんなのキミたち」と片かた眉まゆを上げるフィジカ。

「フィジカはもっと背がおっきい！」

「フィジカはもっと胸出てる！」

　思わず目がいってしまったけれど、フィジカのそれは年とし頃ごろを考えればそれなり──などと以前見てしまった着き替がえを回想し、人知れず顔を赤らめるアッシュ。

　それはさておき、どうもフェアリーたちの言っていることがおかしい。まるで二人はフィジカではない「別のフィジカ」を知っているような口ぶりだ。

「……薬くす玉だま。なるほどね。キミたち、クロカの知り合いでしょ？」

　入り口脇わきに吊つられた乾かん燥そう花の籠かごを見て、フィジカがすっと目を細める。その口からアッシュも何度か聞いた『クロカ』という名に、二人のフェアリーも反応した。

「《ダルい薬師》の知り合いなの？」

「サラマンダーを捕つかまえられる？」

　アッシュが間に入って事情を説明すると、フィジカはふんと鼻を鳴らした。

「じゃ、私がキミたちのお父さんを助けたら、報ほう酬しゅうを払はらってくれるわけ？」

　元よりフェアリーたちは『フィジカ』に支し払はらうつもりでお金を集めていたため、その点は特に頓とん着ちゃくしないようだ。そしてすってんてんになったフィジカはもちろん、アッシュにもあんな高級宿の宿しゅく泊はく代は立たて替かえられない。

　そんなわけで、宿代の支し払はらい期限である明朝までにお金を稼かせぐため、フィジカはやむを得ずフェアリーたちの依い頼らいを請うけ負おったのだった。




「お父さんが落ちた場所は、まだずっと先？」

　後ろを歩くフェアリーたちに尋たずねると「もうすぐ」「いまにも」との返答があった。

　火山というからどんなに険しい場所かと危あやぶんでいたけれど、町の裏手にあったのは、実に緩ゆるやかな低山だった。『火か口こう』というのもドカンと噴ふん火かする大火山のそれではなく、ドロドロと常に溶よう岩がんが滞たい留りゅうしている川のような場所らしい。

　しかしなだらかとはいえ、固い岩がん盤ばんを月明かりだけで登るのはなかなかにしんどかった。噴ふん煙えんから漂ただよう硫い黄おうの臭においも、嗅かいでいてあまり気分のいいものではない。

　アッシュが膠にかわで貼はりついたような重い足を引きずる一方、フィジカは軽快に岩山を登っている。見れば杖つえの先せん端たんから刺突剣エストックに似た細い刃はを出し、岩に突つき立たて歩いていた。

　あの仕し込こみ杖づえは万ばん能のうすぎだと思う。一体どこで手に入れたのか。もちろん《悪い薬師》は聞いても答えてくれないだろう。

「ねえフィジカ。君はどうやって二人のお父さんを助けるつもりなの？」

　ならばと当人に無関係なことを尋たずねてみると、逆にこんな質問が返ってきた。

「キミは鶏にわとりと卵、どっちが先に生まれたと思う？」

　思いがけずに話が繫つながり、アッシュはまたしても妙みょうな気分になる。

　さておき、今までこの問といを真しん剣けんに考えたことはなかった。いい機会かもしれないと、なけなしの想像力を働かせてみる。

「それはやっぱり……鶏にわとりじゃないかな。いきなり卵がぽんと現れるなんて想像できないし」

　考え方としてはエイル様がどちらを先にお作りになったかだ。産さん卵らんというのはあくまで繁はん殖しょくの仕組みであって、因果においては生物の方が先だという気がする。

「キミの大好きなあの本に、サラマンダーのことはどう書いてあった？」

「『サラマンダーを捕つかまえるには、サラマンダーの皮で作った手て袋ぶくろが必要』って」

「つまり、そういうことだよ」

「いや、全然わからないんだけど」

　場所柄がらもあり、まさに煙けむに巻まかれた気分だ。フィジカは既すでにサラマンダーの革手て袋ぶくろを持っているのだろうか？　だとしたらその皮は一体どうやって手に入れたのか？

「ああ、かわいそうな妖よう精せい王！」

「わたしたちのパパ妖よう精せい王！」

　フェアリーたちが交こう互ごに叫さけんで駆かけ出だした。妖よう精せい王が滑かつ落らくした現場に到とう着ちゃくしたらしい。

　アッシュは唇くちびるを強く嚙かみ、二人の背から目をそらす。

　最初に話を聞いた時からずっと思っていた。溶よう岩がんの中に落ちた王様は、当然生きてはいないだろう。フェアリーたちが存命しているかのように話すので、アッシュはこの死体回収行の間、王の生死には触ふれずにいたのだ。

「どっこい生きてる妖よう精せい王！」

「夭よう逝せいしないで皮の中！」

　フェアリーたちがはしゃいだ声を上げている。そんなバカなとアッシュは火か口こう、というより河口のような溶よう岩がんの流れに駆かけ寄よった。

　覗のぞき見たどろりと赤い川の中に、想像していたような消し炭の姿はない。

　代わりにそこには手のひらほどの大きさの、「トカゲ」の影かげがたくさんあった。

「……試験紙に妖精反応が出てる。どうやったのか想像もできないけど、王様は溶よう岩がんに落ちる寸前にサラマンダーの抜ぬけ殻がらに潜もぐり込こんだみたいだね」

　溶岩の川に紙切れのようなものを浸ひたしてフィジカが言う。どうやら赤い流れでじっとしているトカゲの影かげは、どうやら脱だっ皮ぴしたサラマンダーの抜ぬけ殻がらであるらしい。本体であるサラマンダーは、そもそも簡単にお目にかかれる幻げん獣じゅうではないそうだ。

「じゃあ、あの抜ぬけ殻がらのどれかに二人のお父さんがいるってこと……？」

　試ためしに呼びかけてみたけれど、それらしい返事はない。しかしそれも「魔ま法ほう」の一種であるのか、フェアリーたちは妖よう精せい王が生きていると断言する。ただし所在は明確でないため、手て当あたり次し第だいに引き上げるしかないそうだ。

　アッシュには何もかもがおとぎ話フェアリーテイルのように感じられたが、ここまで来たらもう自分の目で真実を確かめるしかない。

　となると、問題はどうやって溶よう岩がんからサラマンダーの抜ぬけ殻がらを回収するかになる。

　フェアリーたちが期待を込こめてフィジカに注目した。アッシュは《白衣のペテン師》がまた詐さ欺ぎまがいで丸まるめ込こもうとしていないかと気が気でない。

　周囲が固かた唾ずを吞のんで見守る中、フィジカはいつも斜ななめがけにしている羊飼いの鞄シェパードバッグから何やらごそごそ取り出した。そうして「これつけて」と、その場の全員に配り始める。

　それは、口の部分が筒つつ状じょうに飛び出た仮面のようなものだった。目に当たる部分はガラスに似た透とう明めいの物質で覆おおわれている。試ためしに装着してみるとちょっと息苦しい。

　全員が仮面をつけたのを確かく認にんすると、次いでフィジカは鞄かばんの中からミトンのようなものを引っ張り出した。

「もしかしてそれが例のブツ？」

「いわゆるひとつのサラマン皮？」

　仮面越ごしにくぐもった声で喋しゃべるフェアリーたちに「そうだよ」と返し、フィジカはミトンをはめた手でひょいと抜ぬけ殻がらをつまみ上げた。

「ハズレだね。はい次」

　ぽいとサラマンダーの抜ぬけ殻がらを放り捨て、フィジカが再び赤い流れに手を突つっ込こむ。

「わたしたちは」

「わたしたちは」

「「このひをどんなにまちのぞんでいたでしょう！」」

　フェアリーたちが初めて声を揃そろえて感動していた。

　アッシュも思わず目め頭がしらを押おさえたけれど、黙もく々もくと抜ぬけ殻がらを拾うフィジカのミトンがどうも気になる。その材質はサラマンダーの抜ぬけ殻がらとは似ても似つかない。どちらかと言えば、教会の執しつ務む室で説教師がランプに乗せていた石綿の網あみを連想させる。

「まさか……！　フィジカ、そのミトンって石綿製なの？」

　再び背中で「そうだよ」と返し、フィジカがまた一つ抜ぬけ殻がらをぽいと放る。

「石綿ってなあに？」

「サラマン皮じゃない？」

　フェアリーたちに気を散らされたのか、フィジカがむっとしたように振ふり返かえった。

「石綿は鉱石から採取できる繊せん維いだよ。熱に強いから、石綿を混ぜた不燃布は別名『サラマンダーの皮』って呼ばれてる。でも石綿の繊せん維いを体内に吸入すると肺病になる危険性があるから、キミたちにはこれをつけてもらったわけ」

　自身も身につけた仮面をこつこつと叩たたき、フィジカがコーホーと鼻を鳴らす。

　思い返すと、あの瘦やせた説教師はやたらと咳せき込こんでいた。かわいそうに、肺病の元が薬を煎せんじる行こう為いそのものとは気づいていないだろう。

「なるほど。【ラズの書】に書いてあった、『サラマンダーを捕つかまえるには、サラマンダーの皮でできた手て袋ぶくろが必要』の『サラマンダーの皮』は、石綿のことだったのか……って、そうなの？　本当に？」

　確かに石綿を使う方がサラマンダーよりずっと早いが、何か釈しゃく然ぜんとしないものがある。

「知ってる人はみんな知ってる常識だよ。知らないキミたちがバカなだけ」

　こともなげに言ってのけたフィジカに、フェアリーたちが抗こう議ぎした。

「そんなのずるい！」

「そんなの汚きたない！」

「そんなの卑ひ怯きょうだ！」

　思わず二人の後に続き、アッシュもやり場のない怒いかりを叫さけんだ。

　すると、なぜか二人の女の子から仮面越ごしにバシンと頰ほおを張られる。

「いたっ！　なんで僕ぼく殴なぐられたのっ!?」

「勢い」

「勢い」

　意味がわからず目を白黒させていると、フィジカがふんと反論した。

「ずるくて汚きたなくて卑ひ怯きょうなのは、そういう言葉を流してる人間だよ。鶏にわとりと卵だってちょっと考えれば卵が先だってわかるでしょ」

「えっ、卵なの？」

「鳥は卵からしか生まれない。最初の鶏にわとりは別の生き物の卵から生まれた突とつ然ぜん変へん異い。そういう事実を言葉遊びみたいにすることで、真実を隠いん蔽ぺいしようとする輩やからがいるんだよ。『サラマンダーを捕つかまえるにはサラマンダーの皮の手て袋ぶくろが必要』って流る布ふして、サラマンダーを崇すう拝はいする錬れん金きん術じゅつ士たちを牽けん制せいしたいエイル正教とかね」

　確かに【ラズの書】にはそう書かれていた。いくら不都合があっても、神の使徒たる修道士が、『サラマンダーを捕つかまえることは不可能』と噓うそを書くわけにはいかない。

　かといってご丁てい寧ねいに『石綿製のミトンを用いて捕とらえるべし』などと記せば、錬れん金きん術じゅつ士たちに余計な知ち恵えを与あたえてしまい、彼かれらはよからぬ薬を作り始めるだろう。

「矛盾パラドックスのほとんどは修辞レトリックの手品。早い話、製作者が意図的に誤読させてるんだよ。都合の悪いことは書きたくないから、『事実』でひねくれた小細工をする。鶏にわとりと卵の話だって所しょ詮せんは哲てつ学がくだから答えなんてない。私が言ったのは単に『私に都合のいい事実』ってだけ」

　ある書物に対してその解かい釈しゃくで論争が起こるのも、すべて書き手に悪意があるせいだとフィジカは言った。

『真実は噓うその反対じゃない。公表された事実に噓うそがなくても、それだけが真実というわけじゃない──』

　いつかのフィジカが引用した言葉が頭をよぎった。

　けれど、それは別に悪いことではないとアッシュは思う。人々を間ま違ちがった道へ進ませないよう情報を制限するのも、世を平和に導くためには必要なことだ。

　しかしそれを口にすればフィジカの不ふ機き嫌げんが加速するため、アッシュは黙だまっていた。

「いた」

　引き上げた抜ぬけ殻がらの中に、フィジカが何かを見つけたようだ。

「ああ、再会の妖よう精せい王！」

「おかえりパパこと妖よう精せい王！」

　赤黒いトカゲの口からにゅるりとつまみ出されたそれは、ネズミ程度の大きさをした全ぜん裸らの中年男性だった。男の背からはトンボのような薄うすい羽が二枚突つき出でている。

　その見た目は、【ラズの書】に記述されたフェアリーと同じだ。すなわちこの妖よう精せい王は、アッシュが退治しなければならない害がい獣じゅうになる。

　──本当に、害がい獣じゅうなのかな……。

　定義上は害がい獣じゅうでも、アッシュには瘦やせこけて貫かん禄ろくを失ったこの王が、人に害なす存在とは思えなかった。というか、たとえ「魔ま法ほう」を使われようとも、このちっちゃいお父さんに負ける気がしない。鶏にわとりどころかひよこでもいい勝負だろう。

　そんなか弱き存在を、『そっと手を伸のばして握にぎりつぶす』ことなどできそうもない。

　──また、次の教会でお説教か……。

　考えると憂ゆう鬱うつが肩かたにずんとのしかかった。しかしフェアリーたちの笑え顔がおを見ると、これでよかったと思える。討うたねばならない害がい獣じゅうは他にもたくさんいるのだ。

「ではごきげんよう、ちびフィジカ！」

「ではごきげんよう、お人ひと好よし！」

　フィジカの手から王を受け取り、フェアリーたちがさっさと去っていく。

「あっ、待って待って！　僕ぼくたちの報ほう酬しゅうは？」

　アッシュが呼び止めると、二人は顔を見合わせて首を傾かしげた。

「ま、まさか、二人ともお金持ってないの？」

　顔から血の気が引いていくのが自分でもわかる。よく考えれば、あんなぼったくり宿に金を払はらう人間がいるわけない。ならば二人は無一文だ。つまりこの仕事は完全なタダ働き──。

「システィとシェリーナが稼かせいでいれば？」

「セリアとオリビエの宿の下！」

　フェアリーたちが揃そろって聞き覚えのない名前を連発した。

「ちょ、ちょっと待って。ええと……君たちの名前は『セリア』と『オリビエ』？」

　フェアリーたちが揃そろってうなずく。

「じゃあ、君たち以外にも、『システィ』と『シェリーナ』っていうフェアリーがいて、その二人が別の場所でお金を稼かせいでいるってこと？」

　再び並んだ首が縦に動く。

「で、その二人が稼かせいだお金が君たちの宿の下……床ゆか下したかな？　そこに隠かくしてあるから、僕ぼくたちは勝手に持っていっていい……ってことで合ってる？」

　セリアとオリビエが揃そろってうなずき、小こ脇わきに妖よう精せい王を抱かかえて去っていった。
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「あるところには、あるものだね……」

　ボロ宿に戻もどって床ゆかの穴に首を突つっ込こむと、そこにはとんでもない量の金があった。正確に数えたわけではないけれど、床ゆか下したには三千枚近い金貨がある。

　どうやらシスティ・シェリーナ組は、ぼったくり宿経営のセリア・オリビエに比べて金策の才があったらしい。何をしてこんなに稼かせいだのかがちょっと気になる。

「私が負けた金額も、ちょうどこのくらいだったよ」

　金貨の山を見てフィジカが恨うらめしげにつぶやいた。何か猛もう烈れつに嫌いやな予感がする。

「……フィジカ。君が参加した賭と場ばの相手って、どんな人たちだった？」

「二人組の女の子だよ。ちょうどさっきのフェアリーみたいな感じで、それぞれ黄色と緑の服を着てた」

「……二人交こう互ごに喋しゃべってた？」

「喋しゃべってた。『おかねにこまっています』『おかねにこまっています』って」

　つまり、その二人がシスティとシェリーナなのだろう。有能な金策担当者は、金の亡もう者じゃに支し払はらう金を、当の本人から巻き上げていたのだ。これが他ひ人と事ごとなら痛快な笑い話だが、アッシュにとってはただの骨折り損でしかない。

「これだけあったら、昨日の負け分を取り返せる……！」

　ぐったりと疲つかれきったアッシュの隣となりで、フィジカが爛らん々らんと目を輝かがやかせている。この金がまさにその『負け分』だと気づいていないらしい。

　なんと恐おそろしいことかと思う。村の将来を見み据すえてあえてコカトリスを救った偉い大だいな薬師の目を、賭と博ばくはここまで曇くもらせてしまうのだ。

　──もう完全に病気だこれ。僕ぼくがなんとかしないと。

　薬師という人種はすべからく同じ欠けっ陥かんを持つ。なぜか「自分だけは大だい丈じょう夫ぶ」と病を甘あまく見みて、みな不養生のために死んでいくのだ。賭かけ事ごと依い存ぞんも立派な「病気」であり、治ち療りょうを怠おこたればいつか命を蝕むしばまれるだろう。

　アッシュはフィジカのためを思い、荒あら療りょう治じを行うことに決めた。

「だめだよフィジカ。君がそこから貰もらっていいのは労働に見合った対価、せいぜい宿代と同じ金貨三枚までだ。それ以上持っていくことは僕ぼくが認めない」

　フィジカにはまずお金の価値をきちんとわからせる必要がある。病や怪け我がで苦しむ人に高額な請せい求きゅうをして絶望させる──それがどれほど酷ひどいことか、「お金」を「貨か幣へい」としか見ないフィジカは知らないのだ。

「は？　キミはなんの権利があってそんなこと言えるわけ？」

「フィジカに仕事を斡あっ旋せんしたのは僕ぼくだ。当然仲ちゅう介かい料を請せい求きゅうする権利があるよね。だから──賭かけをしよう」

「賭かけ？」

「そう。フィジカが勝ったらこのお金をすべて持っていっていい。けど、もし僕ぼくが勝ったらキミの取り分は金貨三枚だけだよ。それから通行税もきちんと払はらうこと」

「……いいよ、その勝負乗った」

　不敵に笑うフィジカの前で、アッシュはポケットから銅貨を一枚取り出した。

「フィジカはどっちに賭かける？」

「キミが先に決めていいよ」

「じゃあ、僕ぼくは『裏』に賭かける。いくよ！」

　アッシュがすぐさま硬こう貨かを弾はじくと、以前と同じくフィジカが言った。

「却きゃっ下か。私が裏でキミが表」

　思わず肩かたがビクリと震ふるえる。まんまと策にはまってくれた。

　アッシュはうつむき笑いを堪こらえながら、フィジカに向けて手ての甲こうを差し出す。

　結果は──見ずともわかっている。

「表だね。僕ぼくの勝ちだ」

「ちょっと！　何この銅貨！　裏も表もないじゃない！」

「そうだよ。僕ぼくの出身、貧しいモイズ地方ではいまだに使われている、なんの意い匠しょうもないつるつるの硬こう貨かだ。裏表がない、すなわち両方表ということだよ」

　だから、アッシュは最初に「裏」を選んだのだ。賭かけに熱くなったフィジカが強権を発動し、こちらの選せん択たくを奪うばうことを見み越こして。

「キミが、私を、騙だました……？」

　信じられないという顔で、《白衣のペテン師》が戦せん慄りつしている。

「僕ぼくは騙だましてなんていない。フィジカが勝手に自じ滅めつしただけだよ。君が幻げん獣じゅうを診みる時のように賭かける前に慎しん重ちょうに検討すれば、これが裏も表もないモイズ銅貨だと見み抜ぬけたはずだ。それができない君は賭かけ事ごとに向いてないよ」

　言いながらフィジカの手に三枚の金貨を乗せてやる。

「これからは賭かけ事ごとにのめり込こまず、真ま面じ目めにこつこつ働いていこうね」

「……わかった。じゃあ『債さい権けん者』としてこつこつ働くよ。キミの取り分を差さし押おさえる」

　フィジカが《悪い薬師》の顔をしてニタァと笑った。

「残念だけどそれもできないよ。なんの仕事もしていない僕ぼくは報ほう酬しゅうを受け取らない。仲ちゅう介かい料なんて金貨一枚でも多すぎるからね」

　たとえこのお金をもらったとしても、きっと得た以上の金額を失うことになる。あぶく銭ぜにとはそういうものだ。そのいい例が目の前にいる。

「くっ……！　キミは将来間ま違ちがいなくヒルダみたいな聖人になれるよ。どうぞがんばって世の中をつまらなくしてください」

「僕ぼくはフィジカに正しく生きて欲ほしいだけだよ」

　子供のようにむくれた少女に諭さとしながら、アッシュは昨日の賭かけを思い返していた。

　あの時フィジカは自分が旅を続ける理由を、『借金を返すため』と言った。しかし本人の浪ろう費ひ癖へきを見るに、それは少なくとも金で返せる類たぐいではないと思う。

　だったら今後は暴利を貪むさぼらなくとも、わずかな路銀で旅は続けられるはずだ。そうすれば過去の行いはともかく、今のフィジカは異い端たん者と言えなくなる。

「キミたち教会の人間より、私の方がよっぽど正しく生きてるけどね！」

　ぷんすかと怒ど気きを振ふり撒まくフィジカを伴ともない、宿の代金と「善意」の通行税を払はらった。

　そのまま教会までひとっ走りして、石綿の危険性を説く文ふみを投げ入れておく。胸の前で三角を切り、説教師の咳せきが肺病の初期症しょう状じょうでないことも祈いのった。

　成すべきことを終えて街を出て、アッシュは噴ふん煙えんが流れる空を振ふり返かえる。

　──『正しい』って、なんだろう。

　幻げん獣じゅうを治ち療りょうするフィジカと、幻げん獣じゅうを害がい獣じゅうとして討とう伐ばつするエイル教会。

　亜あ人じんを殺せなかった新人角守と、いまだ角ク笛ラのリ騎オ士ンを目指すアッシュ。

『真実は噓うその反対ではない』と、かつてのフィジカは言った。

　しかし、ある日の真実が永遠の真実でもないとアッシュは思う。

「フィジカが本当に正しく生きているなら、エイル様はきっと見てくださってるよ」

　今のアッシュが自信を持って『正しい』と言えるのは、神への信しん仰こう心だけだ。

「そうだね。神様なんて見てるだけで、クソの役にも立たないけどね──」

「フィジカちゃ～ん」

　突とつ然ぜん聞こえた声の方を振ふり向むくと、街かい道どうの脇わきに一人の女性が立っていた。

　今時珍めずらしい、もろ肌はだが見えそうな肩かた留どめなしの一枚筒衣キトン。若く見えるけれども落ち着いていて──というより、妙みょうな神こう々ごうしさがある女性の年ねん齢れいがまるで推測できない。

「ぱっ、パナキア！」

　にこにこと人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべている女性は、どうやらフィジカと知り合いらしい。

「女の子があんまり下品な言葉を使っちゃダメよ～。じゃ～ね～」

　パナキアと呼ばれた女性が、豊かな胸を強調するようにぐいと背を反らす。そうして現れた時と同じように、ふっとどこかへ消えてしまった。

　アッシュはしばらくぽけーと見み惚とれていたけれど、我に返ってすぐに尋たずねる。

「フィジカ、今の人知り合いなんじゃないの？　もっと話さなくてよかったの？」

　旅の途と中ちゅうで知人に遭あうなど、そうそうあることではない。

「……いいよ。どうせすぐ遭あうから」

　なぜかますます機き嫌げんを損そこね、フィジカが肩かたを怒いからせ街かい道どうを行く。

　アッシュは頭上に疑ぎ問もん符ふを撒まき散ちらし、首をひねりつつフィジカを追いかけた。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しょう：フェアリー　危険度：低　等級：八

　理解をするのは難しいけれど、憎にくしみ合う必要はない存在。

「勢い」を重視しているようだ。
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　ぽっけら、ぽっけろ、ぽけら、けろ。

　一帯にミントが香かおる街かい道どうを歩いていると、背後からそんな音が聞こえてきた。

　ほどなく幌ほろ馬車がやってきたので、アッシュはよいしょと脇わきへ退のく。

　会え釈しゃくして通り過ぎた御ぎょ者しゃの老人の後ろ、馬車の荷台には二人分の体をねじ込こめる空きがあった。それを目ざとく見つけたアッシュの連れが、「おじいさーん、よかったら乗せてー」と華はなやいだ声と作り笑え顔がおで呼び止める。手た綱づなを持った老人がにっこりうなずき、連れの少女がちょろいねといった調子でニタリと笑った。

　この猫ねこっ被かぶりの名前はフィジカ・クロロッカ。フィジカは素行と性格に大おお幅はばに難があるけれど、真ま面じ目めだけが取とり柄えのアッシュからすれば、存外頼たよれる旅の道連れだ。

「フィジカって、いつもこうやって馬車に乗せてもらっていたの？」

　荷の麻あさ袋ぶくろに寄りかかり、ゆらゆらと遠ざかる景色を眺ながめながら尋たずねる。

　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　薬師でありながら人を診みない。どころかエイル教会に「害がい獣じゅう」と認にん定ていされた幻げん獣じゅうを治ち療りょうして回る札付きの異い端たん者だ。ひょんなことから一いっ緒しょに旅をしているけれど、教会所属の角つの守もりであるアッシュとの関係は、本来ならば敵同士になる。

　とはいえ共に旅をしていれば、自然と情も湧わいてくるもの──などと思っているのは、どうやらアッシュの方だけらしい。

「キミは私に質問するのが好きだね」

　ぽけらぽけろの合間に返ってきた答えは、なんとも言えない素っ気なさだ。

「フィジカのことが気になるんだよ。君がなぜこんな旅をしているのか知りたいんだ」

「スケベニンゲン」

「……あのね。言っておくけど、僕ぼくはフィジカにそういう興味はないからね。君はまだ子供じゃないか」

　そろそろ十八になろうかというアッシュにとって、妹と同じ十四歳さい程度にしか見えないフィジカは、女性を意識させない子供でしかない。アッシュが知りたいのは、あくまで少女が旅をしている理由だ。

　幻げん獣じゅうを一方的に滅ほろぼそうとしている理由で、フィジカはエイル教会を毛け嫌ぎらいしている。その主張の是ぜ非ひはさておき、この賢さかしい少女が義ぎ憤ふんにかられただけで、そんな効率の悪い反逆活動をするとは思えない。フィジカが旅をする理由は他にあるはずだ。

「私が子供？　世間知らずな教会の犬に比べたら、よっぽど大人ですけど？」

　甚はなはだ遺い憾かんだがそれは事実だ。既すでに成人した十七歳さいとはいえ、アッシュは旅に旅する根無し草のフィジカほど、世間を知っているわけではない。

　──でも、フィジカが子供であることに変わりはないよ。

　アッシュはそう思っている。というより、保護者目線で少女の身の上を心配しているというべきだろう。何しろ時々一いち人にん称しょうが「フィジカ」になってしまうほど、フィジカは子供っぽく子供であるのだ。

「少なくとも、僕ぼくはフィジカに対して疚やましい気持ちを抱いだいたことはないよ。君がもっと大人の女性なら、魅み力りょくを感じたかもしれないけどね」

　ふふんと一いっ矢し報むくいたつもりのアッシュに対し、フィジカがふうやれやれと両手を広げた。

「ま、男の子がパナキアみたいな大きな胸に興味を持つのは、しょうがないよね」

「ぼっ、僕ぼくがいつそんな話をした！」

　先日偶ぐう然ぜん会ったフィジカの知人は、確かに胸元に豊満な魅み力りょくを湛たたえていた。アッシュは思わず見み惚とれてしまったけれど、あんな風に背を反らして強調されたらどうしたって目に入る。

「でも好きなんでしょ？　子供ほどわかりやすい母性を求めるものだよ」

　これは《白衣のペテン師》──もう一つのフィジカの二つ名──の罠わなだ。この話題ではどう答えても、アッシュが有利になることはない。それを見み越こしてフィジカは挑ちょう発はつしてきているのだ。

　──なんとかして、この生意気な小こ娘むすめを懐なつかせられないものか……。

　アッシュが臍ほぞをかんでいると、ぽけらぽけろと揺ゆれていた馬車がゆっくり停車した。

「そろそろ馬を休ませてやりたいんじゃが、あんたたちはどうするね。このまま街かい道どうを進めば、それなりに大きな街がある。今から歩けばギリギリで夕食にありつけるぞ」

　荷台から降りて前に回ると、老人が馬の背を撫なでつつ街かい道どうの奥おくを指差していた。

　周囲の景色はいつの間にかミントの草原から物静かな森に変わっている。

「きれいな馬。毛け艶づやもいいし、体に悪いところもないみたい。若くはないけど、おじいさんと同じくらい長生きしそうだね」

　白に近い芦あし毛げの馬に触ふれて診ながら、フィジカがそれとなく老人を持ち上げた。

　また《悪い薬師》が何か企たくらんでいるなと警けい戒かいしつつ、アッシュも馬に見み惚とれてしまう。

　フィジカが褒ほめるだけあって、馬の毛け艶づやは見事だった。森を見つめる瞳ひとみもどこか愁うれいを帯びていて、思わずぞくりとさせられる色気がある。

「ワシを褒ほめても何も出んが、パトリシアのことを言われると嬉うれしいね。どうだい、あんたたちが野宿につきあってくれるなら、街までの運び賃もいらんし、夕食もごちそうしよう」

「わあ、ありがとうございます！」

　フィジカが嬉うれしげにおじいさんの手を取り、見えない角度でほくそ笑えんだ。計算通り、といったところだろう。先日賭と場ばで大負けしたフィジカは、ほとんど素す寒かん貧ぴんに近い。

　倹けん約やくは美徳だ。それは間ま違ちがいない。しかしこれほど世間擦ずれした十四歳さいはやはり悲しいとアッシュは嘆なげいた。フィジカにはもっと歳とし相応の素す直なおさで振ふる舞まって欲ほしい。

　とはいえ、アッシュも同じ持たざるものではある。

「すみません。お言葉に甘あまえさせていただきます」

　老人に頭を下げ、せめてこれくらいはと荷降ろしを手伝った。

　荷台には鍋や毛布の他に、いくつかの麻袋が積んである。袋の上から触れた感じでは何かの獣皮のようだった。荷はさして多くないが、きっと老人は商人なのだろう。

「じゃ、私は薪たきぎを集めてくるよ」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たに飽あきたのか、フィジカが街かい道どう脇わきの森へ向かって歩いていく。

「あ、待ってフィジカ。女の子が一人で森に入るなんて危な……あ、いや、フィジカさんなら、僕ぼくより安全ですね……行ってらっしゃい」

　途と中ちゅうでじろりと睨にらまれて、アッシュはすごすご引き下がった。

　旅たび生いきのフィジカは山歩きの達人であり、家畜や幻げん獣じゅうの生態に詳くわしい薬師でもある。害がい獣じゅう退治が生なり業わいとはいえ、よもやまの経験が浅いアッシュに文句を言えるわけがない。

　二人のやりとりを見ていた老人が、ふぉっふぉと笑って目を細めた。

「おかしな二人じゃの。なに。心配せんでも日があるうちは大だい丈じょう夫ぶじゃよ。ここらでは害がい獣じゅうもまず見かけんからの」

　害がい獣じゅうがいない。それすなわちアッシュの同どう僚りょうである角守や、その上位の角ク笛ラのリ騎オ士ンたちが討とう伐ばつしたことを意味する。それはそれでフィジカが機き嫌げんを損そこねる原因になりそうだ。

　新たに悩みの種を抱かかえつつ、アッシュは転がっていた石で竈かまどを作った。

「これでよし。あとは薪たきぎを待つだけですね」

　老人の方も調理の準備を終えたようで、静かにうなずいてパイプの煙けむりをふかしている。

　沈しずんでいく太陽を背に、アッシュは日課の読書を始めた。

「お若い人。あんたひょっとして角守かね」

「はい。まだ決まった任務もない巡じゅん礼れい中の新人ですけど。よかったら一冊どうぞ」

　老人の細い目はアッシュが手にした【ラズの書】に向いていた。

　この書物は角守の手引き書でもあるが、教会に行けば誰だれでも無料で入手できる。アッシュのような新人角守は、布教の一いっ環かんとして数冊持ち歩くのが常だ。

「いやけっこう。しかし角守がなぜ女の子と旅を？　二人は兄妹きょうだいかね」

「え、ええ。そんなところです。ご老人はこの歳としまでずっと行商ですか？」

　フィジカの影えい響きょうか、話をそらすのがすっかりうまくなっている。少々罪悪感はあったけれど、他人に二人の関係を説明するのは色々厄やっ介かいなので仕方がない。

「ま、そんなところじゃよ。それからワシのことは爺じいさんで構わんよ」

　アッシュと同じセリフで返し、老人がニヤリと笑う。

「何しろ先立つものがなければ隠いん居きょもできんからのう。自分と馬を養っていくだけでも、ワシはまだまだ働く男さ。いい儲もうけ話があったら教えておくれ」

　何かうやむやにされてしまった気がするが、旅の行きずり相手にあまり立ち入った事情を聞くものでもない。

　それからしばらくの間、アッシュは老人と近きん隣りんの様子や治安といった、当あたり障さわりのない世間話をした。残念ながら金の臭においにはこちらもほとほと縁えん遠どおい。

　そうこうする間に空に星が瞬またたき始める。さすがにフィジカが心配になってきた。

「すみません、おじいさん。連れを迎むかえに森へ行ってきてもいいですか？」

　しびれを切らせてアッシュが尋たずねると、老人が強い口調で「待て！」と制してきた。

「……いやすまん。わしが行った方がよいと思ってな。ここらの土地には詳くわしいからの」

　一いっ瞬しゅん呆あっ気けにとられたが、すぐに立ち上がりかけた老人を押おしとどめる。

「い、いえ、お疲つかれでしょうし、おじいさんはここでゆっくり休んでいてください！　僕ぼくが行ってきます！」

　アッシュは有う無むを言わさず森へ駆かけた。フィジカの帰りが遅おそいのは、森の中で害がい獣じゅうを見つけて治ち療りょうしているせいかもしれない。そんな現場を目もく撃げきされたら、せっかく兄妹きょうだいとごまかした「擬ぎ態たい」が台なしだ。

　地面のぬかるんだ森へ入り、警けい戒かいしつつ奥おくへと進んでいく。

　この森は、以前フィジカと歩いた山ほどには木々の密度が高くない。植生も細いシラカバの類たぐいが多く、月明かりだけでもかなりの範はん囲いが見通せる。アッシュはともかくフィジカが迷子になる可能性は低いだろう。

「なんか、やけに静かだな……」

　夜の森に聞こえるのは、枝葉の囁ささやきとアッシュがぬちゃぬちゃ踏ふみしめる泥でい土どの音だけだった。辺りに動物の姿も見かけないし、暗がりに虫や鳥がいる気配もない。まるでよくないものが現れる前まえ触ぶれのような静けさだ。

　そんな予感に身み震ぶるいした時、どこからか囁ささやくような声が聞こえてきた。

「──おいで」

「ひっ」

　思わず息を吞のんで固まる。

「怖こわくないよ、こっちにおいで」

　全身にさあっと鳥とり肌はだが咲さいていく。「怖こわいよ！」と叫さけんで泣き出したい気分だ。

　しかしその後に続いた「私が治してあげる」という言葉を聞き、語り手がフィジカであることに気づく。

　親愛の情がこもった声こわ音ねは、かすかな水音とともに前方の茂しげみの奥おくから聞こえていた。

　──やっぱり、害がい獣じゅうを見つけたんだ。

　だとしたら大きな声を出すのはご法はっ度とだ。フィジカに危険が及およぶ可能性がある。

　アッシュは音を立てないように注意しつつ、そっと茂しげみに分け入った。

　そうして草くさ陰かげからひょこりと顔を出した瞬しゅん間かんを、きっと一生忘れないだろう。

　森にひっそり溜たまった泉に、フィジカが一人で立っていた。

　その体には一いっ切さい服を身につけていない。膝ひざより上、ほとんど股また下したまでを水に浸ひたし、フィジカは泉の中で両手を大きく広げている。

　月明かりの下で裸はだかの少女が語りかけている相手は、一頭の白馬だった。

　泉のほとりに佇たたずむ白い体は、馬車を引く荷馬よりわずかに大きい。凛り々りしい表情には気品があり、悠ゆう然ぜんとした立ち姿には幻げん想そう的とも言える美しさがある。

　そんな白馬の優美な額には、本来馬には備わっていない「角」が一本伸のびていた。

　──ユニコーン……初めて見た……。

　それはエイル正教が『聖せい獣じゅう』として保護指定した数少ない幻げん獣じゅうだ。もう何度も読み返しているため、【ラズの書】の記載事項も頭に入っている。









　名めい称しょう：ユニコーン（別名一いっ角かく獣じゅう）

　森の泉に住まう清き聖せい獣じゅう。エイル神が地上に降りられた際、その守護を担になう存在でもある。

　穢けがれ無き乙女おとめのみがその背に跨またがることを許されるが、邪よこしまな意思を持つ輩やからは鋭えい利りな角で一ひと突つきされて死ぬだろう。

　教団が掲かかげる「純真」と「選別」の象しょう徴ちょうであり、何なん人ぴとたりともこれを傷つけてはならない。











　アッシュたち角守の「角」は、ユニコーン自体を意味している。エイル神が地上に遣つかわした有角の聖せい獣じゅうを、悪あしき獣けものや人間たちから守る僕しもべ。それが角守という組織の成り立ちだ。

　だが、ユニコーンを初めて見た驚おどろきだけがアッシュを感動させたわけではない。

　月がほの青く照らす森の泉で、見つめ合う少女と一角の聖せい獣じゅう──。

　それはまるで優すぐれた絵画のように、構図も、色しき彩さいも、描えがかれる対象までもが完かん璧ぺきな、まさに奇き跡せきの邂かい逅こうだった。
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　そのあまりに芸術的な情景に、アッシュは我知らず心の声を漏もらす。

「神秘だ……」

　途と端たん、ユニコーンがくるりとアッシュの方へ振ふり向むいた。まつ毛の長い馬の目は、そこだけ見たなら人間と変わらないなと、妙みょうなところに感心する。

　そんな人によく似た一いっ角かく獣じゅうの瞳ひとみは、なぜか燃えるような憤ふん怒ぬを宿していた。

「ヒィィィィィン！」

　やにわにユニコーンが大きくいななき、アッシュに向かって猛もう然ぜんと突とっ進しんしてくる。

「え」

　泉の外周を疾しっ駆くする迫はく力りょくに思わず腰こしが引けた。

　前まえ屈かがみになったアッシュをすくい上げるよう、鋭するどい角がぶんと下から振ふり上あげられる。

　かつてフィジカの名を刻んだ太ももに、ぶすりと角の先せん端たんが埋うまった。

「ぐゅっ……」

　声にならない悲鳴。

　ユニコーンが頭を跳はね上あげ、アッシュの体が大きく宙を舞まう。

　刺ささっていた角が抜ぬけ、右の腿ももから真っ赤な血が噴ふき出だした。地面に墜つい落らくしたアッシュの上に、自らの血がばしゃばしゃと降り注ぐ。

　しかし、怒いかれる一いっ角かく獣じゅうの攻こう撃げきはまだ終わらない。

　横たわったままのアッシュをかち上げようと、ユニコーンが螺ら旋せん状に溝みぞの入った角を何度も何度も何度も突つき刺さす。腰こしに、足に、胸に、腹に。

　ずぶ、ずぶと、尖とがった凶きょう器きが幾いく度ども差さし込こまれ、アッシュは脱だつ力りょくしたまま空を飛ぶ。

　濡ぬれた雑ぞう巾きんのようにべちゃりと大地に叩たたきつけられ、視界が徐じょ々じょに霞かすみ始めた。ふっと妹の顔が脳のう裏りに浮うかんでくる。

　無様な兄を泣きながら罵ののしるロッテに、アッシュは微ほほ笑えみながら詫わびた──。

「何笑ってんのバカ！」

　閉じかけたまぶたの向こうに、駆かけてくるフィジカが見えた。素す肌はだにローブだけを羽織ったあられもない姿は、まさにかつて本人が言っていた『命を一つ救おうと思ったら、なりふりなんて構っていられない』だと思う。

　そんな少女を見み咎とがめて、ユニコーンが地面を蹴けり上げ荒あら々あらしくいなないた。

「フィジカ、逃にげ、て……」

　びりびりと鼓こ膜まくをつんざく咆ほう哮こうの下で、アッシュは声を振ふり絞しぼる。

　しかしフィジカは足を止めず、手にした何かを森の奥おくへ放り投げた。

　放物線を描えがいてアッシュの上を飛んでいったのは、かつての自分の全財産──銀貨と銅貨の詰つまった巾きん着ちゃく袋ぶくろだ。

　遠くでじゃりんと音がした瞬しゅん間かん、ユニコーンが顔を上げて反応する。

　途と端たんにくるりと踵きびすを返かえし、一角の白馬は森の奥おくへと駆かけ出だした。

「逃にげるのはキミだよバカ！」

　地面にばさりと毛布を広げ、フィジカがかつてないほど激げき昂こうしている。アッシュは毛布に転がされ、されるがままでガレットのように包くるまれた。

　フィジカがそりの要領で毛布を引きずっていく。

　ぬかるみの上を運うん搬ぱんされながら、アッシュは森に消えるユニコーンを朦もう朧ろうと見た。

　その悠ゆう然ぜんと流れる鬣たてがみの首筋に、折れた矢が一本刺ささっていた。
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　パチンと爆はぜる焚たき火びの音で、アッシュは目を覚ました。

　空には無数の星がきらめいている。木に繫つながれた芦あし毛げの馬がよく見える位置で、老人が毛布にくるまりいびきをかいていた。どうやら野営場所に戻もどってきたらしい。

「あいたっ」

　いきなり固い何かがすこんと頭を打った。

　呻うめいて毛布から這はい出でると、揺ゆれる火ほ影かげの前にフィジカが座すわっている。

「キミの借金、金貨二万枚に増えたから」

　伸のばした杖つえを引ひっ込こめつつ、フィジカが常の冷ややかな目をして言う。

　我わが身みを見ると、あれほどユニコーンにやられたのに痛みをほとんど感じなかった。穴だらけだったはずの体も、小さな傷がかすかに残っている程度でしかない。

　教会所属の薬師たちも、「手当て」の奇き跡せきで戦傷を治すことは多い。しかし完治には長い時間がかかるし、体のあちこちには歪いびつな縫ぬい跡あとの勲くん章しょうが残るものだ。フィジカの治ち療りょう技術は並なみ大たい抵ていではないと、今いま更さらながらに思い知る。

「僕ぼくはまた命を救われたんだね……。フィジカ、ありがとう──いたっ、痛い痛い！」

　心からの感謝を伝えたのに、フィジカは無表情なまま杖つえで傷口をぐりぐりしてきた。

「『ありがとう』じゃないよバカ。キミは自分が何をしたかわかってるの？」

　言われて脳のう裏りに浮うかぶのは、あの絵画のような光景で主体となっていたフィジカだ。

　森の泉に体を浸ひたした少女の体には丸みがあり、くびれがあり、肉感があった。大人の体ではないけれど、視界に入ってもなんとも思わない子供のそれでもなかった。

　そして今、目の前にはその本人がいる──。

　意識した途と端たん、頰ほおがたちまち熱を帯びた。

「ごっ、ごめん！　僕ぼくはフィジカが沐もく浴よくしているところを見てしまった。でも信じて！　あれは事故なんだよ。君の帰りが遅おそいから、僕ぼくは心配して探しに行っただけなんだ！」

　赤らんだ顔で「何も見ていない」とうそぶけるほど、アッシュの面の皮は厚くない。言い訳こそは並べるけれど、事実は事実とアッシュは誠心誠意謝罪した。

　が、フィジカは失望したとでもいうように、目を閉じ首を横に振ふる。

「全然わかってないね。子供じゃないんだから、そんなことにいちいち目くじら立てるわけないでしょ」

「え、そうなの？」

　そういえば、以前着き替がえを覗のぞいてしまった時もそうだった。フィジカは決して癇かん癪しゃくを起こしたりせず、公衆浴場で平然と裸体を晒さらしているけれど、男の視線を感じるとそっと体の向きを変える、たしなみのある婦人のような恥はじらい方をしていた。

「キミはね、私の処女を奪うばったんだよ。いったいどう責任を取るつもりなの？」

「しょっ、しょしょしょ、処女って！　いくらなんでも大げさだよっ！」

　確かに乙女おとめの純真を穢けがす行こう為いではあったけれど、そういうあれをしちゃったわけではない。

　フィジカは子供だからその方面に疎うといのかと思うも、以前ニヤニヤしながら『子供はどうやって生まれるのか』をアッシュに言わせようとした経けい緯いもある。どうも理解に苦しむ。

「ちっとも大げさじゃないよ。キミはユニコーンの捕つかまえ方を知らないの？」

「へ？　ユニコーン……？」

　唐とう突とつに出た聖せい獣じゅうの名を不思議に思いつつも、ひとまずは知識の中から答えを探す。

「えっと……確か闘とう牛ぎゅうの要領で、ユニコーンを怒おこらせて体当たりを誘さそい、それをかわして木に角を刺ささらせる、だったかな」

　聖せい獣じゅうであるユニコーンを捕とらえる方法は、もちろん【ラズの書】には載のっていない。これは一いっ般ぱん教養、というより子供に聞かせる民話の一種だ。

「もう一つ、有名なのがあるでしょ」

　確かにある。こちらは子供に聞かせにくいけれど、ユニコーンは自身と同じ穢けがれのない生き物、人間で言えば未み婚こんの女性──つまり処女を好むという言い伝えがあった。

　水場に身を清めた乙女おとめがいると、ユニコーンはその香かおりを嗅かぎとって現れる。やがては処女の膝ひざに身を預け、うっとり目を閉じ眠ねむってしまうのだそうだ。

「そうか……。フィジカはユニコーンを治ち療りょうしようとしていたんだね」

　去り際の白い鬣たてがみに見た、折れ曲がった一本の矢。あの矢傷を治ち療りょうしようとして、フィジカは自ら処女を演じていた──それがあの絵のような光景の真相らしい。

「この寒い中、私が体を張って呼び寄せたっていうのに、キミが現れたおかげであの子はカンカン。おかげで私はもうこの方法でユニコーンを捕つかまえることができない」

「あ、なるほど。それでしょ、処女を、奪うばわれた、って……」

　喋しゃべっている途と中ちゅうで恥はずかしくなり、声が段々しぼんでいく。

「わかってるの？　キミはあの子の命だけでなく、森にもとどめを刺さしたんだよ」

「も、森にとどめ？　一体なんの話？」

　ぽかんと口を開けるアッシュを見て、フィジカが苛いら々いらとまくし立てる。

「ユニコーンの角は万病を治ち療りょうする霊れい薬やくになるって知ってるでしょ。正確に言えばあの角には毒を中和する効果がある。だから闇やみでこっそり高値で取り引きされてるわけ。ユニコーンは水を飲む際に、その角を水場の中に浸ひたす。そうすることで穢けがれた水が浄じょう化かされて、たくさんの命が森で暮らしていけるようになる。でもあの子は刺ささった矢で神経が傷ついているから、首を上手に曲げられない。おかげでほとんど舐なめるようにしか水を飲めなくて、泉の底に堆たい積せきした鉱物毒を中和できなくなってるの！」

「毒って……。じゃあ、あの森に動物がいないのは──」

　老人が『ここらでは害がい獣じゅうを見かけない』と言っていたけれど、それは角守の努力とは関係なかったというのだろうか。

「まだ飲んでいきなりコロリって段階じゃないよ。それでも敏さとい生き物は、もうあの森から逃にげ始めてる。その子たちがよそで問題を起こしたら、全部キミがスケベニンゲンなせいだからね」

　そんなことになったら目も当てられない。絶対になんとかしなければならない。いや、自身の名めい誉よはさておいても、聖せい獣じゅうを守るのは角守にとって重要な仕事なのだ。本当に。

「すっ、すぐに教会に連れん絡らくしよう！　ユニコーンはコカトリスと違ちがって『聖せい獣じゅう』だから、教会もきちんと保護のために動いてくれるよ」

　そんなアッシュの提案は、やはりというべく一いっ笑しょうに付された。

「キミは本当におめでたいね。サラマンダーの時と同じで、ユニコーンの捕つかまえ方とか、角には浄じょう化か作用があるとか、教会にとって都合の悪いことはその本に書いてないでしょ」

　確かに書いていないが、それは都合が悪いからではない。

「違うよフィジカ。それは禁きん忌きだから【ラズの書】に載のってないんだ。ユニコーンの項こうには、『何なん人ぴとたりともこれを傷つけてはならない』って書いてある」

　ユニコーンの角が高値で取引されているのは事実だ。当然それを欲ほっして聖せい獣じゅうを狙ねらう不届き者もいる。角の効用が書かれていないのは、潜せん在ざい的な異い端たん者たちを刺し激げきしないためだ。

「つまり、そういうことだよ。教会はユニコーンを『触ふれず崇あがめよ』させたいわけ」

　意味がわからず問い返すと、「少しは自分で考えたら？」とフィジカはにべもない。

「とにかく、キミは私の処女を散らしたんだから責任取ってよね」

「生々しい言い方をするな！」

　そんな言い方をされたら、責任を取る手段なんて一つしか思おもい浮うかばない。

「責任って……僕ぼくはフィジカに求きゅう婚こんすればいいの？」

　今まで考えたこともなかったけれど、いつかは自分も妻帯して子を設けたりするだろう。その時妻となる人物はいったい誰だれだろうか。これから出会う相手？　顔も忘れた幼なじみ？　どうも実感が沸わかない。

　そんなことを思いながら前を見ると、炎ほのおの前で膝ひざを抱かかえたフィジカと目が合った。

　──こうしておとなしくしていれば、かわいい……よね。

　玻は璃りのように青みがかった瞳ひとみには、吸すい込こまれそうな美しさがある。銀色の髪かみは猫ねこ毛げのようにふわふわしていて、つい手を伸のばして触ふれてみたくなることがあった。

　何より、昨日まで小こ娘むすめだと思っていた少女は、森の泉で月より美しく輝かがやいていた。今すぐ結けっ婚こんというのは考えられないけれど、大人になれば或あるいはと思わなくもない。

　アッシュがぼーっと見入っていると、フィジカが弾はじかれたように立ち上がった。

「キミみたいな子供に求きゅう婚こんされて私が喜ぶと思うの？　まったくバカバカバカバカバカバカバカしい」

　こちらにぷいと背を向けて、フィジカが老人の隣となりへ歩いていく。

　白いうなじが火ほ照てって見えたのは、きっと赤々燃える焚たき火びのせいだろう。
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　翌朝アッシュが目を覚ますと、老人が食事の支し度たくを始めていた。

「やあ、すまんのう。昨日はすっかり寝ねこけてしまったわい」

　なんでも老人はアッシュが森に入ってすぐ眠ねむってしまったらしい。目が覚めたらきちんと毛布をかけられていて驚おどろいたと、老人は顔のシワを増やして笑った。

　それもフィジカが差配したのだろうと、いまだフードを被かぶったままの少女を見る。おそらく昨夜は自分の治ち療りょうと看病でろくに寝ねていないはずだ。今朝はもう少しだけ寝ね坊ぼうさせてあげよう。

　そう思ったが、老人が鍋なべの蓋ふたを開けるとフィジカはむくりと起き上がった。

「いい匂におい……」

　育ち盛ざかりの食い意地に苦く笑しょうしつつ、アッシュは焼き上がったスコーンを切り分ける。老人自じ慢まんの鍋なべ焼やきスコーンはもっちりおいしく、フィジカは目をきらきらさせて頰ほお張ばった。

　食事が済み、荷馬に水を飲ませ、フィジカがいつものように時間をかけて髪かみを整える。

　そうしていよいよ出発となったが、老人が言った通り街までは歩ける距きょ離りだったので、馬車はあっという間に着いてしまった。

「短い間じゃったが、あんたたちのおかげで楽しかったわい。この先も仲良くの」

「おじいさんもつつがなく」

「エイル様のご加護がありますように」

　三者三様の言葉で互たがいの無事を祈いのり、街の入り口で老人と別れた。

「そういえば、フィジカはいつも『つつがなく』って言って人と別れるね」

　だったら何と返されるかと思ったけれど、意外や普ふ通つうに答えが返ってくる。

「ダニの仲間にツツガムシっているでしょ」

「え、いや、知らないけど」

「ツツガムシに嚙かまれると、高熱が出てあっという間にぽっくり死んじゃう。なんかおかしいぞって気づいた時にはもう手て遅おくれ。だから薬師たちは、『ツツガムシなどに嚙かまれませんように』って意味を込こめて、患かん者じゃに『つつがなく』って言うんだよ。薬や『手当て』ではどうしようもない病気だからね」

　へーと感心しつつ、嫌いやな話を聞いてしまったと思う。この先フィジカが別れの挨あい拶さつを口にする度たび、頭の中に得体のしれない虫がちらつきそうだ。

「ま、噓うそだけどね」

「噓うそなのっ!?」

　ちょっと油断をすると《白衣のペテン師》はすぐこれだ。

「薬師に治せない病気はたくさんあるけど、おじいさんの荷馬みたいなのじゃなければ、大たい抵ていはなんとかなるよ。フィジカはそれも治せるけどね」

「えっ？　あの馬病気だったの？」

　フィジカは芦あし毛げを撫なでながら『体に悪いところもないみたい』と言っていたはずだ。

「もう手の施ほどこしようがないほど重病。でも近いうちにケロッと治るよ」

　くすくす笑って目め抜ぬき通どおりを歩いていくフィジカ。意味がさっぱりわからない。しかし口ぶりから察するに、馬の病も他愛のない冗じょう談だんなのだろう。

　それはそれとして、今日のフィジカは昨日と打って変わって機き嫌げんがいいなと思う。理由があるのか猫ねこの気まぐれかは判別できないけれど、こんな風に街の中で笑っていると《悪い薬師》も案外普ふ通つうの女の子だ。

　──いや、いつだって普ふ通つうの女の子なんだよ。

　フィジカはこの若さで孤こ独どくに旅をしている。けれど十四歳さいの女の子が街に来たなら、普ふ通つうは色々と遊びたいだろう。しかし旅たび生いきのフィジカには遊び相手などいない。おそらくはもうずっと、フィジカは子供にとっての「楽しい」こととは無縁のはずだ。

「フィジカごめん！　僕ぼくちょっと用事ができた！　すぐ戻もどるからここで待ってて！」

　アッシュは屋根に三角形──エイル教会の象しょう徴ちょうである「角」の印を掲かかげた建物を目指して走った。そうして執しつ務む室に直行し、ガミガミと長引きそうな説教師の小言を「また今度聞きます！」と切り上げさせ、当面の軍資金を手に入れる。

　急いで街の入口に戻もどると、フィジカはどこにも行かずぽつんと長椅子に座すわり、街頭で老ろう婆ばが糸を紡つむぐ作業をぼんやり眺ながめていた。やはりフィジカは遊び方を知らないと確信する。普ふ通つうの子供なら保護者の言いつけなど守らず、とっくに市いちへと駆かけ出だしているはずだ。

「なんなの？　急にそういうことされると予定が狂くるうんだけど」

「ごめんごめん。ねえフィジカ、その『予定』って急ぐのかな？」

　途と端たんにフィジカがいつもの不服な面つら構がまえに戻もどったので、急ぎ言葉をつけ足す。

「あ、いや、もし余よ裕ゆうがあるなら、たまには息抜ぬきでもどうかなって。別に何をするわけじゃないけど……ほら！　バザールも出てるみたいだし、ぶらぶら歩くだけでも、ね？」

　街はそれほど大きくないけれど、聖ヒルダの祝祭が過ぎてまだ日が浅いためか、人と活気が溢あふれていた。中央広場には布を広げただけの簡易な露ろ店てんや、手て押おし車に屋根をしつらえた移動屋台が数多く出ている。

「……意外。キミは仕事以外に興味がないんだと思ってた」

「どれだけ頭が固いと思われてるの……。僕ぼくだって、街に来たなら遊びたいと思うよ」

「そうなの？　どんなことして？」

「どんなことって……妹とぶらぶら買い物したり、同どう僚りょうと煮にビールを飲み歩いたり」

　賭かけ事ごとのような趣しゅ味みもないので、アッシュの休日は概おおむねそんな風に過ぎていく。もちろん誘さそわれれば断らないというだけで、基本的にはフィジカが想像したように、自室で仕事に関連した本を読んでいるのだけれど。

「……ふーん。まあ、夜までに森に戻もどればいいから、少しくらいは遊んでもいいよ」

　気のない返事とは裏腹に、玻は璃りのような青い瞳ひとみには津しん々しんと興味が溢あふれていた。

　アッシュは嬉うれしくなってにひっと笑い、小さな手を取り「行こう！」と石いし畳だたみを駆かける。

「ちょっ、ちょっと！　キミどんだけ子供なの……もう！」

「ほらフィジカ、あそこの露ろ店てんでパイプワインを売ってるよ」

　しゃこしゃこと刃は物ものを研とぐ包丁研とぎの屋台の隣となり、木の販はん売ばい台の上に多数のパイプを並べた店があった。

「パイプワイン？」

　フィジカが知らないようだったので軽く説明する。『パイプワイン』は、早い話がタバコ葉の代わりにワインをつめたパイプだ。手に収まるくらいのタルに吸い口をつけ、そこからすするようにして中のぶどう酒をちびちび飲む。吸い口を切らずに保存しておけば熟成されるため、飲むだけでなく趣しゅ味み人が嗜し好こう品として収集したりもする飲料だ。

「お酒……ね」

　フィジカの反応は芳かんばしくなかった。薬草を嫌きらう子供舌なら当然酒も苦手だろう。

　というか実際に子供なのだから、本来生き真ま面じ目めなアッシュが酒など勧すすめるわけがない。もちろんこれにはわけがある。

「うん。フィジカは僕ぼくより『大人』だから、当然お酒くらい嗜たしなむと思って。まさか……飲めないなんてことないよね？」

「あっ、当たり前でしょ！　お酒は百薬のチョーだからね。私なんてもうザルザルのゲコゲコだよ。ちょいと一杯ぱいでチドリ足になれる生きっ粋すいのシュゴーだから」

　露ろ骨こつな挑ちょう発はつに対し、聞きかじりであろう飲酒用語でうそぶくフィジカ。

　あからさまに子供な反応に笑いを嚙かみ殺ころしつつ、アッシュは露ろ店てん主にりんごのサングリアを一つ頼たのんだ。

「さあどうぞ。フィジカは絶対気に入ると思うよ」

「どうかな。私、お酒には結構うるさいゲコだからね」

　大人のように小こ狡ずるく予防線を張り、フィジカが吸い口の栓せんを抜ぬいてパイプを咥くわえる。

　そうして熱い茶をすする如ごとく、こわごわ口をすぼめた瞬しゅん間かん──。

「おいしい……！」

　フィジカの顔がぱあっと輝かがやいた。

　実はパイプワインには二種類ある。大半は前述した大人の嗜し好こう品だけれど、中には子供用として砂糖やシナモンで味を整えた果物のジュースもあるのだ。

　パイプワインを咥くわえて鳥とり打うち帽ぼうを被かぶる「大人ごっこ」は、アッシュ世代の子供たち定番の遊びだ。しかし旅生きのフィジカはそんなことは知らないだろうし、子供舌なら甘あまいサングリアを必ず気に入るとアッシュは踏ふんでいた。

「なにこれすっごいおいしい！　なにこれ！」

「大人な子供」に「酒のようなジュース」を飲ませるのは一苦労だったけれど、その甲か斐いあってフィジカはたいそう喜んでいる。語ご彙いも見た目に似つかわしく若返っていた。

　フィジカがあんまりはしゃいでいるので、アッシュは嬉うれしくなって桃ももとイチジクのサングリアも買ってやる。

「あ、ありがとう。アッ……シュ」

　アッシュは感激していた。フィジカに普ふ通つうの女の子として振ふる舞まって欲ほしかっただけなのに、期せずして礼まで言わせてしまったのだ。

　こうなると、兄気質の庇ひ護ご欲はとどまるところを知らない。

　アッシュはフィジカを連れ、次々に露ろ店てんを巡めぐった。

　魚の切り身に衣ころもをつけて揚あげたバタードを紙かみ袋ぶくろいっぱいに買い、キスベリーの果か汁じゅうをたっぷり絞しぼって歩きながらかじるのが若者の流行だと教えた。

　甘あまいパンプディングを扱あつかう店を見つけると、ひたひたにミルクを浸ひたして食べる、『意い地じ汚きたないけどおいしいし』という、妹定番の食べ方を伝授した。

　貧ひん民みん救済くじを引いてアッシュが銀の食器を当てると、フィジカも猛もう烈れつな勢いでくじを引き始めた。よく考えればこれも賭かけ事ごとだと慌あわてて引き止めた時にはもう、アッシュの巾きん着ちゃくから銀貨が一枚消えていた。その上何も当たらなかった。フィジカは本当に博才がない。

　アッシュと遊び歩く間、フィジカは歳とし相応の無む邪じゃ気きな顔で笑った。パイプワイン用のぶどうを踏ふむ処女おとめたちのように、可憐で無む垢くで健すこやかだった。

　おそらく今までは一人旅ゆえ、フィジカは背伸びせざるを得なかったのだろう。賭かけ事ごとなどを嗜たしなむのも、居場所が大人の世界であればこそだ。

　フィジカがいつから旅を続けているのかは知らないけれど、今日一日だけでも遊び損そこねた少女時代を取り戻せたなら、少しは恩返しになったかもしれない。

　うむとアッシュは自己満足に大きくうなずく。

　そうして次はどこへ行こうとバザールを見回した時、せっかくの気分が台なしにされるものを見つけてしまった。

「なんて悪あく趣しゅ味みな……。フィジカは見ない方がいいよ」

　露ろ店てんの一角に、赤や茶色、それにくすんだ緑の草を並べた薬草屋があった。それだけならどうということもないけれど、販はん売ばい台の隅すみに白っぽい根菜が置かれていて、その茎くきに結ばれた紐ひもが店の前に垂れ下がり──口から舌をだらんと出した犬の死体に繫つながっているのだ。

「ああ、あれね」

　フィジカは当然のように警告を無視したけれど、別段驚おどろいた風もない。

「キミ、マンドラゴラの採り方知ってる？」

　名前だけはどこかで聞いたことがあった。確か【ラズの書】にも名前が載のっていたなと思う前に、指が勝手に該がい当とう箇か所しょを探し当てる。









　名めい称しょう：マンドラゴラ（別名マンドレイク）　危険度：中　等級：八

　生きる草。黒いものは雄おすで、白いものは雌めすである。根は人体を模しており、触ふれただけでも死に至る。大地から抜ぬけば奇き声せいを発し、その叫さけびを聞いた者は発はっ狂きょうして死ぬ。

　見つけた者はただちに教会へ報告するように。











　台の上の白い根には、なるほど女性の胸のような膨ふくらみがあった。

「ほら、都合の悪いことは書いてない。マンドラゴラもユニコーンの角と同じで、種々の霊れい薬やくになる貴重な薬草だよ。特に媚び薬やくの材料としては欠かせないね」

　フィジカがふふんと知識をひけらかす。そういえば教会の薬師たちから聞いた覚えがあった。魔ま女じょや錬れん金きん術じゅつ士があやしげな薬を作るため、コウモリの糞ふんや馬の生き血と一いっ緒しょに混ぜる植物があると。

「マンドラゴラを引ひき抜ぬいた際、死の叫さけび声ごえを上げるのは事実だよ。だから採取するにはまず茎くきに紐ひもを結びつけて、反対側を犬に繫つなぐ。そうして遠くから呼ぶと、犬が主人の下へ駆かけ寄よってマンドラゴラがすぽんと抜ぬける。後にはマンドラゴラと犬の死体が残るってわけ。ああやって紐ひもで犬の死体を繫つないでるのは、あのマンドラゴラが本物って証あかしだよ」

　とてつもなく嫌いやな話を聞いてしまったと、アッシュは顔をしかめて呻うめいた。魔ま女じょたちはなんて残ざん酷こくなことをするのだろう──。

「ま、噓うそだけどね」

「噓うそなのっ!?」

「噓うそっていうか箔はく付けのための詐さ欺ぎだよ。あの根っこは漂ひょう白はくしたムカシニンジン。犬もおそらくは剝はく製せい。イッカククジラの牙きばを、『ユニコーンの角』って言って売るのと同じ手口だね」

　よかった。従順ゆえに命を失う犬はいないのだと一安心する。

「そっか。【ラズの書】にマンドラゴラの採り方が書いてないのは、真ま似ねされないように配はい慮りょしたんだね」

　フィジカが珍めずらしく困ったような顔をした。

「……キミの信しん仰こうは否定しないけど。でもそのおめでたすぎる考えは改めた方がいいよ。教会は慈じ善ぜん事業じゃなくて営利団体。その従業員を養うにはお金が必要」

　エイル正教会の収入は、基本的に寄付で賄まかなわれている。それ以外には各おの々おのの教会で育てた薬草を販はん売ばいしたり、所属の薬師たちが『手当て』を行ったりすることで、やはり寄付という形で報ほう酬しゅうを得る。アッシュたちはそこから巡じゅん礼れいの資金を受け取り、布教、つまりは売うり込こむことで信者、つまりは顧こ客きゃくを増やす。

　その意味では、確かに教会は営利団体だ。この手の話は酒場でよくふっかけられる。

　しかしエイル正教がやっているのは単なる金かね儲もうけではなく、本来ならば国が担になうべき治安の安定と民の健康維い持じだ。フィジカが非難しているのは単なる業態の問題でしかない。現状をきちんと判断できている人々からは、『むしろ税金は教会に収めるべき』と、擁よう護ごの声も多く聞かれる。

「わかった。今度考えてみるよ。さて、次はどこに行こうか？」

　アッシュは助言を受け流した。教会の収入源とマンドラゴラがどう関係するのかは気になったけれど、今日は息いき抜ぬきと決めたのだ。無む為いな論争でフィジカの機き嫌げんを損そこねたくない。

「キミがよければ、服とか見たい……かも」

　遠えん慮りょがちにつぶやくフィジカを見て、アッシュのお兄ちゃん気質は爆ばく発はつした。

　再び小さな手を取って、古着屋を探して駆かけ回まわる。本当は仕立て屋に連れていってやりたいけれど、さすがにそこまでの持ち合わせはない。

　店に入ると手て当あたり次し第だいに服を引ひっ摑つかみ、次々とフィジカにあてがった。

「どう……かな？」

　銀糸で編まれたひらひらのドレスを試着し、上うわ目め遣づかいで小首を傾かしげるフィジカ。
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「かわいい！　フィジカは大陸一番の美少女だよ！」

　アッシュは手を叩たたいて盛せい大だいに甘あまやかした。普ふ段だんのフィジカは実用的な大きめのローブを着ているけれど、本当はもっと着き飾かざりたいと思っているに違ちがいない。毎朝時間をかけて髪かみを整えるのがその証あかしだ。あれが旅生きの少女にできる精せい一いっ杯ぱいのおしゃれなのだ。

　もっとも、このドレスもフィジカには少々大きかったけれど、古着にあれこれ求めてもしょうがない。

「やめてよもう。恥はずかしい……」

　照れながらも、フィジカは満まん更ざらでもなさそうな顔をしている。

　試着したドレスを買おうとするとフィジカは遠えん慮りょしたけれど、それがまたアッシュには堪たまらなかった。女の子はこうでなくてはいけない。

　別の店に移動し、今度はフィジカが欲ほしがった顔に塗ぬる白粉おしろいや紅を買い、更さらにまた別の店では大人がまとうような香こう料りょうを買い漁った。

「さて、これで私の用事も済んだね。じゃ、そろそろ森へ行こうか」

　アッシュに持たせた服や化け粧しょう品を見て、フィジカが満足そうにうなずいた。

「え、もういいの？　だってまだフィジカの服を買っただけだよ？」

　フィジカには街でこなさなければならない『予定』があったはずだ。それはおそらくユニコーンを捕ほ獲かくするための準備だろうとアッシュは思っていたのだけれど──。

　嫌いやな予感がしてフィジカの顔を見る。

　そこにドレスを試着していた少女のはにかみはなく、ニタァと口くちの端はしを吊つり上あげた《悪い薬師》の微び笑しょうがあった。

「何言ってるの。そのドレスはキミが着るんだよ」




　　　　　４




　再びユニコーンが棲すまう森を訪おとずれた頃ころには、もう日が落ちかけていた。

「つまり……僕ぼくがユニコーンを呼び寄せる『処女』になるってこと？」

「そうだよ」

　問いに答えながら、フィジカがアッシュの耳の後ろにぺたぺたと香こう料りょうを塗ぬってくる。

「ユニコーンはキミと同じで好色だからね。本当は裸はだかが一番いいんだけど、それだと男ってバレちゃうでしょ。あとは化け粧しょうと香かおりでごまかすしかないね」

　いつの間に買っていたのか、アッシュは美しい金きん髪ぱつのかつらまで被かぶらされていた。

「僕ぼくは、また騙だまされたんだね……」

「騙だましたんじゃなくて罰ばつだよ。キミは私の裸はだかを見たでしょ？　この程度で罪つみ滅ほろぼしできるなんて超ちょうお得だね」

「怒おこってないって言ったのに……」

「怒おこってないよ。でも少しは懲こらしめておかないと、スケベニンゲンはまた覗のぞくからね」

　子供のくせに妙みょうにおねえさんぽいことを言い、フィジカはふふんと妖あやしく笑った。

「そうか……。フィジカは、自分でドレスを着たかったわけじゃないんだ……」

　アッシュはがっかりと肩を落とした。騙だまされて金を使わされたことよりも、街中であんなに楽しそうにしていたフィジカの笑え顔がおが噓うそだったことが悲しい。

「……当たり前でしょ。私がこんなドレスを着る機会なんてないし」

　アッシュがまとったドレスのひらひらを、フィジカがぴんと指で弾はじく。その目に未練が浮うかんでいるように見えたのは、きっとアッシュの女め々めしさのせいだろう。

「うん上出来！　……っていうかキミ、女の子に生まれてくればよかったのにね」

　アッシュの女装を整え終え、フィジカが微び妙みょうに失礼なことを言う。確かに夜に妹と歩いていると姉妹しまいと間ま違ちがわれることがあった。しかし自分ではどちらかと言えば男らしい方だと思っているので、アッシュはどうも腑ふに落ちない。

「キミは泉のほとりで座すわってるだけでいいから。ユニコーンが近づいてきたら、すかさず処女の微ほほ笑えみで迎むかえる。あの子が膝ひざ枕まくらで眠ねむり始めたら、後は私に任せていいよ」

　男に『処女の微ほほ笑えみ』などと言われても困る。そしてそれ以上に困るのは──。

「フィジカ、これってその……ものすごく危険なんじゃないの？」

　いくら聖せい獣じゅうを救うためとはいえ、昨晩殺されかけたのだから怖おじ気けづかずにはいられない。

「そりゃあ危険だよ。ユニコーンの頭に一番血が上るのは、処女だと思ってた女の子がそうじゃなかった時。昨日みたいに、『男』の臭においを嗅かぎとっても烈れっ火かの如ごとく怒いかり狂くるう。人間にもそういうのがいるでしょ？」

　女性の身持ちの良さが美徳とされる観念は、エイル正教の普ふ及きゅうに端たんを発する。エイル様が処女神であらせられるため、そこから処女信しん仰こうが発展し、逆に不ふ貞ていが邪じゃ視しされ始めたのだ。

　そのため、今の時代においては処女か否いなかが大きな差として存在する。橋の通行料も未み婚こん女性と子を持つ母では大きく異なるし、再さい婚こん女性に要求される結ゆい納のう金は莫ばく大だいだ。時には「悪魔エルフと契ちぎったゆえだろう」と、処女でないだけで魔ま女じょの嫌けん疑ぎをかけられることもある。

　ゆえに貞てい淑しゅくからは程ほど遠とおいが、昨今の女性はみな自身が処女だと声こわ高だかに叫さけぶ。その真しん偽ぎが男女間で争いになるのは日常的だった。

「まして相手が本物の男だったりしたら、どうなるかわからないね」

　フィジカがニタァと例の顔で笑う。

「コカトリスに引き続き、僕ぼくはまた命がけで囮おとりになるのか……」

「大だい丈じょう夫ぶ。キミ、角守をクビになったらそっちの世界で生きていけるくらいかわいいよ。きっとユニコーンも見み抜ぬけないはず。人生は上々だね」

　フィジカがぐっと親指を立てた時、森の奥おくにゆらりと白い影かげが揺ゆれた。

「ほら、あの子が来たよ。がんばってアシュリーちゃん」

　自分だけさっさと茂しげみの奥おくに身を潜ひそめ、手だけを出してひらひらと振ふるフィジカ。

「他ひ人と事ごとだと思って……。なんだいアシュリーって」

　女性名までつけられたことにブツブツ文句を言いつつ、アッシュは遠くでじっとこちらを見ている白馬に目をやった。

　額に伸のびた角を見て、昨夜の惨さん劇げきの記き憶おくがよみがえる。丸く開いたドレスの背中を、冷ひや汗あせがつつと流れた。

　しかしユニコーンを救うためと、勇気を振ふり絞しぼって処女の微ほほ笑えみを試みる。

「……？」

　ぎこちないアッシュの苦笑いを見て、一いっ角かく獣じゅうが首を傾かしげたような動作をした。

　──ま、迷ってる？　意外といけちゃうのか……？

　馬のくせに人間の処女を好むという意味不明な性質を持ちつつも、雌し雄ゆうの区別は案外雑であるらしい。もしくはアッシュの女装が余よ程ほど堂に入っているかだ。

　複雑な心持ちで引きつり笑え顔がおを浮うかべていると、聖せい獣じゅうが泉を大きく迂う回かいしてやってきた。

　昨日に比べると、ユニコーンは少し覇は気きがないように見える。衰すい弱じゃくしているというより傷そのものが障さわっているようだ。時々顔をしかめる如ごとくに、きゅっと目をつぶる様がなんとも痛々しい。

　──かわいそうに。おいで、ここに来ればフィジカが治してくれるよ。

　純じゅん粋すいにその身を案じていると、ユニコーンが警けい戒かいしつつアッシュのたもとに佇たたずんだ。

　その瞳ひとみに昨夜のような感情の昂ぶりたかはない。どちらかと言えば少し悲しげだ。

　声を出さず、微ほほ笑えみを絶やさず、震ふるえる内うち股またをぐっと引きしめ、アッシュはただじっと待つ──。

　やがてユニコーンが膝ひざを折り、慣れない女座すわりの太ももにどっしりと頭を乗せてきた。

　首筋に刺ささった折れ矢を見て、思わずそっと手を伸のばす。

　そのままいたわるように鬣たてがみを撫なでていると、切なげな目がゆっくり閉じられた。

「眠ねむった……のかな？」

　つぶやくと、背後の茂しげみから「ご苦労さま」と声が返ってきた。

「エーテルの効き目が出てから手術するから。キミはもうしばらく処女でいて」

　フィジカが羊飼いの鞄シェパード・バッグから薬液のようなものが入った細いビンを取り出す。

　アッシュは一刻も早く開放されたかったけれど、今騒さわいでユニコーンを起こすわけにもいかない。

　ひとまず黙だまってうなずいて、フィジカが手術用具を並べるのを見守った。

　その時、ひゅっと風を斬きるような音がした。

「この音……！」

　かつて何度も聞いた音に体が反応し、アッシュは声を張り上げた。

「フィジカ、隠かくれて！」

　叫さけぶと同時に、膝ひざの上で眠ねむるユニコーンに覆おおい被さる。背後でフィジカが茂しげみに飛とび込こむ音がした。

　角守の訓練場で何度も聞いた、矢が風を斬きって飛来する音が近づいてくる──。

　ドンと、右みぎ肩かたに衝しょう撃げき。

　次いで襲おそってくる、体の内側で何かが弾はじけたような痛み。

　堪たまらず顔を上げると、ドレスの肩かた口ぐちに矢が刺ささっていた。

　半分埋うもれた矢の周囲に、じわりと赤い血が滲にじんでいく。

「ぐっ……があっ……！」

　右みぎ腕うで全体が火にくべられたように熱を持ち始め、アッシュは叫さけんで仰のけ反ぞった。

　驚おどろいて目覚めたユニコーンが、がばりと起き上がる。

　そこへ再び、風を斬きる二の矢の音──。

「待って！　起きないで！」

　アッシュの制止も虚むなしく、立ち上がったユニコーンは大きくいななき横腹から倒たおれた。後うしろ脚あしのつけ根の部分に、通常よりもいくらか短い矢が刺ささっている。

「やれやれ。一度も味方を誤射しなかったのが、わしの勲くん章しょうだったんじゃがの」

　森の奥おくから見覚えのある人物が現れた。

「あなたは……」

　アッシュたちが一晩をともにした、あの幌ほろ馬車の老人が弩いしゆみを携たずさえて近づいてくる。

「以前遭そう遇ぐうした時に仕留め損そこなってのう。あれからずっと森の前を往復して現れるのを待っておったが、さすがに自分が女子おなごになる手は思いつかなんだわい」

　淡たん々たんと喋しゃべる老人に、あの人ひと懐なつこい好こう々こう爺やの笑えみはない。老人は無表情なまま、弩いしゆみに新たな矢をつがえている。

「なぜ……。なぜあなたがこんなことを……？」

「なぜと言われても、これがワシの生なり業わいじゃからの」

　アッシュは幌ほろ馬車と積み荷から、老人を商人と判断していた。しかし当人は「そんなところ」とごまかしただけで、正体を明かしたわけではない。

　老人はおそらく、『闇やみでは高値で取引されている』ユニコーンの角を狙ねらうハンターなのだろう。魔ま女じょや錬れん金きん術じゅつ士ほど多くないが、エイル教会が認にん定ていする異い端たん者の中には、そうした聖せい獣じゅうを狩かるものたちもいる。以前森に入ろうとしたアッシュを老人が引き止めたのは、「獲え物もの」を角守に見られたくなかったからに違ちがいない。

「聖せい獣じゅうを傷つけるのは禁きん忌きだ！　僕ぼくはあなたを拘こう束そくします！」

　痛む肩かた口ぐちを押おさえながら宣告すると、老人は弩いしゆみをユニコーンに向けた。

「無意味じゃよ。ワシもあんたと同じ角守じゃからの」

　老人が首元に手をやり、服の内側から何かを取り出した。

　それは、盾たてと三角形の図ず柄がらが記された角守の証あかし──アッシュも同じく首から下げている銀のアミュレットだった。

「バカな……！　なぜ角守が守るべき角を折るような真ま似ねを！」

「あんたもそのうちわかる。言っておくが教会に駆かけ込こんでも無む駄だじゃよ」

　信じられない言葉を口にし、老人がさてとユニコーンに狙ねらいをつけた。

「殺しはせん。足を撃うつだけだ。生きてるうちに角を貰もらわんと、鮮せん度どが落ちるからの」

「だよね。だったら私がやってあげるよ」

　なんの前まえ触ぶれもなく、茂しげみに潜ひそんでいたフィジカがひょこりと顔を出した。

「フィジカ！　なんで出てきたんだ！」

　老人が素す早ばやく弩いしゆみの目標を切きり替かえる。しかしフィジカはお構いなしに、鞄かばんから木き槌づちやら巨きょ大だいなハサミやらを取り出し並べ始めた。

「角切りって、コツを知らないとなかなか大変でしょ？」

「……お嬢じょうちゃん、あんた何者だね？」

　普ふ通つうの人は持ち歩かないであろう道具を見て、老人の目に戸と惑まどいが浮うかぶ。

「通りすがりの羊飼いだよ。私なら、五分もかからず角をくっきり切断できる。ユニコーンよりもよっぽどめんどくさい、曲がりくねった羊の角を何千本も切ってるからね」

　老人がほうと感心したような声を上げた。

　フィジカが一度森の外れを見る。そうして言葉を選ぶよう、ゆったりと喋しゃべり始めた。

「その代わり、私とアッシュを見み逃のがして。私たち、トラパットに着いたら結けっ婚こんするの」

「なっ……！」

　絶句するアッシュをよそに、フィジカは老人と交こう渉しょうを続ける。

「おじいちゃんのことは誰だれにも言わないから。ね？　お願い」

「はて、あんたたちは兄妹きょうだいじゃなかったかね？」

「え、兄妹きようだい……？　そ、そうだよ。兄妹きょうだいだけど、私気づいたの。昨日街中で私を見つめていたお兄ちゃんの目は、明らかに恋こいする男のそれだった。私、嬉うれしかった。ずっと片思いだった禁断の恋こい。もちろん私は受け入れる。二人は辺境の地で、誰だれにも邪じゃ魔まされずひっそりと暮らすの。ああ、すばらしい日々！」

　破は綻たんしかけた噓うそに大噓うそを重ね、フィジカはうっとりと星を見上げた。

「……そうかい。そういうことなら、頼たのもうかの」

　老角守は再び好こう々こう爺やの顔つきに戻もどっていた。

　この老人といい、火山の街の守衛といい、普ふ段だんのフィジカを知らない者は、いともたやすく《白衣のペテン師》に騙だまされる。こんなに無む垢くで可か憐れんな少女が噓うそなどつかないと思おもい込こんでしまうのだ。不本意ながら、アッシュにはその気持ちがよくわかる。

「じゃ、さっそく折るね」

　フィジカが右手に木き槌づちを構えた。そうしてもう一度森の入り口を見る。

「ごめんね。でもそろそろエーテルが効くから」

　アッシュとユニコーンにだけ聞こえる小声でつぶやくと、フィジカは木き槌づちを振ふり上あげた。

「いっくよー…………あ、間ま違ちがえた」

　フィジカはおもむろにユニコーンの角の横、額の辺りをコンと木き槌づちで叩たたいた。

　それほど強く打ったわけではない。しかし聖せい獣じゅうは太ももを射られた時より悲痛な声でいなないた。確か家か畜ちくを屠と殺さつする時は、まず額を打って失神させると聞いたことがある。

「おい！　何をしとるんじゃ！」

　老人が泡あわを食って、泉のほとりの一いっ角かく獣じゅうに駆かけ寄よった。

「おじいちゃん、そこにいると危ないよ。次こそ、えい──また間ま違ちがえちやった。てへ」

　静かな森に再びけたたましいい獣けものの声が響ひびき、フィジカがぺろと舌を出す。

「やめんか！　死んでしまったら角の鮮せん度どが落ちる！」

　老人が弩いしゆみをフィジカに向けた。

「うん、もうやめる。私は──恋こい路じを邪じゃ魔まして蹴けられたくないからね」

　フィジカがニタァと笑った瞬しゅん間かん、森の入り口から怒ど濤とうの勢いで馬が駆かけてきた。

「うおっ！　なぜパトリシアがここに！」

　老人の馬車を引いていた荷馬が、弩いしゆみを構えた主人にドンと体当たりを食らわせる。

「なっ、何をしとるんじゃ！　主人に歯向かうなど気でも狂くるったか！」

　尻しり餅もちをついた老人に対し、荷馬は申し訳なさそうにヒンと一鳴きしてから──後うしろ脚あしで泉に蹴けり落とした。

「だから危ないって言ったのに。恋こい路じを邪じゃ魔ました年寄りが冷や水になんて近づくから」

　泉に落ちた老人は、泳げないのか水中で必死に手足をばたつかせている。

「キミはおじいちゃんをその辺の木に縛しばりつけておいて。私はこの子の治ち療りょうをする。悪いけどキミの怪け我がは一番最後ね。男の子ならそのくらい平気でしょ」

　フィジカの目は真しん剣けんだった。こういう時は素す直なおに従った方がいい。

　アッシュは転がっていた羊飼いの鞄シェパード・バッグから撚より縄なわを取り出し、泉の老人に向けて放った。

　老角守を水から引き上げ拘こう束そくすると、フィジカの手術が見えない場所へ連れていき、木の幹に丁てい重ちょうに縛しばりつける。老人と子供は大陸の宝だ。悪人とはいえ手て荒あらな真ま似ねはしたくない。

「フィジカ、ユニコーンの具合はどう？」

　泉のほとりに戻もどって尋たずねると、

「こっちの傷は、まったく、簡、単、だっと」

　フィジカは実に頼たのもしく、早くも切り開いた馬の太ももから鏃やじりを引ひき抜ぬいた。

「血管に傷もついてない。この程度なら【ヒーリングワンド】と真皮の縫ほう合ごうだけで十分。キミの矢はまだ抜ぬいちゃダメだからね。アスクレピオスに触さわりながら消毒だけしておいて」

　ユニコーンの腹にはフィジカの歩き杖つえが押おし当あてられていた。蛇へびが絡からみついた先せん端たんの球体が、ぼんやり淡あわく発光している。

　そっと触ふれてみると、球体はほんのり温かかった。教会の薬師たちが行う『手当て』の奇き跡せきに似た感かん触しょくがあり、じんじんと暴れていた肩かたの痛みが弱まっていく。

「問題は首筋の矢だね。たぶん組織が半はん端ぱに癒ゆ着ちゃくして、傷が塞ふさがってるのに痛みが残ってる状態。頸けい髄ずいの損傷具合を見てからだけど、移植が必要だったら長丁場になる。キミは見張りをお願いね。あと手が空いたら術じゅつ野やを照らして」

　アッシュには不可解な用語ばかりだったが、ひとまず周囲に気を配りつつ、ランプに火を入れフィジカの手元を照らした。罵ば声せいが飛んでこなかったので一応正解らしい。

「それから大だい丈じょう夫ぶだと思うけど、一応あの子も気にかけてあげて」

　泉のほとりの離はなれた場所で、芦あし毛げの荷馬が心配そうにユニコーンを見つめている。

「わかった。周りのことは僕ぼくに任せて、フィジカは治ち療りょうだけに集中して」

「素人しろうとが生意気に口出さないで──術式開始」

　フィジカがぐいと袖をまくり、銀色のナイフでユニコーンの首筋をすっと撫なでた。

　肌はだの表面に垂直に走った線から、じわと赤い血が溢あふれてくる。

「これって、痛くないの……？」

「筋きん弛し緩かん状態だからね。次私に話しかけたらキミにもエーテル打つから」

　言ってフィジカはハサミに似た器具で切開部を押おし広ひろげ、今度はまた別のハサミでちょきちょきと線をなぞるように皮ひ膚ふを切った。

　──これが、フィジカの『手術』……。

　コカトリスの首を接着した時は明らかな治ち療りょうに見えた。しかし箇か所しょは同じでも、今回は肌はだを傷つけ切きり裂さいているため、その印象が大きく異なる。

　切り開かれたユニコーンの首の中は、地面に落ちたざくろのようでもあり、熟した桃ももの薄うす皮かわのようでもあった。フィジカが頻ひん繁ぱんに拭ふき取とっているからか、思ったほど出血はない。

「コッヘル取って。切れそうにないハサミ」

　言われて並んだ器具からそれらしきものを探す。しかし『切れそうにないハサミ』はいくつもあった。適当に一つを手て渡わたすと正解だったらしく、文句は言われない。自分には助手の才能があるかもと思うとちょっと嬉うれしい。

「キミも手て袋ぶくろして。バイ菌きん入っちゃうでしょ」

　その後もフィジカは「ペアン」、「汗あせ」など、次々謎なぞの指示を出してきた。役に立てるのは嬉うれしいけれど、間ま違ちがうと思わずべそをかきそうなほど罵ののしられる。

　それでもアッシュは文句も言わず、フィジカの助手に徹てっしていた。

「鏃やじりの摘てき出しゅつおっけー。さあこっからだよ」

　フィジカが自身を泉に捧ささげたのも、アッシュがこうして乙女おとめに扮ふんしたのも、すべてはユニコーン──ひいてはこの森を救うためだから。




「術式完かん了りょう。お疲つかれ様さまでしたー」

　夜が明けすっかり明るくなった森で、フィジカがそっとユニコーンの背を撫なでる。

「フィジカもお疲つかれ様さま。これでこの森にも動物たちが戻もどってくるね」

　アッシュが笑って労ねぎらいの言葉をかけると、なぜか怪け訝げんな表示が返ってきた。

「……キミさ、自分のこと忘れてない？」

「自分のこと？」

「肩かたのそれ」

　言われて見ると、ドレスの肩かた口ぐちからにょっきり矢羽が生えている。アスクレピオスの杖つえで痛みが癒いやされていたため、自分が射られたことをすっかり失念していた。

　フィジカがくつくつ笑い出す。アッシュもつられて噴ふき出だした。

　月夜の森の泉のほとりで、処女と非処女は一いっ角かく獣じゅうを挟はさんでしばし笑い合った。




　　　　　５




「動物はさ、話すことができないけれど、言葉が通じないわけじゃないんだよ」

　むしろ言葉を話せないゆえに、人の感情を巧たくみに読み取る術すべを持った生き物がいる。その一番手がドラゴンであり、次いで賢かしこい生き物が犬と馬だとフィジカは言った。

　アッシュの矢傷を治ち療りょうしている間に、ユニコーンは無事に目覚めた。今は少し離はなれた泉のほとりで、芦あし毛げの馬にぺろぺろと手術痕あとを舐なめられている。

『手の施ほどこしようがないほど重病だね。でも近いうちにケロッと治るよ』

　そんな風にフィジカが診しん断だんした老人の荷馬は、早い話が「恋こいわずらい」だったらしい。

　言われてみれば確かにで、森を見つめる横顔には妙みょうな色気と愁うれいがあったのを思い出す。

　主人が想おもい馬を殺そうとしているのだから、芦あし毛げの彼かの女じょはさぞかし苦く悩のうしただろう。物語の姫ひめもかくやあらんの悲劇の主役だ。

「だから、フィジカはあんな酷ひどい方法で彼かの女じょを呼んだんだね」

「人聞きの悪い。私はあの子たちの愛の橋はし渡わたしだよ」

　額を木き槌づちで叩たたいて鳴かせるなど、てんで性しょう悪わるな橋渡しキユーピツドがいたものだと思う。しかし寄より添そって睦むつみ合あう二頭を見ていると、まあ結果よければと言えなくもない。

「馬も人と同じなんだね。恋こいをしたり、悩なやんだりするんだ」

「逆だよ。カラスは金貨が好き。コヨーテには婚こん約やくの風習がある。宝石魚なんて夫に浮うわ気きされると自殺しちゃう。こういうのを見て人間は、『動物が人間に似てる』って思うけど、本当は人間が動物性を残してるんだよ」

　とりわけ人の求愛行動や夫ふう婦ふ関係に、その片へん鱗りんが残っているらしい。動物が人間のような振ふる舞まいをすると人は笑うが、それは自じ嘲ちょうと同義なのだとフィジカは自じ嘲ちょうした。

「じゃあ、ユニコーンがお金を追いかけたり、人間のしょ……処女を好むのも、人間じゃなくて元々動物に備わっていた感覚なの？」

「それはまた別。ユニコーンは角の中にツツガムシに似た寄生虫を飼ってるんだよ。それにかじられると、なぜか乳ちち臭くさい乙女おとめに吸い寄せられる奇き病びょうに犯おかされる。その名も処女虫」

「絶対噓うそだ！　いつまでも僕ぼくが騙だまされると思うなよ！」

「人聞きの悪い。キミが世間で騙だまされないよう、親切で鍛きたえてあげてるのに」

「僕ぼくを騙だますのなんてフィジカしかいない！」

　何に驚おどろいたのか、フィジカの目が一いっ瞬しゅん大きく見開いた。

「ま、まあ、人間の雄おすもユニコーンも、所しょ詮せんは種としての本能に勝てないけどね。お金の件もそうだけど、聖せい獣じゅうがそんなに俗ぞくっぽいと示しがつかないから、キミの大好きな本には本音が書いてないんだよ。ほら」

　フィジカが杖つえで差した方を見ると、芦あし毛げの馬に上体を預け、ユニコーンが揺ゆれていた。

「あ……。うう……」

　それは生きとし生けるものが自然に行う営みではある。しかし馬のそれであっても、正視するのは憚はばかられた。

　目のやり場に困ってうろたえるアッシュをよそに、フィジカはうんうんうなずきながら二頭の生せい殖しょくを見守っている。

　自分が意識しすぎなのかと内省しかけた時、アッシュはふと思い出した。

「そうだフィジカ。君はさっき、僕の目が明らかに恋こいする男のそれだったって言ってたけど、僕ぼくそんな目で見てないからね？」

「ま、そういうことにしといてあげるよ」

「ほんとに見てないよ！」

　あれは好意ではなくただの庇ひ護ご欲だと声を大にして言いたい。

「ほー。初めて会った時からずっと私をつけ回して？　二度もスケベニンゲン行こう為いを働いたけれど？　キミはこんなにかわいい女の子をちっとも好きじゃないって？　ほー」

　ニヤニヤとこちらを見上げる《悪い薬師》には、もう何を言っても無む駄だだろう。

「まあ、嫌きらいではないけどね……」

　嘆たん息そくとともにつぶやくと、フィジカが「なっ……！」と声を失った。

「あれ、どうしたのフィジカ」

「なっ、なんでもないよ！」

「お腹なか空いたの？　何か食べる？」

「空いたけどそれ今聞くこと!?」

　などと二人で騒さわいでいると、恋馬同士の時間を邪じゃ魔まされ頭にきたのか、ユニコーンが鼻息荒あらく近づいてきた。

「ご、ごめん！　野や暮ぼをするつもりはなかったんだ。すぐに立ち去るから許して！」

「どうどう。私は味方だよ。刺さすならこのスケベニンゲンを。どうどう」

　怯おびえながらフィジカと二人で言い訳していると、ユニコーンが突とつ然ぜん大きく頭を振ふって、そばにあった木の幹に角を打ちつけた。

「えっ……あっ！」

　水すい晶しょうを叩たたいたような音が森にこだまし、折れた角がアッシュの足元にぽてんと転がる。

「あの時身を挺ていして守ってくれたキミへのお礼だろうね。ありがたく貰もらっておいたら？　いざという時は高く売れるし」

「売らないよ！　というか……ユニコーンはこの角で水を浄じょう化かするんでしょ？　これがなかったら、ええと……どうなるの？」

「どうもならないよ。森が元に戻もどるのが一年遅おそくなるだけ。その角は誓ちかいの証あかし」

　その意味を、フィジカはこんな風に説明してくれた。

　角がなければ水場を浄じょう化かできないけれど、代わりにあの老人のようにユニコーンを狙ねらう金目当ての人間もいなくなる。

　ユニコーンは自ら角を折ることで、『今後は一頭の馬として、処女にも目をくれず子育てに専念します』という誓ちかいを雌めす馬うまに立てた、ということらしい。

　そしてユニコーンの子が生まれれば、今後はその子供が泉の水を清める役割を担になうことになる。馬の妊にん娠しん期間は人間より長く、ちょうど一年なのだとフィジカは言った。

「そっか。ユニコーンの角折りは、世代交代と永遠の愛を誓ちかう儀ぎ式しきなんだね」

「残念ながらそんなに素す敵てきな話じゃないよ。人間だって結けっ婚こんと同時に夫が妻に趣しゅ味みを引退させられたりするでしょ。早い話が尻しりに敷しかれただけ」

　家人に忠誠を誓ちかうのは当たり前と感じるアッシュには、あまりピンと来ない話だ。

　ともあれ、ユニコーンの誓ちかいの証あかしはありがたく受け取ることにした。

「じゃ、つつがなく」

　夫ふう婦ふとなった二頭に別れを告げ、フィジカと二人森を出る。

　受け取った角を月にかざして街かい道どうを歩いていると、あっと思い出した。

「そういえば、おじいさん置いてきちゃった……」

「ほっといていいよ。森にはあの子がいるからね。自分の元主人を悪いようにはしないよ」

　老角守の身の上ももちろん気になる。けれどアッシュの頭は別のことを考えていた。

　老人はユニコーンの角を狙ねらうハンターでありながら、表の顔は聖せい獣じゅうを守る角守だった。

　そしておそらく、本人が自信たっぷりに言ったように、教会へ連行しても断罪はできないのだろう。

　それはつまり、教会がユニコーンの角を集めているということではないだろうか。

　フィジカは【ラズの書】にマンドラゴラやユニコーンの角の効能が記き載さいされていないことを指し摘てきし、エイル教会を営利団体と非難していた。教会は高値で取引される角を独どく占せんするため、ユニコーンを聖せい獣じゅうに指定していると言いたいのかもしれない。

　もちろん証しょう拠こはないし、アッシュも自分の推理が正しいとは思わない。フィジカに聞けば答えを教えてくれるかもしれないけれど、その真意を人から聞いてもきっと信じられない。

　信しん仰こうは自じ我がと同義だ。自己の人生を翻ひるがえすなら、それは自分の目で見て判断しなければならない。

　アッシュがぐっとユニコーンの角を握にぎりしめると、思し索さくが終わるのを待っていたようにフィジカが話しかけてきた。

「キミはさ、ほんとバカみたいにお人ひと好よしだよね」

　これは本当によく言われる。妹にも『溺おぼれた猫ねこを助ける犬』と評されていたと伝えると、フィジカは涙なみだを流してゲラゲラ笑い始めた。

「教会の教えにそんなのあったよね。犬以外はみんな害がい獣じゅうだーみたいなの」

「『持つべきものは友であり、またその数は少ない方がよい。そして心を持った動物は犬だけである』ね。別に害がい獣じゅうとまでは言ってないよ」

　解かい釈しゃくの仕方は様々だけれど、この聖ヒルダの教えから、エイル正教の信者は猫ねこを嫌きらう風潮がある。しかしアッシュは別に猫ねこが嫌きらいではない。猫ねこは冷たいけれどもかわいい生き物だ。どこかの誰だれかにちょっと似ている。

「ほんと、キミみたいな人、初めて会ったよ」

「参考までに、どんな人？」

　聞き返すと、どこかの誰だれかがニタァと笑った。

「もうすぐ夜明けなのに、女装して外歩いてる人」

「あっ」

　すっかり馴な染じんでしまっていたが、アッシュは今もアシュリーだった。

「泉に戻もどって顔を洗うより、ここまで来たら街に帰った方が早いね。がんばって。日が昇のぼるまでに着けばなんとか目立たないよ」

「もう東の空明るいよ！　フィジカは森を出る前に気づいてたのに、わざと言わなかったんだろう！　ああもう、この《悪い薬師》！」

　アッシュはドレスの裾すそを持ち、全力で太陽から逃にげ始めた。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しょう：ユニコーン（別名一いっ角かく獣じゅう）

　カラスと同じで光るものに興味を持つようだ。

　恐きょう妻さい家。

















　　　パナケイアブレイク３




　貧びん乏ぼう宿で風ふ呂ろがない時は、人ひと気けのない早朝に公衆浴場に向かう。

　都市部では禁止されているが、田舎いなかではまだまだ混浴が当たり前だ。見られたくないというより、人の多い時間は雑ざっ菌きんが気になる。

「あんなに楽しそうに笑うフィジカちゃん、初めて見たな～」

　たわわな胸を湯に浮うかべ、パナキアが楽しげに勘かん繰ぐりを始める。

「街での買い出しのことなら、あれは演技だから」

「またまた～。ほんとはアッシュくんにキュンとしちゃったんじゃないの～？」

「してないか、らっ」

　勢い良く置いた湯ゆ桶おけが、かぽーんと浴場に響ひびいた。

「裸はだかも見られちゃったね～」

「子供に見られてもなんとも思わない」

　大体あの少年は無む邪じゃ気きすぎる。『僕ぼくを騙だますのなんてフィジカしかいない』など、本来ならば口く説どき文句だ。子供の言動をいちいち意識していたら身がもたない。

「ふう、あっつ～い」

　パナキアが湯から上がり、浴よく槽そうの縁ふちで憎にく々にくしい肉体を晒さらす。

　フィジカは入いれ替かわるように湯船の中に身を沈しずめた。別に比べられるのを嫌きらったわけではない。別に比べられるのを嫌きらったわけではない。

「フィジカちゃん。話は変わるけど、旅が終わった時のことって考えたことある？」

「別に……ないよ。やめる理由もないし」

「今日のユニコーン夫ふう婦ふを見て、何か思うところな～い？」

　なかったが、パナキアの言わんとすることはわかった。

「世代交代しろっていうの？　まさか、それであの子を私に見み繕つくろったわけ？」

　パナキアはにこにこと微ほほ笑えむだけで答えない。ずるい。

「……もう出る。触さわんないで」

　頭に伸のびてきた手を払はらうと、パナキアはすっとかわして横髪に手を差さし込こんできた。

「ふひゃっ」

　耳を触られびくっと体が反応し、無意識の声が漏もれる。

「この弱点も、いつかアッシュくんにバレちゃうねぇ」

「やっ……めっ……」

　喘あえぐフィジカにパナキアが体をもたせかけてくる。胸が重い。柔やわらかい。優やさしい。

　また、愛の抱ほう擁ようでごまかされた。
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　往来で人と肩かたがぶつかった時は、七歩進んでから振ふり返かえって舌打ちする。

　ヨンの父親はそういう人間だった。女に貢みつがせた金で女を買い、気の弱い店主の店でツケ酒を飲む。最後は金の無心をした妻の父親、つまりはヨンの祖父に刺さされて死んだ。

　父はクズだった。だからヨンは、自分はなるべく誠実に生きようと心がけていた。

　十八歳さいの誕生日を迎むかえた日の朝、ヨンは親方に呼ばれて漁師小屋へ赴おもむいた。

「おまえもそろそろ独り立ちしねぇとな」

　自分が若い頃ころに使っていた一人ひとり船ぶねを引っ張り出し、親方がへへっと笑う。

「いつまでも俺おれと相乗りじゃあ、蓄たくわえもできねぇ。おまえが嫁よめさん貰もらってこの街に落ち着く気があるなら、俺おれぁ跡あと目めを譲ゆずったっていいんだぜ」

「滅めっ相そうもない。一人船だって俺おれにはまだ早いです」

　親方の跡あと目めどころか、ヨンは自分の船を持ちたいと考えたことすらなかった。

　卑ひ賤せんな父が死に、そんな男の血を嫌きらった母は、十二の時にヨンを捨てた。祖父はろくでなしの娘婿むこを刺さして母を守ったが、彼かれが愛する家族にヨンは入れてもらえなかった。

　それから余年、ヨンはあてどなく大陸をさまよい歩き、物もの乞ごいとかっぱらいで命を繫つないだ。戦争で疲ひ弊へいしたこの大陸に、子供を受け入れてくる土地などそうそうない。

　やがて流れ着いた『白はく亜あの街』で、漁師の親方に拾われたのが二年前。

　以来、ヨンは親方に恩を返すべく、毎日必死に働くこと以外頭になかった。

「早くなんかねぇよ。アキ坊ぼうなんざ十二の頃ころから一人船だぜ」

　その名を出されると耳が痛い。アキ坊ぼうはまだ十四歳さいの子供だが、先日二つ上の姉あねさん女にょう房ぼうを貰もらって以来、毎日二人で漁に出ている。若い漁師たちは『トトカカ船に子はまだか。よく見りゃトトがお子様だ』などとからかっていたが、内心では自分たちより跡あと目めに近いアキ坊ぼうを見て焦あせりを感じていた。

「でも、親方の跡あと目めなんて、それこそアキ坊ぼうが適任じゃないですか」

「本音を言やぁそうだがよ。アキ坊ぼうはあの高こう慢まんちきで美人な嫁よめさん貰もらってから、どうも様子がおかしいんだよな。そのうち旅にでも出ちまうんじゃねぇかって、うちの女にょう房ぼうも言ってやがる」

　実際、おかみさんの勘かんは恐おそろしくよく当たる。

　どのくらい当たるかというと、この日からちょうど一週間後、アキ坊ぼうは高こう慢まんちきで美人な嫁よめさんと共に、双そう胴どう船せんを駆かって大おお海うな原ばらへ旅立ってしまった。

　そんなわけで、親方が再びヨンを説得してくる。

「な、言った通りだろ。おめぇも早いとこ嫁よめさん貰もらって身ぃ固めな。といってもこの街じゃあ、居酒屋のあばた娘むすめかセイレーンくらいしか相手がいないがな。頼たのむから、あの忌いま々いましい亜あ人じんにだけは手を出してくれるなよ！」

　がははと酒やけした声で豪ごう快かいに笑いながらも、親方の目は真しん剣けんそのものだった。




「嫁よめさん、か……」

　沖おきに浮うかべた一人船の上で、ヨンはぼそりとつぶやいてみる。

　寄る辺のない身となってから、ヨンにとっては親方の一家が家族だ。この家は親方とおかみさん、そして六人いる息子むすこも含ふくめ、みなが毎日わいわい殴なぐり合っている。少し離はなれた場所からそれを眺ながめるヨンには、全員が大きな一枚珊さん瑚ごのように思えた。

　羨うらやましいと思うと同時に、自分もその一員に数えられているのが誇ほこりでもある。

　以前、親方に「跡あと目めは長男にすべきでは」と進言したことがあった。その時親方から返ってきた言葉が、ヨンはずっと忘れられない。

「親の欲目から言やそうだがよ。でもあいつが言いやがったんだ。『漁師ってのはどいつもこいつも荒あらっぽくていけねぇ。これからみんなが食っていくためには、商人どもと冷静に渡わたり合あえる奴やつが必要だ。俺おれたち七兄弟で一番の適任者はヨンだ』ってよ」

　ヨンは親方の前でぼろぼろと泣いてしまった。今でも回かい顧こする度たびに胸が熱くなる。そんな家族のことを考えれば、真しん剣けんに嫁よめ探しをしなければと思う。思うが──。

「あの輪に入るのは、なぁ……」

　竿さおを上下に揺ゆらしながら、ヨンは最近の居酒屋の様子を思い返した。

　親方の跡あと目めにならんとして、街に一人の未み婚こん娘むすめの下もとへ足あし繁しげく通う漁師たち。

　そのお目当てである看かん板ばん娘むすめ、「あばたのジギー」は、今まで見向きもされなかった鬱うっ憤ぷん晴らしか、束つかの間まのお喋しゃべりにまで金品を要求する始末だ。

　そんな悪妻になることが目に見えている女を、みなが褒ほめそやし『姫ひめ』などと呼んでご機き嫌げんを伺うかがう。贅ぜい沢たくを言える環かん境きょうでないとわかっているが、生しょう涯がい連つれ添そうなら口は悪くてもおかみさんのように誰だれからも好かれる相手がいい。自分がジギーを娶めとらんとする輪に加われないのは、少なくとも彼かの女じょの器量の問題ではない。ヨンはそう思っている。

　だが、他よ所そから攫さらってでもこない限り、白はく亜あの街には未み婚こんの娘むすめがジギーしかいないのだ。この界かい隈わいは他より婚こん姻いん可能な年ねん齢れいが早く、娘むすめは女になった翌年にはもう母になってしまう。おかげで街の男たちは、揃そろいも揃そろって他人の女にょう房ぼうに初恋こいをするハメになる。

　それほどまでに漁師街には女が少ないのだ。いよいよおかしくなって女め顔がおのアキ坊ぼうに懸け想そうした漁師をヨンは二人知っている。

「男も子を産めれば、世話がないんだけどな」

　いたたまれなさと恨うらめしさで、ヨンは小こ舟ぶねの上から街を振ふり返かえった。

　すると、いつもどこでも視界に入る、『白はく亜あの岬みさき』がなぜか見当たらない。

　はてと首を回してみると、辺り一面にもわりと濃こい霧きりが降りているのに気づいた。

「しまった」

　ヨンが一人で糸を垂れるようになってからはまだ日が浅い。儲もうけも大きく自由である代わりに、一人船はほんの少し気を抜ぬいただけで、たやすく世界へ流れていくのだ。

「こいつはまずいぞ」

　霧きりで太陽が見えないため、街へ戻もどるには潮目を読んで方角を探さぐるしかない。

　ヨンは乏とぼしい経験で暗いうねりに目を凝こらした。

　街と思おぼしき方角へ船を向け、懸けん命めいに櫂かいを動かす。

　しかし漕こげども漕こげども白い岬みさきが見えてこない。霧きりの覆おおいを抜ぬけられない。

　もしかしたら同じ所をぐるぐる回っているのかもしれないが、ヨンにそれを知る術すべはない。

　やがて日が暮れ夜になった。あと数時間もすれば聖ラーズグリーズの祝日になる。この時節の空には灯台星が見えるはずだ。

　だが、方位を知る頼たのみの綱つなであった星も、曇どん天てんに覆おおわれてただの一粒つぶも見えなかった。

　いよいよ万ばん策さく尽つきたかと、ヨンは小こ舟ぶねにごろりと転がる。

「いいや、諦あきらめてはダメだ。『人は水がなくても三日は生きられる』はずだぞ」

　ふと、昔アキ坊ぼうに教わった話を思い出した。

『そうならないのが一番だけど、もしも漂ひょう流りゅうしちゃった場合でも、とにかく諦あきらめないことが肝かん心じんだよ。人は水がなくても──』

　何度も漂ひょう流りゅうから生せい還かんし、みなを驚おどろかせたアキ坊ぼうが言ったのだから間ま違ちがいない。

「他には何を言ってたかな。確か……『夜の海を長く見つめてはいけない』だったか」

　人は孤こ独どくな時に暗い景色を見ると、悪魔エルフに魅み入いられてしまうのだという。海の中から家族が呼ぶ声が聞こえたり、美女の集団が手招きする幻げん覚かくが見えたりするそうだ。

　後者はちょっと見てみたい。そんな徒あだ心ごころで体を起こした時──。

　ヨンは、出会ってしまった。
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「見えたよ。あれが『白はく亜あの街』だね」

　空と海。二色の青に挟はさまれて輝かがやく街を指差し、アッシュは言った。

「『白はく亜あの岬みさき』の石せっ灰かい岩がんを切り出して作った建物が密集しているから、街全体が白く明るく見えるんだってさ」

　簡単な地図から観光案内まで記き載さいされている便利な【ラズの書】をめくりつつ、隣となりを歩く少女──フィジカに教える。

「キミは本当にその本が好きだね。失なくさないようにせいぜい気をつけた方がいいよ」

「失なくしても、教会に行けばすぐに貰もらえるけどね」

　チッと舌打ちが返ってきたが、アッシュは聞かなかったことにする。

　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　命の瀬せ戸と際ぎわの少年の足元を見て、手肌はだを荒あらした少女に金をせびる。その上教会が指定した悪あしき害がい獣じゅうたちを治ち療りょうして回る、人の道にももとる異い端たん者だ。

　エイル教会所属の巡じゅん礼れい戦士──角つの守もりであるアッシュとは、本来敵対関係にある。

　しかしフィジカはアッシュの命の恩人でもあった。今ではなんやかんやといがみ合いつつ協調しつつ、共に旅する道連れになっている。

「そういえば、今日は聖ラーズグリーズの祝日だね。この【ラズの書】を書いたとされる聖人の日だよ」

　まるで興味がないらしく、フィジカは相あい槌づちを打つ気配すら見せない。話題を変えよう。

「この白はく亜あの街を越こえてしばらく行けば、もうトラパット地方だね」

　そこがフィジカの旅の目的地だという。具体的には聞かされていないが、フィジカはそこで果たさねばならない約束があるらしい。旅の終わりはすぐそこまで近づいている。

　にもかかわらず、フィジカは仏ぶっ頂ちょう面づらのまま、なんの反応も示さなかった。どうやら教会の話題が続いたので機き嫌げんを損そこねたらしい。

　やれやれとため息をつき、アッシュは遠くに光る白い街を眺ながめた。

　白はく亜あの街は建物の壁かべだけでなく、道や港も白い岩でできているようだ。日当たりのよい場所には小こ舟ぶねが干されてきらきら輝かがやき、通りの端はたでは女たちがお喋しゃべりしながら広げた網あみを繕つくろっている。街も人も風通しがよさそうだ。

　頭上に籠かごを担かついで魚を運ぶ少女を見つけ、ちらと妹の顔が頭に浮うかんだ。

　思えば遠くへ来たものだと思う。今いま頃ごろロッテどうしているだろう──。

「その本には、ここらの『幻げん獣じゅう』のことも書いてあるわけ？」

　ぼんやり郷愁に耽ふけっていると、ふいにフィジカが尋たずねてきた。

「えっと……この辺りだと、やっぱり海に棲すんでる害がい獣じゅうが多いみたいだね。船でも乗らない限り遭あわないだろうけど……あ、人魚もいるんだ。じゃあ浜はま辺べや磯いそで遭そう遇ぐうするかも」

「ちょっと待って！　その本には人魚も害がい獣じゅうって記き載さいされてるの？」

　もちろんとうなずいて、アッシュは当とう該がい箇か所しょを見せてやった。









　名めい称しょう：人魚（別名セイレーン、ハルフゥ、メロウ）　危険度：低　等級：九

　半人半魚の亜あ人じん種。妖あやしげな声と容姿で漁師を誘さそい、海に引ひきずり込こんで喰くらう悪あしき害がい獣じゅう。悪魔エルフやフェアリーなどと違ちがい、言語による意思の疎そ通つうは困難である。

　繁はん殖しょく力が高いため、見つけたらこまめに屠ほふっておくとよい。











　亜あ人じんは人に似た「人ならざる者」であり、エイル神が『我の子たらず』とおっしゃった存在だ。エイル教会の聖典、【ゲンドによる福ふく音いん】にはそう記されているらしい。

　難解な【ゲンドによる福ふく音いん】を一いっ般ぱん向けに意訳した【ラズの書】には、人魚の他にもワーウルフやオークと呼ばれる、人を喰くう亜あ人じんが「害がい獣じゅう」として記き載さいされている。

　だが、最も残ざん忍にんな亜あ人じんである悪魔エルフについての記述はほとんどない。

　尖とがった耳と細長い手足を持ち、怪あやしげな術に長たけた狡こう猾かつな悪魔エルフたち。彼かれらと人は百年の長きに渡わたって大陸の覇は権けんを争ってきた。

　最終的に人が勝利を収めた結果、地上にはもはや悪魔エルフは一匹ぴきも残っていない。ゆえに【ラズの書】に悪魔エルフを掲けい載さいする必要はないというのが、一いっ般ぱん的な修道士たちの解かい釈しゃくだ。

「キミは……目の前に亜あ人じんがいたら、害がい獣じゅうという理由で殺すの？」

　フィジカが珍めずらしく真ま面じ目めな顔で聞いてきた。

「害がい獣じゅう」という括くくりであっても、亜あ人じんはコカトリスのような獣けものとは明らかに違ちがう。彼かれらは人間と同じく社会を持つ存在だ。人が彼かれらを滅ほろぼそうとするなら、それは退治ではなく「戦争」になる。

　人と悪魔エルフが争いを始め、この大陸は衰すい退たいした。土地が焼け、人も幻げん獣じゅうも数を減らし、国家も文化も技術も伝統も、あらゆるものが死に絶えた。

　あの戦争の歴史を繰くり返かえしたいと考える人間はいない。ゆえに害がい獣じゅうとはいえ、亜あ人じんに対する考え方には個人差がある。

「相手が人に害をなすという確証があれば、僕ぼくは守るべき人を守るよ」

　少し堅かた苦くるしい言い方になったけれど、それはアッシュが既すでに自分の意思で害がい獣じゅう──亜あ人じんのフェアリーたちを見み逃のがしているからだ。彼かの女じょたちは家族を救うために少々あこぎな商売をしていたにすぎない。それを討とう伐ばつしろというのは、パンを盗ぬすんだ子供は見つけ次し第だい殺せというのと変わらないだろう。

　けれど、この考え方は教会所属の角守として明らかに間ま違ちがっている。

　アッシュがこんな風に考えるようになったのは、言うまでもなくフィジカのせいだ。

　──それなら、フィジカと出会わなければ、僕ぼくはフェアリーを殺したのか？

　今のアッシュにはそうする自分が想像できない。

　最近のアッシュは、信しん仰こうと現実の狭はざ間までずっと悩なやんでいる──。

「あいたっ」

　重い物思いに耽ふけっていたため、アッシュは急ぎ足でやってくる男に気づかなかった。

　ドンと肩かたがぶつかったが、男は何も言わずに立ち去る──と思いきや、七歩ほど歩いてから戻もどってきて、「すまなかった」と頭を下げた。

　歳としはアッシュより三つ、四つ上。おそらく二は十た歳ち前後だろう。典型的なウリエン地方の顔立ちで、日に焼けた肌はだに活力がみなぎる誰だれからも好かれそうな青年だ。

「あ、いえ。こちらこそすみません。ちょっと考え事をしていて」

　アッシュが侘わびを返すと、青年は無言で会え釈しゃくして再び早足で歩き出す。

「キミ、随ずい分ぶん急いでるね。何かあったの？」

　フィジカがいつものように砕くだけた口調で呼び止めると、青年は迷めい惑わくそうな顔をしながらも立ち止まった。

「女にょう房ぼうが産気づいたんだ。今から山向こうの街に産さん婆ばを呼びに行くんだよ」

　だからほっといてくれと言いたげだったが、その割に青年は訪問者を誰何すいかする衛兵のような目つきで、フィジカとアッシュをじろじろ観察している。

「へー、意外。あれだけの街に産さん婆ばが一人もいないの？」

　フィジカの問いに虚きょを突つかれたのか、青年は一いっ瞬しゅんだけ瞳ひとみに動どう揺ようを浮うかべた。

「……ああ。いるにはいるが、色々としがらみがあるんだ。ところで、あんたたちは旅の人かい？」

「羊飼いの一家だよ。あいにく親と羊は狼おおかみに食べられちゃったけどね」

　手にした奇きっ怪かいな歩き杖つえ、「アスクレピオス」を牧ぼく杖じょうとばかりに見せつけ、わざとらしく肩かたをすくめるフィジカ。また息をするように噓うそをついてと、アッシュは渋しぶい顔になる。

「羊飼い……？」

　青年が再度フィジカをつぶさに見だした。身分の詐さ称しょうは噓うそとしてバレるものでもないだろう。となると青年は「羊飼い」に対して思うところがあるのだろうか。

「そうか、羊をね。いや、そいつは災難だったな！」

　言葉とは裏腹に、青年はまるで宝でも掘ほり当あてたような表情だ。

「あんたたち、街に泊とまるんだろう？　だったら俺おれが旅籠はたごまで案内するよ。なに、ちょっとした顔見知りなんだ。わけを話せば安く泊とめてもらえる」

「それは助かるなー。でもキミ、急いでたんじゃないの？」

　フィジカが無む邪じゃ気きな笑え顔がおでしれっと核かく心しんを突つく。

「いや、その……そう。産さん婆ばにはもう連れん絡らくしてあるんだ。迎むかえは明日でもいいんだが、いてもたってもいられないってやつでね。俺おれはヨン。白はく亜あの街で漁師をやってる」

　差し出された右手は、なるほど漁師特有の浅黒く厚い皮ひ膚ふを持っていた。

「私はフィジカって呼ばれてる。こっちが愚ぐ弟ていのアッシュ」

「ちょっ、僕ぼくが弟だったのっ？　あ、いや、はい……アッシュです。愚おろかな弟です」

　仕方なく弟を演じると、ヨンがアッシュの手を握にぎって言った。

「仲のよい姉弟きようだいだな。家族はいいものだよ。たとえ血が繫つながっていなくてもね」

　早くも噓うそを見み抜ぬかれたのかと、フィジカと顔を見合わせる。

　が、ヨンは別段こちらを怪あやしむ素そ振ぶりもなく、さっさと街の方へ歩き出した。

　今のはなんだったんだと不思議に思いつつ、アッシュも漁師の後に続く。

「……ふふ。お金の匂におい」

　隣となりでは、賢かしこき姉が《悪い薬師》の顔でパイプワインを咥くわえていた。
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　漂ひょう流りゅう中に夜の海を凝ぎょう視しすると、美女の集団が手招きする幻げん覚かくを見る──。

　そんな噂うわさを真まに受けたつもりはなかったが、濃のう霧むの海で漂ひょう流りゅうしていたヨンが顔を上げると、本当に美女の集団がいたのだからその驚おどろき様は只ただ事ごとでなかった。

　いよいよ悪魔エルフに魅み入いられたのかと慌あわてふためいたが、よく見れば岩がん礁しょうで談だん笑しょうする裸はだかの美女たちは、そもそも人間ではなかった。

「あれは、ハルフゥだ」

　美女の下半身は輝かがやく鱗うろこで覆おおわれている。彼かの女じょたちの正体は、人の体に魚の尾おを持つ半人半魚の亜あ人じん──地方によってその呼び方は異なるが、ヨンの出身地では「ハルフゥ」、白はく亜あの街では「セイレーン」と呼ばれている生き物だ。より一いっ般ぱん的に言えば「人魚」になる。

「まいったぞこれは……」

　ヨンは今、まさに悪魔エルフに魅み入いられていた。というのも、夜よ霧ぎりの切れ間にチラチラ見える白い肌はだから目を引ひき剝はがすことができないのだ。中でもけへけへと笑う亜あ麻ま色いろ髪がみの若いハルフゥに、ヨンの視線はすっかり釘くぎ付づけにされている。

　あまりに熱心に見み惚とれていたからか、亜あ麻ま髪がみのハルフゥがこちらに気づいた。ハルフゥはヨンに向かってにっかり微ほほ笑えみ、魚がヒレを動かす如ごとくにパタパタと手を振ふってくる。

　その拍ひょう子しに、他のハルフゥたちが一いっ斉せいにざぶんと海へ飛とび込こんだ。

　亜あ麻ま髪がみのハルフゥは始めきょとんとしていたが、やがて海に潜もぐった仲間に向かってきゅうきゅうと悲しげに鳴き始めた。

　──あのハルフゥだけ、人間を知らないのか。

　親方が『忌いま々いましい亜あ人じん』と罵ののしったように、漁師は人魚を毛け嫌ぎらいしている。

『セイレーンは美しい姿と声で人を惑まどわし、海に引ひきずり込こんで骨まで喰くらう亜あ人じんだ。もしも銛もりで打ち殺すことができたなら、一生英えい雄ゆうとして扱あつかわれる』

　白はく亜あの街でそんな風に伝えられている存在が人魚だ。当然、向こうには逆に伝わっているだろう。すなわち、『人を見たら、何を置いてもまず逃にげろ』──と。

　だから、当のハルフゥが鳴くのをやめてこちらに泳いで来た時、ヨンはぎょっとした。

　ヨンは竿さお漁師のため、武器になる銛もりなど持っていない。よしんば持していたところで、こんな美しい娘むすめを打ち殺せるはずもない。

　とはいえ相手は人を喰くらう亜あ人じん──エイル正教が定めるところの恐おそろしい『害がい獣じゅう』だ。無警けい戒かいではいられない。

　結果、ヨンは唯ゆい一いつの武器である釣つり竿ざおを振ふり回まわしつつ、船の舳へ先さきから艫ともへと後退あとずさった。

「く、来るな！」

「きゅう、きぃ」

　夜の海に顔だけ出したハルフゥが、小首を傾かしげて「よくわからない、でも楽しい」といった表情になる。

　しばしまんじりともせず見つめ合った。そうしてヨンがちくしょうかわいいなと、心の中で日ひ和よった時、ハルフゥが一人船の舳へ先さきに手をかけ乗船を試みてきた。

「うわ、来るなってば！」

　逃にげ腰ごしで竿さおを振ふり回まわすヨンの前に、ハルフゥがびちゃんと転ころがり込こむ。そして釣つり上あげた宝石魚のように、びたびたと尾おで船底を叩たたきながら、ヨンに向かって近づいてきた。

　ヨンが片手に摑つかんだ船ふな縁べりが、振ふり子このように激しく揺ゆれている。このままではハルフゥもろとも転てん覆ぷくしてしまいそうだ。

「おい、やめろ！　動くな！　……くそっ！」

　とっさにヨンが取った行動は、目の前のハルフゥを抱きしめることだった。

　──なんだ、これ……？

　ハルフゥに触ふれた指の先から、未知の弾だん力りょくが伝わってきた。肉の張りはありながらも、指を立てれば埋うもれそうな肌はだの柔やわらかさに、頭の芯しんが一いっ瞬しゅんとろけたようになる。

「きゅう、けへ」

　ヨンの腕うでの中で、ハルフゥはまるで喜んでいるように見えた。幼子に似た無む垢くな瞳ひとみに、思わず心を奪うばわれて見入ってしまう。

　はっと我に返った時にはもう、濡ぬれて艶つやめく唇くちびるが目前に迫せまっていた。

　──喰くわれる！

　意識は反射的に拒きょ絶ぜつしていたが、体は受け入れるようにハルフゥを強く抱きしめた。

「あっ」

　唇くちびるをこじ開けて侵しん入にゅうしてきた舌が、ヨンをまたたく間に肉欲の渦うずに突つき落おとす。

　口の中に海が広がった。ヨンはその潮流に自らを委ゆだね、絡からめ、飲のみ込こまれ、この地のハルフゥが漁師殺しのセイレーンと呼ばれる所以ゆえんを、身を以もって知ってしまった。

　──ハルフゥは、悪魔エルフだ……。

　快楽の嵐あらしが過ぎ去り、肩かたで息をしながら思う。

　だが、毛づくろいでもするようにヨンの顔をぴちゃぴちゃ舐なめているハルフゥには、悪意がまるで感じられない。そもそもヨンを喰くおうとするならば、さっさと海に突つき落おとせばすむ話だ。こんな風に口を寄せてきたのも、単なる亜あ人じんの挨あい拶さつのような気がする。

「おまえの目的は、なんだ？」

　ヨンは勇気を持って悪魔エルフとの対話を試みた。

「きゅう。きゅう、きゅう」

　何か返答しているのだとはわかったが、残念ながらその語形変化はヨンには百年経たっても理解できそうにない。差し当たっては、互たがいのことを知るべきだろう。

　ヨンは自分を指さし、ゆっくりと発音した。

「よ、ん」

「よ、ん？」

「おお、言えるじゃないか」

　単純な名前が幸いしたようだ。次いでハルフゥを指さし首を軽く傾かたむけてみせる。

「きゅう、きぃう」

「違ちがう、そうじゃなくて……まあいいか」

　ハルフゥたちに名前という概がい念ねんがあるのかもわからない。もしかしたら今名前を言ったのかもしれないが、だとしたらその独特の発音をヨンには真ま似ねできそうもない。

　大事なのは呼こ称しょうではなく、互たがいの意志を伝達することだ。

「安直で申し訳ないが──」

　そう前置きし、ヨンはハルフゥを指さした。

「は、る」

「は、る？」

　ちゃんと発音できたことを確かく認にんすると、今度はハルフゥの手を取って自分の方へ向けた。

「ヨン」

「ヨン！」

　どうやら意味を理解してくれたらしい。次いでハルフゥ自身を差すように手を導く。

「ハル」

「ハル！」

　駆かけ引ひきのない純じゅん粋すいな反応に、ヨンは思わず笑え顔がおになった。会話するだけで金を取り、おまけに相手を嘲あざけりさえする「あばたのジギー」とは大おお違ちがいだと思う。

　──まるきり幼おさな子ごだな。そういえば……あれがあるんじゃないか？

　ヨンは荷袋ぶくろを漁あさってクルミと棗なつめの砕くだき菓が子しを取り出した。子供のおやつと馬ば鹿かにする者もいるが、これもアキ坊ぼうが海に出かける際、必ず携けい帯たいすると教えてくれた非常食だ。

　手のひらに砕くだき菓が子しを広げ、つまんで自分の口に放ほうり込こむ。

　次いで、物もの欲ほしそうな顔でじっと手を見ているハルの前に差し出した。

「きゅう、きゅうい？」

　表情から察すると、「もらっていいの？」というところだろうか。うなずいてやると、ハルは砕くだき菓が子しをつまんでおずおずと口に運んだ。

「きゅあ！」

　両手で頰ほおを押おさえて目を丸くするハル。翻ほん訳やくするなら「なんじゃこりゃあ！」か。確かに海にはクルミや棗なつめに似たものはない。

「全部食べていいぞ」

　ヨンの顔を見て意思を汲くみ取とれたのだろう。ハルは凄すさまじい勢いで菓か子しを貪むさぼり始めた。手のひらの分をあっという間に平らげたので、小こ袋ぶくろの残りも提供する。

　自ら生存日数を縮ちぢめるような真ま似ねをしたのは、あくまで悪魔エルフに取り入るためだ。決して骨ほね抜ぬきにされたわけではない。ヨンはそう思っている。

　しばらくすると満腹したようで、ハルはかわいらしいへそをさすった。そうして幸せそうに緩ゆるんだ笑え顔がおで、ヨンにぴたりと寄より添そってくる。

　乾かわいて風になびく亜あ麻ま色の髪かみがこそばゆかった。腕うでに押おしつけられた膨ふくらみも、ヨンにはどうにも持て余す。それでいてずっとこうしていたいと思えるのだから、悪魔エルフとは実に恐おそろしい生き物だ。

「ハル、俺おれは街へ帰りたいんだ。どっちに向かって漕こげばいいか教えてくれないか？」

　頭の芯しんまで魅み入いられる前に、ヨンは自分の目的を伝えた。船底に水すい滴てきで白はく亜あの岬みさきの地形を描えがき、特とく徴ちょう的な岩いわ肌はだと同じ色の手ぬぐいを見せ、伝わってくれと念じる。

「きゅう！」

　どうやら通じてくれたらしい。ハルは「任せとけ！」とばかりに胸を反らすと、どぼんと海に飛とび込こんだ。そうしてすぐにぷかりと浮うかび、「こっちだ」というように颯さっ爽そうと水の中を泳いでいく。

「おい、待ってくれ！　俺おれはそんなに早く船を漕こげん！」

　慌あわてて櫂かいを構えてハルの後を追う。

　夜よ霧ぎりの海を人ひと喰くい亜あ人じんに導かれ、ヨンは懸けん命めいに一人船を漕こいだ。

　時折雲間から月が顔を覗のぞかせ、水中で揺ゆらぐハルの鱗うろこを輝かがやかせる。

　人が走るより早く海を行く速度は、まったくもって魚のそれだ。それでいて上半身は美女の姿で、ともすれば心も人間より美しい。

　──ハルフゥが亜あ人じんというより、人間がハルフゥのできそこないなのかもな。

　そんなとりとめもないことを考えていると、霧きりの向こうに石せっ灰かい質の岩いわ肌はだが見えた。

「白はく亜あの岬みさきだ！」

　しかしその形は、ヨンがいつも沖おき合あいから振ふり返かえる雄ゆう大だいな景色ではない。

「なるほど。岬みさきの裏側に流されていたのか」

　こちら側は遠とお浅あさで岩がん礁しょうが多く、満ち潮時どきでも船で行き来することができないはずだ。

　大だい丈じょう夫ぶだろうかとハルを見ると、別段岩に体を打ちつけるようなこともなく、すいすいと岬みさきへ向かって泳いでいく。

「道、のようなものがあるのだろうな」

　人間の街も巨きょ大だいな害がい獣じゅうからすれば立ち入ることができない岩がん礁しょうだろう。人魚にとってはこの浅あさ瀬せも、勝手知ったる往来なのかもしれない。

　ハルに続いて慎しん重ちょうに岩がん礁しょうを縫ぬっていくと、壁へき面めんが白く覆おおわれた洞どう穴けつが見えてきた。

「白はく亜あの岬みさきの下にこんな場所があったのか。……あれ？　ハル、どこだ？」

　いつの間にか亜あ麻ま髪がみの後ろ姿を見失っていた。

　ヨンは急いで船を岩がん礁しょうに引ひき揚あげ、ハルを探して洞どう窟くつの奥おくへ進む。

「おーい。どこにいるんだ？」

　洞どう窟くつは天てん井じょうからわずかに光が差さし込こむだけで、全体的にぼんやりと薄うす暗ぐらい。肌はだを撫なでる冷たい空気と、反はん響きょうする自身の声の気味悪さに、ぶるりと寒気が走る。

　足あし下もとを見ると、人が歩ける通路の脇わきに海水が入はいり込こんでいた。おそらくは川のように地面に沿って奥おくまで続いているのだろう。さしずめ「人魚の街かい道どう」とでも言うべきこの川を、ハルは遡そ上じょうしていったのではないか。

　しばらく川と並へい行こうして歩いていると、ぽっと明るい広場に出た。

　石せっ灰かいの白しら壁かべと地面が光を反射して眩まぶしい。天てん井じょうを仰あおぐと、壁かべの隙すき間まにすっかり晴れた星空と、やたらと円まるい月が覗のぞいていた。

「ハル、ここにいたのか」

　月明かりが照らす白い広場で、ハルは「人魚の街かい道どう」に尾おを浸ひたして腰こし掛かけていた。

　反らした上体に月が差し、艶なまめかしく浮うかび上あがった曲線にヨンは言葉を失う。

　──なんて美しい生き物だ……。

　こちらを振ふり返かえって微ほほ笑えむハルに、ヨンはかつて経験したことのない感情を抱いだいた。

　恋こい、などという小ぎれいなものではない。

　人魚をセイレーンと忌いみ嫌きらう漁師街で、誰だれも知らないこの洞どう窟くつで、出会ったハルと逢おう瀬せを重ねて、この美しい娘むすめを独ひとり占じめにして──。

　そうした疚やましい未来の断だん片ぺんが、ヨンの内で泡ほう沫まつのようにぷつぷつと弾はじけていた。

　頭の奥おくから親方のダミ声が響ひびいてくる。

『頼たのむから、あの忌いま々いましい亜あ人じんにだけは手を出してくれるなよ！』

　ヨンは決して親方を裏切ろうとは思わない。思わないが──。

　バレなければ裏切りではないと考える卑いやしさが、ヨンにはあった。
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　ヨンに案内された『漁師の隠れ家亭フィッシャーマンズ・ネスト』は、小さな町によくあるよろずを商あきなう居酒屋パブだった。

　労働後の一杯ぱいを求める漁師でごった返す店は、酒や料理を出すだけでなく、薬や日用品の類たぐいも置いてある。多くは旅籠はたごも併へい設せつしているので、宿しゅく泊はくに訪おとずれた旅行者相手に、地元の人間がろくでもない法ほ螺らや胡う散さん臭くさい儲もうけ話を吹ふい聴ちょうしたりする。

　時には地主への謀む反ほんまでもが企くわだてられる居酒屋は、時代における社交場パブリック・ハウスだ。酔すい漢かんたちとの他愛ない掛かけ合あいは、アッシュも決して嫌きらいではない。

　ただ、他よ所その居酒屋と『漁師の隠かくれ家が亭てい』が決定的に違ちがうところが一つある。

「すてき……」

　フィジカがうっとり見つめるテーブルには、魚料理と果物がわさんと盛られていた。そのすべてが地元の漁師たちによって、「あの席のお嬢じょうちゃんに」と差し入れられたものだ。

　漁師街は万年嫁よめ不足のため、女性はいつでも厚こう遇ぐうされる。『目の前にシスターがいるのに手を出せない角守と、目の前に魚の雌めすしかいない漁師では、一体どちらが辛つらいのか』とは、婚こん期きを逃のがしたアッシュの先せん輩ぱいがよく口にしていた自じ虐ぎゃくだ。

「私、この街に住もうかな。そうすれば毎日タダでご飯が食べられ──[image: に゛]ゃっ」

　フィジカが隣りん席せきに立てかけていた杖つえが突とつ然ぜん倒たおれ、持ち主の向こうずねをすこんと叩たたいた。

　まるで天てん罰ばつが下ったような間の良さに、アッシュはくくと笑ってしまう。涙なみだ目めで杖つえを罵ののしるフィジカには悪いが、これはぜひ手紙にしたためて妹に報告せねばなるまい。

「随ずい分ぶん思いつめた顔してるのね」

　女の声に振ふり向むくと、カウンター席に座ったヨンの背中が目に入った。どうやら顔に吹ふき出で物ものの散った給きゅう仕じ娘むすめを相手に飲んでいるらしい。

「ああ。最近釣ちょう果かが今ひとつでね」

「聞いてるわ。あんたらしくないって漁労長が心配してた」

　おそらく普ふ段だんはこの娘むすめがフィジカの位置にいて、客にちやほやされているのだろう。女としては器量の差を見せつけられた形になるけれど、娘むすめは別段機き嫌げんを損そこねた様子もない。

「あの子もパトリシアと同じ病気だね」

　いつの間にか立ち直ったフィジカが、カウンターの給きゅう仕じ娘むすめを見てニヤリと笑う。

「パトリシアって、ユニコーンに嫁とついだ荷馬の名前だよね。同じ病気って──」

　フィジカが診しん断だんした馬の病名は、「恋こいわずらい」だったはずだ。

「それは……まずいよ。だってヨンさんは既き婚こん者だし」

「既き婚こん者が自分の街の居酒屋で女の子相手に飲むわけないでしょ。すぐに奥おくさんにバレて怒おこられるんだから。それを気にしないヨンは独身ってこと」

「でも、ヨンさんは『女にょう房ぼうが産気づいた』って言ってたじゃないか」

「ま、『人魚の雄おす』みたいなキミに言ったってわからないよ」

　フィジカがフンと鼻で笑う。どうも小こ馬ば鹿かにされたようだが、アッシュにはその例えの意味がわからない。というか──。

「人魚って、雄おすもいるの？」

　人は禁きん忌きに惹ひかれるゆえか、人間と人魚の恋こいを綴つづった物語は多い。しかしそのどれもが類型的で、主役はいつも人魚の娘むすめと人間の男だ。雄おすの人魚が出てくる話を、アッシュは寡か聞ぶんにして知らない。だから存在しないとも思っていなかったが、やはり想像はしにくい。

「いるよ。人魚の雄おすは雌めすと違ちがってほぼ草食。だから海中に引きこもって岩に貼はりついた海の苔りばっかり食べてる。性格もおとなしくて雌めすとも関わりたがらない」

「なるほど。実際に目にすることがないから、物語には人魚の雄おすが出てこないんだね」

「違ちがうよ。人魚の雄おすには単純に『雄おすとしての魅み力りょく』がないってこと。世のお盛さかんなマダムたちは、ヨンみたいに野性的な男を好むからね」

　つまり、アッシュは女性に好かれる手合いではないと言いたいのだろう。確かにヨンほど男らしさに溢あふれてはいないが、そこまで捨てたものでもない……と思う。

　とはいえムキになって否定すれば、『そういうお子様なところが』と返ってくるのは目に見えている。フィジカがこうも自分をからかいたがる理由が、アッシュには見当がつかない。

「ま、そんなに落おち込こむことないよ。キミのことを好きになってくれる人も、どっかにはいるはずだからね。案外……この店の中にいるかもしれないよ」

「えっ、それって……」

　今この居酒屋に、女性はたった二人しかいない。一人はヨンに恋こいわずらいだ。となると残っているのは、目の前ではにかんでいるこの──。

「ほら、あそこの二人がキミに熱い視線を送ってる」

　えっと振ふり返かえろうとしてアッシュはためらった。女性の「残っている方」は目の前でニヤニヤ笑っている。ならば自分を見ている相手は……考えたくない。

　怯おびえるアッシュの前で、フィジカは食後のパイプワインをすすりながらけたけた笑って上じょう機き嫌げんだった。お姫ひめ様扱あつかいがよほど嬉うれしかったのだろう。肴さかなにされてこっちはいい迷めい惑わくだ。

「さて。今夜は色々ありそうだから早目に寝ねよっかな」

「色々？　夜行性の幻げん獣じゅうでも探しに行くの？」

「ま、そんなとこだろうね」

　ヨンのいるカウンターを一いち瞥べつし、フィジカが《悪い薬師》の顔でニヒッと笑った。
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　朝には船を出して働き、夜は親方一家と夕食をともにする。

　しかし灯とう台だい守もりも眠ねむる時刻になると、ヨンは毎晩こっそり寝ね床どこを抜ぬけ出だした。

　岬みさきの突とっ端たんの誰だれも知らない抜ぬけ道みちを通り、闇やみにまぎれて白の洞どう窟くつへと降りる。

　ヨンの姿を見つけたハルがきゅうと鳴いて迎むかえると、夜が明けるまでのわずかな時間、二人は人目を忍しのんで睦むつみ合あう。

　ヨンがせっせとハルの下もとへ通う間も、親方は嫁よめを貰もらえと小言を口にし、同どう僚りょうの漁師たちは居酒屋でジギーを囲んでいた。ヨンの世界はいつも通りで、何一つ変わっていなかった。

　広すぎる世界に街を作って切り分けた結果、大半の者にとっては街そのものが世界になっている。あばたのジギーはそんな小さな世界で女王として君臨し、アキ坊ぼうは本来の世界を求めて海へと旅立った。

　だが、今のヨンは小さな世界と本来の世界の狭はざ間まにいる。

　──この白の洞どう窟くつを、ひいてはすべての世界を知っているのは自分とハルだけだ。

　そんな背徳的な万ばん能のう感が、ヨンに罪の意識を忘れさせていた。

　今夜も重なる世界で重なる二人を、秘密の入り口から月が覗のぞいている──。

「ちょっと、寒いな」

　白の洞どう窟くつの地面に横たわったまま、ヨンは隣となりのハルに軽くこぼした。

　ヨンにはそろそろ寒い季節だが、ハルは火を怖こわがるので暖は取れない。

　体が温まるのも好きではないようで、じっと肌はだを合わせているとハルは少しだけ嫌いやな顔をする。こうして手を繫つなぐくらいの触ふれ合あいがちょうどいい。

「きゅう……」

　ハルはすまなそうな顔をして、ヨンの胸に体を預けてきた。

　ヨンは気にするなと笑え顔がおを見せ、持参した首くび飾かざりの紐ひもをハルのうなじで結んでやる。

　大したものではない。発色のよいサクラガイに穴を開け、紐ひもを通しただけの小こ間ま物ものだ。

「きゅう？」

　ハルが不思議そうな顔をしているので、同じ貝の片割れで作ったものを自分の首にかけてみせた。すぐに意味がわかったようで、ハルは「きゅう！」と鳴いて喜ぶ。

　ハルは相変わらず互たがいの名以外発音できなかったが、ヨンは特に不便を感じなかった。表情や仕草で伝えたいことは大体わかる。

「これで俺おれとおまえは夫婦めおとになった。ずっと、二人で暮らしていこうな」

「ハル、ヨン、きゅう！」

　そう言ってくれて嬉うれしいよと、ハルに笑いかけた時だった。

「うちの女にょう房ぼうの勘かんは、どうしてこうも外れないんだろうな」

　耳慣れた胴どう間ま声ごえに振ふり向むく。

　秘密の入り口で唇くちびるを嚙かむ親方を、月がぼうっと照らしていた。背後には六人の息子むすこ──その手に銛もりを携たずさえたヨンにとっての兄たちがいる。

　ヨンはすぐさま跳はね起おきた。

　状じょう況きょうが飲のみ込こめず、隣となりで「きゅう？」と首を傾かしげていたハルを人魚の街かい道どうへ突つき飛とばす。

　そうして拳こぶしをきつく握にぎり、水面で揺ゆれる亜あ麻ま色の髪かみに叫さけんだ。

「俺おれをたらし込こもうなど十年早い！　二度と現れるな悪魔エルフめ！」




　その後、ヨンの家族はハルについて何も触ふれなかった。

　親方は何も言わず、六兄弟も何も聞かず、おかみさんはいつものように笑え顔がおでヨンの皿に潮うしお汁じるをよそい、いつものように亭てい主しゅの尻しりを蹴け飛とばしていた。

　同どう僚りょうの漁師たちもヨンの逢あい引びき相手など知らず、居酒屋に行けばいつものようにお高く止まったジギーとその取り巻きを眺ながめられた。

　ヨンの日々は愛を知る以前に戻もどった。また小さな世界に帰ってきた。

　ただ、以前と違ちがうことが一つある。

　沖おきに一人船を浮うかべると、視界のどこかに必ず兄弟の船があった。

　夜中に用足しで部屋を出ると、いつも兄弟の誰だれかとすれ違ちがった。

　ヨンの行動は以前と変わらぬ風を装よそおい、六兄弟にしっかと見張られていた。

　おそらく過去にも似た出来事があったのだろう。ヨンの傷心を気き遣づかいながらも、決して間ま違ちがった道には進ませないという無言の監かん視しは手て馴なれていた。もしかしたら、六兄弟の誰だれかも「セイレーン」に魅み入いられたことがあるのかもしれない。

　そんな監かん視しを、ヨンは決して疎うとましいとは思わなかった。それは等しくヨンが家族として受け入れられていることでもある。

　──もう二度と、彼かれらを裏切ってはいけない。

　ヨンは家族に忠ちゅうを尽つくす証あかしとして、ジギーの取り巻きに加わった。そうしてハルを忘れようと、自分を殺してあばたの娘むすめに花を渡わたした。

　しかし、一時の迷いと言えるほど、ヨンがハルと過ごした日々は軽くもない。

　夜には必ずハルの夢を見た。

　笑うハル、鳴くハル、肌はだに触ふれると喜ぶが、体が温まるとそっと身を引くハル──。

　必然的に朝は泣いて目覚めるので、ヨンは自室に洗面用の水を置くようになった。

　女のようだと冷やかされるかと思ったが、兄弟たちは何も言わなかった。

　この気き遣づかいと監かん視しこそ、ヨンが求めた家族の温ぬくもりだ。

　自由とは孤こ独どくであり、孤こ独どくと死は単に綴つづりが違ちがうにすぎない。この街に流れ着くまでの数年間で、ヨンはそれを嫌いやというほど味わった。死と隣合わせの自由などもうごめんだ。

　人が生きていくには世界は広すぎる。矮わい小しょうで閉じた世界こそ、人の拠より所どころ足り得るのだ。

　では、人魚の方はどうだろうかとハルを想おもう。

　ハルフゥの世界も価値観も、人のそれとは大きく違ちがう。ハルはどちらかといえば人間よりも動物に近い感覚を持っていた。もう自分のことなどとうに忘れて、仲間と岩がん礁しょうでお喋しゃべりしているかもしれない。そうあってくれと、ヨンは願っていた。

　だから、ある日の沖おき合あいで水面に顔を出したハルを見つけた時、ヨンは喜ぶよりも辛つらさが顔に出てしまった。

　ハルはヨンを見つけて顔中でけへへと笑った。そうして岩がん礁しょうに乗って小さく手を振ふり、小首を傾かしげた。

『もう洞どう窟くつでは会えない？　別にここでもいいよ』

　そんな身み振ぶりを見て、ハルは何も変わっていないのだと悟さとる。ハルだけはまだ二つが重なった世界にいるのだ。自分はもう、そこにいないのに──。

　押おし黙だまったヨンを見て、ハルは「そっちに行くね」と鳴いた。

　ヨンの後方では、六兄弟の長ちょう兄けいが船を浮うかべている。ハルの存在に気づいたら、有う無むをいわさず銛もりを取るだろう。

　──すまない、ハル。

　後うしろ髪がみを引く笑え顔がおを振ふり切きり、ヨンは街へと漕こぎ出した。

　その足で居酒屋に向かい、半はん端ぱな稼かせぎをソルト酒に変えて胃の中に流ながし込こむ。これが自分にもハルにも最良の選せん択たくだ。そう言い聞かせるように黙もく々もくと酒を飲んだ。

　だが、明くる日に沖おきへ出てみると、そこにまたハルの姿があった。

　しかし昨日とは様子が違ちがい、ハルは遠くの岩がん礁しょうから悲しげにただこちらを見ている。近づくとヨンが逃にげると思っているらしい。

「……くっ」

　ヨンは声を殺してすすり泣いた。ハルがひたすら不ふ憫びんだった。

　愛した娘むすめがそこにいるのに、ヨンには何もできない。二枚貝の片割れを掲かかげ、泣きそうな顔で首を傾かしげるハルに、ヨンには何もしてやれない。

　──俺おれを見ないでくれ！

　うつむき肩かたを震ふるわせると、ハルが余計に心配しておろおろと体を動かす。

　すぐに去らねばと櫂かいを取ったが、二日続けて漁を途と中ちゅうで切り上げれば家族に怪あやしまれるだろう。ヨン自身も魚を釣つらねば暮らせないし、親方の恩にも報むくえない。

　ヨンは気き遣づかわしげなハルを無視し、下を向いたまま糸を垂らした。

　次の日もハルは岩がん礁しょうでこちらを見つめていたが、努めて目を向けないようにした。

　さらに次の日も、その次の日も、ハルは毎日岩がん礁しょうにやってきたが、ヨンはうつむき海を見つめるだけだった。

　狂くるおしさに叫さけびたかったが、ヨンにはそれすら許されない。

　ただ自らの膝ひざに爪つめを立て、歯を食いしばって魚を釣つる日々が過ぎていった。

　ところが、ある日の沖おきへ出てみると、ハルの気配を感じなかった。

　意を決して顔を上げると、やはり岩がん礁しょうにその姿がない。いよいよ諦あきらめたかと複雑な思いでいると、ゆらと水面を揺ゆらしてハルの姿が現れた。

　しかし、その様子がいつもと違ちがう。

　普ふ段だんなら軽快に岩に飛び乗って尻しりを乗せるハルが、今日はどうにか体を持ち上げるのがやっとの有り様だった。こちらに背を見せ横たわる体も、ひどく苦しげに上下している。

　──どうしたんだ？　病気か？

　固かた唾ずを吞のんで見守っていると、肩かたで喘あえぐハルの体がごろりと仰あお向むけになった。

　胸より高い位置で上下するへそを見て、ヨンはようやく気づく。

　──まさか……俺おれの子を宿したというのか？

　今まで見ないようにしていたため、ヨンはハルの変化に気づけなかった。ハルはその腹に子を抱かかえてヨンに会いに──否いな、ヨンに会わせに来ていたのだ。

　──なんということだ……！　俺おれはどうすれば……どうすればいい……。

　放っておくという選せん択たく肢しはない。生まれた子供が人間ならば、海中で産み落とした瞬しゅん間かんに死んでしまう。ならばどうする。普ふ通つうの出産なら産さん婆ばを探して頭の一つも下げればいい。しかし人魚がセイレーンと忌いまれるこの街で、その助産をしてくれなど誰だれに頼たのめようか。

　──隣となり町まちまで、行くしかない。

　ハルの様子を見る限り、急がねばならなかった。白はく亜あの街から隣となり町まちまでは、山を越こえて往復で丸一日かかる。すぐに出発するべきだ。

　ヨンは背後の兄の気配を伺うかがい、大きくのびをする振ふりで右手に貝の首くび飾かざりを掲かかげた。

『あの洞どう窟くつで待っていてくれ』

　そんな意味を込こめたつもりだ。産さん婆ばを見つけて洞どう窟くつへ送おくり込こめば、自分はその場に行かなくても大だい丈じょう夫ぶだろう。見張りの兄たちを引きつけておくにも、そうする以外に方法がない。

　問題は人魚を診みてくれる産さん婆ばがいるかだが、今そんなことを考えてもしかたがない。事態は急を要するのだ。この際、人を診みてくれるなら按あん摩までも理容師でもなんでもいい。

「ちょっと、隣となり町まちに行ってくる」

　帰宅後、あえて目的を省いて家族に伝え、ヨンは取るものも取りあえず家を出た。

　女の少ない白はく亜あの街では、これだけで意味が通じる。隣となり町まちまで一人で出かけた男を見張るほど、ヨンの兄弟たちは野や暮ぼではない。

　街を出てすぐのところで、誰だれかと肩かたがぶつかった。

　苛いら立だちとともに舌打ちしかけたが、振ふり返かえってみると相手はまだ少年だった。

　成り行きで話をすると、少年の連れの少女が自分たちは『羊飼い』だと名乗る。

　羊飼いは薬師の心得を持つと聞いたことがあった。彼かれらは共に生きる羊の病気や怪け我がの治ち療りょうはもちろん、角を切ったり子を生む手伝いなどもする。街に寄った際にはその知識を活いかし、家か畜ちくの世話や診しん療りょうで日ひ銭ぜにを稼かせぐらしい。

　──そういえば、今日は聖ラーズグリーズの祝日だ。

　ハルと出会ってからちょうど一年。謙けん虚きょに生きていればこういう神の思おぼし召めしがあるのだと、ヨンは思い知った。
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　居酒屋で会計を済ませ、アッシュたちは同じ敷しき地ちに併へい設せつされた宿に向かった。

　寝しん室しつは間ま仕じ切きりのない大部屋で、狭せまい空間にベッドがひしめく一いっ般ぱん的な旅籠はたごだった。しかし他に客はいないので、ひとまずくつろげそうではる。

　重いコートを脱ぬいで窓まど際ぎわに干し、ブーツをすぽんと放って暖だん炉ろの前に足を投げ出す。

「ああ、くたびれた……」

　特に何をしたわけではないけれど、歩くだけでも足は毎日棒になった。フィジカはこんな生活をずっと続けているのかと思うと、新人角守としては敬意を抱いだかずにいられない。

「ねえ、フィジカ。もう少しでトラパットに着くけど──」

　今後の予定を尋たずねようと振ふり返かえると、少女は既すでにベッドですうすう寝ね息いきを立てていた。例の如ごとくに頭にすっぽりフードを被ったままで。

「いつもながら寝ねるの早いよ……」

　旅慣れているくせにまるで警けい戒かい心がない。フィジカが今まで旅を続けてこられたのは、単に運がよかっただけだろう。アッシュが抱いだいた畏い敬けいの念は早くも雲散した。

「困ったな。毛布くらいかけてあげたいけど、寝ね顔がお見たのがバレるとすごく怒おこるし……」

　着き替がえを覗のぞかれても平気なくせに、眠ねむっている際に近づくと、なぜかフィジカは『スケベニンゲン！』を連発しながら杖つえでしたたかに打うち据すえてくる。

　ならば放っておけばよいと思うも、フィジカは大変寝いぎたない。悪夢でも見ているのかと思うほど、常にごろごろ寝ね床どこを転がっている。命の恩人、しかも薬師に風か邪ぜを引かせるのはさすがに偲しのびない。

　長く逡しゅん巡じゅんした後に、アッシュは少しだけ世話を焼くことにした。

　その時──。

「あっ」

　服の袖そでボタンが引ひっ掛かかり、フィジカの被ったフードがはらりとめくれた。

「フィジカ、君は……！」

　少女の体で唯ゆい一いつ目もく撃げきしたことのなかった箇か所しょ。

　いつも銀色の髪かみでふわりと覆おおわれていた「甘あまい耳」を、アッシュは見てしまった。




　それから半時ほど経たった頃ころ、外の廊ろう下かで床ゆかの軋きしむ音がした。

　ほどなく寝しん室しつの入り口に一人の人物が立つ。それを待っていたようにフィジカがむくりと起き上がって言った。

「私の仕事は安くないよ。キミ、お金持ってるの？」
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　羊飼いの姉弟きようだいが寝ね屋やに向かったのを確かく認にんすると、ヨンは間を置いて席を立った。

「おや、もう帰るのか？」

　カウンターの奥おくで調理をしていた主人に声をかけられ、ヨンはこれ幸いと声を張る。

「いや、羊飼いの姉弟きようだいにお休みを言いにね。戻もどってきたらまた飲むよ。今日はそういう気分なんだ」

　おそらくテーブル席で飲んでいた六兄弟たちにも聞こえただろう。その後すぐに旅籠はたごの客室へと向かったが、つけられている気配はない。

　廊ろう下かでシーツを抱かかえたジギーとばったり遭あった。酔よっぱらいを振ふる舞まってキスを投げてやると、看かん板ばん娘むすめはそそくさと去っていく。ジギーは誰だれに対しても素っ気ないが、それが今のヨンにはありがたかった。

「──キミ、お金持ってるの？」

　大部屋の寝しん室しつに入ると、いきなり羊飼いの姉に問われた。どうやらヨンの来訪を予期していたらしい。最初に会った時から、どうもこの娘むすめは油断ならない。

「ああ。羊を失ったなら金が要いるだろう。あんたたちに頼たのみたいことがある」

　小銭の入った巾きん着ちゃくを放ると、姉が渋しぶい顔を作った。子供には過ぎた大金のはずだが、人に言えない仕事と踏ふんでこちらの足あし下もとを見ているのだろう。どうにも食えないガキだ。

　しかし事態は急を要する。今はこの羊飼いたちに頼たよるしかない。

　結局ヨンは有り金のすべてを渡わたし、ハルの分ぶん娩べんに手を貸してくれと頼たのんだ。

　最後に貝の首くび飾かざりを預けると、姉弟きようだいはすぐに宿を出ていった。あの二枚貝の片割れを見せれば、ハルも羊飼いたちを信用するだろう。

　二人の帰りを待つ間、居酒屋に戻もどってジギー相手にソルト酒を飲む。

「あんた、最近よく来るのね」

　テーブル席の方では、六兄弟が羊飼いの姉を肴さかなに下品な話を咲さかせていた。顔を出しておくべきだろうか。しかし今は同席できる気分ではない。できれば誰だれとも話したくないが、体てい裁さいは繕つくろわねばならない。

「ジギーの顔が見たくてね」

　結果、ヨンは看かん板ばん娘むすめに虚むなしい口く説どき文句を吐はきながら、頭では別のことを考えている。

　──生まれた子を、ハルは一人で育てるんだろうか。

　一年間をハルとつき合い、それなりに人魚の生態を理解したつもりだ。しかしハルフゥたちがどうやって子を育てるかまでは知りようがない。

　それ以前に、どんな子が生まれるかすらも未知数だ。腹の大きさを思い返し、双ふた子ごだろうかと漠ばく然ぜんと想像する以外、ヨンにできることはない。

「噓うそばっかり。ヨンはあたしのことが嫌きらいだって知ってるわ」

　ジギーのそっけない眼まな差ざしが、ヨンを現実に引ひき戻もどす。

「おっと。そいつは今まで言われた中で一番悲しいセリフだな」

「よく言うわ。でもあんたのそういう小こ賢ざかしいところ、好きな人もいるのよ」

「へえ。誰だれのことだい？」

　ジギーがため息を飲のみ込こむような素そ振ぶりを見せた。

「……あんたのとこの長男。『苦労して生きてきたから狡こう猾かつなところがあるが、根は至し極ごく真ま面じ目めな人間だ』って褒ほめてたわ」

　そこまで人を見み抜ぬけるなら、長男の方がよほど漁労長に向いている。さっさとこのあばた娘むすめを口く説どいて、親方の跡あと目めを継つげばいいものを──。

　しばらくの間、ヨンは跡あと継つぎ問題を憂うれいながら黙もく々もくとカップを傾かたむけた。今日のソルト酒はやけに辛からく、いつもよりも減りが早い。

「なあ、ジギーは兄貴のことをどう思ってる？　あれはいい男だろ？」

　あばたの娘むすめは問いに答えず、人を見下したような顔でアゴをしゃくった。

「絡からみ酒も終わりね。あんたの待ち人が来たわよ」

　振ふり返かえると、居酒屋の入り口から白いローブを羽織った少女が近づいてきた。

　羊飼いの姉弟きようだいはヨンの隣となりに座すわり、煮にビールと水を一杯ぱい頼たのむ。

　ジギーにそれとなく退席を促うながすと、ヨンは早さっ速そく姉に成果を問とい詰つめた。

「どうだった？　ハルは無事か？　子供は男か？　女か？」

　するとアキ坊ぼうに似た女顔の弟が、いきなり「あなたは最低だ」と割って入ってきた。

　少年は年とし頃ごろらしいまっすぐな目でヨンを睨にらんでいる。おまえに何がわかると言いたかったが、今は子供の相手をしている暇ひまはない。

「あんたの話は後でいくらでも聞いてやる。それで、ハルは無事なのか？　子供は？」

　弟をあしらって姉に問うと、予想外の答えが返ってきた。

「無事じゃないよ。あの人魚はもう助からないし、子供が生まれることもないね」

　驚おどろきのあまり声も出ないヨンを一いち瞥べつし、姉が診しん察さつの結果を語る。

「キミ、人魚は卵らん胎たい生せいだって知ってる？　鳥のように卵を生むんじゃなく、人間のように子を生むのでもなく、お腹なかの中で卵を育てるんだよ。魚で言えばメバルやカサゴだね。あの人魚のお腹なかには卵があるけど、本来あそこまで大きく膨ふくらんだりはしないもの。臨月の母体に障害があると、卵が孵かえらずにああいう『卵づまり』を起こすわけ」

「母体に、障害……？」

「主に精神的なものだね。人間と同じで心の葛かっ藤とうは動物にも苦しい。特に魚類はつがいの相方が死亡すると卵づまりを起こしやすいんだよ。孤こ独どくは何より辛つらいからね。つがいになれば仲間の群れからも離はなれるし」

　最後の言葉に愕がく然ぜんとする。ヨンとハルはそれぞれの住む世界に戻もどった。しかしそう思っていたのはヨンだけで、ハルは仲間たちの元へ戻もどらなかったのだ。

　ヨンのように小さな世界に家族を「求める」のではなく、ハルは変化していく体の不安とたった一人で戦いながら、二人だけの世界で家族を「作ろう」としていたのだ。

「生まれるべき時に生まれなかった卵は、そのままお腹なかの中で育ち続ける。結果、体内の器官が卵らん殻かくで圧あっ迫ぱくされて正常な機能を失う。あの子が苦しんでるのは陣じん痛つうのせいじゃない。もう少し早ければどうにかなったけど、もって明日の朝までだろうね」

「そんな……！　なんとかできないのか？　金ならなんとかするから！」

「知らないの？」

　羊飼いの姉が、ぞっとするような冷たい目でヨンを見た。

「一度失敗した人生は、たとえ過去に戻もどって別の選せん択たく肢しを選んでも、必ず失敗するようになってるんだよ。人生はやり直しが利きかないんじゃなくて、やり直す意味がない。キミにできるのは、選んだ選せん択たく肢しを正解にするための努力だけ。ま、次でがんばって」

　絶望的な言葉に目の前が真っ暗になった。ヨンは一人で苦しむハルに寄より添そえないどころか、その命まで奪うばってしまうのだ。

「最後に一つ。ヨンさんはたぶん勘かん違ちがいをしています」

　それまで黙だまりこくっていた弟の方が、煮にビールのカップを掲かかげながら言う。

「僕ぼくがさっき『最低』だと言ったのは、あなたが害がい獣じゅうを助けようとしたからです。でもあの人魚は間ま違ちがいなく死ぬ。結果は『最高』ですよ。じゃあ乾かん杯ぱいしましょうか」

[image: ]

「このっ……！」

　ヨンの拳こぶしが届くより早く、ジギーの手が少年の頰ほおを打っていた。

「帰って。ここはあんたたちの来る店じゃないわ」

　追い返された姉弟きようだいが「つつがなく」と皮肉を残して去っていく。

　立たち尽つくすヨンの耳元で、ジギーが常の素っ気ない声で囁いた。。

「裏口から行って。あんたを見張ってる兄弟はあたしが潰つぶしておくわ」




　ヨンが走って白の洞どう窟くつに向かうと、ハルは人魚の街かい道どうに尾おを浸ひたして横たわっていた。

「ハル！」

　近づいてうつろな目をした顔を胸に抱かかえる。常から白かったハルの肌はだは、血の気を失ってほとんど透すけるようだった。身重の体でここまで来るだけでも相当辛つらいだろう。

「……よ、ん……？」

「すまなかった。ハル、本当にすまなかった……！」

　謝あやまって済むことではないが、ヨンはひたすらに詫わびた。そうすることしかできなかった。

　ハルはヨンが謝あやまる度たびに「きゅう」と鳴き、苦しげに笑えみを浮うかべてくれた。

「きぃう」と鳴いて幸せだったと言ってくれた。

　そんなことは決してない。ハルと幸せに過ごしていた日々も、ヨンは頭の隅すみでこんな時間はいつまでも続かないとわかっていた。家族の下もとへ戻もどるかハルと新たな家族を作るか、決断しなければならないとずっと思っていた。

　だが、その葛かっ藤とうすらも欺ぎ瞞まんであり、ヨンは自分が家族の下もとへ戻もどると知っていた。

　既すでに家族を失っていたヨンは、もう一度それを失うことを恐おそれた。また一人になるのがどうしようもなく怖こわかった。

　ヨンが真しんに求めていたのは、家族ではなく居場所だった。

　──俺おれのようなクズは、ハルと出会うべきではなかった。

　自分は何も失わず、ただハルを傷つけて殺す。蛙かえるの子はどれだけ足あ搔がいても蛙かえる以外になり得ない。卑ひ賤せんな父の子はやはり卑ひ賤せんで、薄はく情じょうな母の息子むすこもまた薄はく情じょうだ。

　ヨンは、生まれた時点で孤こ独どくな人生を義務づけられていたのだ。

「よん、きゅう」

　ハルがわずかに体を起こし、ヨンの頰ほおに伝う涙なみだを舐なめた。その冷たい温ぬくもりを、ヨンは懸けん命めいに体で憶おぼえる。

　来世では一いっ緒しょになろうなどと、都合のいいことは言わない。

「ハル、俺おれは生しょう涯がいをかけておまえに償つぐなう」

　それだけが、今の偽いつわらざる気持ちだった。




　白の洞どう窟くつに朝の光が差さし込こみ、湿しめった石せっ灰かい岩がんの上で目を覚ます。

　眠ねむってしまったのだと気づき、ヨンはすぐさま飛び起きた。

「ハル！」

　焦あせって明るい洞どう窟くつの中を見回す。ハルの姿は見当たらない。

　刹せつ那な、途と方ほうもない罪悪感が体を貫つらぬいた。

　ハルの最さい期ごの夜だというのに、安酒を煽あおって眠ねむってしまった。取り返しのつかない罪を、自分はいったい何度重ねれば気が済むのか──。

「ハル！」

　滴したたる嫌いやな汗あせをそのままに、ヨンは岬みさきの上へ出る秘密の抜ぬけ道みちを上った。

　ハルが体を浸ひたす人魚の街かい道どうに潜もぐった。

　海へ出る入り口までも二度往復した。

　しかし、ハルの姿はどこにも見つからない。

「海へ……還かえったのか……？」

　自分とハルが住む世界が違ちがうことを、今いま更さらのように思い知る。

　この洞どう窟くつで、ヨンは人と人魚の世界を行き来していると感じていた。

　だが、人も人魚もそんな風には生きられないのだ。生きとし生けるものはすべて、根を張るように拠きょを構えて、初めて生きていくことができる。

　新しい世界を望むなら、ハルやアキ坊ぼうのように自分の世界から飛び出すしかないのだ。ヨンのように片足を残したままでは、どちらの世界でも半分の覚かく悟ごしかできない。

「ハル……ありがとう」

　言うべき言葉を探した結果、謝罪を重ねるより感謝を選んだ。どうせこの先ハルには一生侘わび続けるのだ。自分を選んでくれたハルの愛に語りかけられるのは今しかない。

「ありがとう、ハル」

　自分は卑ひ賤せんで狡こう猾かつで賢さかしい男だと思う。しかし今この瞬しゅん間かんだけは、ハルに気持ちを伝えるために微ほほ笑えんでいる。そこに邪よこしまな心は一片ぺんもない。

　──きっと、これは生しょう涯がい最後の心からの笑えみだろう。

　人魚の街かい道どうへ向かって想おもいを十分伝えると、ヨンは自分の世界に戻もどるべく振ふり返かえった。

「おまえ、なんでここに……」

　洞どう窟くつの中央に、あばたのジギーが立っていた。

　その両りょう腕うでには、布に包まれた赤あかん坊ぼうが二人抱かかえられている。

「この子たちは、あんたとあたしの子よ」

　ヨンに赤あかん坊ぼうの顔が見えるように、ジギーが体の角度を変えた。

「何を、言っているんだ……？」

「あんたとあたしが結けっ婚こんして、この子たちが生まれたの。そういうことにするのよ」

　布で包まれた赤あかん坊ぼうの手に、貝かい殻がらの片割れが握にぎられていた。

「ハルか……！　その子たちはハルが産んだのか？　ハルはどうしたんだ？」

「最後の力でこの子たちを産んで死んだわ。彼かの女じょは私が海へ還かえしてあげた。すべてあんたが寝ねている間の出来事よ」

　なぜ起こしてくれなかったとは言えない。眠ねむってしまったこと自体がヨンの罪だ。

「しかし……あの姉弟きようだいは、子供は生まれないと言っていたが」

「あんた、噓うそつきの代名詞みたいな羊飼いの言うこと信じたの？　小こ賢ざかしさだけが取とり柄えのあんたでも、さすがに動どう揺ようしてたのね」

　言われてみればその通りだ。ただの羊飼いがあんなに人や人魚の体に詳くわしいはずがない。

「で、あんたどうするの？」

「どうするって、何を……？」

　ジギーがため息を飲のみ込こむような素そ振ぶりを見せ、赤あかん坊ぼうのお包くるみを取った。

「もしもあんたが彼かの女じょに償つぐないたいなら、この子たちを立派に育てることね。あたしも……あんたの罪を半分背負ってあげるわ」

　ヨンに向かって差し出された赤子たちには、それぞれきちんと人間の足が生えている。

「この街の女はみんな知ってる。往来で網あみを繕つくろい、居酒屋で働きながら、あたしたちは海に出ている男たちよりたくさんのことを見て、聞いている。男はみんな『女は勘かんがいい』と思ってるけど、勘かん違ちがいもいいとこよ。あたしたちは網あみのように繫つながって、すべての情報を共有しているだけ。その網あみを使えば、あたしがあんたの子を産んだって思わせるのも簡単よ」

　赤子を抱だいた腕うでがぞわりと粟あわ立だった。つまるところ、『この街で生きていくなら、あたしの言う通りにしなさい』とジギーは言っているのだ。

　もちろん逆らうつもりなどない。ヨンにそんな権利はない。十分ありがたい申し出だと思う。思うが──。

「ジギーは……それでいいのか？　結けっ婚こん相手などいくらでも選び放題の立場なのに」

「……それは今まで言われた中で一番悲しいセリフだわ。本当に」

　自分を真ま似ねたジギーの言葉で、ヨンはすべてを悟さとった。

　ジギーが漁師たちを足あし蹴げにするような態度だったのは、つまり……そういうことなのだろう。長ちょう兄けいもジギーの気持ちに気づいていたに違ちがいない。小さな世界に片足だけしか残していなかったヨンには、そんなことすら見えていなかったのだ。

　悔くやむと同時に、あのいけ好かない羊飼いの言葉が思い起こされた。

「俺おれにできるのは、『選んだ選せん択たく肢しを正解にするための努力』──か」

　その言葉も偽いつわりの続きかもしれない。しかし今度こそきちんと世界に根を下ろし、自分の家族を作ろうとヨンには思えた。そうでなければ、自分のような生まれながらの外げ道どうはすべてを捨てて孤こ独どくに生きるしかない。選ばなかった選せん択たく肢しは、いつだって不正解なのだ。

「女の子と、男の子か……。ちょうどいいな」

　すやすや眠ねむる赤あかん坊ぼうたちを見下ろし、ヨンは覚かく悟ごを決めてジギーと向き合う。

「誓ちかおう。俺おれは生しょう涯がいをかけておまえとこの子たち──ハルとアキを幸せにする」

「そうしてくれると助かるわ。まずは酔よい潰つぶれたあんたの兄弟たちが目を覚ます前に、さっさと仕事に行ってちょうだい」

　ヨンの妻となる女の口ぶりは、まるでおかみさんのようだった。
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「本当に、これでよかったのかな……あいたた」

　白はく亜あの岬みさきで沈しずむ夕日を眺ながめつつ、アッシュは腫はれ上あがった頰ほおを押おさえる。

　昨夜は遅おそくまで仕事をした。診しん療りょう後のフィジカはなかなか起きず、結局こんな時間の出発になってしまった。

「ヨンは犯おかした罪を償つぐなえて、人魚は無事に子供を産めた。その上赤あかん坊ぼうはきちんと引き取られて、ジギーは片思いの恋こいが実った。キミは正義の角守として人助けをできて、私の手元には二人分の報ほう酬しゅう。全然全く、なんの問題もないね」

　昨晩、宿で寝ねようとしていたアッシュたちを訪おとずれた人物は、フィジカに『キミ、お金あるの？』と尋たずねられると、うなずいて言った。

『この後にヨンが尋たずねてきます。まずは彼かれの願いを聞いてあげてください』

　両手に抱かかえたシーツの中から、まるで男から貢みつがれたような数々の金目の物をぶちまけた娘むすめは、居酒屋で給きゅう仕じをしているジギーと名乗った。

　ジギーが話したところによると、ヨンが産気づいたと言った「妻」は、人魚のことだったらしい。人魚は白はく亜あの街では忌いみ嫌きらわれる存在であるゆえに、ヨンは隣となり町まちまで産さん婆ばを呼びに行こうとしていたようだ。

　人を喰くう害がい獣じゅうの名を聞いた時、アッシュは『なんだって！』といきり立った。しかしフィジカに賢かしこき姉の顔で沈ちん黙もくを促うながされ、不承不承に話を聞く。

　ジギーの依い頼らいはヨンの前で『適当に芝しば居いを打ってくれ』というものだった。それだけなら簡単だったけれど、看かん板ばん娘むすめはアッシュたちに更さらなる難題を突つきつけてくる。

『ヨンにはいつもより強いお酒を飲ませてあります。あの人が眠ねむっている間に、セイレーンの子を取り上げてください。もちろんあたしも手伝います』

　つまり、何がしかの陰いん謀ぼうに加担しろという話だ。

　これは関わらない方がよさそうだアッシュが思っていると、

『私は産さん婆ばでも薬師でもない。ただの羊飼いにそんなことできないよ』

　などとフィジカが平然と言ってのける。するとジギーが、

『あたしたちはあなたが異い端たん者と知っています。そちらの方が角守であることも』

　と、これまた如じょ才さいなく返してきた。

　澄すました顔で微ほほ笑えむ二人を見て、アッシュは女性恐きょう怖ふ症しょうになりそうだった。

　とはいえ、ジギーは教会に通報する意思などなく、言う通りにすればおそらくヨンが払はらうであろう分も含ふくめ、報ほう酬しゅうはきちんと払はらうと言う。何やら根深い話があるらしい。

『もしも子供がセイレーンなら彼かの女じょが、人間の子ならあたしが育てます。この街の女たちはずっとそうしてきました』

　一人の人間が産める子の数は多くない。女の少ない漁師街で跡あと継つぎを絶やさないため、先人たちは知ち恵えを絞しぼった。

　その結果が、人魚の子を育て、なおかつ自分も子を産むことだという。ゆえにこの街では五兄弟や六兄弟が当たり前で、うちの一人、二人は人魚の子が混じっているそうだ。

　それは雄おすが草食化した人魚たちにとっても、子孫を残すために重要な取り引きになる。アッシュやヨンが生まれるずっと前から、この伝統は続いているのだとジギーは言った。

『あたしたちには少なからずセイレーンの血が流れています。あなたが角守として責を果たそうとするなら……夜道にはお気をつけください』

　たじろぐアッシュを差し置き、フィジカはジギーの依い頼らいを受けた。次いで現れたヨンの前で芝しば居いをした後、アッシュたちは教えられた『白の洞どう窟くつ』へと向かう。

　洞どう窟くつ内の流れに尾おを浸ひたして横たわる人魚は美しかった。苦しげな顔でアッシュの顔を舐なめてくるので、もしかしたらヨンと勘かん違ちがいしているのかもしれない。

　そのままガブリといかれたらどうしようと怯おびえつつ、フィジカの指示に従って助産の手伝いをする。本来分ぶん娩べんの場に男は禁きん忌きだが、相手は人間ではないと目をつぶった。

　そうして人魚は産みの苦しみに耐たえ、立派に双ふた子ごの赤あかん坊ぼうを出産した。




「害がい獣じゅうって、なんなのかな……」

　海の果てに沈しずむ夕日に、アッシュは自問するように問いかける。

　答えは見つからない。フィジカが産後処置を施ほどこすと、人魚は元気に海へ帰っていった。

　人の子を産んだ人魚の母を、アッシュは害がい獣じゅうとして見ることができなかった。彼かの女じょを害がい獣じゅうとして討うつならば、白はく亜あの街に住むすべての人を殺さなければならない。

　しかし、アッシュが人魚を討うたなかった理由は、それだけではない──。

「人間ってなんなのかなー。なんで私たちを迫はく害がいするのかなー」

　フィジカが皮肉で茶化してくる。それは幻げん獣じゅうの心を代弁したものか、異い端たん者として教会に追われる自身のことを言っているのか、或あるいはまた別の理由があるのかは判別できない。

「フィジカは、すべての生き物が共存できる争いのない世界を望んでいるの？」

　アッシュが言うやいなや、フィジカがぶっと吹ふき出だした。

「その質問は、とてもキミらしいね」

「子供だって言いたいんだろう？　でも、僕ぼくは真ま面じ目めに知りたいと思ってる」

　世界を支配しているのは人間だ。すべての生きとし生けるものに対し、人間だけが神に生せい殺さつ与よ奪だつの権限を与あたえられている。

　害がい獣じゅうを生かそうとするフィジカの博愛は、漠ばく然ぜんとした「大陸の平和」に帰結する。それはアッシュたちエイル正教が推進している「現実的な平和」と、理念そのものは同じだ。

　けれど、両者は確実にどこかが違ちがっている。

「じゃあ答えてあげる。私はそんな世界望んでないよ。望んだって実現しないもの。すべての生き物は生きていくために誰だれかを殺さなきゃいけない。キミも私もお肉を食べる。他の動物も幻げん獣じゅうもそう。生きることは殺すことだよ」

「でも、食べる以外の理由で生き物を殺すのは人間だけだ」

「そんなことないよ。猫ねこはねずみをいたぶるために殺す。狼おおかみもよほど飢うえてなければわざわざ固い羊なんて食べない。あれは遊びで殺してるだけ。キミはバカ真ま面じ目めだから物事を善悪二項こうで考えようとする。でもよく言うでしょ。誰だれしも『それぞれの正義』があるって。絶対にわかり合えない価値観ってものが世の中にはあるんだよ」

　茜あかね色いろに染まる海を見て、フィジカは眩まぶしそうに目を細めた。

「だから、キミは無理に私を理解する必要なんてない。私とキミは敵同士」

　無理なんてしていない──そう言おうとしてやめた。今のフィジカは明らかにアッシュをあやしている。本音で話すことを拒こばんでいるなら、これ以上話しても意味がない。

「あの街は、きっとこの先も人魚と秘密の関係を保ちながら続いていくよ。それを知っている人間は多いのに、みんなが知らないふりをしながらね」

「そう……だね。女の人って怖こわいと思ったよ。男だけが何も知らないなんて」

　夫も子も取られて死んだ人魚が不ふ憫びんだと、男たちは相手を偲しのんで生きていく。

　妻となる女は、亭てい主しゅの罪を受け入れながら生きる良き女にょう房ぼうを演じる。

　けれど、フィジカによれば人魚は数多あまたの生き物の中で最も放ほう埒らつな部類で、新しい雄おすを見つければ前の相手などすぐに忘れてしまうらしい。白の洞どう窟くつでアッシュはヨンと間ま違ちがえられたのではなく、次の雄おすに選ばれていたのだ。そういう「真実」を男たちは知らない。

　フィジカはフィジカで『卵づまり』は卵が膨ふくらむ症しょう状じょうだなんて平気で噓うそをつく。そもそも人魚にはへそがあるのだから、子供は人間と同じ胎たい生せいなのだ。

　そしてヨンを滾たぎらせるための芝しば居いなのに、ジギーも本気でアッシュを平手打ちした。

　そういえば先日もフェアリーたちに「勢い」で殴なぐられたっけと思い出し、アッシュは生まれ変わったら人魚の雄おすになりたいと夕日に願う。

「男だってみんな知ってるけどね。ヨンだけが知らなかったのは、まだ街に受け入れられていないよそ者だったからだよ」

「え、そうなの？」

「そもそもあの街に男ばかり生まれる理由は、大昔には女の子を捨ててたから。漁師町に限ったことじゃないけど、貧しい村や町では労働力にならない食くい扶ぶ持ちを養う余よ裕ゆうがない。だから娘が生まれると、人買いに売ったり、神への生いけ贄にえにしたりした。そんな歴史が続いた結果、男が生まれる確率が自然と高まったわけ」

　生物にはそういう仕組みがあるらしい。女より男の方が生存に有利だという情報が、時を経るごとに体の中に蓄ちく積せきされていく。それが脳の進化であり、人類がここまで繁はん栄えいした一番の原因だそうだ。

「でも、それは生きていくためには仕方のないこと。人魚に子供を生ませることもね。つまり男は何も知らないんじゃなくて、知っていて知らないふりをするのが上手ってことだよ。キミの大好きなあの本も、書いているのはたぶん男だろうね」

　フィジカが言っているのは【ラズの書】の人魚の項こうのことだ。なんでも昔は人魚に惑わく溺できした男を指し、『あいつは人魚に喰くわれた』と言ったらしい。

　つまり、【ラズの書】に記載されていた『人魚が人を喰う』という話は、多感で不埒な男たちに対する牽制なのだ。噓を書くわけにはいかないけれど、人魚の雌は人間の雄と情交するなどと書けば大陸が半魚人で溢れてしまう。人間の雄は海苔より色を好む方が多い。

「キミも案外、バカな教会の犬のフリをしているだけなのかもね」

「全然そう思ってない顔だよね。でも、僕ぼくはフィジカの秘密を知ってるよ」

　言ってしまった。フィジカの目からすっと光が消える。

　昨夜の宿で見てからずっと持て余している秘密。それを告げてしまえば、もうフィジカとの旅は続けられないかもしれない。

　けれど、アッシュは真実が知りたい。今まで見てきた「事実に隠かくされた真実」を知ることができなければ、アッシュ自身がフィジカとの旅を続けられない。

「……私の、何を知ってるの？」

　歩き杖つえを握にぎったフィジカの手がかすかに震ふるえている。

「ゆ、昨夜ゆうべ助産を手伝っている時、アースドラゴンの鳴き声が聞こえたんだよ。あれ、本当はフィジカのお腹なかの音でしょ？」

　見てわかるほどに大きく息を吐はき、フィジカが顔を上げた。

「……違ちがうよ。バカ」

「そういうことにしておこうね」

　そんな軽口を叩たたきながら岬みさきを離はなれ、最後の目的地へ向かう。

　アッシュは黄昏たそがれれの海を振ふり返かえり、沈しずむ夕日に問いかけた。

　──どうして、僕ぼくは言えなかったんだろう。

　男は知らない振ふりをするのがうまいのではない。目を背そむけているだけなのだと思う。

　ヨンやアッシュのように、男は真実と向き合う勇気を持っていないのだ。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しょう：人魚（別名ハルフゥ、セイレーン、メロウ）

　少なくとも人間の肉は食べない。

　余談：角守よりも漁師の方が辛つらいと思います、先せん輩ぱい。














[image: 第五話　竜は眠りたくなかった（The dragon cried like a dragonfly）]
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　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　身分詐さ称しょうに税金逃のがれといった軽犯罪はお手の物。時には芝しば居いを打って大金をせしめたり、少年の純真を弄もてあそんで服や化け粧しょう品を貢みつがせたりもする。

　極きわめつけは反社会的な活動だ。この少女は薬師でありながら人を診みない。どころか教会が危険と定めた害がい獣じゅうばかりを治ち療りょうする。

　アッシュの旅の連れ合いは、そんな札付きの異い端たん者だ。教会所属の巡じゅん礼れい戦士──角つの守もりである身からすれば、本来即そく時じ拘こう束そくすべき相手になる。

　しかし厄やっ介かいなことに、フィジカはアッシュの恩人でもあった。言わば二人の関係は背中の腫はれ物もの。「切るに切れない」間あいだ柄がらだ。

　そんな道連れと行く旅も、ここトラパットで終わりを迎むかえようとしている。

　トラパット丘きゅう陵りょう地ち帯たいは二層に別れた大自然だ。上層は豊かな緑野が広がっている一方、大地の裂さけ目めから降りられる下層は、岩だらけの道が延々と続いている。時折壁かべに見られる横穴は、百年以上前に打ち捨てられた水すい晶しょう鉱山への入り口だ。

　そんな見方によってはわびしい場所が、《悪い薬師》の目的地だという──。

「ドラゴンほど悲しい生き物はいないよ」

　キミはそんなことも知らないのといった調子で、フィジカが言った。

　快適だった上層の平野を降り、過か酷こくな下層の岩道を歩きつつ、アッシュはいつものようにフィジカと「害がい獣じゅうとはなんぞや」といった問答をしていた。

「ドラゴンが悲しい生き物だって？　悪逆の限りを尽つくす、あの害がい獣じゅうの王が？」









　名めい称しょう：ドラゴン（別名ドラコーン）　危険度：高　等級：一

　その姿は牛ほどでもあり、山をも超こえることもある。天あま翔かけるものもいれば、地を這はいずるものもいる。海に棲せい息そくする種に手足はないが、概おおむねはトカゲに似た容姿である。

　口から炎ほのおや毒性を含ふくむ息を吐はき、古代種は人語を解かいして語りかけてくることもある。様態は様々だが、ドラゴンは押おしなべて人を食い、大地を荒あらす害がい獣じゅうの王である。

　聖ヒルダによれば、エイル神はドラゴンについてこう述べたとされている。

『竜りゅうとは具現化した魔ま性しょうであり、邪じゃ悪あくそのものである』











　害がい獣じゅう退治を任とする角守の手引き、【ラズの書】にはこう記されているのがドラゴンという生き物だ。聖人が残した言葉の通り、害がい獣じゅうの王を憐あわれむ余地は毛ほどもない。

　しかしフィジカはこう続ける。

「ドラゴンの次にかわいそうな生き物は象だね。生存適正以上の体長を持つ生き物は、みんな滅ほろびの運命を辿たどるしかないんだよ」

　確かに現在のウィンクルランドにおいて、ドラゴンはほとんど生息が確かく認にんされていない。

　しかしそれはエイル正教の偉い業ぎょうの一つだ。教会所属の角ク笛ラのリ騎オ士ンには、《竜殺しドラゴンスレイヤー》の二つ名を持つものもいる。決してドラゴンが自じ滅めつしたわけではない。

　そう言って抗こう議ぎすると、フィジカは「それは遠因」と持って回った。

「どんな動物もそうだけど、体を維い持じするには相応の栄養を摂せっ取しゅする必要があるわけ。平均するとあの子たちは一日に人間三人くらいは食べなきゃいけない。寿じゅ命みょうも長いから、百年千年は平気で生きる」

「それならまさに害がい獣じゅうの王じゃないか。人にとっては一利もない」

「魚たちも、人間のことをそう思ってるだろうね」

　一いっ瞬しゅんうっとたじろいだが、アッシュは気き丈じょうに言い返す。

「それは詭き弁べんだ。僕ぼくたちは海の魚を獲とり尽つくしたりしない」

「ドラゴンだって地上の生き物を食べ尽つくしたいなんて思ってないよ。でもこの大陸にはあの子たちを養えるだけの食料がない。『エ人戦争』が長引いたからね」

　それは百年の長きに渡わたって続いた人と悪魔エルフの戦争だ。悪魔エルフが用いた魔ま法ほうの火は大陸全土を焼やき焦こがし、多くの生き物が死に絶えた。現在ウィンクルランドの人口は最さい盛せい期きの十分の一にも満たない。悪魔エルフに至っては絶ぜつ滅めつしている。

「……違ちがうよフィジカ。それを言うなら『人じん魔ま戦争』だ」

　多くの人々にとっては歴史の中の戦争だが、アッシュが生まれたモイズ地方は戦火の影えい響きょうを最も受けた地域だ。炭化した森、淀よどんだ川、瘦やせて乾かわいた作物の育たない土地。そんな環かん境きょうで生まれ育ったアッシュが、平和を担になう角守を志すのは必定だった。

「どっちだって一いっ緒しょだよ。とにかくこの大陸にはドラゴンの餌えさが足りなかった。ただでさえ人口が少ないのに、キミたちエイル教会が示じ威いしまくったからね。だから地上のドラゴンは海かい棲せいにでも鞍くら替がえしない限り、生きながらえることは絶対に不可能」

「当然だ。邪じゃ悪あくの化け身しんが寿じゅ命みょうをまっとうするなんて許されない」

　フィジカの言うことは議論のすり替かえでしかない。ドラゴンも人も同じ生き物と言いたいのだろうが、それを決めるのは人ではなく神だ。

　エイル神が『邪じゃ悪あくそのもの』と断じた存在を、同じ生き物として受け入れることはできない。それができたら人と悪魔エルフの戦争など起こっていなかった。

「それでもドラゴンは生きようとした。それが生きとし生けるものの使命だからね。だから頭のいいあの子たちは、熊くまみたいに眠ねむりながら待つことにしたわけ。『常とこ世よの春』をね」

　自分たちにはどうしようもないから、変わらぬ世界が変わってくれることを祈いのってただ眠ねむる。たぶんそういった意味だろう。

「あの子たちは、自分がなんのために生まれてきたのかをずっと考えてる。もう何百年も眠ねむりながらずっとね。それでもいまだに答えは出ない。世界はまるで変わってくれない。だから飢き餓がと孤こ独どくに耐たえながら、ドラゴンたちは永遠の胎たい児じとして生きる。こんなにかわいそうな生き物はいないよ」

　言いたいことは理解できる。永遠の胎たい児じとして生まれた運命にも同情する。それでもやはりドラゴンは害がい獣じゅうの王だ。

「魚だって生き延びようと必死に逃にげる。ドラゴンは生きるために眠ねむる。だったら、人がいつ目覚めるかわからない害がい獣じゅうの王を滅ほろぼそうとするのも同じ──自然の理ことわりだ」

「私は、そうは思わないね」

　ふいにフィジカが立ち止まった。また反論が来るのかと思いきや、フィジカは「さて」と準備運動するように首をこきこき鳴らしている。その視線は、岩がん壁ぺきにぽっかり開いた穴に向けられていた。

「あそこが今回の旅の目的地。『冬の洞どう窟くつ』の入り口だよ」

「冬の洞どう窟くつって……バカな！　あそこは『聖域』じゃないか！」

　聖域は文字通り神聖な区域だ。かつてエイル神が降臨したと言われる地、聖人が神の声を聞いた祠ほこらなど、聖別された理由は様々だが、すべて教会にとって特別な意味を持つ場所だ。

　ゆえに教会は聖域を『何なん人ぴとたりとも立ち入ってはならない土地』と定めている。

　しかし害がい獣じゅうや異い端たん者といった教会の「敵」には関係ない。何しろ聖域に立ち入ってはならない存在には、角守や角ク笛ラのリ騎オ士ンも含ふくまれるのだ。

　結果、聖域はその名に反し、「そこへ逃にげ込こめばどうにかなる安全地帯」──異い端たん者にとっては体ていのいい駆かけ込こみ先となっている。

「そう。『冬の洞どう窟くつ』は聖域。教会が定めた、教会が手出しできない皮肉な場所。多くは洞どう窟くつや地下の入り組んだところにあって、中にはこわーい『害がい獣じゅう』や異い端たん者が住み着いてる。だから昔言葉で『迷宮ダンジョン』なんて呼ばれたりしてるね」

「フィジカ！　君は最初から……最初から聖域に逃にげ込こむつもりだったのか！」

　追っている異い端たん者が聖域に逃にげ込こみ、悔くやしい思いをした角守は少なくない。『なぜ教会は自分たちの首を締しめるような場所を作ったのか』とは、新人角守が口にする最も多い愚ぐ痴ちだ。

　アッシュは今まさにその状態にある。ずっと共に旅をしていたけれど、フィジカはあくまで異い端たん者だ。フィジカが洞どう窟くつ内に逃のがれれば、角守のアッシュは追うことができなくなる。

「最初から言ってたでしょ。私はトラパットへ約束を果たしに行くって」

「でも目的地が聖域だなんて言ってないじゃないか！」

「キミ、何か勘かん違ちがいしてない？」

　フィジカの表情が、初めて出会った時と同じ冷たい軽けい蔑べつに変わっていく。

「私とキミは敵同士。その関係は何があっても変わらない。キミが私に幻げん想そうを抱いだくのは勝手だけど、『常とこ世よの春』は永遠に来ないよ」

　そうしてくるりと背を向けて、白いローブの後ろ姿はあの言葉を言った。

「じゃ、つつがなく」

　一いっ切さいのためらいを見せず、フィジカは冬の洞どう窟くつへ入っていった。




　しとしと降り出した雨が、洞どう窟くつ前で膝ひざを抱かかえたアッシュを冷たく濡ぬらしている。

「これが、真実なのか……」

　フィジカは所しょ詮せん異い端たん者だ。本人も言っていたように、世の中には『絶対にわかり合えない価値観』がある。アッシュは確かに幻げん想そうを抱いだいていた。「真実」を知らぬまま、「事実」でフィジカのことをわかったような気になっていた。

「こんな風に、終わってしまうのか……」

　それは、予想していた旅の終わりと違ちがう結末だった。

　実を言うと、フィジカと決別すること自体は覚かく悟ごしていた。そうならざるを得ないだけの原因──フードの内に隠かくされていた少女の秘密を、アッシュは目もく撃げきしてしまった。

　ゆえに遅おそかれ早はやかれ別れは来る。それは避さけられない未来だ。

　けれど、真実を知った末の別べつ離りと、何も知らない今の状態ではまったく違ちがう。

　自分が道どう化けを演じていたことはどうだっていい。このままでは、フィジカと旅を通じて見てきた「真実」さえも信じられなくなくなってしまう──。

「エイル様、僕ぼくはどうすればいいのですか……」

　アッシュは神に教えを請こうべく、曇どん天てんの空を見上げた。

　谷底の下層から見上げる灰色の雲は、夜の闇やみより暗さを感じさせる。道を照らしてくれる明るい太陽も、一筋の希望に似た星の光明もそこにはない。

「エイル様、どうか迷える子羊にお導きを──」

　再び神の御み名なを口にした瞬間、突然暗黒の空が輝いた。

　すわ雷かみなりかと思いきや、空は黒から白に反転したまま煌こう々こうと眩まぶしく光っている。

「なっ、なんだこれ……！」

　白い輝かがやきに包まれて、アッシュは目を開けていられなかった。

　光から逃にげるよう座すわったまま下を向いていると、肌はだを打っていた雨が突とつ然ぜん止やんだ。

「や～、困っちゃったねえ」

　いきなりすぐそばで声がして、えっと驚おどろき顔を上げる。

　すると、まさに目と鼻の先の距きょ離りに、どこかで見た女性の顔があった。

「アッシュくん、こんにちは～」

「あなたは確か……」

　サラマンダーのいた火山の街ですれ違ちがった、フィジカの知り合いらしい女性。やたら神こう々ごうしい雰ふん囲い気きを持ち、筒布キトンから今にもこぼれそうな豊かな胸を持っていたあの人物が、今なぜか目の前にいる。

「はーい。わたしが噂うわさのパナキアちゃんですよ～」

「……って！　乗ってます！　パナキアさん、胸が！」

　アッシュが両りょう膝ひざに置いていた手。そのそれぞれの甲こうの上に、パナキアと名乗った女性の胸がよっこいしょとくつろいでいた。

「乗ってるねぇ。乗り乗りだねぇ。アッシュくん顔真っ赤だねぇ」

　パナキアはにこにこと優やさしく微ほほ笑えんでアッシュを見ている。

「今アッシュくんが手を動かすと、おねえさんと～っても困っちゃうから、そのままで話を聞いてね～」

「いや、こっ、困るのは、こっち、です……」

「うふふ。でもごめんね。いつまでもこうして楽しんでいる時間はないの。今からおねえさんが大事なことを三つ言うので、アッシュくんはよ～く聞いてね」

　言ってパナキアが顔の横で指をピンと一本立てた。

「フィジカちゃんはアッシュくんのことが嫌きらいなわけではありません。さっきあんな風に冷たく振ふる舞まったのには理由があります」

「な、なんでパナキアさんは僕ぼくの名前を知ってるんですか？」

「なんでだろうねぇ。神秘的ミステリアスなおねえさんだねぇ」

　まさにそう思っていたところ、パナキアがにこやかに二本目の指を立てた。

「冬の洞どう窟くつは『迷宮ダンジョン』と呼ばれるくらいで、中は危険がいっぱいです。悪いことをして逃にげている本物の異い端たん者や、凶きょう暴ぼうな幻げん獣じゅうたちで溢あふれかえっています。一番奥おくにはエイル教会が《地を這はいずるもの》と呼んでいる、巨きょ大だいなアースドラゴンもいます」

「なんで聖域にドラゴンが……」

「なんでだろうねぇ。謎なぞがいっぱいで面おも白しろいねぇ」

　面おも白しろくなどない。教会が神聖と定めた場所に邪じゃ悪あくの化け身しんが居ついているなど、許されざる問題だ。

　しかしありえない話でもないと思う。アッシュたちが存在を把は握あくしていないアースドラゴンという種がいるなら、それが教会の手の届かない場所──聖域にいるのは道理だ。

「そんなことより、アッシュくんが気にしなきゃいけないのは、フィジカちゃんのことじゃないかな～？」

　その通りだ。洞どう窟くつ内には教会の手から落ち延びた凶悪な異い端たん者がいる可能性がある。フィジカも一応異い端たん者ではあるが、所しょ詮せんはパイプワインを咥くわえて喜ぶちびっちゃい女の子だ。そんな少女が一人で聖域に侵しん入にゅうすればどうなるかは考えるまでもない。

「それは……わかっています。わかっていますが……」

　冬の洞どう窟くつは聖域だ。角守が立ち入ることは許されない。その禁を破ることは、単にアッシュが背教者として異い端たん認にん定ていされるだけではない。

　一ひと度たび聖域に立ち入れば、アッシュは信しん仰こうという「自じ我が」を放ほう棄きすることになるのだ。

　パナキアがなぜかくすくすと嬉うれしそうに笑い、三本目の指を立てた。

「アッシュくんは～、『真実』を自分の目で確かめるために、フィジカちゃんとここまで旅をしてきました。途と中ちゅうで何度も自分の常識を覆くつがえす事実と出で遭あったけれど、その度に『直感』を信じてすべてを見定めてきたよね」

「どうしてそれを……」

「しかもただ見守るだけじゃなくって、フィジカちゃんが悪いことをした時は、きちんと叱しかって正しい方へと導いてあげました」

　賭かけ事ごとでの浪ろう費ひをやめさせたことや、税金逃のがれを戒いましめたことを言っているのだと思う。なぜパナキアがそれを知っているのだろうか。フィジカがそんな屈くつ辱じょく的なことを自分から話すとは思えない。

「そしてアッシュくんは、フィジカちゃんの正体を知りながらここまでやってきた」

「……っ！　あなたは一体何者なんだ！」

「うふふ。アッシュくんが知りたい『真実』は、わたしじゃないでしょ～？」

　パナキアがいたずらっぽく微ほほ笑えんで、四本目の指を立てた。『大事なことを三つ』に関する訂てい正せいはない。

「『信じるものは救われる』という言葉があります。でもあれは信じていれば神様が手を差さし伸のべてくれるって意味じゃありません。真実を自分の目で確かめてきた人間は、自分が何を信じればいいかわかってる。だから困難に遭そう遇ぐうしたとしても、揺ゆらがず自身を救うことができる。あれはそういう意味の言葉なの。それを体系化したものが宗教と信しん仰こう」

「自分を信じることが……信しん仰こう？」

「はい。これでおねえさんの話はおしまい～」

　パナキアがすっと立ち上がると、突とつ然ぜんその輪りん郭かくが光ひかり輝かがやき始めた。

「わたしもアッシュくんが大好きよ～。じゃ、つつがなく～」

　アッシュが呆ぼう然ぜんと見上げる中で、パナキアは白い光にじんわりと消えていった。

　束つかの間ま止やんでいた雨が、再び冷たく体を濡ぬらし始める。

「神秘だ……」

　今目もく撃げきしたのは、明らかな奇き跡せきだ。ひょっとしてパナキアとは、エイル様が地上に降臨する際に取るお姿ではないか。救いを求めた空から閃せん光こうとともに現れたことといい、やたらに神こう々ごうしい佇たたずまいといい、他にその存在を説明できる概がい念ねんはない。

「僕ぼくが知りたい真実……自分を信じることが信しん仰こう……」

　エイル神はアッシュをそう言って導いた。

「聖域内にはアースドラゴンがいる……」

　フィジカは『約束を果たす』ために冬の洞どう窟くつへ入っていった。『こんなにかわいそうな生き物はいない』と、害がい獣じゅうの王を憐あわれんでいた。

「まさか……フィジカはドラゴンを目覚めさせようとしている……？」

　フィジカには《魔ま王おうの手先》という二つ名がある。おそらくは人を診みずに害がい獣じゅうばかり治ち療りょうするフィジカに対し、「人でありながら人に仇あだなす存在」という含ふくみを持たせた呼び名だ。

　実際フィジカは人を診みようとしない。というよりも人間を嫌きらっている節がある。始めのうちは不思議だったが、フィジカの正体を知った今ならその意味が理解できる。

「フィジカは、ドラゴンを解放して人間に復ふく讐しゅうしようとしているんだ……！」

　アッシュは立ち上がり、『真実』が入っていった洞どう窟くつに目を向けた。

　角守が聖域に立ち入ることは絶対に許されない。アッシュ自身がそれを許さない。

　しかしここで待っている間にも、『真実』は傷つき失われてしまうかもしれない。

　アッシュの故郷を焦しょう土どにした、あの恐おそろしい戦争が繰くり返かえされるかもしれない。

　信しん仰こうのために真実フィジカを見捨てるか──。

　真実のために信仰アッシュを放ほう棄きするか──。

　アッシュは、自じ我がの選せん択たくを迫せまられていた。




　　　　　２




　闇やみ。

　呻うめき声が聞こえなくなると、フィジカは輝かがやく杖つえを掲かかげて立ち上がった。

「ごめんね。見つけた時には手て遅おくれだったよ」

　地面に横たわる獣けものの死体を踏ふまぬよう、注意深く洞どう窟くつ歩きを再開する。

　杖つえの先せん端たんが照らす地面には、白く濁にごった水すい晶しょうが霜しも柱ばしらのように立っていた。元々この洞どう窟くつは水すい晶しょう鉱山だったという。しかし乳白色の石英は美術品としても鉱石としても価値が低く、閉山された今では幻げん獣じゅうと異い端たん者のよい棲すみ家かとなっている。

　──こっちは必死に右往左往して、一つ助けるのがやっとなのに。

　フィジカの足あし下もと、白しろ水すい晶しょうの生えた地面には生き物の亡なき骸がらがいくつも転がっていた。今しがた息を引き取ったグリズリーのような幻獣だけでなく、あちこち食い千切られた人間の死体も多い。

　聖域の生態系は独特だ。外に出られない幻げん獣じゅうと異い端たん者たちは、年がら年中洞どう窟くつ内で命のやりとりをしている。ここはフィジカにとってまさに腸の煮にえくりかえる場所だ。

　そして洞どう窟くつ内に渦うず巻まく殺意は、真っ先に新たな侵しん入にゅう者へと向けられる。

　──奥に何かいる……たぶんブラックドッグ。

　闇やみに揺ゆれ動うごく二つの赤い眼め。全身を黒い毛で覆おおわれたこの生き物を、エイル教会は『死を運ぶ魔ま犬けん。人は目にしただけで重い病に冒おかされる』などと害がい獣じゅう認にん定ていしている。

　しかし実際は、教会が『友』としている家か畜ちく犬たちと何も違ちがわない。ブラックドッグはその見た目が不ふ吉きつというだけで迫はく害がいされ、薄うす暗ぐらい洞どう窟くつへ追い立てられた哀あわれな生き物だ。こんな場所に暮らして清潔さと縁えん遠どおくなれば、当然病びょう原げん菌きんを多く持つようになる。『見ただけで病気になる』のは当たり前だ。

　もちろんその真実は、事実で覆おおい隠かくされてしまっている。

　──私も、キミと同じだよ。

　闇やみの中の赤眼めにそう言いたかったが、フィジカの同情は伝わりそうもない。

　ブラックドッグは低く唸うなりながら、じりじりとこちらに近づいてくる。

【トーチ】モードで起動させたアスクレピオスが、真っ黒い犬の濡ぬれた牙きばを照らした。

　ヴォンと野太い声で吠ほえ、死を運ぶ魔ま犬けんが闇やみから飛びかかってくる。

　フィジカは鞄かばんから防毒マスクを出して被った。次いで腿ももに巻いたベルトからガラス管を外し、飛びかかってきた赤眼めに向けて噴ふん霧むする。

「三日くらい苦しいけど、ごめんね！」

　トウガラシ成分の入った催さい涙るい液を鼻に浴び、ブラックドッグは堪たまらず尻しっ尾ぽを巻いて逃にげていった。かわいそうだが、嗅きゅう覚かくの鋭するどい生き物を追おい払はらうにはこれが一番だ。

　ささやかな罪悪感とマスクを脱ぬぎ、フィジカはふうと澑ためていた息を吐はく。幻げん獣じゅうの撃げき退たいは慣れたものだが、洞どう窟くつの中というのはどうにも息苦しい。

　さっさと仕事を終えて地上に出ようと、アスクレピオスを掲かかげて行き先を照らす。

　冬の洞どう窟くつは迷宮ダンジョンと呼ばれるだけあり、いくつもの横穴が枝分かれしていた。いずれかは眠ねむれるアースドラゴンの下へ辿たどり着つくはずだが、以前ここへ来た時は幼かったため正解の道を覚えていない。

「この声……」

　闇やみに響ひびいたかすかな唸うなりに耳を傾かたむける。

　ブラックドッグのものではない。もっと低く、重く、悲しみを訴うったえるような切ない獣けものの声が、分ぶん岐きした横穴のどこかから聞こえていた。

「最悪……。どうするの、パナキア」

　げっそりとため息をつきながら、握にぎった杖つえに話しかける。しかし手元から返事はない。

「……パナキア？」

　軽くアスクレピオスを揺ゆすってみたが、なんの反応もなかった。どうやら留守にしているらしい。毎度のことながら、パナキアの役立たずぶりには辟へき易えきする。まあ自分でも何もできないことを気にしているみたいだから、本人には言わないけれど。

　しかしいないものは仕方がない。当面はドラゴンのいる最深部を目指して、後のことはその場で考えるしかないだろう。

　ではどの横穴へ向かおうかと、アスクレピオスの明度を上げた時だった。

「おい、女だ！　女がいるぞ！」

　突とつ然ぜん背後で響ひびいた声に、全身が凍こおりつく。

　背中越ごしに人の気配が迫せまってきた。二つ、三つ──いや、もっとだ。

「そこのお嬢じょうちゃん、あんた魔ま女じょかい？　なら異い端たん者同士、仲良くしようぜ」

「おい、ぼけっと突つっ立たってないでこっち向けよ。先せん輩ぱいに挨あい拶さつもできねーのか？」

　言われるまま、フィジカは振ふり返かえった。

「すみません。私は旅の羊飼いです。逃にげた羊を追っていたら、うっかり迷まよい込こんでしまって……」

　すすり泣きを演じながら、迫せまりくる人ひと影かげの様子を見る。たぶん男ばかりが十人。聖域暮らしが長いからか、異い端たん者というより蛮ばん族ぞくそのものの風ふう貌ぼうだ。

「ひょっ！　ガキだが上玉だぁ！　俺おれが一番に行かせてもらうぜ！」

「お嬢じょうちゃん。あんた今すぐ舌嚙かみ切きって死んだ方がいいぞ。さもないと……ククッ」

　迷めい宮きゅう内において、ブラックドッグのような生き物はさほど怖こわくない。

　コカトリスにグリフォンといった幻げん獣じゅうたちも対応を誤れば危険だが、フィジカにとっては特に問題ない相手だ。「フィジカ」が患かん畜ちくに負けるわけがない。

　迷めい宮きゅうで真しんに恐おそろしいのは人間だ。ただの野や盗とうや暴漢と違ちがい、魔ま法ほうや錬れん金きん術じゅつを極きわめようとしていたくずれ者たちは悪わる知ぢ恵えが働く。子供だましのペテンや騙かたりは通じない。

　獣けものの臭においを放ちながら、男たちがにじり寄ってくる。

　間を取り後ずさっていると、洞どう窟くつの壁かべが背中に触ふれた。

　それを待っていたように、舌なめずりをした男が飛びかかってくる。

「じゃ、いっただきまー……熱っ！　なんだっ、熱いぃぃぃっ！」

　フィジカは腿ももからガラス管を抜ぬき、男の顔を目め掛がけて投げた。

　蟻ありから抽ちゅう出しゅつした酸を顔に浴びた男は、顔をかきむしって地面をのたうち回っている。失明はほぼ確実だろう。とはいえ今後も洞どう窟くつに住まうなら、視力の有う無むは些さ細さいな問題だ。

「私、もう異い端たん者を十人以上殺してるよ。普ふ通つうの人間はもっとだけどね」

　口くちの端はしを吊つり上あげて笑い、精せい一いっ杯ぱいの狂きょう気きを演じる。

　しかし言葉に噓うそはない。間に合わなかった、何もできなかった、術式に失敗した──救うことのできなかった命は全部覚えている。

　フィジカの不適な口上を聞き、男たちは一いっ瞬しゅんきょとんとした。

　そして、やや遅おくれてから一いっ斉せいに笑い出す。

「くぁわいいっ！　このガキ足震ふるえまくってる！」

「おう、囲め囲め。数の力を教えてやれ」

「威い勢せいのいいガキが自分は何もできないと悟さとった時の顔……想像するだけでたまんねぇ！」

　男たちの言う通り、フィジカの足はすくんでいた。

　一人一人なら蟻ぎ酸さんを投げて追おい払はらうこともできるが、十人近くに同時に飛びかかられたらどうしようもない。男たちはそのことを知っている。

　助けを呼んだって誰だれも来ない。こんな時に限ってパナキアもいない。

　怖こわくないわけがない。フィジカには今の時点でもう──打つ手がないのだ。

「それ以上近づくと、キミたち死ぬより辛つらい目に遭あうよ」

「いいとも。好きな順にやってくれ。ただ俺おれ以外に二人残してくれると色々捗はかどる」

　男たちが下げ卑びた笑い声上げながら、人の輪を徐じょ々じょに縮ちぢめてくる。

「いけっ！」

　闇やみの中で男の一人が叫さけんだ。何本もの生白い手が触しょく手しゅのように伸のびてくる。

　とっさに蟻ぎ酸さんを投げたが、ガラス管の割れる音は遠くで響ひびいた。

「残念、はっずれー！」

　からかうような男の声。もうローブが剝はぎ取とられた。二にの腕うでに汚よごれた爪つめが食くい込こむ。足首をつかまれて体が浮ういた。あっという間に押おし倒たおされる。背中に白しろ水すい晶しょうの破は片へんが痛い。

　組くみ敷しかれて身動きができないフィジカに、なお十数本の手が伸のびてくる──。

「助けて！」

「誰だれに言ってんだぁ？　ここは角守も入れない聖域だぜぇ？」

　まったくもってその通りだ。唯ゆい一いつ自分を助けてくれそうな少年は、【ラズの書】に手足を生やしたような堅かた物ぶつだ。あの少年が聖域になど入ってくるわけがない。

　仮に来たところで犠ぎ牲せい者が増えるだけだ。コカトリス相手に震ふるえるような角守が、より恐おそろしい人間相手に立ち向かえるわけがない。

　だから、フィジカは洞どう窟くつへ入る前に自分に懐なついていた少年を追い返した。

　情が湧わいて辛つらくならぬよう、なるべく名前も呼ばなかった。

　突つき放はなすことが愛情だとクロカが教えてくれた。もちろん惚ほれた腫はれたの愛ではない。しいて言えば──いや、もうどうでもいい。

　これで終わりなら、今までの分を全部まとめて呼んでやる。

「助けてアッシュ！　キミは正義の角守でしょ！」

「おおっ？　そいつは嬢じょうちゃんの想おもい人かい？　だったらもっと呼んでくれ。興奮する」

「うるさい！　アッシュ！　アッシュ！　助けてアッシュ！　助けて教会の犬のスケベニンゲン！」

　やけくそになって叫さけんでいると見せかけて、一応は時間を稼かせいでいるつもりだ。何もしてくれないパナキアだけど、さすがに見殺しにはしない……と思いたい。

「ぐあぁっ！」

　突とつ如じょ、輪の外側にいた男が絶ぜっ叫きょうした。

　もんどりうって倒たおれた背中が、ばっさりと赤く裂さけている。

「てめぇ、何者だ！」

　フィジカを囲む輪の中で誰だれかが叫さけんだ。

　闇やみを振ふり返かえった男たちの背中越ごしに、剣けんを握にぎった人の影かげが見える。

「アッ……シュ……？」

　残念ながら、その人物はフィジカが名を呼んだ少年ではなかった。

　もっというと、男ですらなかった。

　闇やみの中、金きん髪ぱつをなびかせた美しい少女が、男たちに剣けんを突つきつけ名乗りを上げる。

「我わが名はアシュリー！　エイル教会とはまったく関係なく、個人的にこの女の子をつけ回している者だ！　決して角守などではないっ！」
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　誰だれも聞いていないことを生き真ま面じ目めに答え、アッシュは「先手必勝！」と手近にいた一人に斬きりかかった。不意打ちの斬ざん撃げきをまともに喰くらい、男がぐっと呻うめきを上げて地面に伏ふす。

「あなたたちの悪事はこの目で見た！　一いち悪あく万ばん罪ざい！　エイル神の名において、全然関係ないけど僕ぼくが断罪するっ！」

　アッシュは返す刀で隣となりにいたもう一人を斬きりつけた。胸から血を吹ふき上あげた男の首に、目にも留まらぬ速さで剣けんの腹を叩たたき込こむ。

「あと七人。三人までなら同時にかかってこいっ！」

　律りち儀ぎに許容範はん囲いを申しん告こくしているが、アッシュの周りには水すい晶しょうの壁かべが連なっていて、数人が同時に襲おそいかかることなどできない。男たちは「やっちまえ！」と武器を手にして挑いどんだが、結局一人ずつ四人が倒たおされ、その間に残る三人はこっそり逃にげ出だしていた。

　フィジカは地面にへたり込こんだまま、あんぐりと口を開けていた。

　カクタスリザード相手に死にかけていた角守が、烏う合ごうの衆とはいえ七人の男を斬きって捨てたのだ。しかもなぜだか女装して。目どころか自分の頭を疑わずにはいられない。

「フィジカ、大だい丈じょう夫ぶ？」

　異い端たん者たちを追おい払はらい、アッシュが安あん堵どの笑え顔がおで右手を差し出してくる。

　ドキドキしていた。非常にまずい。恐きょう怖ふによる動どう揺ようを脳が勘かん違ちがいしそうだ。

「……ふん。キミ、本当は強かったんだね」

　あえてぶっきらぼうに返すと、少年が気まずそうに笑う。

「害がい獣じゅう相手には情けないところを見せたけど、人間とは訓練で何度も戦ったからね」

　きっとこの真ま面じ目めな少年は、角守の訓練場で血の滲にじむような修しゅ行ぎょうを積んだのだろう。何度も何度も何度も何度も、しつこく人間とだけ戦い続けたのだろう。この結果は剣けんの才などではない。むしろ才なきゆえの、頭の固さの賜たま物ものだ。

「フィジカ、どこも怪け我がしてない？」

　少年は自らの偉い業ぎょうを誇ほこることなく、しきりにフィジカを気き遣づかっている。自分がとうとう命の「恩返し」を成し得たことなど、まるで気づいた風もない。

「お、おかげさまで、平気」

　よかったと嬉うれしそうに笑うアッシュを見て、フィジカはぶんと顔を背そむけた。

　何度振ふり切きってもついてくる。邪じゃ険けんにされても騙だまされても、死にかけたって追いかけてくる。パナキアには言わなかったけれど、従順な犬を思わせる少年の笑え顔がおを見る度たび、フィジカはうっかり情が湧わいてしまいそうになった。

「フィジカ、君はドラゴンをどうするつもりなんだ」

　そんな少年がやおら真しん剣けんな目をして聞いてくる。意外なことに、聖域にドラゴンがいるという事実には驚おどろいていないようだ。ならばなおさら突つき放はなすしかない。

「……キミに関係ないでしょ」

「関係ある。ドラゴンは危険な害がい獣じゅうの王だ。フィジカがドラゴンを目覚めさせようとしているなら、僕ぼくは全力で阻そ止しする」

「そんな権利ないでしょ。聖域に侵しん入にゅうしたキミはもう角守じゃない」

「今の僕ぼくはアシュリーだ。僕ぼくは僕ぼくの意思でここにいる」

　らしからぬ屁へ理り屈くつに驚おどろいた。教会の犬だった少年が、数時間前とはまるで別人のような主張をしている。何がアッシュをここまで変えたのかと考え、はたと気づいた。

　──犬は、一度受けた恩を一生忘れない……。

　こちらが軽い気持ちで餌え付づけしただけでも、この生き物は受けた以上の恩を一生返し続けるのだ。時には我が身を呈ていしてまで。ついには自我を放棄してまで──。

「……ま、どっちだっていいけど。キミもドラゴンに殺されたくなかったら、さっさと引き返した方が身のためだよ。あの子はもう目覚めちゃったからね」

「害がい獣じゅうの王が、目覚めただって……？」

　異い端たん者たちが襲おそいかかってくる前に聞こえた、地の底から響ひびく悲しい唸うなり声。それは呪のろわれた運命を背負う、アースドラゴンの嘆なげきと怨えん嗟さだ。

　ドラゴンは予定よりも早く目覚めてしまった。さすがのフィジカも竜りゅう族を相手に赤子をあやすようにとはいかない。どころかまともに対たい峙じすれば、十中八九は死ぬだろう。

　だが、フィジカにはクロカと交わした、たった一つの約束がある。それを果たすことができなければ、フィジカがフィジカである意味がなくなってしまう。

「大変だ……！　早く教会に知らせないと！」

「……そうだね。今回ばかりはそれがいいよ」

「急ごう！　今ならまだ日にち没ぼつに間に合う！」

　アッシュと目が合った。この少年の瞳ひとみはいつもまっすぐ前を見ている。現実主義者とうそぶきながら、本当は遠くの理想や絵空事に焦しょう点てんを合わせている。

　──だから、足あし下もとをすくわれるんだよ。

　フィジカはアスクレピオスの杖つえを握にぎり、アッシュの足を思い切り払はらった。

「くっ……！　フィジカ何を──」

　片かた膝ひざをついて呻うめく少年に顔を寄せる。

「……つつがなく」

　忠犬に最初で最後のご褒ほう美びを与あたえ、フィジカは洞どう穴けつの奥おくへ走り出した。




　　　　　３




　謎なぞの女性──パナキアが光とともに消えた後、アッシュは覚かく悟ごを決めた。

「ああ、エイル様！　どうかお目こぼしください。今の僕ぼくはアシュリーなのです」

　金色のかつらを身につけドレスを羽織り、雨降る天に慈じ悲ひを乞こう。

　そうして冬の洞どう窟くつの入り口に立つと、えいやと背信の一歩を踏ふみ出だした。

　信しん仰こうは自じ我がの問題だ。たとえどんな理由があっても、聖域に侵しん入にゅうすればアッシュ自身が自分を裏切ったことに変わりない。

　しかしエイル様のお告げにあったように、神を信仰するということは自分を信ずることでもある。アッシュの直感はフィジカを追えと叫さけんでいる。

　悩みに悩んで悶もだえた結果、アッシュは折せっ衷ちゅう案として乙女おとめに「擬ぎ態たい」することを思いついた。自らの姿を変えることで、敬けい虔けんな自身の目を欺あざむこうとした。

　もちろんそれは児じ戯ぎに等しい行いだ。けれどこうでもしなければ、アッシュは聖域に踏ふみ入いる勇気が持てなかったのだ。

「真実を見た暁あかつきには必ず罰ばつを受けます。ですから今だけは、どうか、どうか……」

　腹をくくったとはいえ、十七年間崇あがめてきた神に背そむく恐おそろしさは変わらない。

　畏おそれ多おおさに震ふるえながら、アッシュは禁断の地を進んでいく。

　冬の洞どう窟くつはその名の通り、ひんやりと静かな洞どう穴けつだった。入り口付近は壁かべや地面に生えた白しろ水すい晶しょうが光を反射するため、ランプを灯ともさずとも十分明るい。ちょうどしんと雪が積もった冬の夜を、月明かりを頼たよりに歩く感覚に似ている。

　目慣らしも兼かねてそのまま進んでいると、次し第だいに暗い足あし下もとの様子がはっきりしてきた。通路のあちこちに、人か獣けものか判別できない骨が散らばっている。おそらくはその両方だろう。

　横穴を覗のぞいてみると、行き止まりに獣じゅう皮ひの敷しかれた住居のような空間があった。空気の流れが悪いため、すえたような臭においが充じゅう満まんしている。

　──こんな原始的な暮らしでも、死ぬよりはマシ……なのかな。

　角守に捕とらえられた異い端たん者の多くは、形ばかりの審しん問もんを受け、最終的に極きょっ刑けいに処される。

　しかしこの聖域内だって、同等以上に命の危険があるはずだ。当然自由も制限されるだろう。その意味では、異端者たちは既に刑けいを受けているのとほとんど変わらない。

　そんな聖域の実態を見つつ歩いていると、ぽっかりと広い空間に出た。

「うっ……。罰ばち当あたりなことを……」

　ここが聖域であることを示す石せき碑ひ──エイル教会が建こん立りゅうした三角形のモニュメントは、厠かわやの目印として使用されているようだった。ゴミと排はい泄せつ物で汚よごされた碑ひ文ぶんには、「クソったれホーリーシット」だの「噓つきブルシット」だのといった、冒ぼう瀆とくの句が赤黒く書き殴なぐられている。

　荒あれ放題の聖域を嘆なげいて先へ進むと、周囲の闇やみが濃こくなってきた。なるべく目立ちたくはないけれど、そろそろ明かりを用意すべきかもしれない。

　荷に袋ぶくろからごそごそとランプを取り出したところ、ふいに闇やみの奥おくから「くきゅるぅ」と馴な染じみ深い音が聞こえた。

「フィジカ……？」

　やけに迫はく力りょくがあったのは、洞どう窟くつ内で音が反はん響きょうしたせいだろうか。

　急いでランプに火を灯ともし、悲しげな腹の音ねを頼たよりに洞どう窟くつをさまよう。

「えっ……？」

　ふいに自分の名前を呼ばれた気がして辺りを見回す。遠くにいくつか人ひと影かげが揺ゆれていた。

　注意深く近づくと、闇やみの中に見慣れた白いローブがはらりと舞まう。

　そこから先は無む我が夢む中ちゅうだった。

　人の輪の外側にいた男を、背中から斬きりつける。

　複数同時に襲おそわれないよう、岩や水すい晶しょうを遮しゃ蔽へい物として利用する。

『角守は騎き士しを目指すが騎き士しではない』

　訓練場の教官が繰くり返かえし口にしたセリフだ。当時は今ひとつ理解できなかったが、フィジカと旅を続けた今はその真意がわかる。

　──誰だれかを本気で守りたいなら、なりふりなんて構っていられない！

　騎き士しの誇ほこりをかなぐり捨て、アッシュは正々堂々邪じゃ道どうを貫つらぬく。

　人間──とりわけくずれの異い端たん者を想定した戦せん闘とう訓練は何度も何度も行っていた。自分の腕うでにも自信があった。パナキアが言った『信じるものは自分に救われる』とは、こういうことなのかもしれない。

　くずれの異い端たん者を斬きりつけ追おい払はらうと、地面に座すわって呆ぼう然ぜんとしていたフィジカに手を差さし伸のべた。子供に接するよう跪ひざまずいて微ほほ笑えみかけ、少女の気分を落ち着かせる。

　そしてすぐ、フィジカから驚きょう愕がくの事実を聞かされた。

「害がい獣じゅうの王が、目覚めただって……？」

　それはおよそ考えられる最悪の事態だ。目覚めたドラゴンが聖域の外に出れば、人じん魔ま戦争以来の被ひ害がいが発生する可能性がある。

「大変だ……！　早く教会に知らせないと！」

「……そうだね。今回ばかりはそれがいいと思うよ」

　ならば急ごうとフィジカの目を見た途と端たん、痛みとともに左足が浮ういた。

「くっ……！　フィジカ何を──」

　片かた膝ひざをついてフィジカを見上げると、唇くちびるに冷たく柔らかい感かん触しょくが降ってきた。

「……つつがなく」

　枝分かれした横穴へ向かって、フィジカが素す早ばやく駆かけていく。

「………。……？　……………！　…………フィジカ！」

　一瞬よりも大幅に遅れ、アッシュはフィジカの後を追った。

「ついてこないで！　なんのためにご褒ほう美びあげたと思ってるの！」

「僕ぼくは洞どう窟くつの外でお目にかかったんだ！　エイル様と！」

「……っ！　それ偽にせ物ものだから！　胸しか取とり柄えのないポンコツだから！」

　フィジカの手元で闇やみを照らすアスクレピオスが、抗こう議ぎするように明めい滅めつした。

「僕ぼくは、人を診みない《魔ま王おうの手先》である君が、ドラゴンを目覚めさせると思っていた！」

　ローブの肩かたに手が届いた。倒たおれ込こまぬよう後ろから抱だきすくめる。

「離はなしてよスケベニンゲン！」

　手をほどいてフィジカが振ふり返かえった。顔が赤く上気している。きっとアッシュも同じだろう。もちろん走って息が上がっているからだ。

「ドラゴンは害がい獣じゅうの王だ。それは間ま違ちがいない。ドラゴン自身がそれを認めているから眠ねむっているとフィジカも言った。なのに君は、目覚めたドラゴンに会いに行こうとしている」

　それは《悪い薬師》の毎度の所業だ。フィジカの考えていることはいつも窺うかがい知れない。

　けれど、フィジカがしてきたことは、いつもアッシュにとって「正しい」と思えることだった。【ラズの書】に書かれた事実からは読むことのできない真実だった。

「僕ぼくは、フィジカがドラゴンに会いに行く、フィジカ自身の理由を知りたい」

　フィジカの目的がドラゴンを目覚めさせることなら、それは既すでに達成されている。ドラゴンを使って人間に復ふく讐しゅうしようというなら、教会に危機を知らせに行こうとしたアッシュを放置などしない。

「僕ぼくが知りたい真実は、フィジカだ」

　フィジカがブンと顔を背そむけ、銀色の髪かみが揺ゆれてきらりと輝かがやいた。

「……約束したの。クロカと」

　何も言わず、言葉の続きを待つ。

「『これは私にはできない、キミにしかできないこと』って。あのテキトーなクロカが私に託たくしてくれた。だから私は、絶対にドラゴンの命を繫つながなきゃいけない」

　耳どころか目元まで髪かみで隠かくし、フィジカは訥とつ々とつと語った。

　言葉通りに捉とらえるならば、フィジカはドラゴンを救おうとしているのだろう。ドラゴンはコカトリスのように怪け我がをしているのかもしれないし、人魚のように種を残そうとしているのかもしれない。それは人類にとって危機を招く可能性がある。

「わかった」

　けれどアッシュはうなずいた。フィジカが意外そうな顔をする。

　クロカという人物とフィジカの関係は不明だ。しかしフィジカ個人に理由があるとわかれば今はそれでいい。

　真実は伝聞や憶おく測そくからは得られない。自分の目で見て考えるものだ。

「行こう。僕ぼくが真実を見届ける」

　ドラゴンにまみえれば、きっと白はく亜あの街で見たフィジカの正体もはっきりする。

　エイル神も太たい鼓こ判ばんを押おした直感が、アッシュにそう告げていた。




　アースドラゴンの遠鳴きを頼たよりに歩き、かなりの時間が経過していた。

　冬の洞どう窟くつは横穴が多く、道があちこちで分ぶん岐きしている。自分がどこにいるのか見当がつかないのは困るが、おかげで洞どう窟くつの住人たちとの交戦も避さけられていた。

　──この明かり、目立たなくていいな。

　アッシュの前を行くフィジカの周囲には、ぼんやりと白い明かりが灯ともっている。

　発光しているのは歩き杖つえの頭の部分で、フィジカの【トーチ】というつぶやきを受けて洞どう窟くつ内を淡あわく照らし始めた。まるで話に聞く「魔ま法ほう」のようなこの杖つえも、フィジカの秘密の一部ではないかとアッシュは睨にらんでいる。

「また分かれ道だ。フィジカ、どっちに行く？」

　薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの先は、もう何度目かの二ふた股またに分かれていた。ドラゴンの唸うなりがどちらから聞こえているかは判然としない。

　フィジカがポケットから銀貨を出し、ピンと空中に弾はじいた。

「表だね。右へ」

　今までの経験からすると、フィジカは如にょ実じつに賭かけ事ごとの才がない。選んだ道はきっと「ハズレ」だろう。しかしアッシュはあえてフィジカの選せん択たくに口を挟はさまなかった。

　そんな風に運命に従って進んでいると、次し第だいにドラゴンの唸うなりが大きく聞こえ始めた。

　つまりはフィジカが「当たり」を引いたことになるが、普ふ通つうに考えれば害がい獣じゅうの王との遭そう遇ぐうはどう考えても「ハズレ」だ。フィジカはやはり賭かけ事ごとに向いていない。

　やがて洞どう窟くつの左右を覆おおう壁かべが消え、広々とした空間に出た。記き念ねん碑ひのあった空くう洞どうよりもさらに広大で、どこまで行っても壁かべが見えない。天てん井じょうもかなり高く、野外にいるのとまるで変わらない感覚だ。

「あれは……？」

　フィジカの杖つえ先が照らす暗くら闇やみに、途と方ほうもなく巨きょ大だいな影かげの輪りん郭かくが浮うかんでいる。

　アッシュは一見してそれを岩山だと思った。しかし接近するにつれ、山のような何かが緑色をしていることがわかる。暗がりに目を凝こらして見ると、緑は「鱗うろこ」が集まったものだとわかった。アースドラゴンの低い唸うなり声は、その鱗うろこの方から聞こえてくる。

「こんな、馬ば鹿かげた大きさの生き物が……」

　山のような緑色が伏ふせった竜りゅうだとわかり、途と端たんに体の芯しんから震ふるえが来た。

　ドラゴンが巨きょ大だいだということは知識として知っている。しかし実物は飾かざり絵で見る曖あい昧まいな大きさではなかった。最初に岩山と感じたのももっともで、アッシュが知る限り、その大きさを比ひ較かくできる人工物は王城そのものくらいしかない。

　視界にすべてを収めきれない、果てしない巨きょ軀く。

　その口元からはみ出した牙きばの一本すら、人の背せ丈たけより倍も大きい。

　竜りゅうが犬だとするならば、見上げるアッシュはせいぜい蚤のみか虱しらみ程度だ。ドラゴンは生き物という概がい念ねんの範はん疇ちゅうを逸いつ脱だつしている。その圧あっ倒とう的てきな存在感はまさに──。

「竜りゅうは、神なのか……？」

　アッシュの知る限り、竜りゅうの存在感は目にしたことのない神そのものだった。

「そうだよ。古いにしえのドラゴンは神として崇あがめられていた。宗教が入いれ替かわると、必ず以前の主神が邪じゃ神しんになる。逆に凶きょう暴ぼうな獣けだものだったユニコーンが、急に聖せい獣じゅうなんて崇あがめられたりしてね」

　フィジカは上体を反らし、ほとんど天てん井じょうを見るようにドラゴンを眺ながめている。

　アッシュも倣ならってドラゴンを見上げた。アースドラゴンの全身を覆おおった鱗うろこには、ところどころに大きな水すい晶しょうがへばりついている。白しろ水すい晶しょうは何年もかけ、ようやく小指の先ほどの長さが成長するものだ。

「はは……」

　喉のどから掠かすれた笑いが漏もれる。場合によっては自分がドラゴンをなんとかしなければと思っていたが、こんな神に近しい存在を前にしては、ただ笑うしかない。

「さて、そろそろ行こうかな」

　巨きょ大だいな竜りゅうを見上げながら、フィジカがうんと伸のびをする。

「フィジカ、君はあんな巨きょ大だいなドラゴン相手に、何をしようとしているんだ……？」

「ひとまずは問もん診しん、というより交こう渉しょうかな。寝ねている間にエーテルを追加してもう百年寝ねてもらうつもりだったけど、起きちゃったら説得して眠ねむってもらうしかないからね」

　ドラゴンという生き物は、概おおむね百年周期で眠ねむりから覚めるらしい。しかし今地上に這はい出でても、ドラゴンが寿じゅ命みょうをまっとうできるだけの糧かてはない。かわいそうだが竜りゅうの命を繫つなぐためには、もう百年眠ねむってもらうしかないのだとフィジカは言った。

「今も寝ねているように見えるけれど、あの子は外に出るべきかどうか悩なやんでるんだよ。私はちょっと相談に乗ってくるから、キミは岩とか遮しゃ蔽へい物のある場所で待機してて。私が死んだらすぐに教会に応おう援えんを頼たのむこと。じゃ、つつがなく」

　両手で杖つえを握にぎり直し、フィジカがドラゴンへ向かって歩き出す。

　その背中にいつもの堂々さはない。足も震ふるえて頼たよりない。《悪い薬師》は笑っていない。

「待つんだフィジカ。君がドラゴンを眠ねむらせるというなら、それは僕ぼくの仕事でもある」

「……アシュリーちゃんの格かつ好こうで言っても説得力ないよ」

「『命を一つ救おうと思ったら、なりふりなんて構っていられない』」

　自分の言葉を引用されて怒おこったのか、フィジカが真っ赤な顔で振ふり返かえった。

「キミはどんだけバカなの？　相手はドラゴンだってわかってる？　ちょっとくずれの異い端たん者をやっつけたくらいで調子に乗らないで！」

「わかってるさ！　それでも僕ぼくにはやるべきことがある！」

「キミがなりふり構わず救うべきは、私じゃなくてキミ自身だって言ってるの！　なんでわかんないのバカ！」

「ああバカだよ！　僕ぼくは自分の目で見たことでしか物事を判断できない大バカだ！　だからフィジカを──真実を見届けに来たんだ！」

　アッシュが渾こん身しんの叫さけびを発した瞬しゅん間かん、正面の「緑」が動いた。

　伏ふせていたアースドラゴンが、大地を震ふるわせて立ち上がろうとしている。

「ああもう！　完全に怒おこっちゃったでしょバカ！　どうしてくれるのバカ！」

　竜りゅうは四し肢しを真横に伸のばし、腹ばいのトカゲのような姿勢で首をもたげていた。ほとんど天てん井じょうにぶつかりそうな位置から、瞳どう孔こうのない白い眼球がアッシュたちを見下ろしている。

「もういいからこっち来て！　──【レインシェルター】」

　前方にアスクレピオスの杖つえを突つき出だし、フィジカがつぶやく。

　同時にドラゴンの胸がぷくりと膨ふくらんだ。闇やみの中に一いっ瞬しゅんカッと閃せん光こうが走る。

　次いで、ごう、と何かが爆はぜた。

　前方から、凄すさまじく熱い、赤い風が吹ふいてくる──。

　が、熱風はすぐにアッシュの視界から消えた。フィジカが正面に立たち塞ふさがり、コカトリスの毒息を防いだのと同じ「傘かさ」で、炎ほのおの激流を左右に受け流している。

「フィジカ！」

　傘かさの柄えを握にぎる華きゃ奢しゃな体を支えるべく、背後から手を伸のばした。

「くぁっ……！」

　小さな手に触ふれた途と端たん、腕うでにビリビリと風圧が伝わってくる。

　視界の隅すみで床ゆかと天てん井じょうの水すい晶しょうが真っ赤に揺ゆらめいていた。

　地面に転がっていた岩が、じゅわ、じゅわと、消し飛んでいく。

　髪かみが、肌はだが、洞どう窟くつ内の空気が、チリチリと音を立てて燻くすぶっていた。

　血液まで蒸発しそうに体の内が燃えている。目がカラカラに乾かわいてしまい、もはや何もかも赤にしか見えない。

　ふいにフィジカがよろりとふらついた。同時に吹きすさぶ炎の勢いがふっと衰える。

「フィジカ、あっちだ！　急いで！」

　発熱する小さな手を握にぎり、アッシュは前方へ駆かけ出だした。

「走れ！　早く！」

　巨きょ大だいな影かげが頭上を通過していく。

　ややあって大地が揺ゆれた。背後から地じ響ひびきと水すい晶しょうの礫つぶてがバチバチ飛んでくる。

　振ふり返かえると、さっきまで自分たちがいた場所に、見張り櫓やぐらのように巨きょ大だいなドラゴンの足がずんと沈しずんでいた。

「はぁ……はぁ……。キミ、いい勘かんしてるね………」

　ドラゴンの巨きょ大だいな腹の下で、フィジカが肩かたを上下させる。

　直感で踏ふみつけは回かい避ひした。しかしそれだけだ。次に打つべき手もないし、ドラゴンが伏ふせでもしたらアッシュたちはたちまち押おし潰つぶされてしまう。

　なのに、フィジカは、実に頼たのもしくニタァと笑った。

「こっちだよ。聖域と違ちがって、あそこは本当の安全地帯」

　不思議な言い回しをした《悪い薬師》に導かれるまま、ドラゴンの腹の下を走る。

　頭上で空気が動いた。足を止めずに見上げる。

　視界を埋うめ尽つくす格こう子し模様、まるで巨きょ人じんの鎖くさり帷子かたびらのような鱗うろこの天てん井じょうが──落ちてきた。

「フィジカ！」

　自分とフィジカの頭をかばう。大地が大きく鳴動した。

　しかし重圧はない。痛みもない。一体なぜと目を開ける。

　頭上も、周囲も、白い鱗うろこの壁かべが覆おおっていた。ドラゴンは間ま違ちがいなく伏ふせている。

　しかしアッシュたちがいる空間だけは、まるで台風の目のように圧あっ迫ぱくを免まぬがれていた。

「ここは、この子の古傷なんだよ。アースドラゴンは脱だっ皮ぴしないからね」

　よく見れば周辺の鱗うろこだけが、他よりわずかに黒ずんでいる。巨きょ大だいすぎて全ぜん貌ぼうが把は握あくできないが、ちょうどトラパット上層から見た下層──大地の裂さけ目めのようにして、ドラゴンの腹に傷が走っているようだ。アッシュたちはその裂傷に蟹かにの如ごとくに体を押し込めた形だ。

　我わが腹の下で蠢うごめく愚おろかな種よ。

　いきなり頭の中に声が聞こえた。高くも低くもない、老いても若くもない、意識に直接入はいり込こんでくるような得体の知れない響ひびき。

　百も生きられぬ貴様らが、なぜ我わが傷の在あり処かを知っている。

「知りたい？」

　フィジカはニヤニヤしながら頭上のドラゴンに問い返していた。どうやらフィジカにも頭の中の声が聞こえているらしい。【ラズの書】には『古代種は人語を解かいして語りかけてくる』とあったが、まさかこんな風に意思の疎そ通つうをしてくるとは思わなかった。もしドラゴンの存在に気づいていなければ、内なる「神の声」だと感じたかもしれない。

　答えよ、人の子。

　偉えらそうにとフィジカが鼻を鳴らす。

「ま、教えてあげるよ。あれはまだキミが生まれたばかりの頃ころだね。ベンゲルクの谷底で孵かえったキミを、私とクロカは『とある方法』でこの冬の洞どう窟くつへ運ぼうとした。その時うっかり落っことしちゃって、キミはトラパットの上層から下層へ真っ逆さま」

　アッシュは耳を疑った。非道極きわまる虐ぎゃく待たいに、ではない。

　──今フィジカは、ドラゴンが『生まれたばかりの頃ころ』って言ったのか……？

　突とつ然ぜんぐらりと地面が揺ゆれた。周囲を覆おおっていた竜りゅうの腹が、地じ響ひびきを立てて上じょう昇しょうしていく。

　貴様は、何者だ？

　正面に出てドラゴンの目を見上げ、フィジカが《悪い薬師》の顔でニタァと笑った。

「ま、覚えてないのは仕方ないよ。私もあの頃ころはちっちゃかったしね」




　　　　　４




　フィジカによれば、アースドラゴンが人と意思を疎そ通つうできるのは、『龍脳ボルネオ』と呼ばれる第二の脳を頭の中に持っているためらしい。その紅玉ルビーに似た第二脳は眠ねむることがなく、周囲の意識を感じ取ったり、逆に呼びかけたりすることができるそうだ。

　それはともかく、現在の状じょう況きょうにアッシュは戦せん慄りつしていた。

「キミ、今の名前は？」

　レニオピュイテだ。

　エイル神が邪じゃ悪あくそのものと断じた害がい獣じゅうの王が、まるで犬のように伏ふせ、フィジカと目線を揃そろえて対話しているのだ。

「そっか。私がつけてあげた『コドモドラゴン』は気に入らなかったか」

　ドラゴンが孵ふ化かした頃ころのフィジカは『ちっちゃかった』らしいが、アッシュに言わせれば今でもちっちゃい。竜りゅうの幼体がどの程度の大きさかは知らないが、レニオピュイテの背には成長に年単位の時間を費ついやす白しろ水すい晶しょうがびっしり生えている。

　アッシュが求めた真実が、すぐそこまで近づいていた。

　貴様の名も聞いておこう。

「ごめん。私名前ないんだ。レニがつけてくれていいよ」

　フィジカがけろりと言ってのけた。その後に「ま、噓うそだけどね」とは続かない。

　今時珍めずらしい人の子よ……いや、貴様、人ではないな。

「私はこの地上の何者でもないよ。しいていえばフィジカだね」

　アッシュが夜に発見して動どう揺ようし、夕刻に目を背そむけた「真実」が、今あっさりと判明した。

　自分が人間ではないと、フィジカ自身が認めてしまった。

　愕がく然ぜんとするアッシュを尻しり目めに、フィジカの問もん診しんは続いている。

　フィジカ……。なるほど。我を再び眠ねむらせに来たというわけか。

「察しがいいね。じゃ、早さっ速そく寝ねてくれる？」

　断る。我は眠ねむるために生まれてきたわけではない。

「だったら起きてどうするの？　地上に出ても、この大陸にはレニが生きていくのに十分な食料はない。どころか《竜殺しドラゴンスレイヤー》なんて呼ばれてるこわーい教会の人間が大挙してキミを殺しに来るよ」

　確かに角ク笛ラのリ騎オ士ンにはそう呼ばれる者がいる。しかしどんなに剣けん技ぎに優すぐれようとも、たかだか人間がドラゴンをどうこうできるとも思えない。真実を目の当たりにしたゆえに、アッシュは《竜殺しドラゴンスレイヤー》の二つ名も、額面通りに受け取るべきではないと思い始めている。

「レニはこう考えてるんでしょ。まずは洞どう窟くつ内にいる幻げん獣じゅうや人間を片っぱしから食べる。そうして力を蓄たくわえた後、まだ見ぬ安住の地へ旅立とうって」

　察しがいいな。では早さっ速そくそうさせてもらおうか！

　ドラゴンが威い嚇かくするように大きく口を開けた。

「フィジカ！」

　盾たてになろうと飛び出したアッシュを、フィジカがニヤリと笑って押おしとどめる。

「本当にドラゴンはかわいそうな生き物だよ。本来人よりずっと頭がいいのに、いつも空腹で脳に栄養が足りない。もしレニがこの洞どう窟くつの生き物を食べてお腹なかを満たしたら、自分が浅はかだったと気づいてまた眠ねむることを選せん択たくするよ」

　何が言いたい。

「洞どう窟くつの外に安住の地なんてないってこと。レニは本能でそれを知ってる。でも今は飢き餓がで気が散ってるから、目先の事しか考えられない」

　だったらなんだ。我は貴様に恨うらみがある。この洞は窟かへ埋うめられた恨うらみがな！

「……そうかもね。でも怒いかりに任せて洞どう窟くつ内の生き物を食べ尽つくすと、今度はなかなか眠ねむりにつけなくなるよ。人間に利用された自分に、腹が立ってしょうがなくなるからね」

　ドラゴンからの返答はない。フィジカの指し摘てきが正しいと認めているのだろうか？

　アッシュは堪たまらず小声で尋たずねた。

「フィジカ、『人間に利用された』ってどういうこと？」

「聖域は安全地帯なんかじゃないってことだよ。エイル教会からすれば、ここはドラゴンや異い端たん者を閉じこめておく『檻おり』であると同時に、百年周期で目覚めたドラゴンが教会の敵に勝手に裁きを下してくれる『処しょ刑けい場』でもあるわけ」

「そんなバカな！　聖域は文字通り神聖な場所だ。ここだって本来は聖ヒルダが神のお告げを聞いたとされる洞どう窟くつだから、人の立ち入りを禁止してるんだ」

「そんなに大事な場所だったら、立ち入りを『禁止』するだけじゃなくって『阻そ止し』するはずでしょ。キミたち角守だって薄うす々うすおかしいって感づいてるんじゃないの？」

　感情ですら反論できなかった。聞いた途端に理論がすとんと腑に落ちてしまった。

　不自由な暮らしを強しいられても聖域の外に出てこない異い端たん者たち。彼かれらが記き念ねん碑ひに書き殴なぐった「噓つきブルシット」の文字。絢けん爛らんを競きそう嗜し好こうの教会が、聖域に至っては石せき碑ひを一つ立てただけでなんの神聖さも誇こ張ちょうしない。「ダンジョン」という単語も、元々は迷めい宮きゅうではなく地下の『牢ろう屋や』を意味する言葉だ。

　たぶん、沈ちん黙もくしたアースドラゴンも同じ気持ちだったのだろう。それは気づいていながら目を背そむけていた、「信じたくない真実」なのだ。

「ドラゴンは生態系の頂点にいる生き物。補食されない唯ゆい一いつの存在。でも戦争で荒こう廃はいしたこの大陸では、竜りゅうという種が生き長らえることはできない。そんな時代にレニが生まれてきたのは、命を繫つなぐためだよ」

　親が子を見るような目つきで、フィジカがドラゴンの体をぐるりと眺ながめた。

「私みたいなフィジカはそれを手伝うためにいる。種を絶やさないように、眠ねむりから覚めたドラゴンがきちんと生きられるように、すべての命に生まれてきた意味を知ってもらうために、フィジカはいる。だから、私はレニをもう一度眠ねむらせにきたんだよ」

　それは貴様の使命であって、我の運命ではない！

　頭の中で竜りゅうが叫さけんだ。目の前の巨きょ体たいが咆ほう哮こうを上げた。音圧がアシュリーのかつらを吹ふき飛とばし、遥はるか後ろの闇やみへと消し去った。

　アッシュには竜りゅうが猛たける理由が理解できる。かつての自分と同じく、ドラゴンは感情でフィジカに抵てい抗こうしているのだ。自じ我がを揺ゆるがす真実から、必死に目を背そむけようとしているのだ。

　我は、眠ねむりながら死ぬために生まれてきたわけでは……ない……。

　頭の中の竜りゅうの声が、遠ざかる蜻蛉とんぼの羽音のように小さくなっていく。併あわせてあの切なげな唸うなり声が、目の前でくきゅると轟とどろいた。

　──ドラゴンは、ずっと泣いていたんだ。

　すべての命は生きるために生きている。言いい換かえれば寿じゅ命みょうを全うすることが生だ。しかし今の時代にドラゴンは生きていくことができない。彼かれらはただ眠ねむることしかできない。

　自分たちは生まれながらに死んでいる。そんな真実を悟さとっているからこそ、ドラゴンは眠ねむりたくないと子供のようにぐずっているのだ。

　大地がグラグラ揺ゆれている。天てん井じょうからパラパラと白しろ水すい晶しょうの欠片かけらが降ってきた。

「まずいね。これ以上ピーピー泣かれたら洞どう窟くつが崩ほう落らくしちゃうかも」

　響ひびき渡わたるドラゴンの嘆なげきに耳を塞ふさぎながら、フィジカが大声で叫さけぶ。

　体が、自然と動いた。

「レニオピュイテ、僕ぼくの話を聞いてくれ！」

　アッシュは一歩前に出て、害がい獣じゅうの王と正対した。

　依い然ぜんとして恐きょう怖ふはある。気を抜ぬけばその場にへたり込こんでしまいそうなほど、体はぶるぶる震ふるえている。

　それでも、真実を知ったゆえにアッシュは叫んだ。

「僕ぼくたち人間は、君を害がい獣じゅうの王と呼んでいる。ドラゴンという種は人類の敵だ。今も僕ぼくはそう思っている」

　愚おろかな種が戯ざれ言ごとを！

　アースドラゴンが頭の中で叫さけび、目の前で首を高くもたげた。

「子供は君だレニオピュイテ！」

　怒いかりを宿した白眼を見上げ、なけなしの勇気で吠ほえる。

「ドラゴンは僕ぼくたちより何百年も長く生きている。でもずっと眠ねむっていたなら、実際に『生きて』きた時間は短い。だったら君は、まだほんの子供じゃないか！」

　黙だまれ小こ童わっぱ。

「きっと君は両親の顔も知らない。こんな穴ぐらで眠ねむるだけで、楽しい思い出なんて何一つない。そんな運命を背負ってしまった君を、僕ぼくは守りたいと思う」

　黙だまれと言っている！

　レニオピュイテの胸が膨ふくらんだ。闇やみに閃せん光こうが走る。牙きばを剝むいた口の中に赤い渦うずが見えた。

　アッシュは動かない。ドラゴンの目を見上げたまま、叫さけぶ。

「ドラゴンだろうと人間だろうと関係ない！　泣いている子供がいるなら、僕ぼくはその子を笑わせてあげたいんだ！」
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　轟ごう音おんとともに吹ふきつける炎ほのおが、アッシュの両りょう脇わきを怒ど涛とうの如ごとくに流れていく。

「金貨三万枚」

　顔は見えないけれど、アッシュの前で傘かさを握にぎるフィジカはきっと笑っているだろう。

「僕ぼくには妹がいる。名前はシャーロット。僕ぼくはロッテと呼んでいるよ」

　アッシュは頭の中のドラゴンに語りかけるようにつぶやいた。

「ロッテが僕ぼくの妹になる前は、どこで何をしていたか知らない」

　角守だった父親がロッテを家に連れてきた頃ころ、アッシュは七歳さいだった。父が不在の間は母を手伝い家を守る、自分でもしっかりした子供だったと思う。

　ロッテは感情のない子だった。言葉もほとんど喋しゃべらなかった。詳くわしくは聞かされていないけれど、どうやら害がい獣じゅうに滅ほろぼされた遠い村の生き残りらしい。

　父にロッテを託たくされて、アッシュはすぐに兄として目覚めた。

　毎日笑え顔がおで挨あい拶さつし、笑え顔がおで本を読み聞かせ、優やさしい笑え顔がおで頭を撫なでてやった。

　けれど、ロッテはまったく笑わなかった。ならばとアッシュは外に出て、毎日村の子供たちを観察した。どうすればロッテを笑わせてあげられるか知りたかった。

　研究の成果を発揮すべく、アッシュはロッテの前で裸のままししとうを炒いためてみせた。生まれたての子犬を借りてきて抱だかせてみせた。大陸一番の美少女だと褒ほめてみせた。

　しかし村の子供たちが笑え顔がおになることに、ロッテはなんの反応も示さなかった。

　そんなロッテが、一度だけ感情を露あらわにしたことがある。

　父の同どう僚りょうが遺品を届けてくれた時だ。巡じゅん礼れいの戦士だったアッシュの父は、どこかで誰だれかを守ろうとして、二度と這はい上あがれない奈な落らくの底へ落ちたという。

　アッシュも悲ひ嘆たんに暮れていたが、ロッテはそんな兄以上に泣いていた。ロッテには感情がないわけではないのだ。ならば必ず笑わせてみる。アッシュは亡なき父にそう誓ちかった。

「今ではロッテも笑う子になったよ。初めて笑ったのは去年だけどね」

　あの日ロッテが笑ったのは、何か決め手があったわけではない。実に十年もの間、愚ぐ直ちょくに妹を笑わせようとした兄が滑こっ稽けいだったのだろう。だが笑わせることも笑われることも大差ない。アッシュは目的を達成したのだ。

　ただし十年甘あまやかし続けたおかげで、ロッテはすっかりわがままになってしまった。いつでも兄を小こ馬ば鹿かにし、口くち汚ぎたなく罵ののしる妹になった。

　アッシュはそんな妹を笑え顔がおで受け入れる。だってロッテは笑ってくれたのだ。アッシュが一いっ生しょう懸けん命めいになったことで、ロッテは辛つらい過去を乗のり越こえ前を向いたのだ。子供の笑顔は見る者すべてを肯定する。これ以上の幸せなど、高望みしない現実主義者には思いつかない。

「だから、僕ぼくはレニオピュイテにも笑って欲ほしい。今君が笑えないなら、せめていつか笑える日が来るようにしてあげたいんだ」

　恐きょう怖ふは消えていた。ただ自分がそうしたいんだと、最後に笑え顔がおで竜りゅうを見上げる。

　呆あきれさせてしまったのか、レニオピュイテの返事はない。

　代わりにフィジカがブンと顔を背そむけた時、見開かれた竜りゅうの白い双そう眸ぼうがふっと緩ゆるんだ。

　……お兄ちゃんみたい。

「えっ」

　なっ、なんでもない。何も言ってない。

　ドラゴンが幾いく分ぶん高音の声を頭に響ひびかせると、フィジカがニタァと笑った。

「じゃ、ちびっ子のためにおねえさんが楽しい話をしてあげるよ。レニ、竜りゅうは千年生きると人間になるって話、知ってる？」

　自分が人の子だったらという空想に耽ふけることはある。しかしそれはあくまでおとぎ話フェアリーテイルだ。

「そうでもないよ。幻げん獣じゅうや亜あ人じんには姿を変える種がたくさんいる。変わりたいと思えば、結構なれちゃうもんなんだよ」

　レニが巨きょ大だいなまぶたを半分閉じ、訝いぶかしげにフィジカを見つめた。

　貴様は言葉であやして我を再び眠ねむらせようとしているだけだろう。

　その気持ちはよくわかる。思わずドラゴンに同情しかけた時、アッシュはふと気づいた。

「そうか……擬ぎ態たいだ」

　かつてバジリスクは、人から逃のがれるためにコカトリスに進化した。

　フェアリーは手のひらに乗るほど小さいのに、ずっと大きな体の人間に変身できる。

　ユニコーンは角を折って、自分からただの馬へと変わった。

　フィジカが羊飼いを名乗るように、アッシュがアシュリーを演じたように、ヨンが人魚と出会って生き様を変えたように、自ら変わろうとすれば、自分を変えることは不可能ではない。それは選んだ選せん択たく肢しを、運命を背負って生まれた自分を、正解へと近づける努力だ。

　そんな思いつきを伝えると、レニオピュイテはむうと感心するように唸うなった。

　自らを変えて生きる……そういう方法もあるのだな。

「収しゅう斂れん進化って言ってね。異なる種の生き物が似た外見になったり、同じ身体機能を持ったりすることがあるんだよ。イルカとサメ、バジリスクとカトブレパス、人間とエルフもそうだね。今の時代、人に擬ぎ態たいする機能は生存戦略としてかなり有効。長命で龍脳ボルネオみたいな未知の器官を持っている竜りゅうは、代だい替がわりせずに体を変化させる可能性が十分あり得る。だから満まん更ざらおとぎ話フェアリーテイルってわけでもないよ」

「うん。僕ぼくがまたフェアリーに会ったら、この洞どう窟くつへ遊びに来るよう頼たのんでみるよ。もしかしたら、彼かの女じょたちから何か変身のコツを摑つかめるかもしれない」

　眠ねむる間に第二の脳で学習する古代種なら、それができるはずだ。

　人の姿になれたなら、我も貴様らのように旅ができるだろうか。自分が生まれた意味を知るべく、この神の箱庭のような大陸を見て回れるだろうか。

「できるよレニオピュイテ。僕ぼくにだってやれているんだから」

　アッシュが微ほほ笑えむと、目の前の竜りゅうが怒おこったようにフンと鼻を鳴らした。

　……レニでいい。

　その鼻先から突とっ風ぷうを吹ふかせ、アースドラゴンが頭の中でぼそりとつぶやく。

「キミの妹に比べたら、この子はちょろいね！」

　向かい風に抗あらがいながら、《悪い薬師》が耳元で叫さけんだ。
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　洞どう窟くつ奥の広大な空間で、光が半球を作っている。

　その中心には地面に突き立った歩き杖つえがあり、光の円の中には巨大な竜りゆうの鼻先と小さな異い端たん者がともに邪じや気きのない顔で眠っていた。

　あれからフィジカがさあ寝ねろほら寝ねろ早く寝ねろと迫せまったところ、レニは薬による睡すい眠みん導入を拒こばんだ。代わりに「添そい寝ねしてくれ」というような意味のことを遠回しに言ってくる。

　かくしてアッシュたちは荷に袋ぶくろから毛布を出し、レニの鼻先で横になった。

　何か話せとせがまれたので、アッシュはレニへの寝ね物もの語がたりにフィジカと出会ってからこれまでのいきさつを語った。

　レニは楽しげに聞いていたが、ユニコーンを治ち療りょうする前に街で買い食いをしたくだりになると、恨うらめしげにフィジカを睨にらんだ。ドラゴンも街で遊んでみたいのかと尋たずねると、場所の問題ではないと頭の中に不ふ機き嫌げんな声を響ひびかせる。竜りゅう族の価値観はどうもわからない。

　人魚と漁師町の秘密を聞かせる頃ころには、レニは静かに眠ねむりについていた。

　といっても、寝ね入いっているのは体だけで、第二の脳は今でも覚かく醒せいしているはずだ。しかし何か考えたいことでもあるのか、アッシュの頭にレニの声は聞こえなくなっていた。

　フィジカは常の如ごとくにあっという間に眠ねむっていたので、アッシュは横になったままフードを被かぶった少女をぼんやりと眺ながめる。

　──フィジカ。君は、本当に悪魔エルフだったんだね。

　毎朝きちんと整えていた、ふわりと膨ふくらんだ銀色の髪かみ。その内側に隠かくしたよく聞きき違ちがいをする甘あまい耳を、アッシュは白はく亜あの街で見てしまった。寝ね返がえりを打っても露ろ出しゅつしないよう、眠ねむる際にはこうしてフードで覆おおったそれは、普ふ通つうの人間よりも鋭するどく尖とがっていた。

　人が「敵」という言葉を聞いた際、真っ先に思おもい浮うかべる存在──それが悪魔エルフだ。

　手元の【ラズの書】にはほとんど悪魔エルフについての記き載さいがない。









　名めい称しょう：悪魔エルフ　危険度：なし

　人類の敵だった亜あ人じん。淫みだらな邪じゃ神しんを崇すう拝はいする悪魔エルフたちは、エイル神の子である人間によって討うち滅ほろぼされた。











　これはウィンクルランドの歴史でもあった。悪魔エルフの存在と戦争の過去は忌き避ひされ、それらを記した書物は禁書に、著者は異い端たん者に認にん定ていされている。ゆえに悪魔エルフについて人々が持っている知識は、虚きょ実じつ入り混じった民話の伝承でしかない。

　狡こう猾かつで残ざん忍にん。耳が醜しゅう悪あくに長く尖とがり、手足はひょろりと細長い。森の奥おくに潜ひそんで自然の資源を独どく占せんし、何百年も生き続ける。雄おすも雌めすも淫いん乱らんで、邪じゃ神しんに授さずけられた魔ま法ほうで人に悪夢を見せる。そうして人が眠ねむっている間に、犯おかしたり殺したりする。

　人間にとって悪魔エルフは、「殺さなければ殺される」と考える相手だ。人と悪魔エルフの間には、他の亜あ人じんとは異なる種の確かく執しつがある。それだけ両者は長く争い、互たがいに命を奪うばってきた。人から見れば悪魔エルフはもはや概がい念ねんとして、「悪魔エルフ」としか言えない存在になっている。

　白はく亜あの街でフィジカの耳を目もく撃げきした時、アッシュは自分の見み間ま違ちがいだと思いたかった。

　たまたまそういう耳なのだと自分に言い聞かせ、努めて考えないようにした。

　けれど今日この洞どう窟くつで、アッシュは自分が真実から目を背そむけていたことを悟さとった。

「フィジカちゃんの耳、かわいかったでしょう？　あれ、実際に甘あまいんだよ。うふふ」

　突とつ然ぜん耳元で囁ささやかれた声に驚おどろく。見れば傍かたわらに神がいた。

「えっ、エイル様っ！」

　羽は衣ごろものような筒衣キトンをまとったパナキアが、隣となりで屈かがんで笑っている。アッシュは即そく座ざに居住まいを正して跪ひざまずいた。

「エイル様かぁ……ま、いっか。大体似たようなものだしね」

　パナキアがうんとうなずき、アッシュにふふと微ほほ笑えむ。

「アッシュくん、よく聞いてね。フィジカちゃんはエルフじゃありません」

「しっ、しかし、畏おそれながらエイル様。あんなに耳の尖とがった人間はいません。人は百年周期で眠ねむるドラゴンの子供時代を知れるほど、長生きもできません」

　思えばフィジカはいつもアッシュを子こ供ども扱あつかいしていた。まるで自分の方がずっと歳とし上うえだというように、年配者への敬意を払はらわなかった。しかし実際そうだとすると、アッシュの方がむしろ無礼を働いていたことになる。

「そうだねぇ。でも本物のエルフはもっともっと耳が長いの。フィジカちゃんのは尖とがってるだけで、人よりちょっと長いくらいでしょう？」

　確かに想像していたほど長くはなかった。もしや本当に勘かん違ちがいだったかと希望が湧わく。

「フィジカちゃんはね、人とエルフの間の子なの。だから耳も人間以上エルフ未満」

　つまりは半身に悪魔エルフの血が流れる存在だ。アッシュの希望は打うち砕くだかれた。もはやフィジカはどうあっても人類の敵なのだ。

「アッシュくんは、白はく亜あの街の宿でフィジカちゃんの耳に気づいた。けれどその日から今日までずっと、フィジカちゃんを受け入れてきたよね。それはなあぜ？」

「それは……」

　自分が真実から目を背そむけていたから……だけではない気がする。

「それがアッシュくんだけの真実なんだよ。ほら、自分の目で確かめておいで」

「神よ、愚おろかな僕しもべにお教えください。僕ぼくは何を確かめればよいのですか？」

「なんと！　フィジカちゃんはハーフエルフだからキスをすると目覚めます」

「なるほど……って、人間だって目覚めますよ！　……ああっ、すいません！」

　エイル様があまりに気さくであらせられるので、お戯たわむれに無ぶ粋すいを返してしまった。

「ほらほらー、もう一回しちゃってるんだから気にしない気にしない」

　当たり前だが神はなんでも知っている。唇くちびるに触ふれた冷たい柔やわらかさが記憶に蘇よみがえった。

　まるでレニの炎ほのおに当てられたように熱を感じていると、頭の中にその声が響ひびいた。

　……もう一回しちゃってるだと？

　パナキアが笑いながら「えい」とアッシュの背中を押おす。

　わたたとたたらを踏ふんだ目の前で、眠ねむっていたフィジカの目がパチリと開いた。

　そうしてすぐに、さっきのレニのようにじとっと半分閉じる。

「あれほど寝ね顔がおを見るなって言ったのに。スケベニンゲン」

　思えばこの言い回しも、自分が人間ではないという主張だったのだろうか。

「ご、ごめん、フィジカ。えっと、起きたなら聞きたいことがあるんだけど……」

「私はハーフエルフだよ。地上に存在してはいけないエルフと人の混血。エルフはドラゴンよりもよっぽど危険な人類の敵。キミはそれを見み逃のがせない。絶対私を教会に引ひき渡わたす。だから私は逃にげる。じゃ、つつがなく」

　フィジカは一息でまくし立て──地面の杖つえを引ひき抜ぬいて逃にげた。

「あっ！　ちょっと待ってフィジカ！」

　大おお慌あわてで白いローブを追いかける。いつの間にかパナキアの姿は消えていた。

「フィジカ、待ってってば！」

「レニ、百年後までつつがなく！　たぶんキミは人間になれないけど、形質が変化して光合成で栄養を摂とったり、空気中の微び生せい物ぶつから養分を得る進化をする可能性はあるよ！」

「子供に夢のないことを言うな！」

　追いつつ吠ほえつつ、アッシュもレニを振ふり返かえった。

「さよならレニ！　僕ぼくは君が人間になれるって信じてるよ！　長生きしてね！」

　……我はどちらかと言えば、貴様に長生きして欲ほしいがな。

「えっ」

　なんでもない。さらばだ、人の子。

　眠ねむる竜りゅうに別れを告げ、アッシュは真実を追いかけた。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しょう：ドラゴン（別名ドラコーン）　危険度：高

　種として生き延びるために眠ねむる種族。こちらが敬意を持って接すれば、思念や意識を読み取って意思の疎そ通つうが可能。

　アースドラゴンの鳴き声は腹の虫に酷こく似じしている（※感じ方には個人差があります）。














[image: 第六話　ヒポグリフの少女]
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「キミの耳は、大きいくせにずいぶん甘あまいね」

　名前のない少女のことを、クロカはいつも『キミ』と呼ぶ。

　少女が『拾ってくれたんだから名前くらいつけてよ』と訴うったえると、クロカは『私がつけてほしいくらいだよ』と笑った。

　クロカの名前はクロカ・クロロッカ。明らかにその場しのぎでつけた名前だ。クロカはいつも「テキトー」なのだ。

　クロカはこの大陸で幻げん獣じゅうを治ち療りょうしながら旅をしている。

　なぜそんなことをしているのかといえば、クロカがフィジカだからだ。ではフィジカが何かと問えば、『私のことだよ』と返ってくる。クロカは面めん倒どうくさがりだ。

　旅の途と中ちゅうで街に立ち寄ると、クロカは人々から気さくに声をかけられる。

『よぉ、《ダルい薬くす師し》。不景気なツラしてるところ悪いが、そろそろ返済機き嫌げんだぞ』

『おい異邦人ビジター、うちの店のツケはいつ払はらってくれるんだ？』

『あんたよく見りゃ美人だよな。金を返す当てがないなら、俺おれに接吻でもしてみるか？』

　などなど。クロカはいつも気さくに借金の返済を迫せまられている。そうして迫せまられる度たびに、

『ごめん。今日は持病の借金返せない病が酷ひどくて』

『今度ひいひいひいひいおばあちゃんが結けっ婚こんするからドレスを買ってあげないと』

『キスしたいのはやまやまだけど、膝ひざに矢を受けてしまってね』

　などなど。のらりくらりと適当な噓うそをつく。

　生まれてすぐに捨てられた少女を拾ってくれたのは、そんなテキトー人間だ。おかげで少女は「歳としの割にはしっかりした子」にならざるを得なかった。

　そういうわけで、今日もクロカのテキトーが炸さく裂れつした。

　少女とクロカが患かん畜ちくを探して野山を歩いていると、滝たきを見下ろす崖がけの上に、ばったり倒たおれたヒポグリフを見つけた。

　ヒポグリフは胴体より前の部分が鷲わしで、後ろが馬という変な生き物だ。鶏にわとりのようなトカゲのコカトリスと似ているけれど、ヒポグリフは基本的に鳥と同じ暮らしをしている。性格が馬のようにおとなしいため、家か畜ちくとして飼育されることも多い。

　崖がけの上のヒポグリフは前足を怪け我がしていた。人にたとえれば踝くるぶしに相当する位置で、細い鷲わしの前足がぽっきり折れている。すぐそばでは一回り体の小さいヒポグリフが、キアキアと悲しい声で鳴いていた。きっと親子なのだろう。

　少女がヒポグリフに駆かけ寄よろうとしたところ、クロカが謎なぞの言葉を発した。

「ヅラ顔」

「え？　『ヅラ顔』ってどういう意味？」

　すると苦く笑しょうとともに、先の通りの「耳が甘あまいね」という言葉が返ってきたのだった。

「私は、『無む駄だだよ』って言ったんだよ」

　クロカは少し寂さびしそうな顔で、地面に横たわるヒポグリフを見つめている。

「でもこのくらいのケガ、縫ほう合ごうと接つぎ木きだけで治るんじゃないの？」

　クロカと長く旅を続けるうちに、少女にもそれなりの医い療りょう知識が身についていた。確かに見た目はひどい怪け我がだけれど、クロカが匙さじを投げるほどではない。このテキトーなフィジカがもっと重じゅう症しょうの幻げん獣じゅうたちを治すのを、少女はたくさん見てきた。

　なのにクロカはさっさと山を降り、村の宿屋で酒とカードに精を出し始めた。きっと治ち療りょうが面めん倒どう臭くさかったから、テキトーなことを言ったに違ちがいない。

　頭にきた少女は夜中にベッドを抜ぬけ出だし、星明かりを頼たよりに山を登る。

　滝たきの上に着くと、怪け我がをしたヒポグリフが三月ウサギのようにけたたましく鳴いてつついてきた。治ち療りょうをしてあげようというのになんと恩知らずなと、少女はムキになって手負いの幻げん獣じゅうと格かく闘とうする。乱闘する。死闘する──。

「……勝った！」

　体中にひっかき傷を作りながら、少女はどうにかヒポグリフをねじ伏ふせた。持参した薬を足に塗ぬってやり、たどたどしい手つきで接つぎ木きを当てて包帯を巻く。

　少女にできるのはこれくらいだけれど、それでも十二分の医い療りょう行こう為いだ。今夜はひとまずここまでにして、明日また様子を見に来よう。

　そこでふと思いつき、少女は鞄かばんの中からクルミと棗なつめの砕くだき菓が子しを取り出した。いくつかつまんで手のひらに乗せ、ヒポグリフの前に差し出す。相手は所しょ詮せん幻げん獣じゅうだ。食べ物で手て懐なずければ明日は取っ組み合わずに済むだろう。思いついた名案に、少女はニタァとほくそ笑えむ。

　が、子供の方は菓か子しを食べてくれたが、怪け我がをした親は頑かたくなに顔を背そむけた。少女はむうと唸うなりつつ、明日こそはと山を降りる。

　翌日の晩、少女がベッドを抜ぬけ出だしてヒポグリフの巣に行くと、親鳥がキアキアと激しく鳴いて威い嚇かくしてきた。概おおむね野生の幻げん獣じゅうはこういうものだ。義理も情けも感じない。クロカの手はいつだって引っかき傷で溢あふれている。

　ならばと少女は親鳥の攻こう撃げきをかいくぐり、がんばって子供に餌えさを与あたえた。そうして少量の菓か子しを置き、親ヒポグリフと睨み合いながらその場を後にする。

　更さらに翌日。ヒポグリフの巣に残した砕くだき菓が子しは減っていなかった。とうとう親が子に食べさせるのも禁じたらしい。

　負けるものかと少女は子供に餌えさを与あたえ、やはり巣に菓か子しを残して宿に帰る。

　そして次の日。いつものように夜中に山を登っていると、巣に親ヒポグリフの姿がなかった。崖がけの上では子供だけが滝たき壺つぼを覗のぞき込こみ、キアキアと甘あまえた声で鳴いている。

「あっ」

　子供の隣となりで下を見ると、川かわ面もに突つき出でた岩の上にヒポグリフが横たわっていた。

　雄お々おしい鷲わしの頭が割れ、流れ出た黒い血が月の光を反射している。

「あの子は、崖がけの上から身投げしたんだよ」

　いつの間にか、背後にクロカが立っていた。

「なんで？　せっかく私が助けてあげたのに！」

「飛べない鳥は死ぬしかない。弱い個体が死ぬことで『種』は維い持じされるんだよ」

「意味わかんない！　あの子翼つばさなんて怪け我がしてないし！」

　少女が涙なみだ声ごえで張り叫さけぶと、クロカの手がふわりと頭の上に乗った。

「親は子供を守るだけじゃだめなんだ。時には辛つらいのを我が慢まんして我わが子を突つき放はなさなきゃいけない。ずっとは可愛かわいがっては、あげられない、から……くっ……」

「クロカ……泣いてるの？」

「泣いてないよ。目にゴマが入っただけ」

「そうそうないことだよ、それ」

　クロカは瞳ひとみを潤うるませながら、テキトーに笑った。この人はぼーっとしている割には結構涙なみだもろいため、こういうことが時々ある。

「キミに教えてあげる。フィジカはなんでもかんでも治ち療りょうすればいいわけじゃない。自然の淘とう汰たの中で救う命を見み極きわめ、必要であれば生きる手助けをする。長い目で見てその『種』が生き残れるように考えるのが、《摂せつ理りの担にない手て》たるフィジカの仕事だよ」

「……よくわかんない」

「すぐにわかるよ。キミにできるのは結果から目をそらさないこと。そして選んだ選せん択たく肢しを正解にする努力をすること。人生をやり直しても未来は変わらないからね」
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　長く長く、フィジカは暖だん炉ろに向かって語りかけていた。

　アッシュはずっと黙だまって話を聞いている。人が抱かかえきれない秘密を吐はき出だす相手は、教会の説教師か暖だん炉ろの炎ほのおというのが相場だ。今のアッシュは揺ゆれる炎ほのおと同じ存在でしかない。

　今から小一時間ほど前、アッシュはレニのいた洞どう窟くつの広間から逃とう走そうしたフィジカを追いかけていた。山路でないためすぐに追いついたが、何を言っても何を聞いても、フィジカは口を閉ざしている。しかしアッシュを拒きょ絶ぜつしているわけではなかった。

『入れば』

　洞どう窟くつの外に出ると、フィジカがアスクレピオスの傘かさを差しながら言った。傘かさの持ち手を交代し、雨の下層をフィジカと並んで歩く。

　言葉はなかった。フィジカが何を思っているのかは知りようもない。けれども今は待つべきだろうと、アッシュは右みぎ肩かたを濡ぬらしながら岩の道を歩く。

　トラパット上層に出てしばらく行くと、小さな民宿があった。もう少し行けばより大きな街があるはずだったが、フィジカは迷わず宿へ入って部屋を取る。そうしてアッシュに椅い子すを勧すすめると、自分は暖だん炉ろの前にぺたりと座すわり、炎ほのおに向かって語り始めたのだった──。

「あの時はクロカの言ってることがわからなかった。でも親ヒポグリフが死んで三日もすると、すぐに結果が出たよ」

　子供のヒポグリフは自分でまったく狩かりをしなかったらしい。山の中でフィジカが餌えさをくれるのをずっと待っていて、来ないとわかると無む邪じゃ気きに人里に押おしかけてきた。そうして驚おどろいた村人に弓ゆみで射られ、あっけなく死んでしまったのだという。

「ヒポグリフはおとなしいくせに肉食だから、野生で生きていくには人間以上に親の教育が重要。でも親ヒポグリフは狩かりができる状態じゃなかった。体の後ろ半分が馬のヒポグリフにとって、鷲わしの前足は飛行や攻こう撃げきのほぼすべてを司つかさどる生命線だからね」

　ゆえに前足が傷つけば、ほんの子供にすらたやすくねじ伏ふせられてしまうものらしい。

「あの時放っておけば、子供のヒポグリフは死にゆく親を見ながら、自然と生きる術すべを身に着けるはずだった。それを私が餌え付づけして、親が教育をする機会を奪うばったんだよ」

　だから親ヒポグリフは自害したというが、アッシュの頭の中では話がうまく繫つながらない。

「私は親ヒポグリフを助けるという間ま違ちがった選せん択たくをした。その後に私がやるべきは、残された子供の面めん倒どうを一生見ること」

　もちろん、そんなことできるわけがない。

「だからそれを知っている親は、突つき放はなすべき時に子供を突つき放はなす。どうしたって自分が子供より先に死ぬからね。それが親の愛情──その時の私が知らなかったものだよ」

　そこでフィジカは顔を上げ、暖だん炉ろの炎ほのおから部屋の隅すみへと視線を移した。

　煤すすけた漆しっ喰くいの天てん井じょうに、以前フェアリーたちのぼったくり宿で見かけたのと同じ、乾かん燥そう花を詰つめた球形の籠かごがぶら下がっている。これは「薬くす玉だま」というもので、クロカが考案した調度品──もっというと借金のカタらしい。自宅用なら救急の備えとしてオトギリソウのような薬草を入れ、商売用、たとえば宿屋なら眠ねむりを誘さそうオレガノやカモミールを封ふうじ込こめて入り口脇わきに吊つるしておくのだそうだ。たぶん魔ま除よけの風習を見て思いついたのだろう。

「助けたつもりの命が目の前で死んで、その子供まで私は殺した。私は救うべき命を見分けられなかった上に、選んだ選せん択たく肢しを正解にする努力も怠おこたった」

「そんなに……自分を責めなくてもいいんじゃないかな」

　慰なぐさめのつもりで言葉をかけると、フィジカが「よかれと思って！」と叫さけび、杖つえでアッシュの頭をぽかりと殴なぐった。

「私がヒポグリフにしたのはこういうことだよ。キミが喜んでるなら私が間ま違ちがってる」

　その例えはどうかと思うけれど、自分本位で安易な慰なぐさめではあったと反省する。

「いたたた……でもクロカさんとフィジカって、性格は正反対なのにどこか似てるね」

「やめてよあんなテキトーニンゲン」

「子供のドラゴンに『コドモドラゴン』と名付ける『テキトー』さはそっくりだよ」

　フィジカは少し頰ほおを膨ふくらし、拗すねた子供のように口を尖とがらせた。たぶん喜んでいるのだと思う。賭かけ事ごとの才がない相そう似じ点は言わずにおこう。

「そうだ。名付けるといえば、『フィジカ』は名前じゃなかったんだね」

　話を聞いていると、それは薬師や角守と同じで職業や立場を表す言葉に思えた。

「名前みたいなものだよ。薬師や角守は大勢いるけど、フィジカは私しかいないからね」

　ますますわからない。話の中ではクロカが《摂せつ理りの担にない手て》と言っていたけれど、それは幻げん獣じゅうを治す薬師という認にん識しきでよいのだろうか。

　そんな疑問を浮うかべた時、今しがた壁かべに立てかけたフィジカの杖つえがパタリと倒たおれた。

「アッシュくんの疑問には、おねえさんがお答えしましょー！」

　フィジカと二人きりだった部屋に、どこからともなく白い筒衣キトンを着たパナキアが現れた。

「えっ、エイル様！」

　アッシュは椅い子すから飛び降りて、その場に恭うやうやしくかしずいた。

　パナキアがチラとフィジカに視線を送り、えへんと得意気に胸を反らす。

　フィジカはふんと鼻を鳴らし、勝手にすればというように目をそらした。

「さて……まずごめんねアッシュくん。わたしはあなたが信じている神様じゃないの」

「どういう意味でしょうか……えっ、エイル様何をっ！」

　いきなり大きな胸に抱だき寄せられ、後頭部をふわっと撫なでられた。

「わたしは女め神がみパナケイア。アッシュくんをこの旅に導いた、《すべてを癒いやすもの》だよ」
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　眠ねむっているような死体。

　そう表現されるものを少女が見たのは、クロカの亡なき骸がらが初めてだった。

　若くはないけど美しく、テキトーだけれど泣き虫で──。

　そんなクロカと少女は、ずっと一いっ緒しょに過ごしてきた。

　少女は両親の顔を知らない。人とエルフの混血であった少女は、母の乳ち房ぶさに吸いつくより早く山中に放り捨てられた。クロカには『たぶんそんな感じだった』と聞かされている。

　長い時を共に過ごしたクロカを、少女は母親のように思っていた。

　けれど、クロカは母扱あつかいされるのを嫌いやがった。自分は子を産み育てられる立派な女ではないと言い、いつも少女を悲しい気持ちにさせた。

　自分がクロカの子供だったら──そう空想したことは数えきれない。

　しかし、現実はその逃とう避ひをすぐに打ち消しにくる。

　クロカは人間で、少女は人とエルフの間の子だ。よしんば顔立ちが似ていたとしても、人がエルフを悪あく魔まと呼ぶ象しょう徴ちょうである尖とがった耳が、クロカと少女を分わけ隔へだてる。

　今より小さい頃ころ、クロカと共に街に入ろうとすると、いつも少女だけが追い返された。

『ここは悪魔エルフの来る場所じゃない！』

　守衛は長い槍やりを振ふり回まわし、人々は石を投げてきた。

　──どうして、自分だけこんなに嫌きらわれるんだろう？

　少女がそれに気づくのに、大して時間はかからなかった。少女とよく似た風ふう貌ぼうのエルフという亜あ人じんが、もうずっと人間と戦争をしているのだ。少女は人とエルフ、どちらの血も半分継ついでいるため、どちらの種からも受け入れられなかった。

　それゆえ年とし端はもいかない子供たちすら、『死んじゃえヒポグリフ！』と、少女に悪意を向けてきた。ヒポグリフは馬とグリフォンの間の子と言われている。本来交わることがない二種の象しょう徴ちょうとして、その名は人とエルフの混血児の蔑べっ称しょうに用いられていた。

　しかし少女を一番悲しませたのは、そういう時にクロカが何もしてくれなかったことだ。

　少女が守衛に追い返されると、自分は人間だとばかりに耳を出し、クロカは平然と一人で街へ入っていった。

　少女が息を殺して一晩町の外で待っていると、一人で宿に泊とまったクロカは翌朝真っ赤に泣き腫はらした目をして出てきた。泣きたいのはこっちだと思いながら、少女はなるべく耳の尖とがったところが見えないよう髪かみ型がたを工く夫ふうするようになった。

　それでも少女にとって、クロカはたった一人の家族だった。

　クロカだけが、世界でただ一人少女を見捨てなかった存在だった。

　けれど、そんなクロカも死んでしまった。

　眠ねむっているような顔のまま、少女を置き去りにして──。




　山中の洞どう穴けつ。

　ここはトラパットの民宿から少し離はなれたクロカの仮宿だ。山歩きをする際に寝ね泊とまりしていたこの場所で、昨夜のクロカはお酒をたくさん飲んで不ふ機き嫌げんだった。理由を問うといつもと同じ、『これが飲まずにいられるか』。クロカは面めん倒どう臭い酔よっぱらいだ。

　翌朝。少女は食事の支し度たくを済ませると、まだ起きてこないクロカを揺ゆすった。しかしまるで反応がない。二ふつ日か酔よいでくたばっているわけではなく、クロカには本人がよく口にするところの生バ命イ徴タ候ルがなかった。

　少女は混乱した。もう心臓が止まっているのに、クロカの体を何度も揺ゆさぶった。髪かみの毛けで鼻をくすぐった。朝食の皿を鼻に近づけた。鼻をつまんでみても、ちっとも苦しそうじゃない。なんで鼻ばかり執しつ拗ように責めるのと怒おこる気配もない。

　次に少女は泣いた。わんわん泣いた。ぐずぐず泣いた。朝から晩まであらゆる声で泣きじゃくったが、クロカはやはり起きてこない。クロカは本当に死んじゃったんだと、少女はまためそめそと泣いた。

　やがて夜が明け朝が来る。そこで少女はおかしな現象と遭そう遇ぐうした。

「死体が、腐くさらない……」

　人に限らず生命活動を停止した生物は、二十四時間以内に腐ふ敗はいが進行する。生き物だったものが朽くちていく有様を、少女もクロカと一いっ緒しょにたくさん見てきた。

　にもかかわらず、クロカの死体は一向に腐くさる気配がない。心臓は間ま違ちがいなく停止しているのに、クロカは今も眠ねむっているような死に顔だ。

　そういえば、少女がすがりついて泣いている間も死後硬こう直ちょくがなく、クロカの体はずっと柔やわらかいままだった。死んでいるのに肌はだもちっとも冷たくない。

　何かおかしいと感じつつ、少女は仮宿の洞どう窟くつでクロカの死体を見守り続けた。

　そしてとうとう一週間が経過した。クロカの死はもう受け入れたが、今もって美しい育ての親の死体をどうすべきか、少女は悩なやみに悩なやんでいる。

「悩なやむよね～。わたしも大弱りだよ～」

　いきなり身近で聞こえた声に、少女は驚おどろき悲鳴を上げた。

「だっ、誰だれっ？　悪い人っ？」

「とんでもない、わたし神様だよ。パナケイアって言うんだけど、知ってるかな～？」

「ぱな……きあ？」

　聞いたことがあった。人間と敵対するエルフが崇すう拝はいする神が、そんな名前だったはずだ。

「うふふ。これが噂うわさの甘あまい耳だね～。パナキアのおねえちゃんは～、癒いやしを司つかさどってる女め神がみで～、場合によっては乳神様とも呼ばれます」

　えっへんと胸を張る女め神がみを見て、少女は素す直なおに「おっきい」と思った。クロカもなかなかに大きい人だったので、連想して少し切なくなる。

「……何しに来たの」

「クロカちゃんの後こう継けい者が見つからなくってねぇ。いっそ本人に聞いてみようかな～って」

「クロカ生きてるのっ!?」

「あ……。ううん、ごめんね。クロカちゃんはもう死んじゃった。本人の顔を見ながら考えようかなって思ってたの」

　別にパナキアが悪いわけではないけれど、少女は女め神がみ様の顔を睨にらんでしまった。

「そんなに怒おこらないでよ～。わたしはあなたのこともちゃんと知ってるよ。ほら、こっちにおいで」

　女め神がみ様に手招きされて、少女は自分でも意外なほど素す直なおに歩み寄る。

「寂さびしかったでしょ。泣いていいんだよ。あなたが辛つらく思ってること、わたしはみんな知ってるからね」

　神様の柔やわらかい胸に抱だかれ、少女はうっと呻うめいた。

　けれど、苦しかったのはぎゅっと抱だきしめられた一いっ瞬しゅんだけで、その後は優やさしい香かおりと温ぬくもりに包まれて、なぜか少女は泣きじゃくってしまった。悲しい涙なみだなんてもう一生分流したと思ったのに、まだまだ全然、全然足りなかった。

「あなたの髪かみ、と～ってもきれいね。麦むぎ穂ほよりも金貨よりも透すき通とおった金色で」

「私、この髪かみの色嫌きらい」

「クロカちゃんと違ちがうから？」

　少女は素す直なおにうなずいた。クロカの髪かみは真っ黒だ。せめてそのくらい似せてくれたっていいのにと、少女は頭を撫なでてくれている女め神がみ様を睨にらんだ。きっとこの人のせいじゃないけれど、睨にらんだ。

「うふふ。クロカちゃんがフィジカだったのは知ってるでしょう？　わたしとクロカちゃんは古いお友達で、約束をしてたの」

「お金貸してたの？　いくら？」

　パナキアがぶっと噴ふき出だした。

「違ちがうけど……でも似たようなものかな。この大陸の生き物を、これ以上絶やさないように助けて回るって約束でね。『フィジカ』っていうのは、わかりやすく言えば大陸そのものの薬師なの。具体的には百年フィジカを続けるか、千の種を次に繫つなぐか、一万の命を守るって約束だったんだけど……」

　パナキアがクロカの亡なき骸がらを見て、困ったように眉まゆを下げた。

「神様とする約束はちょっと特別でねぇ。守れなかった時は替かわりの人に引ひき継つがれるんだけど……今回はちょっと急だったからね。新しいフィジカが引ひき継つぎしてクロカちゃんの契けい約やくが満まん了りょうするまで、体はこのままになっちゃうんだよ」

「そんなのダメ」

　即そく答とうした少女を見て、パナキアが虚きょを突つかれたような顔をする。

「クロカが言ってた。朽くちて大地の養分になるまでが、命をまっとうすることだって。土に還かえって他の命の血肉にならないと、クロカは生をまっとうできない」

　パナキアは目をぱちくり瞬まばたいて驚おどろいていた。けれど、すぐに微ほほ笑えんで少女に語りかける。

「そうなのよ～。だからクロカちゃんの代わりに契けい約やくを引ひき継ついでくれるフィジカを探してるんだけど、今ちょっと目ぼしい人がいなくてね～」

「私は？」

「う～ん。クロカちゃんのお弟で子しさんなら適任だとは思うけど、まだ子供だからねぇ。今いくつだっけ？」

「二十二歳さい」

「お、おおぅ。結構いってるね……。でも見た目が子供だし旅は相当辛つらいし……」

「大だい丈じょう夫ぶ。私はクロカよりしっかりしてる」

「それは大たい抵ていの人がそうなんだけど……うーん」

　困り顔のパナキアを見上げ、少女はこう提案した。

「賭かけて」

「え、何？」

「今、親を亡なくしたヒポグリフの訓練をしてるの。その子がくっきり独り立ちできたら、私にフィジカをやらせて」

　少女はあの日のヒポグリフの思い出を女め神がみ様に聞かせた。

「そんなことがあったんだねぇ……。ふふ。クロカちゃんらしい」

　パナキアは微ほほ笑えみながら目元にじんわり涙なみだを澑ためていた。神様も泣いたりするんだと、少女はしげしげとその顔を見つめる。

「わかった。おねえさんその賭かけに乗っちゃう！」

　優やさしく抱だいてくれた女め神がみ様に見えない角度で、少女はニタァと口くちの端はしを吊つり上あげた。
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　パナキアはエイル神ではなかった。どころか悪魔エルフたちが崇すう拝はいする淫みだらな邪じゃ神しんだった。

　しかし──どうも人ひと懐なつこいというか、物もの腰ごしがふわふわというか、パナキアにはつい警けい戒かいを緩ゆるめてしまう気さくさがある。それでいて確かに神こう々ごうしいのだから、やはりエイル様なのではとも思ってしまう。

「それで、どうなったんですか？」

　真実の判断に迷った結果、アッシュはひとまず話を進めることにした。

「普ふ通つうなら、少女とヒポグリフの感動物語があったと思うでしょ～？」

　フィジカはその名の通り『フィジカ』を襲しゅう名めいしているのだから、そういうことになるだろう。しかしとほほと肩かたを落としたパナキアの様子は、アッシュも我わが身みでよく知っている。

「……何か、ハメられたんですね？」

　パナキアが「そうなのよ～」と眉まゆを下げながら苦笑う。

「フィジカちゃんの後にくっついて山に入ると、確かに一頭のヒポグリフがいたの」

　アッシュは話を聞きながら【ラズの書】をめくってみた。









　名めい称しょう：ヒポグリフ（別名ヒッポグリフ）　危険度：低　等級七

　上半身には鷲わしの頭と翼つばさを持ち、下半身に馬の脚あしと尾おを持つ獣けもの。グリフォンが馬ヒッポと交配した結果生まれた生物であり、温おん厚こうで家か畜ちくに適している。

　グリフォンと比べて体が重いため、矢の一本で簡単に落とせる。











『グリフォン』は、ちょうどヒポグリフの下半身が獅し子しになった生き物だ。両者は外見こそ似ているけれど、その性格は大きく異なる。グリフォンは馬と契ちぎったヒポグリフを毛け嫌ぎらいしているため、縄なわ張ばりにその姿を見つけ次し第だい、襲おそいかかって追おい払はらうのだと【ラズの書】には記き載さいされていた。

「フィジカちゃんはそのヒポグリフに跨またがって、それは見事に狩かりをしてみせた。でもね、そのヒポグリフは人間で言えば働き盛ざかりの中年だったの。独り立ちどころか、既すでに周りに何頭ものグリフォンを従えている山の主ぬしだったのよ～」

　そんなことだろうと思った。『親を亡なくしたヒポグリフ』が幼おさな子ごであるとは限らない。老人を指して『親を亡なくした子供』と言っても間ま違ちがいではない。それは【ラズの書】と同じ、噓うそではないけれど真実でもない情報操作だ。フィジカは女め神がみを謀たばかるため、わざわざ事前に過去の失敗を聞かせたのだろう。

「フィジカちゃんの立場を考えたら、親を亡なくした子ヒポグリフと自分を重ねてるって思うでしょ～？　ちょっと胸がキュンとして受け入れちゃうのもしょうがないでしょ～？」

「ええ……。心中お察しします」

　ただ、アッシュはその話に妙みょうな引っかかりを覚えた。

「さてと。ここまでで何か質問はあるかな～？」

「あの、パナキア……じゃない、パナケイアさんは、本当に邪じゃ神しんなのでしょうか」

　自分でもおかしな質問だと思うが、当人がふわふわと摑つかみどころがないので、こちらも地に足がつけられない。たとえ肯こう定ていされても、そうですかとすんなり受け入れてしまいそうだ。

「パナキアでいいよ～。わたしも気に入ってるしね」

　うふと笑ってパナキアが指を一本立てた。

「たとえ偶ぐう像ぞうであっても、人が崇あがめればそれは信しん仰こう。その意味では世界にはたくさんの神がいるよね。そして神の言葉を伝えるのは人だから、人によって解かい釈しゃくが違ちがったりしちゃう」

　そこで一度言葉を切り、パナキアは考える時間を与あたえてくれた。らしからぬと言っては失礼だけれど、急に真ま面じ目めな話になったためアッシュは当とう惑わくしてしまう。

「たとえば……歴史の中の差別や戦争を見ても、わかったような気にしかならないでしょう？　事実に属する概がい念ねんは、『当事者』以外には絶対に理解できないもの。それがアッシュくんもよく知る『真実』だよね。だから信しん仰こうと神をどう結びつけて解かい釈しゃくするかは、当事者であるアッシュくんの自由なの」

　煙けむに巻まかれているわけではないのだろうけれど、パナキアの話は難解だった。それこそ紙に書いて何度も読まなければわかったような気にしかなれない。

「難しい話だよねぇ。わたしも飽あきちゃった」

「い、いえ、決してそういうわけでは……」

「うふ。じゃあこうしよっか。どうせわたしはあなたたちに何もしてあげられない。だからアッシュくんはわたしのことを、『たまに出てくる優やさしくておっぱいの大きいおねえさん』程度に思ってればいいんじゃないかなっ」

　パナキアがぐいと背を反らして胸を強調した。
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　誠まことに罰ばち当あたり極きわまるけれど、アッシュもそれでいいような気がした。少なくとも目の前のパナキアはその通りの人物なのだ。あとは自分が判断すればそれが真実になる。

「では……ひとまずそう思うことにします。もう一ついいですか。パナキアさんは僕ぼくを『旅に導いた』って言いましたよね。あれはどういう意味ですか？」

「……おねえさんつまんない。あ、ひょっとしてフィジカちゃんくらいの程ほどよさがお好み？　わあ、スケベニンゲン」

「なんの話ですか！」

「おっぱいの話さっ！」

　ぐっと親指を立てるパナキアを見て、何かもうどうでもよくなってしまった。

　フィジカはどうしているだろうかと見ると、案の定ベッドでくーくー眠ねむっている。正体が知れているのにフードを被かぶってしまうのは、癖くせになってしまっているのだろう。

「街で食べ物の屋台巡めぐりをしている時、みんな行列ができている店に並ぶでしょ～？」

「え？　……ええ、そうですね」

「でも、誰だれも並んでないひっそりしたお店で自分にぴったりのものを見つけた時、人はすごく嬉うれしいよね。それが自分の目で探し当てた真実だから」

「あの、パナキアさん。それはなんの話でしょうか」

「アッシュくんは竜りゅうの鱗うろこみたいに頭が固い子。今の話だと行列に並ぶ方だけど、それでも『パンプディングにミルクを浸ひたすとおいしい』って邪じゃ道どうも真実として受け入れちゃう。そういう清せい濁だく併あわせ吞のむことのできる人が、フィジカちゃんの旅の終わりには必要だったの」

　まさかさっきの質問に繫つながると思わず、アッシュはえっと聞き返した。

「フィジカちゃんとヒポグリフの話には、まだ続きがあってね」
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　空を飛ぶことは少し怖こわい。少女はしっかりと大地を踏ふみしめて歩く方が好きだ。

　けれどこうしてヒポグリフに跨またがって空を飛ぶのも、患かん畜ちくの回復を診みる『フィジカ』の仕事だとクロカは言っていた。

　さておきヒポグリフが『独り立ち』をしていると十分証明できたので、少女は跨またがった首の毛を引っぱって大地にふわりと着陸した。

「まんまと騙だまされたよ～」

　女め神がみ様がとほほと肩かたを落として出で迎むかえてくれる。

「ごめんなさい。でも私はどうしてもフィジカになりたかったの」

「……どうして？」

「お母さんに、もう大だい丈じょう夫ぶって伝えたいから」

　パナキアがはっと息を吞のんだ。




「私、クロカが本当のお母さんだって知ってた」




　クロカはなんでもテキトーで、少女には基本的に冷たい。拾った子に名前もつけてくれないし、少女が人間にいじめられても他人のフリをする。

　そのくせクロカは泣き虫で、少女にはよくわからない理由で涙なみだしたりするのだ。ヒポグリフが身投げした時もそうだった。

『親は子供を守るだけじゃだめなんだ。時には辛つらいのを我が慢まんして我わが子を突つき放はなさなきゃいけない──』

　そう言って泣いたクロカを見て、少女はぼんやりと気づいた。

「クロカは異邦人ビジターだった。ウィンクルランド以外の世界から来た人」

　アスクレピオスの杖つえを始めとしたクロカの医い療りょう器具は、この大陸には存在しないものばかりだ。エルフと人が長く戦争しているため、ウィンクルランドには時々そういう大陸外からの訪問者が訪おとずれるようになった。彼かれらは戦争を終わらせるためにやってきたのだという。

「だから、クロカはずっとこの世界にはいられない。いつかは自分のいた世界に帰ってしまう人。けれどこっちで子供ができちゃった。それもエルフとの間に」

　クロカは自分の国に少女を連れて帰れぬ理由があるのだろう。だからクロカは少女を突つき放はなしたのだ。名をつけず、他人のフリをし、ヒポグリフの親がそうするように、厳しく親の愛情を見せた。

　人からもエルフからも愛されない少女が、この世界で一人でも生きていけるように──。

「ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　パナキアが少女を抱だきしめ涙なみだを流す。

「わたしがクロカちゃんとあんな契けい約やくをしたせいで、あなたがこんな目に……」

「別にいいよ。神様だって色々あるんでしょ。あと苦しい」

　柔やわらかい胸の中でもがきながら言うと、パナキアが更さらにぎゅうぎゅう抱だきしめてくる。

「それより教えて。契けい約やくをきちんと満まん了りょうすると、クロカはどうなるの？」

「うう……ちゃんと生き返って、自分の世界に送そう還かんされます……」

「よかった。じゃ、明日からフィジカがんばるね」

　なんだか『フィジカ』が自分の名前になったみたいだと少女は思った。

「うう……でもそれじゃ、あなたがクロカちゃんと離はなれ離ばなれになっちゃうんだよ？」

「いつまでも親と暮らしている生き物なんていないよ」

　クロカとの旅で、少女は幻げん獣じゅうたちから命の在あり方を学んだ。親は子より先に死ぬし、そうなるずっと前に子はみな独立していく。

　少女は決して短くない時間を、クロカと一いっ緒しょに過ごしている。『育ての親』と意識している間には気づけなかっただけで、今振ふり返かえれば母の愛情も多く受け取っていたのだ。

　他人から見れば、少女は不幸な生おい立たちかもしれない。

　親に捨てられ疎うとまれた、哀あわれな娘むすめかもしれない。

　けれど、それを決めるのは少女自身だ。

「私、クロカの子供に生まれて幸せだった。だから、クロカに恩を返したい」

　パナキアがおろろーんと吠ほえながら、しゃかしゃかしゃかしゃか頭を撫なでてくる。

　何もしていないのにこんなに優やさしくしてくれる女め神がみ様は、クロカよりよっぽどお母さんらしいと少女は思った。
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「フィジカの旅は……親孝行のための旅だったんですね」

　パナキアがぐずぐずと半泣きで語った話に、アッシュも静かに落らく涙るいする。

　フィジカがかつて旅をする理由を『借金を返すため』と言ったのは、本当は受け取っていたのに気づけなかった、「母の愛」に対する自戒が込められているのだろう。

「ぞうだどよ～。フィジカぢゃんは『私はもう一人で大だい丈じょう夫ぶ』って、クロカぢゃんに伝えるだべに、フィジカを継ついでくでだのよ～。うう……」

　いよいよ本格的に泣き出したパナキアを見て、アッシュは先さきほど覚えた違い和わ感かんの正体がわかった気がした。

「僕ぼくは、パナキアさんはやはり正しい神なのだと思いました。フィジカが『フィジカ』を継つげるよう、運命を導いたのですから」

　どんな理由があるにせよ、フィジカが賭かけに勝つのはやはりおかしい。名も無き少女の不幸に責任を感じていたこの女め神がみは、そうなるべく運命を導いたのだ。

　フィジカに名を与あたえ、少女が知らずにいた母の愛を与あたえるために。

　おそらくは、アッシュも同じ理由でこの旅に導かれたに違ちがいない。

　この大陸で、フィジカは《悪い薬師》だ。

『フィジカ』としては優すぐれているけれど、人としては色々問題がある少女だ。

　そんなフィジカを間ま違ちがった方に進ませぬよう、目付け役としてパナキアが選んだのがアッシュなのだ。巡じゅん礼れいの中で何度も知覚した「直感」は、神のお導きだったのだ。

「え？　わたしそんなことしてないよ？　フィジカちゃんは普ふ通つうに賭かけに勝っただけ」

「そんなはずは……フィジカが賭かけに勝つなんて信じられません」

「あ、そっちはわたしのせいだね～。フィジカちゃんが賭かけの勝ちで味をしめてクロカちゃんの二にの舞まいになっても困るから、一生賭かけ事ごとで勝てない呪のろいをかけちゃった」

　てへと舌を出したパナキアを見て、アッシュは戦せん慄りつした。

「じゃ、じゃあ、パナキアさんが僕ぼくを旅に導いた理由は……」

「フィジカちゃんはね、エルフの血が流れてるから『発情期』があるの」

　突とつ然ぜんとんでもない真実を聞かされて、アッシュは思わずベッドを顧かえりみた。

　眠ねむっていたはずのフィジカが、じっとりした目でこちらを見ている。

「そしてフィジカちゃんはエルフ最後の生き残り。種を繫つなぐのが『フィジカ』の仕事だけれど、こればっかりは一人でできないからね～。じゃ、色々つつがなく～」

　ちょっと待ってと引き止める前に、パナキアは卑ひ猥わいな笑みを浮かべて光の中に消えた。

「キミ、パナキアにからかわれただけだからね」

　ベッドに寝ねそべったままフィジカが言う。さすがに自分がそのために導かれたとは思いたくないが、エルフという種を繫つなぐにはそれ以外方法がないのも事実だと思う。

「スケベニンゲン」

「ぼっ、僕ぼくそんなこと考えてないよ！」

「ほっ、ほんとに考えてたみたいな反応しないでよ！」

　いつも平然と同じ部屋に泊とまっていた二人に、初めて気まずい夜が訪おとずれた。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しょう：ヒポグリフ（別名ヒッポグリフ）　危険度

　個体によっては上位種のグリフォンを従えることもある。種は種であって個ではない。

















　　　エピローグ　つつがなき遍た歴びの始まり




「ついてこないでよ！」

「フィジカを放ってはおけないよ」

「キミは私に盛さかってるだけでしょ！」

「お願いだからその誤解だけは解かせて！」

　朝一番で宿を出ると、フィジカは何も言わずに山を登り始めた。

　どこへ行くのと尋たずねても梨なしの礫つぶて。勝手に後をついて歩くと、その辺に生えていたキノコをぽいぽい投とう擲てきされた。相も変わらずけんもほろろで、いつも通りに取りつく島もない。

「待ってよフィジカ。僕ぼくは君と一いっ緒しょに旅を続けたいだけなんだ」

　角つの守もりとしての成果は上げられないかもしれないけれど、フィジカといれば多くの真実を見み極きわめることができる──というのはアッシュが用意した「事実」だ。

　真しんの理由は、この大陸にたった一つのエルフの命を守りたいからだ。

　パナキアに頼たのまれたわけではない。フィジカを守ることのできる人間は、この大陸でただ一人、「真実」を知る自分しかいないと気づいたのだ。

「スケベニンゲン！」

　なのにフィジカは真っ赤になって怒おこり、猛もう然ぜんと山を登っていく。さすが森の人の異名を取るエルフの血統だけあり、自然の中では到とう底てい追いつけそうにない。

　このままではまずいぞと思い始めた矢先、フィジカが脇わき道みちへ入って立ち止まった。

「何か探してるの？」

　ローブの背中越ごしに見ると、フィジカは両手でざっ、ざっと、斜しゃ面めんの枯かれ葉はや小枝を搔かき分わけている。しかし手伝うよと声をかける前に、その作業は終わっていた。

　山の斜しゃ面めんに、ぽっかりと黒い穴が開いている。

「ここは……？」

「今はお墓だよ──【トーチ】」

　アスクレピオスの杖つえが淡あわく輝かがやき、フィジカが斜しゃ面めんの穴へ入って行った。

　アッシュも剣けんの柄つかに手を添そえて、警けい戒かいしつつ中へ進む。

　洞ほら穴あなの中はそれほど広くなかった。百歩も行かないうちに袋ふくろ小路こうじに行き当たる。

　フィジカが杖つえを壁へき面めんに立てかけ、地面に転がっていた二に灯とうランプに火を灯ともした。

「これは……家？」

　炎ほのおがジラジラ照らす岩がん窟くつには、足あし下もとに布が敷しき詰つめられている。中央には古びた切り株が一つあり、上に様々な小こ瓶びんが乗っていた。他に取り立てて家具はないけれど、隅すみの方に巨きょ大だいな長方形の箱が置かれている。

　天てん井じょうに目を向けると薬くす玉だまがぶら下がっていた。特に香かおりは漂ただよっていない。岩がん窟くつの中に作られた円形の住居には、今は誰だれも住んでいないようだ。

　フィジカが隅すみにあった箱の傍かたわらにひざまずき、棺ひつぎのように横から蓋ふたを押おし開あけた。

「ただいま」

　箱の中には一人の女性が横たわっていた。アッシュは見た瞬しゅん間かんこそ驚おどろいたけれど、すぐに彼かの女じょが誰だれであるかに気づく。

「この人がクロカさん……フィジカのお母さんだね」

　眠ねむっているようにしか見えない女性は、三十代の前半程度に思えた。ウィンクルランドではあまり見ない顔立ちをしているから、実際はもっと高こう齢れいかもしれない。

　ここはパナキアの話に出てきた、クロロッカ親子が仮宿にしていた洞ほら穴あななのだと思う。フィジカが「フィジカ」を継つぐと決意した、つつがなき遍た歴びの始まりの場所だ。

「全然似てないでしょ」

　フィジカはうつむくように、じっとクロカの顔を見つめていた。

　その横顔と棺ひつぎの女性はまるで似ていない。クロカの髪かみは真っ黒で、耳も標準の人間だ。まぶたを閉じているのでわからないが、瞳ひとみの色もきっと玻は璃りのような青ではないだろう。

「よく似てるよ。寝ね顔がおがそっくり──あいたっ」

　慰なぐさめたつもりだったのに、向こうずねに杖つえの一いち撃げきが飛んできた。見慣れてしまっていたけれど、寝ね顔がおはやはり見てはいけないものらしい。

「クロカの死因はたぶんお酒の飲み過ぎ。死んでるのにこんなきれいな顔してるから、本当のところはわからないけどね」

　だから私とは全然似ていないと、フィジカは甘あまいパイプワインを咥くわえた。

　見た目だけでなく性格も食べ物の趣しゅ味みも違ちがう。若かりし頃ころのフィジカがクロカを母親と気づけなかったのも無理はない。

　けれど、きっと二人にはよく似たところもあるはずだ。たとえば──。

「クロカさんは、なんで『フィジカ』になったんだろう？」

　百年、千せん種しゅ、万命を救うというフィジカの仕事。それをクロカが背負わなければならなかった理由が疑問だった。そもそも人間は百年も生きられない。だからクロカはドラゴン──レニオピュイテの保護をフィジカに託たくしたのだろうし。

「クロカは、人間を救いたかったんだよ」

　ちゅうと、パイプワインの中身をすすり、フィジカはなぜかアッシュを睨にらんだ。

「キミたちエイル正教が幻げん獣じゅうを害がい獣じゅうって見なすのは、人に害を及およぼすからでしょ」

「そ、そうだね。害がい獣じゅうたちは鋭するどい爪つめや牙きばで人間に襲おそいかかってくる」

「幻げん獣じゅうが無む闇やみに攻こう撃げき的になるのは『発情期』の時だけだよ。武器を持つ生き物には、必ずそれを抑よく制せいする力、人に置おき換かえれば『自制する心』がある。じゃないと最終的に他のすべての動物を絶滅させて、やがては自分も滅ほろぼしちゃうからね」

　二人の間で禁きん忌き扱あつかいだった単語を、フィジカがあっさり口にした。

「ドラゴンだけじゃなく、自然界で強きょう者じゃとなっている幻げん獣じゅうはみんな『食べ尽つくしてはいけない』という自制心を持ってる。逆に言えば、武器を持っていない生き物には抑よく止し力たる自制心がない。だから毎日平気な顔をして、他の生き物を狩かり尽つくせる。年がら年中発情期な、キミたちスケベニンゲンのことだよ」

　フィジカはここぞとばかりに『種』としての人間を責め立ててくる。

「たとえばこの世界からヘビが絶ぜつ滅めつしたとする。するとまずヘビを天敵としていたネズミが繁はん殖しょくする。増えすぎたネズミが餌えさの昆こん虫ちゅうを食べ尽つくすと、今度は植物の種子を運ぶ存在がいなくなる。やがて大地の恵めぐみがなくなって、大陸の生き物はみんな死に絶える。もちろんヘビを幻げん獣じゅうに置おき換かえても同じ。キミたち人間には武器も抑よく止し力もない。だから幻げん獣じゅうを絶ぜつ滅めつさせることが、自分たちの首を絞しめることって理解できないわけ」

　人間だってそこまでバカじゃないと言いたかったが、現状エイル教会が行っているのはまさに害がい獣じゅうの駆く逐ちくだ。コカトリスやユニコーンを狩かれば、巡めぐり巡めぐって自分たちが滅ほろびるなんて誰だれも考えていない。

　というより、理り屈くつでわかっても感覚で理解することができないのだ。百年、千年先の人類の滅めつ亡ぼうに、「当事者」のように共感できるほど人の寿じゅ命みょうは長くない。

「普ふ通つうの生物は環かん境きょうに応じて生態を変える、つまりは危機に対して適応進化できる。でも人間は二足歩行になって、動物であることをやめた。これ以上ないくらい『脳』が複雑に進化しちゃったから、もう体の方を変えることもできない。だから本来一番絶ぜつ滅めつに近い種なのに、自らその危機を招いちゃう愚おろかな生き物、それが人間……ってクロカが言ってた」

　フィジカが言った『絶対に理解できない価値観』は、思想の違ちがいではない。武器も抑よく止し力もないゆえに、この大陸で人間だけが『種』としての物差しを持っていないのだ。増えれば増えるだけ滅ほろびの運命を歩むと理解する本能を、いつの頃ころかに捨ててしまったのだ。

「そうか……『フィジカ』は人を救わないことで、人間を救っているんだ……」

　百年千せん種しゅ万命を救うことで、患ひ畜とに肩かた入いれしないことで、《摂理の担い手フィジカ》は大陸に調和をもたらそうとしている。本当に『すべてを元に』戻もどそうとしているのだ。

　しかし長命なエルフの血が流れるフィジカはともかく、人間であるクロカが人の滅めつ亡ぼうを憂ゆう慮りょしていたことが不思議だった。まるでクロカは滅ほろびの未来から「当事者」としてやってきたような──いや、きっとそれこそがクロロッカ親子の似たところなのだろう。

「全然違ちがうから。私が人を診みないのは、人間が嫌きらいなだけ」

　フィジカが怒おこったようにガラガラとクロカの棺ひつぎの蓋ふたを閉めた。出自と過去を考えれば、フィジカが口にしたのは「事実」だろう。

　けれど、それはアッシュが見た「真実」以上のものではない。

「じゃ、つつがなく」

　クロカの亡なき骸がらに声をかけ、フィジカが洞ほら穴あなを出ていく。

　アッシュも三角を切って祈いのりを捧ささげ、フィジカの後を追いかけた。

「待ってよフィジカ。そんなに急いでどこへ行くの？」

「キミに言う必要ないでしょ」

　初めて会った時からそうだった。自分はいつもこの白いローブの後ろ姿を追いかけてばかりだとアッシュは思う。これでは運命ではなく、まるでフィジカに導かれているようだ。

「待ってってば。僕ぼくはこの先もフィジカと旅を続けたい。だからどうしても聞いておきたいことがあるんだ」

　この大陸で、フィジカは《悪い薬師》だ。

　人に高額な治ち療りょう代を請せい求きゅうし、教会が悪あしき存在と定めた害がい獣じゅうを救う異い端たん者だ。

　フィジカと旅を続ければ、きっとこれから先も騙だまされたり、集たかられたり、都合よく囮おとりにされたりと酷ひどい目に遭あうだろう。角ク笛ラのリ騎オ士ンにもなれないかもしれない。

　けれど、異い端たん者フィジカの行いは、いつの日か「真実」として人々の知るところになるはずだ。願わくば、自分がその時に真実の証人でありたいとアッシュは思う。

「フィジカは天使だ。僕ぼくは君とずっと一いっ緒しょにいたい。だから、君の気持ちを聞かせてほしい」

　このちびっちゃい《白衣のペテン師》は、パナキアに選ばれた《摂せつ理りの担にない手て》だ。つまりは神の意志を代行する存在──本物の天使でもある。

　前を行くフィジカの足が止まった。

　振ふり返かえった銀色の髪かみがふわりと揺ゆれる。

　その瞳ひとみは青く玻は璃りのようで、頰ほおは上気したように赤い。耳は髪かみの毛けで見えないけれど、それが尖とがって上を向いていることをアッシュだけが知っている。

「フィジカって、本当はいくつなの？　子供の頃ころは金きん髪ぱつだったんでしょ？　今銀色の髪かみをしてるってことは、ものすごくおばあちゃんなの？　二十二歳さいの時に『フィジカ』を志してまだ契けい約やくが満まん了りょうしていないってことは、最高でも百二十一歳さいだよね？　僕ぼくはやっぱり『フィジカさん』って呼んだ方がいいかな？　君の気持ちを聞きたいんだけど──」

　老いてを敬うアッシュにとって、それは旅を続ける上で何より大事なことだった。




　それから数分後──。

　アッシュはかつてと同じく横たわり、かつてと同じ言葉を口にしていた。

「僕ぼくは、こんなところでキノコにまみれて死ぬのか……」







　　　あとがき




「運転手さん、前の車を追ってください！」

「お客さん、刑事さんですか？　あのタクシーに凶悪犯でも？」

「いや、乗ってるのは友達です。タクシー分乗しただけです」

「なんでまた一人だけ」

「……」

「こいついい年こいてハブられたんだ。かわいそうに」

「心の声出てますよ！」

「で、目的地はどこなんですか。分乗しただけなら別に追っかけなくてもわかるでしょ」

「僕が目的地を知っている顔に見えますか」

「見えないね。置いていかれまいと必死の形相だよね」

「わかったら早く追っかけてください」

「お客さん、見たところ結婚式の招待客でしょう？　おそらく学生時代の同期がこっちで結婚した。で、当時の仲間たち五人ほどで飛行機に乗ってやってきた。けどお客さんは式場の場所を知らない。なぜなら案内状忘れちゃったから。まあ案内状なんてなくても問題ないよね。どうせ移動はみんなと一いつ緒しよだし、なんて思ってたらタクシー分乗でハブられた。おまけにその動どう揺ようぶり、携帯電話も家に置いてきたんじゃないですか？」

「……そうですよ。でも運転手さん、あなたの仕事は探偵の真ま似ね事ごとではなく、あのタクシーを追いかけることだ。僕たちが直進しているこの道を、さっき左折したあのタクシーをね！」

「はは。超ウケる。あんたどんだけそそっかしいの」

「笑ってないでなんとかしてくださいよ！」

「大丈夫。ここらの結婚式場は全部頭に入ってます。必ず披ひ露ろう宴えんに間に合わせてみせますよ」




　おはようございます、鳩はと見みすたです。『この大陸で、フィジカは悪い薬くす師しだった』は、長らく青年獣医を主人公にした、ぱっさぱさに乾いた地味な小説でした。それを登場人物から設定から総とっかえしようと思わせてくれたのは、あのテキトーな運転手さんのおかげです。僕はあの日の結末から、乗りかかった船から降りる勇気を学びました。

　そしてそんなめんどくさい変更につき合ってくれた担当さん、その結果生まれたフィジカをとってもかわいく描いてくれたアマガイタローさん、及びこの本に関わったすべての人々に感謝を捧ささげます。

　最後に。この本を手に取ってくれた皆様が、アッシュとフィジカをかわいがってくだされば色々と冥みよう利りにつきます。色々。


とっても素敵な二次会でした　鳩見すた
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鳩はと見みすた

「シオカラトンボって塩辛いのかな？」と好奇心丸出しで舐めた子供の頃。当時は「鉛筆の上に塗ったクレヨン」と表現しましたが、今なら「臭みのないヤゴ」と例えます。大人になるって嫌ですね（なってない）。

[image: ]




イラスト／アマガイタロー

会社勤めのイラストレーターです。

今回はじめてファンタジー作品の挿絵を担当させて頂きました！　どうぞよろしくお願いいたします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鳩見すた先生」係

「アマガイタロー先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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この大たい陸りくで、フィジカは悪わるい薬くす師しだった








鳩はと見みすた
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